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序章　おそろしく、幸福な夢

「ロザリー？」

聞き慣れた呼び声に、ロザリーは弾かれたように顔を上げた。そして声の主を認めたとたん、大きく目を見開いた。思わず開きかけた唇の奥で、息が止まる。

──神秘的で、色鮮やかな藤を思わせる目。その目を縁取る長く黒い睫毛。

すっと通った真っ直ぐな鼻筋や、少し色が薄く形の良い唇は、名画の中から抜け出てきたかのように整っていた。

長い黒髪は緩やかに波を描き、白い肌の透き通るような美しさと見事な対比を描いている。

「ウィス姉様……？」

ロザリーが呆然とつぶやくと、血の繋がらない姉──ウィステリア・イレーネ＝ラファティは小さく首を傾げ、不思議そうな顔をした。

そこは見慣れた姉の部屋だった。ラファティ家の二階、ロザリーのものより大きな書き物机があり、調度品は落ち着いていて、大きな窓から差し込む光が、椅子に腰掛けてこちらに体を向ける姉の姿を照らしている。

その身がまとう紺色のドレスは、背が高く細い体を更に引き締めて見せている。

「うん？」

穏やかな声が短く答え、ロザリーの言葉の先を促す。

──姉は、いつもそうやって妹が話しだすのを待ってくれた。

どんなに他愛のないことも、大好きなケーキに興奮して支離滅裂になった言葉であっても。

ロザリーの鼻の奥に、つんとした刺激がはしった。それを
堪
 こら

 えるように、両手でドレスの腿のあたりを握った。──姉とは正反対の、明るい桃色のドレスだった。

「……怖い夢を、見たの」

「怖い夢？」

藤色の瞳が少し見開かれた。ぱちぱちと瞬くたび、長い睫毛が精緻なつくりもののように際立つ。

「どんな夢？」

姉の声に、優しい響きが強くなる。こちらを案じて、聞き出そうとしてくれているのだとロザリーにはわかった。──いつもそうだったから。

「ウィス姉様が……いなくなる夢」

鉛の塊が喉に詰まったように、ロザリーはそれだけしか言葉にできなかった。

本当は、もっと長い長い夢だった。

──怖いだけではない、おそろしいほどに幸福でもある夢。

ブライトが、この美しい姉ではなく自分を選んでくれた夢。彼と結婚し、三人の愛すべき子供を授かる夢。

目が
眩
 くら

 むほど幸せになる夢だった。──姉がいないこと以外には、すべてが完璧といっていいほどの。

ロザリーはうつむいて黙り込む。

「いやな夢だったのね」











気遣いに満ちた声がする。

ロザリーは小さく肩を震わせ、うなずくことも答えることもできなかった。

（……私は）

姉が今こうして目の前にいて、確かに安堵した。なのに、今まで自分が見ていたものが夢だとわかって──足元全てが崩れ落ちて、泣きたいような気持ちになった。

あの幸せな夢が、跡形もなく消えてしまったからだ。

言葉が出ないうちに、さらりと衣擦れの音がした。ロザリーがはっと顔を上げると、ウィステリアが立ち上がる。いつの間にか乗馬服に似たものに着替えていた。──ここを出て行くつもりなのだとわかった。そしてまた、あの場所に行くのだ。

「だめ、姉様行かないで!!
 」

ロザリーはとっさに叫び、姉の腕をつかんでいた。藤色の目が見開かれ、ロザリーよりも高い位置にある瞳が見下ろしてくる。

その目に向かい、ロザリーは焦ってまくしたてた。

「ゆ、夢で、姉様があの場所に行ったまま戻ってこなかったの……だから」

行ってほしくないと告げると、ウィステリアは数度瞬いたあと、困ったような、だが優しい微笑を浮かべた。

──大丈夫、すぐ帰ってくるから。

そう言ってやんわりと、妹を退けて出て行く意思を見せる。

ロザリーはそれに焦り、同時にかすかな苛立ちを覚えた。

（どうしてそこまでするの？）

──周りにどう見られているか、どう言われているか、わからないような姉ではない。

日頃は、ウィステリアを見習いなさいと両親が何度も言うほど控えめで従順な人なのだ。なのに《未明の地》の研究というものが絡むと変わってしまう。

ロザリーにとって自慢の、羨望の的でもある姉が、なぜそんなことをするのかがわからなかった。

「……他のことじゃだめなの？」

その言葉がこぼれたとき、はっきりと
詰
 なじ

 る調子がまじるのがロザリー自身にもわかった。

姉の驚いた顔に後悔を覚えても遅い。ロザリーは口をつぐむ。

──言うまいとしていた。姉のしたいことだから、結果を出すから待っていてほしいと言われたから。

それでも、ロザリーの胸の内にはずっと、どうしてという思いが巣くっていた。

打ち込むならもっと他のことであればいい。もっとまともな──悪く言われずに済むようなことであればいい。それこそ姉の好むような、淑女らしいものなら数えきれないほどある。

なのになぜ、わけのわからない怪しげな研究なのだろう。

姉は少し哀しそうに眉を下げて、ごめんね、とつぶやくだけだった。

両親のみならず、妹の言葉もほとんど聞き入れてくれる姉が、こればかりは聞いてくれなかった。

ロザリーはそれに強いもどかしさを覚える。子供のように喚いて、姉にしがみつきたくなる。

──あの得体の知れない研究所に入り浸る限り、姉を悪く言う者が跡を絶たないのだ。

魔女、妖女、養子であることをあげつらってくすくすと笑う、悪意を持つ者たち。

（ウィス姉様は、そんな人じゃないのに！）

悔しかった。腹立たしかった。

──同時に、諦めたように笑う姉がどうしようもなくもどかしく、反発したくなった。

（どうして）

なぜ、言われたままでいるのか。気にしていないと言いながら、なぜ紫の瞳を
翳
 かげ

 らせるのか。力のない微笑で覆い隠す姿をロザリーは見ていた。

そんなふうに傷つくくらいなら、やめたらいい。あるいは何も知らない人間たちにはっきり言い返せばいい。怒ればいいのに──。

『よほど後ろめたいことや隠したいことでもおありなの？』

──違う。姉はそんな人じゃない。どうしてみんなそんなことを言うの。ただ変わった研究に携わっているというだけなのに。真面目で優しい人なのに。

姉への悪意が耳に入るたび、ロザリーは反抗し、怒りを露わにしてきた。聞き流しなさいと言われてもできなかった。姉に対して、どうして抗わないのかという憤りさえも覚えた。

何度も何度も怒りや苛立ちを味わい、やがて疲弊していく。自分ばかり怒っているようで、やりきれず、理不尽を感じて。振り上げた手の行き場を失い、強く握る。やがて暗いものが体の中に渦巻き、
滲
 にじ

 み出す。

──姉自身が、反論しないから。立ち向かわないから。

『ロザリー嬢は優しくて善良ねえ。あんな人を、ちゃんと姉として敬っているなんて』

扇の向こう、欠けた月のように笑う目だけが見える。あれは誰だっただろう。いつかの茶会。あるいは夜会。悪意に粘ついた声だけがロザリーの耳に残った。

『姉思いのあなたなら悔しいでしょうね。ええ。だって、はしたないことさえしなければ、あなたの義理のお姉様は、社交界の華の一つともなりえたでしょうに。もったいないことだわ。本当にあなたとは違うのね』

ロザリーは怒りを覚えながらも困惑した。猫のように笑う目が、悪意だけではなく哀れみを
洩
 も

 らしていたような気がしたからだ。

──もったいない。

その言葉が、なぜか小さな棘のようにロザリーの胸を刺した。

──社交界の華となりえるかもしれないほどに美しい姉。

自分とはまったく違う、艶やかな黒髪に、吸い込まれるような妖艶さと気品を併せ持った紫の目。控えめで落ち着いた物腰に、すらりと細く背の高い体つきとその美貌のために、藤の妖精と賞賛する者もいた。

『安心するといいわ。あなたと義理の姉はまったく違う。ええ、正反対よ』

うまく反論できないロザリーを嘲笑うように、誰かは言った。


正反対
 。

その言葉が、今度ははっきりとロザリーを穿った。それまでなんとも思わなかった言葉。なのに長じてから、重い
靄
 もや

 がかかったように違った意味を孕んでいく。

──淑女らしい振る舞いができる美しい姉。優しい姉。わけのわからない研究に手を染めている以外は、欠点らしい欠点などない姉。

それに比べて、妹の自分は。

（知ってるわ、そんなこと）

自分が、姉ほど美しくないことも。淑女らしい振る舞いができないことも。姉が着こなす大人びた衣装が、自分には決して似合わないことも。姉が難なく覚え、身につけることも、自分がそうするには何倍もの時間と労力が必要になる。

『ウィステリアを見習いなさい』

優しい両親がそう言って窘めるたび、胸に小さな棘を感じるようになったのはいつからだっただろう。

──自分は姉のようにはなれない。姉とは違う。

ロザリーは、ぎゅっと両手を握りしめる。

『本当に。ラファティご夫妻やあなたがおかわいそうだわ。迷惑をかけられて、ねえ？　みんな、ただあなたのことを心配しているのよ』

ひどく優しくささやかれた言葉が、毒のように広がっていく。

（心配……）

──本当に、そうなのだろうか。姉への悪口ではなく、中には、本当に親切にこちらを案じてくれている相手もいたのかもしれない。

それに、もしかしたら。

（……姉様だって）

これだけ言われるのは、姉にも原因があるからではないのだろうか。

言っても聞いてくれないから。やめれば何も言われずに済むのに、やめないから。

姉自身が、悪評をたてられるようなことをしているから。

自分も、両親も迷惑をかけられている。巻き込まれている。なのに怪しい研究をやめてくれない。

（どうしてそこまでするの？）

──後ろめたいことや隠したいことでもおありなの？


その言葉が、氷片のようにロザリーの胸に刺さる。

（姉様は……）

もしかしたら。

本当に、魔女や妖女などと呼ばれても仕方のない──

「ごめんね、ロザリー」

胸を突く声に、ロザリーははっと顔を上げる。

声は確かに聞こえたのに、そこにはもう姉の姿はなかった。

「……姉様？」

つぶやき、急いで部屋を飛び出す。見慣れた廊下。だがそこにも姉の姿はない。

いつの間に行ってしまったのだろう。

ロザリーは走る。

「姉様待って……!!
 」

叫んだとたん、周りの景色が突然滲み、歪み、破れた絵画のようにばらばらに崩壊していく。この先の世界の存在を許さないかのように。

この先の光景を、時間を知らないというように。

崩れて剥がれ落ちていく世界の中を、ロザリーは泣きながら走る。

「違うの、姉様、私は……!!
 」

あんなことを思わなければよかった。

悪評をたてられる姉のほうが悪いなんて。魔女や妖女と言われても仕方ないだなんて。

そんなこと、これまでに一度も思ったことはなかったのに。

──それを打ち明けることも謝ることすらもできないまま。

「ウィス姉様……!!
 」

叫んで手を伸ばす。

夢だったのは──。

◆

空は暗かった。厚い雲が重たげに天を覆い、陽の光をことごとく遮っている。雲の合間、わずかに薄い部分から、か細い陽光が白いまだら模様をつくっていた。

小さな教会の側に、その
静謐
 せいひつ

 な墓地はあった。柵で囲まれ、槍の穂先を思わせるような糸杉がぽつぽつと立つ中、簡素な白い墓石が点在している。

その墓石のうちの一つに、一人
佇
 たたず

 む女がいた。

長い赤毛を結い上げて灰色の帽子を乗せ、同じく灰色のドレスに身を包んでいる。色合いは控えめでも、その厚い生地の輝きや袖と胸元の飾りは見るからに高貴な人間のそれだった。滑らかな手袋に包まれた手が持つのは、紫色の花だ。

曇天の下、いつもは明るい瞳に翳りを強くして、ロザリー・ベティーナ＝ルイニングは墓石を見つめていた。

「……姉様」

ロザリーは、物憂げにその呼び名を口にする。

視線の先、墓石には短い文字だけが刻まれている。まめに手入れされているせいか、一年前に見た時とほとんど変わらない。

ウィステリア・イレーネ＝ラファティ。その名と、二十年を生きたという情報だけが無感情に記されている。

ロザリーの周りには誰もいなかった。同行した侍女にはしばらく下がるよう言い含めてある。

この静かで寂しい墓地に訪れる人間はめったにいない。今となってはルイニング公爵夫人であるロザリーが訪れても、見咎めたり噂するような人間はいない。

本来なら、義姉をこんなところで一人にしておきたくはなかった。

だが、ロザリーには知り得ない事情で──〝空白〟に関わる何らかの圧力によって、義姉をラファティ家から離さざるをえなくなった。

ここは息を潜めるように、人目をはばかるように、ひっそりと存在する場所だ。

しかし、だからこそ教会の中の告解室のように墓石に向かって語りかけても見咎める者はいない。

雨を予感させる湿った風が、四十歳を迎えた公爵夫人の体に吹き付けた。

それが合図であったかのように、ロザリーは重い口を開いた。

「……ロイドがね、帰ってこないの」

つぶやいた声がかすかに震え、ロザリーは一度唇を強く閉ざした。震える吐息ごと、こみあげたものを飲み下す。

「大丈夫だと聞いたから行かせたのに……。王女殿下もずっとお待ちなの。なのにあの子はまだ、ああ、本当に──」

手を握ると、紫の花が震えた。声にしたとたん溢れそうになる恐怖と不安を、ロザリーは必死に抑え込んだ。愛情深い夫にも、その夫によく似て快活な末息子にも気遣われ、何度も話を聞いてもらった。それでも不安はおさまらない。

ロザリーには、《未明の地》という異界のこともよくわからなかった。ロイドがそこへ行くと説明を受けたときも、いつものように魔物討伐のために遠征へ行くのだと思っていた。何度やめるように言ってもロイドは剣を手放さず、不安になるばかりだから、遠征についてもこれまで詳しく話を聞いてこなかった。そのことが、今になってこんなにも後悔を招いている。

《魔法管理院》側の人間を問い詰めても、事態は何も変わらない。

こんな状況には耐えられない。けれど家族の前でいつまでも嘆いて泣き暮らすわけにもいかない。悩んだ末に、ロザリーは姉の元を訪れた。

──ロザリーが何を言っても、どれほど感情をそのままにぶつけても許される唯一の場所がここだった。

かつて何でも話を聞いてくれた優しい姉。血の繋がりはなくとも、ロザリーにとってただ一人の姉、ウィステリア・イレーネ＝ラファティの眠る場所。

この土の下に姉の体はない。けれどこの墓石が建って十五年以上が経つ今でも、ロザリーは一年に一度ここへ来て花を手向けている。

姉の名を刻んだ墓石はずっとロザリーの話を聞き、受け止め続けてくれた。

──最愛の相手と結婚したこと、第一子が誕生し、それが健康な男子で歓喜と同時に安堵したこと、第二子は元気な女の子で、第三子はまた元気な男子だったこと。それぞれ性格が違い、活発な子供たちに振り回されながらも、幸せに過ごしていること。

能力的にはまったく非の打ち所がない、だがあまりにも周りと違うがゆえに不安になる嫡子のこと。

なんでも話し合える夫にも言えないひそかな悩み──年をとっても夫があまりにも魅力的で、たまに不安になるということ。

そうして胸につかえたものを吐き出せば、ロザリーは顔を上げることができた。

両親や友人や、今となっては夫となったブライトが愛してくれるような、明るく前向きな自分に戻ることができた。

けれど今は、どれだけ思いを吐き出しても頭を覆う重い霧は晴れない。

これまでは気にならなかった冷たく無機質な沈黙──姉の名が刻まれた墓石を前に、何の答えも返ってこないことがひどく寂しく心細く感じられる。

だからだろうか。

哀しい夢を見たのは。──どうしたのロザリー、と呼びかけてくれる姉の声を鮮やかに思い出すのは。

懐かしい、遠い昔の日のように、姉に聞いてほしいと思う。昔、そうすることで気持ちが楽になったように。

淀む空の下、ほの白く浮かび上がる墓石を見つめながら、ロザリーは声にならない声で問いかける。

（……姉様、どこへ行ってしまったの？）

断続的に繰り返した問いが、胸の中にまた浮かんだ。

ロザリーの記憶には、一箇所だけ、ぽっかりと大きな穴があいている。

どうしてそうなってしまったのかはわからない。何か、とてもおそろしいことがあったということだけは確かだった。

──そしてそのおそろしいことの中に、姉がいなくなったことも含まれていた。

『……おそろしい、事故だったの』

母は震える声でロザリーにそう告げ、抱きしめた。父もまたかつてない沈痛な顔をして、重く口を閉ざしていた。

──事故？　何が起きたの？　私は何を……ねえ、ウィス姉様は？

呆然としたままにロザリーが問うと、母は抱きしめる腕にいっそう力をこめた。

その腕が震え、くぐもった嗚咽が耳元で響き──ロザリーは凍りついた。

うそ、とこぼれた声が、自分のものではないようだった。

おそろしかった。信じられなかった。

目が覚めたら全てが変わってしまっていた。こんなことはたちの悪い冗談で、誰かが悪い夢だと言ってくれるのを待った。

『──瘴気に関することだ。お前も、ウィステリアも……ひどい事故に、巻き込まれた』

父がかすれた声で語るのを、ロザリーは他人事のように聞いた。

──ひどい事故。瘴気。《未明の地》。姉が研究に参加していた、得体の知れない何か。

あまりにもおそろしい出来事だったから、そのことに関する記憶を失ってしまったのでしょうと医師は告げた。

何が起こったの。ロザリーは消え入りそうな声で問うたが、おそろしさに体が震え、答えを聞きたくないとも思った。こんなことは嘘だ、間違いだという答え以外聞きたくなかった。

ロザリーが覚えている最後の姉の姿は、乗馬をするわけでもないのに、細身の上着にぴったりとした脚衣と長靴に身を包んで家を出て行く姿だ。

──《未明の地》の研究施設だという場所へ向かうのを、複雑な思いで見送った。それは何度か繰り返した光景だった。

けれどあの日──ロザリーの気持ちだけが違っていた。

なぜ姉はそこまでするのだろうと疑うと同時に、行かなければいいのに、と詰るように思った。

迷惑をかけないから、いずれ結果を出すからと姉は何度か口にした。

──でも、実際には迷惑をかけている。両親にも自分にも。本当に迷惑をかけたくないと思っているなら、どうしてこんな身勝手をするのか。

言葉では謝っておきながら、心は違うのではないか。何か恥ずべきことに関わっているのではないか。──周りに反論しないだけの、後ろめたいことがあるのではないか。

他人から吹き込まれた悪意に染まったような気持ちで見送ったのが、最後になった。

（あんな気持ちのまま……）

それが最後だったなんて、姉がもう戻らず、二度と会えなくなるだなんて思わなかった。

姉が世界から突然消えてしまったということを受け入れられず、ある日、ふらりと帰ってくるのではないかという期待さえ抱いた。

だがロザリーのその期待は、時という圧力が冷酷に押し潰し、削り取り、やがて麻痺させていった。

『──忘れてくれ、ロザリー』

ブライトに強く抱きしめられ、かすれた声でそうささやかれたとき、ロザリーは抗う術を持てなかった。

──ブライトのこんな声を聞くのははじめてだった。

いつも軽口をたたきあい、目を離したくてもなぜか吸い寄せられていたこの人のこんな姿をはじめて見た。

苦しいほどに抱きしめてくる体を伝い、ブライトが何度も息を止めるのを感じていた。まるで、耐えがたい痛みに歯を食いしばるように。

ブライトがこんな状態になるほど、おそろしい事故だったのだ。

大きな腕の中でロザリーは嗚咽し、震える手を伸ばしてブライトにしがみついた。

そうして、強く目を閉じた。

何が起こったかわからないまでも、その事故によって、魔法管理院に冷ややかな目を向けられるようになったのはロザリーも感じた。普段あまり表に出ないその機関は、だが相当な権力を持っているらしく、ブライトや両親の表情を暗くさせ、口を閉ざさせたようだった。

──そうして、姉の存在もまた表舞台から消された。

ぼんやりと過去と思考の狭間に漂っていたロザリーは、瞬きをして現実に戻る。墓地の積もるような静けさに、少し耳が痛くなる。

──あれから二十三年の時が経ち、すべてが変わった。

ロザリーはもう、おそろしい空白の何かに怯えることはない。姉がどこかにいるのではないかとむなしい希望に逃げるようなこともしない。何があったのかと怯えることも、おそれながらそれを知ろうとすることもやめた。ブライトに支えられ、前だけを見ることができるようになった。

前へ進むのに必要なのは、振り向くことではなく行き先を真っ直ぐに見据えることだ。──事実、あの〝空白〟以後、どんなおそろしいことも起こっていない。

空白を空白のままにしておいても、人は生きることができ、世界は続いていく。おそろしい瘴気も魔法管理院も、目を背ければロザリーの世界から消すことができた。

ロザリーはもう、両親と姉のいる娘ではなく、夫と三人の子供を持つ妻であり母だった。

手にしていた紫の花を、墓石の前にそっと横たえる。

「──姉様、ごめんね」

乾いた痛みのような感情と共に、ロザリーはつぶやいた。

過去を変えることはできない。

生きてゆくためには、辛いことや哀しいこと、おそろしいことは忘れて手放してしまわなければならない。

姉を思い出すのなら、もっと楽しく優しい記憶でありたかった。

（落ち込んでばかりもいられないものね。前を向かないと）

ふう、と声に出して息を吐き、ロザリーは顔を上げた。

（姉様の分まで、しっかり生きなくては）

──長女を失い、両親はひどく
憔悴
 しょうすい

 していた。その両親は、せめて自分だけは幸せにと願ってくれていた。

だから、ロザリーは姉の分まで生きて幸せにならなければならなかった。

そして、両親とブライトに支えられ、時を重ねて徐々に自分を取り戻していくうち、ロザリーはようやく気づいた。

自分の中で、もはやブライトへの想いをごまかすことができなくなったとき、ふいに雪が舞い降りるように理解したのだ。

（……姉様も、ブライトを想っていたのよね）

これまで、姉はブライトに対して親しみを見せつつも常に最低限の礼節を保ち、どこか距離を置いているようにも見えた。

──かつてのロザリーは、そんな距離感を不思議に思っていた。性格的なものかと思ったが、姉から奇妙な緊張のようなものを感じることがあった。姉は、ブライトのことが苦手なのかと考えたこともあったほどだ。だが、後になってわかった。

姉の、白く滑らかな頬に朱色が滲む意味。ブライトといるときの、ややぎこちなく、緊張を表す仕草。紫の瞳で追いながら、声をかけずにいた意味。神秘的な双眸にときおり垣間見えた、潤むような輝き。

あれはきっと、控えめな姉の臆病な恋の証だった。

けれど姉は、その臆病な恋を告げることがないままいなくなってしまった。

唯一、救いを見出すとしたら──姉に嫉妬したり
軋轢
 あつれき

 を生むようなことにならずに済んだ点かもしれない。

ロザリーは、墓石に刻まれた姉の名前に語りかける。

（姉様の分まで、ブライトを愛すわ）

姉の分まで生き、幸せになり、夫を愛する。最愛の人との間に恵まれた子供たちのことまで。

──夫によく似たロイドのことを思い、ロザリーは強く唇を引き結ぶ。

《未明の地》。瘴気。姉を失う原因になった、おそろしいもの。そこに、ロイドも巻き込まれてしまった。一体、何の運命だというのか。

供えた花の、紫の花弁が小さく揺れる。空はますます泣き出しそうな色合いになっていた。

ロザリーは跪き、目を閉じて両手を組んだ。

「姉様。どうか、ロイドを守って」











まどろみの中

薄闇の中、紫の瞳は漠然と床の上をさまよった。寝台に横たわったまま焦点の定まらないその目は、陰を吸って一層色濃くなる。

眠りと覚醒の狭間で、ウィステリアはかつてそこにうずくまっていた同居者の幻影を見ていた。

しなやかな、狼にも猫にも似た四肢。珊瑚色の柔らかな毛に覆われた体。細長い尾。手足の先と頭部から首の上までは毛が黒く、耳は長く顔は狼のように凜々しい。なのに、四肢を伸ばしながらぺたりと床に伏せて眠る姿は愛らしかった。

（……コーラル）

かつてそう名付けた魔物がいた。眠れないときはその柔らかい珊瑚色の毛を撫で、しなやかな体を抱くと心が安らいだ。

賢い魔物は声も発さず、細長い耳をぴんと立てて、ウィステリアの内なる声を聞いているかのようだった。背に沿うようにして生えた、細長い翼のような器官をなぞることさえ許し、ウィステリアを無言で慰めた。

その感触を思い出すようにウィステリアが手を伸ばしたとき、脳裏にあの光景がよぎった。

──あれだけしなやかで活発だったコーラルが、わずかたりとも動かなかった。

美しい珊瑚色の体毛は黒茶の血に濡れ、《大蛇》が
嗤
 わら

 う──。

「……っ」

ウィステリアは強く目を閉じ、伸ばしかけた手を握った。寝台から体を起こし、記憶を払うように大きく息をつく。その息がかすかに震えることは抑えきれなかった。

（だめだ）

どんなにコーラルが恋しいと思っても、どんなに心細くても、ただそれだけの理由で自分の側に置くわけにはいかない。

──同居者がいない状態のほうが、普通なのだ。

そうすれば失う恐怖も痛みも知らずに済む。

口の中でわざと小さく悪態をつき、両手で顔を覆う。しばらくそうして呼吸したあとで、手を滑り落とした。寝台から起き上がる。

『……なんだ、寝ぼけているのか？』

足元の台にたてかけていた剣が、軽く鼻で笑うような声を漏らした。言葉に反して、いつもより声量は抑えられている。

ウィステリアはため息を一つだけこぼして応じた。寝台の側にある小さな机の上、時間の経過で色の変わる鉱石を見れば、まだ暗さを残した色──夜明け前に相当する時間だとわかった。

耳の下で髪を緩くまとめ、上着を羽織る。そのまま、ウィステリアは音を殺して寝室を出た。居間に出て、自然と隣の部屋──弟子となった青年が眠っているであろう部屋を見て、そっと目を逸らす。

居間に隣接する調理場の棚から静かにカップを取り出し、
逡巡
 しゅんじゅん

 した。──温めて、甘くしたものを飲むつもりだった。

そうすることで気分が少しましになると、あの金眼の青年が教えてくれた。

だが物音をたてて、その青年を起こすような真似はしたくない。

考えた末、結局、水を注いだ。ウィステリアはカップをテーブルに置き、ゆっくりと椅子を引いて座る。そのまま、しばらく動かずにいた。ぼんやりと宙に視線を漂わせる。

──眠れない。

思考する力はかろうじて保てている。屋内に留まっていられるだけの理性は戻ってきていた。

あるいは、半端に考える力が残っているから余計なことに気を取られるのかもしれない。

──そのせいで、コーラルという、かつて共に暮らしていた存在を思い出してしまうのか。

サルティス以外に同居する存在がいることの安心感を、あの温もりを鮮やかに思い出してしまう。

（……ロイドは）

一刻も早く、向こうの世界に帰さなければならない。手遅れになる前に。

彼の帰りを、待っている人のために。

ウィステリアは目を閉じた。

〝──それだけか〟

あの夜の声が耳の奥に蘇り、無意識に肩が震えた。息を止め、こみあげたものを噛み殺す。

白い指が、くしゃりと前髪を握った。時間の感覚を失ったまま、ウィステリアはしばらくそうしていた。

「……ずいぶん早起き
 だな」

少し抑えたような低い声に、ウィステリアは目を見開いた。つかんだ前髪から指を離す。緊張で頬がかすかに強ばるのを感じながら、緩慢に声のほうに振り向いた。

闇の中、蛍火のように淡く輝く金眼がウィステリアを見ていた。肩を越す銀髪を緩く束ね、ほの青い寝衣に身を包んだロイドが、腕を組んで扉の枠によりかかっている。

──いつの間に起きていたのだろう。

脳裏によぎった声の主がまさにそこにいて、ウィステリアの鼓動は跳ねた。視線をさまよわせ、耳の下で髪を押さえる。

「すまない、起こしたか」

「……いや」

ロイドは短く答え、身を起こす。そのまま居間へ出てくる。金の目が、ウィステリアの手元、水を注がれたカップを
一瞥
 いちべつ

 した。

──やはり物音で起こしてしまったのかもしれない。

寝室に戻るべくウィステリアが腰を浮かせると、

「いい。そのまま座ってろ」

ロイドは端的に制した。

ウィステリアは当惑し、だが青年に言われたとおりに座り直した。

ロイドは調理場に立ち、こちらに背を向けている。薄い寝衣では、盛り上がった肩や背の広さが余計に際立つようだった。大きな背の向こうからやがてうっすらと湯気が立ち上り、ほのかな芳香が流れてくる。

やがてロイドが振り向くと、その手には湯気の立つカップがあった。淡く甘い香りには覚えがあり、ウィステリアははっとする。

ロイドは無言で、温めたばかりのそれをウィステリアの前に置いた。

「あ……ありがとう」

わずかにうろたえながら、ウィステリアはなんとか礼を述べた。

──覚えのある光景。まだ記憶に新しい過去の再現。

ロイドの態度は、まるであの後、何事もなく時が経過しているかのように錯覚させる。

心に棘のように引っかかることなど、何も起こらなかったかのように。

ロイドは向かいの席に座った。食事を取るときと同じ、いつもの位置だ。

けれど今、真っ直ぐに見つめてくるその目から逃れるようにして、ウィステリアはカップに目を落とした。両手で包み、温められた熱を心地良く感じながら持ち上げる。口にすると、あの夜と同じ甘さが広がった。

沈黙を紛らわすように、しばらくその味と温もりを味わうことに集中した。

──それでもやがて気詰まりな空気に耐えかね、ウィステリアはぽつりとこぼした。

「君も、眠れなかったのか？」

かすかな衣擦れの音がして、ロイドが肩をすくめたのがわかった。

「日中、動き足りなかったのかもな」

「……そうか」

重い頭で、ウィステリアはそう答えることしかできなかった。

自分もロイドも、元々口数が多いほうではない。またすぐに静寂が戻ってくる。

──しかしその静寂は、以前よりもずっと息苦しく感じられた。

あの夜からそうなった。──後戻りできなくさせたのは自分だった。

〝あなたが望むのは──サルティスに触れずに、私があなたの前から消えることだけか〟

ウィステリアは静かに唇を引き結び、カップを包む両手に力をこめた。底にわずかばかり残った液体を見る。

（……あんなことを言うつもりは、なかったのに）

明らかな失言だった。

サルティスがなぜ自分を真の主と認めないのかと問われ、冷静さを失った。

否。

ロイドの言葉がブライトのそれに重なり、どうしようもなく心が乱れた。ロイドの意図はブライトとは違う、そんなことはわかっていたはずなのに。

突き放したあの夜から七日ほど経って、表向き、ロイドは変わった様子を見せなかった。怒りや苛立ちをぶつけてくるようなこともなければ、不機嫌や不快感を態度に出すこともない。

かといって腫れ物に触るかのような扱いとも違う。

こちらをうかがい、距離をはかりかねている──日頃からは考えられないような、青年の柔らかい部分を見ているような気がした。

そんなところに、ウィステリアはまた心苦しさを覚えた。だがその無言の優しさに甘えるように、あの夜の一件から目を背け、いつも通りを装っている。

ふいにロイドが席から立ち上がり、ウィステリアははっとする。思わず目で追いかけると、ロイドは自室へと向かった。

その姿に何か言葉をかけようとして、ウィステリアは薄く唇を開いた。だが見つからなかった。

ロイドは横顔を見せ、目だけを師に投げた。

「──おやすみ」

短く告げ、扉が閉ざされて大きな後ろ姿が消える。

ウィステリアは言葉にしかけたものを息とともに吐き出し、カップに目を戻した。両手で触れても温もりは既になく、わずかに残った液体を透かして冷えた底が見えていた。





不埒と不慣れ

寝室に戻って少しのまどろみを挟んだあと、ウィステリアは再び寝室を出た。

ロイドは先に起きていた。互いに何もなかったかのように振る舞い、朝食をとって身支度を済ませる。

余計なことを考えないようにと自制しながら、それでもウィステリアは気づいた。

（いつの間に……）

ごく親しい者にしか見せられないはずの無防備な寝衣の姿を見せることも、ときに身支度を完了しないうちに食事を一緒にとることも──ロイドと一緒にそうすることに、抵抗を覚えなくなってしまっている。

まるでコーラルが一緒にいたときのように。

ばさりと外套が
翻
 ひるがえ

 る音で、ウィステリアははっと現実に戻った。

ロイドは金に縁取られた黒衣をまとい、左半身に
碧
 あお

 の外套を羽織っていた。

そのまま床を蹴ろうとする気配に、ウィステリアは慌てて声をかけた。

「どこへ？　また一人で行くのか」

「西から回る。そんなに遠くまで行くわけじゃない」

ロイドは淡々と答え、ウィステリアはぐっと言葉に詰まる。

──変わったことと言えば、日中の行動もそうだった。

これまでは、教えた技の実践もかねる意味で、ウィステリアはロイドを伴って《大竜樹》の巡回へ出るようになっていた。帰ってきたあとに、また新たな魔法の伝授という習慣が出来つつあった。

だがあの夜から、それが崩れている。

手分けし、逆方向から行けばより広範囲を素早く巡回できる──ロイドはそう言って、ウィステリアと別行動を取ることが多くなった。

今も、そうしようとしている。

──あるいは、ロイドはそうやって自分をできるだけ避けようとしているのかもしれない。

思わず目を伏せたウィステリアを、金の瞳がじっと見た。ロイドは軽く肩をすくめた。

「……心細いというなら一緒に行ってもいいが？」

「！　な、何を言ってるんだ！　わ、私はただ、君の身を案じてだな……!!
 」

予想外の言葉に、ウィステリアはにわかにうろたえる。

別行動を気にする子供じみた思いを見透かされたような気がした。

『未熟者が未熟者を案じるとはまさに不毛！　児戯に等しいな!!
 』

テーブルの上に横たえられた
聖剣
 サルティス

 がすかさず辛辣な声をあげる。翡翠色の宝石が象嵌された黄金の柄に、黄金の装飾がされた漆黒の鞘といういかにも美々しい剣を、ウィステリアはじろりと睨んだ。

──しかし意図しているのかそうでないのか、サルティスの言葉が冷水を浴びせるような効果を発揮し、少し平常心が戻った。

ウィステリアは一つ息を吐き、腕を組んだ。

「一応は師である私が、弟子であり甥である君の身を案じるのは当然のことだ。君の力を侮っているわけではないが、この地には未知の危険が多く存在するからな」

「……へえ？」

「不慣れだと、わずかな不注意や、不意を衝かれて危険な状況に陥ることも考えられる」

ロイドはかすかに片眉を上げてみせたが、ウィステリアは重々しくうなずいた。論理として正しく、これこそ自分の気持ちを表す言葉だと思った。

「私の魔法が届く範囲にいてくれたら、君を守るのもたやすいからな」

うんうん、とウィステリアは自分にも言い聞かせるように首を縦に振った。未熟者が何を、とサルティスがまた横槍の声を入れる。

だが、ロイドは師を見つめる黄金の瞳をすっと細め、言った。

「自分の心配でもしたほうがいいんじゃないか。あまり眠れてないんだろう」

ウィステリアは息を呑んだ。──昨晩のことがまざまざと蘇り、頬が熱くなる。

とっさに言葉が出て来ず、喉の奥でうめく。君だって、とかろうじて反論しようとしたところに、ロイドの整った唇に好戦的な微笑が浮かんだ。

「添い寝でもしてやろうか、伯母上
 」

「!?
 」

ウィステリアは大きく目を見開いたまま硬直した。すぐには、弟子の言葉を受け止めきれなかった。

「な、っ……!!
 」

何を馬鹿な、と言おうとしたとたん、サルティスがやけに甲高い声をあげた。

『想像するだけで地獄!!
 』

「……何がどう地獄だと？　道具に想像力があったとは驚きだな」

『道具だと!?
 　語彙まで乏しいようだな、小僧!!
 　何が添い寝か！　地獄も地獄、おぞましいではないか!!
 』

「ああ、聖剣殿はそういった経験がないのか。かわいそうに」

『我を哀れむなど千年早いわ愚か者!!
 　未熟も未熟な上、己の矮小な物差しで我をはかろうとするなど
僭越
 せんえつ

 の極みだぞ!!
 』

たちまち聖剣と青年が軽口の応酬をはじめる。ウィステリアは弾き出されたように二者のやり取りを呆然と眺めた。

やがて硬直が解けていき、小さな怒りとも悔しさともわからぬもので、ぐうとうめく。──あまりにも不意を衝かれたせいで、妙に鼓動がうるさい。

（し、心臓に悪い……）

ロイドはたまに、こうしてたちの悪い冗談を言う。視線に力があるうえ、やや鋭い微笑が妙に様になるせいで一瞬冗談とは思えないのが余計に手に負えない。

まったく、とウィステリアが思わずつぶやいたところで、サルティスを冷ややかに睨んでいた目がウィステリアに戻った。

「──で？　添い寝をご所望か？」

「!?
 　だっ、誰が……!!
 　私を子供扱いする気か君は!?
 　君の倍近い年だぞ!!
 」

ウィステリアが思わず強く反論すると、ロイドは一瞬無言になった。

「…………その発言で子供扱いが妥当と思えてきたんだが」

「何!?
 」

ロイドが白けたような顔を見せ、ウィステリアは虚を衝かれた。が、この不遜な青年の言動に振り回されていると気づき、唇の端を押し下げて、威圧的に腕を組んだ。

弟子を睨みながら、反論を必死に考える。

冗談にしても、微笑ましく受け止められるものとそうでないものがある。添い寝、などというのは戯れ言にしてもよくないというのは、人の世界を離れて久しいウィステリアにもわかることだった。聞く者に誤解を招く可能性がある。そして、そもそも──。

「……君、なんだか慣れてないか？　まさかその……その……」

「〝その〟？」

「だっ、だから！　だめだろう、そういう不穏に誤解されるようなことは！　冗談にしてもだ！」

ウィステリアが精一杯いかめしい声で言うと、ロイドは瞬きもせずに応じた。

「冗談に聞こえたか？」

──は、とウィステリアはまくしたてる言葉を失った。紫の目を大きく見開く。

ロイドは軽く右手を腰に当てた。そして涼しげな顔のまま言う。

「あいにく、喜ばれることが多かったんでな」

少しも笑わないその声にも、戯れの気配はなかった。

ウィステリアは息をすることさえ忘れた。

とっさに頭に浮かんだのは、ロイド本人から聞いた妹の存在だった。眠れないという小さな妹に付き添い、一緒に寝てやる少年の兄──。

が、今ウィステリアの目の前にいるのは、そんな可愛らしい少年とはかけ離れた成人男性だった。見上げるような長身、広い肩──筋肉に覆われた厚い体に引き締まった長い手足。

冗談の気配も、親族に向けるような親しさも感じさせない金の双眸が真っ直ぐに見つめてくる。

たっぷりと思考停止したあとで、ウィステリアは勢いよく後ずさりした。

「し、信じられない……!!
 」











「何が」

「ふ、ふら……っ、不道徳だ!!
 　お、王女殿下という相手がいながら……っ!!
 」

「……無論、殿下と会う前のことだが」

ロイドは長い銀の睫毛を一度上下させて言った。何を当然のことを、と言わんばかりにその表情は
怜悧
 れいり

 だった。

（え、ええええ……!?
 ）

ウィステリアは
愕然
 がくぜん

 とする。──自分のほうがおかしいのだろうか。とんでもなく恥ずかしい曲解をしているだけなのだろうか。

続く言葉が見つからずにいると、ロイドは浅く息を吐く。

そうして言葉の代わりに一度ウィステリアに手を振ったあと、踵を蹴った。完全に習得した《浮遊》の魔法を発動させ、その長身が浮かび上がる。首の後ろで束ねた銀の髪が揺れ、魔力に反応して木の天井が実体を失う。

碧の外套の裾がなびき、黒い脚衣と長靴ごと、天井の向こうへ吸い込まれた。

気をつけるように、と声をかけることも忘れ、ウィステリアは呆然とそれを見送った。一人取り残された後で、乱れた鼓動と熱い頬を抱えて頭を振る。

（た、たちの悪い冗談だ、まったく……！）

落ち着かない気持ちのまま、額に手を当てた。

──王女と会う前。喜ばれることが多かった。

それの示す意味が、ふいに迫ってきた。

胸の中が妙に騒いで、暗い靄がかかったように感じる。

「……なあサルト。やっぱり……、ロイドは異性関係がその……」

『何だ!!
 』

先ほどの軽口のやりとりにまだ憤慨していると言わんばかりにサルティスが語気荒く返す。その勢いに圧され、ウィステリアは余計に口ごもった。

──実際、サルティスに何を聞こうとしているのか、何を言いたいのかが自分でもわからない。

（ただ……その……）

かつてブライトがそうであったように、ロイドもまた異性を惹きつけてやまないのだと思った。

そして先の発言からするに、王女に求婚する前にも、特別な関係になった異性がいたようだった。醜聞にならない限り、社交界で若い男女が付き合うのはよくあることとして許容されていた。まして素質にも見目にも恵まれた次期ルイニング公なら、何もしなくても異性が寄ってくるのだろう。

──だが以前ブライトにそういった相手がいた話は聞いたことがなかったから、ロイドもそうなのではないかと漠然と思い込んでいた。

（だから……なんだ）

なぜこんなに落ち着かない気持ちになるのか、ウィステリア自身わからなかった。衝撃、あるいは怒りにも似た──しかし、そんな感情を抱くのはおかしい。ロイドのそういった部分は自分には関係ないことのはずだ。

ウィステリアは戸惑いながら、この名状しがたい感情を説明して片付けようと試みた。

「……つまり……、彼は、私の初めての甥でもあるわけだろ」

『だから何だ！』

「いや、だから……こう、子供だと思っていた相手がいつの間にか大人になっていたような？　寂しさみたいなものか？　母親や乳母が息子のひとり立ちを寂しく感じることがあるというが、それに近いのか……ああ、多分それだな」

『なんだそれは!?
 』

言葉にしているうち、それがまったく正しいように思えてきて、ウィステリアはうなずいた。

が、そう一段落すると余計に気になった。

（……それにしても手慣れている……）

余裕の笑みを浮かべながら添い寝してやろうかなどと口にすることといい、眠れないときに側に寄り添うことといい、妙な気負いもやましさのようなものも感じない。実際、慣れているのだろう。

ウィステリアは眉間に深い皺を刻んだ。複雑な、不快感に似たものが胸にわく。

（……なぜ、私にまで）

──悪ふざけであるにしても、他の女性にしたようなことを師である自分にまでするのはどういうことだ。あるいは、自分の考えが古いだけなのだろうか。

『であれば尚更、子供に面倒を見られるなど愚の骨頂だぞイレーネ!!
 　弱みを見せるな！　完全に舐められているではないか！』

サルティスの叱咤に、ウィステリアははっとする。

──弱み、という言葉が、あの夜の記憶を思い起こさせる。

つかまれた腕の熱さ。揺らめく炎のような黄金の眼差し。

ウィステリアは反射的に目を伏せた。怒りや苛立ちに似た何かが、すっと薄らいでいく。奇妙にも、それで納得できた。

（たぶん……ロイドなりに心配してくれたということなんだろうな）

そこに他意はなく、こちらを揺さぶるためだけに心ない冗談を言う青年とも思えない。おそらくは少しわかりにくい、ロイドなりの気遣いだったのかもしれない。

こちらが年上らしく、あるいは師匠や伯母らしく、軽く笑って流せばよかったのだ。

ウィステリアは力なく苦笑する。

「……君の言う通りだな、サルト」

『当然だ！　猛省し改めろ!!
 』

容赦ない聖剣の答えに小さく首をすくめ、ウィステリアは胸の内でつぶやく。

（──彼は私の甥で、弟子だ。面倒を見るべきは私のほうなのに、見られるほうに回ってどうする）

情けない姿ばかり見せていると自嘲し、頭を振った。金糸で飾られた下衣の裾を軽く払ってサルティスを手に取ると、床を蹴った。





《未明の地》には月も太陽もない。だがそんな異世界であっても、この時間帯は他の時間帯に比べて明るい。地上付近は黄緑や青の入り交じった色で、遠くまで見ることができる。ウィステリアはサルティスを抱えて空を駆けながら、周辺の景色に目を配った。

空は高度が上がるにつれ色が濃く、そして濃紺の混じった黒に染まっていく。黒の中にも砕かれた微細な硝子片のようにきらめく光があり、瘴気がなんらかの反応を起こしていることを示していた。

首の後ろで一つに束ねた黒髪が、水色の衣の裾が、無心に飛ぶ主の動きに合わせてなびく。

高度を保ちながら、ウィステリアは地上に目を向けた。特に、《大竜樹》まわりに異変がないか目を凝らす。時折、野生馬に似た魔物の群れや地上付近を高速で飛ぶ鳥型の魔物の群れを見かけたが、異変というほどのものはない。

濃い瘴気を孕んだ空気が白い頬に当たると、時折かすかな痺れを引き起こす。

『何を探している』

ウィステリアの腕の中で、サルティスが訝しげな声をあげる。

「ああ、うん……その、何が証立てにふさわしいかと思って」

『……小僧が、討伐するのにか』

うん、とウィステリアは肯定した。そのこともまた、思い出すと気が重くなる事実だった。自分で言い出したことだとわかっていながら。

サルティスの代わりとなる証立てについて、考えるとロイドは言った。

自分にはサルティスが必要だとウィステリアが感情のままに叫んでも、ロイドはそれを拒絶することも言葉で打ち砕こうとすることもしなかった。

ロイドは相当に譲歩してくれたのだと、ウィステリアにも理解できた。──あるいは哀れみであったのかもしれない。

そう考えたとき、ウィステリアは強く唇を引き結んでいた。

──あの時の自分は、これまでにない醜態をさらした。

深く考えなくとも、サルティスの真の主に選ばれないことなど今さらだ。本来なら、あんなに心を乱すようなことではなかった。きっとロイドは純粋な疑問としてそう思っただけで、悪意があって放った問いではないのだから。

ウィステリアはサルティスを抱く腕に力をこめた。

「具体的に代案を見つけないとな」

『……ふん、我の代わりなどあるものか。どうあっても劣る。まあ、その劣るものの中でせいぜいましなものを選ぶのだな！』

「はいはい。で、君もぜひ手伝ってくれ」

『断る』

「即断するな！　そこは協力しろ！　本当に我が
儘
 まま

 だな君は……!!
 」

いつもの応酬をしながら、ウィステリアは予定の地点に向かった。

大竜樹の周りを一通り見て異常がないことを確かめ、まためぼしい代案も見つからないまま、空中で踵を返す。

（……そう簡単には見つからないか）

ロイドの力量の証明ともなれば、相応に強力な魔物を討伐する必要がある。だが強力な敵であれば危険度も跳ね上がり、無造作に戦いを挑むわけにもいかない。

──地を穿つ《大蛇》の姿が脳裏をよぎり、ウィステリアは頭を振った。

『イレーネ。一つ忠告しておいてやる』

考え事をしながら帰路についた途中、サルティスが一転して低い声をあげた。

ウィステリアは腕の中に目を落とす。

『あの小僧に教えるのはいいが、すべては渡すな。あの小僧に明かさず、奴を無力化できる技を一つは残しておけ』

先ほどまでとは別人のような、厳然とした口調だった。

ウィステリアの体は否応なしに強ばった。

「……どういう意味だ」

『先日の情けない敗北を忘れたか。お前の性格からして、考えなしに魔法を教え、手の内を明かし、危機を招く可能性がある。最低限、自衛の手段は残しておいたほうがよかろう』

鋭く厳しい指摘に、ウィステリアはぐっと押し黙った。質問に対する回答を賭けとして模擬戦を行い、敗北したことは忘れたくても忘れられない。魔物を相手にすることと、
人間
 ロイド

 を相手にすることはまったく違うとは言え、ロイドは強大な魔物以上に手強い相手とも言えた。

──頭ではそうわかってもウィステリアの中に反発するものがあった。

「……そこまで、警戒しろと？」

『愚か者め。最近のお前は弛みすぎて目も当てられん。あの小僧の気分次第で、いくらでも隙を突かれる』

師でもある聖剣の指摘は耳に痛いほど正確で、ウィステリアは反論できなかった。

──いつの間にか、こんなにも気を許してしまっている。

代案が見つかれば穏便に済ませられるかもしれないとはいえ、ロイドは、サルティスを巡っていずれ戦わねばならない相手だ。

なのに今はもう、できればロイドと戦いたくないとすら思っている。

その資質や能力が驚異的であるからというだけでなく──もっと、別の理由によって。

言葉にすれば、何を惰弱な、とサルティスに叱責されることはわかりきっている。そして、それは正しいことだった。

──ロイドは力ずくで自分を叩きのめすようなことはしないのではないかと思うのは、楽観が過ぎているだろう。

（だが……）

だとすれば、あの青年をどう捉えればいいのか。そもそも、ウィステリアは弟子という存在を持ったことがない。どう接すべきかもわからない。

重いため息と共に胸の中のものを吐き出すと、それ以上考えることをやめて宙を蹴った。
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表面上はこれまでとさほど変わらないまま、ウィステリアは一人で外へ赴くことが多くなった。それはつまり、ロイドが別行動を取っているということを意味した。

ウィステリアは慎重に──あまり露骨に身を案じていると悟られない程度に──ロイドに首尾をうかがったが、特に異変はない、問題はないという無味乾燥な答えが返ってくるばかりだった。

怪我を負っている様子もなかったために、魔物との接触があっても難なく処理したか、あるいは交戦自体を避けたということなのだろう。

「……今日はどこへ？」

朝食を終えたあと、ロイドがふいにそう問うてきた。

ウィステリアは目を向け、ああ、と短く応じた。

「少し離れたところの大竜樹を見に行く。この周辺は、君と手分けしたからもう終わったしな」

「……ああ」

ロイドは短く答え、腰に剣を
佩
 は

 いた。そうして一歩、ウィステリアに向かって踏み出す。

ウィステリアは軽く意表を突かれた。

「君も来るのか？」

「何か不都合でも？」

「そ、そういうわけではないが……」

ここのところずっと別行動だったから、という言葉はなんとなく口に出来ず、ウィステリアはそれ以上の答えを濁した。

──しかし近隣の巡回が終わり、自分が一人で外へ出ては、戻ってくるまでロイドに教えることができない。貪欲な弟子を退屈させることになるのは容易に想像がついた。ならば、師について行ったほうが遥かにましということなのだろう。

ウィステリアはそう納得し、うなずいた。

いつものようにサルティスを腕に抱え、《浮遊》で外へ出る。碧の外套をなびかせながら、ロイドも遅れずについてくる。

そのまま、ウィステリアがやや先導する形で異界の空を飛んだ。

師弟の間に会話はなかった。

これまでは気にも留めなかったというのに、今のウィステリアにはそれが気になった。

（……今は、そんなことを考えている場合じゃない。集中しろ）

一歩外に出たら、決して警戒を緩めない。この世界での鉄則だった。ウィステリアは自分を戒め、広大な荒野の先にだけ意識を向けるようにした。

そのままずいぶん長い時間、空を駆けたように感じた。

目指す巨木の影がようやく見えてくる。他のものとは異質な、天を突くような高さと太さの巨大な樹木だった。葉はなく、異様に膨らんだ根元と無数に広がる枝が際立ち、決して葉をつけることのない枝からは黒い煙状の瘴気が吐き出され続けている。

近づいて行くにつれ、大竜樹の姿はより鮮明になっていく。

大竜樹の表面は無数の皺に鉱石のような光沢を持つが、いま近づきつつあるものは、赤みの強い樹皮をしていた。ロイドもすぐに気づいたようだった。

「色が違うな」

「ああ。環境によるものなのか、大竜樹は場所によって色合いが異なるんだ」

「拠点から遠いものほど赤くなる？」

「いや。赤だけでなく他の色合いにもなる。あくまで仮説だが、紫陽花のように、土壌の環境によって色が変わるのかもしれないと思っている。この場合は瘴気かもしれないな」

ウィステリアが答えると、ロイドは少し考えるような間を置き、言った。

「大竜樹の色で区域分けをしているということか」

ウィステリアは首肯する。

「なるほどな」

ロイドの短く答えた声に、かすかな感心が滲んだように聞こえた。

とたん、ウィステリアの腕の中からサルティスが声をあげる。

『何を賢しらに！　すべて我の教えあってのことではないか！　お前ときたら一人では何もできず、ここに来たときは子供のように陰鬱陰湿に泣いてばかりで我が何を言っても──やめろ回すな!!
 』

「誰にでも思い出したくない過去の一つや二つはあるものだ。それを無遠慮に蒸し返すようなことは甚だしく慈悲と寛容を欠く。聖剣ともあろうものがそんな恥ずかしい真似をするな。いいな？」

『無体をはたらいておいて何を……！　わか、わかったからやめろバカ酔う……っ!!
 』

ウィステリアは聖剣を冷ややかに睨み、
鍔
 つば

 の下を持って振り子のように左右に振ることで屈服させた。話題を流して大竜樹にまた近づいて行こうとしたところで、背後からよく通る声がした。

「……泣いていた？」

やや低く、短い言葉。それだけでは皮肉かどうかもわからず、ウィステリアは振り向かずに応じた。

「昔の話だ。大昔の」

「……ここに来たばかりの時は、よく泣いていたのか」

強く意識して軽い口調をつくったウィステリアとは対照に、ロイドの声には戯れを許さない重みがあった。

ウィステリアは少しためらい、同時に鈍いわずらわしさを感じた。

──この地に来たばかりの頃のことは思い出したくもない。触れられたくもない。

ロイドの意図はわからないが、干渉されたくなかった。

蒸し返したサルティスを少し恨むような気持ちになり、ぐっと剣を握りしめる。

「大昔の話だ、やめてくれ」

そう言って、胸の内で拒絶する。背後の青年がかすかに息を吸い、言葉を吐こうとする気配が感じられた。だが無言の拒絶を感じ取ったのか、声が返ってくることはなかった。

ウィステリアはそのまま先へ進んだ。赤の大竜樹とその周囲が見渡せる位置で止まる。地表の様子を眺めると、瘴気を吐き出す巨木の周りで瞬くように動く点があった。

「……あれは？」

隣に並び、同じく地上を見下ろしてロイドが問う。その声は警戒で硬くなっている。

「《黒海月》かな。私が勝手にそう呼んでいるものだが。基本的にはおとなしい」

ウィステリアはそう説明し、大竜樹の幹の周りに群れる魔物を注視した。黒海月は、ウィステリアが向こうの世界の書物などで見た《海月》という生き物に似た姿形をしている。人の頭部ほどの大きさの半円形の傘の下に、無数の触手が生えているのだ。触手の中には特に大きな四本がある。

向こうの世界の海月と異なるのは、大きさもさることながら、海中でなく地上、それも瘴気に満ちた世界で活動しているという点だろう。

半透明の体は薄く透けて瘴気の暗さを投影し、長く伸びた触手をゆっくりと揺らしながら漂う。その姿は、歪なドレスの裾を翻らせた不気味な人形のようにも見える。

巨木の周りに浮かぶ群れは、ひときわ大きな二対の触手を伸ばし、計四本のその触手を幹に向かって伸ばしていた。

「……あれは何をしてる？」

「大竜樹の表皮の部分を薄く削いでかじっているらしい。彼らの主食なんだ」

「それは、大竜樹の活性化を引き起こすことにはならないのか」

「根の部分や、樹を深く傷つけるのでなければ大丈夫だ」

ウィステリアは内心で少し感心しながら答えた。ロイドが的確な問いをぶつけてくるのは、以前《土蟲》が根をかじったときに教えた危険性を覚えているからだろう。

『……おい、イレーネ』

腕の中で、サルティスが硬い声を発した。ウィステリアははっとする。

『見ろ。様子がおかしい』

警戒を促す聖剣に、ウィステリアはすぐに地上に意識を向けた。ロイドもまた、警戒を強めて師と同じものを見る。

「──何が異常だ？」

問いにウィステリアはすぐには答えず、地上を観察した。細められた紫の双眸が見つめる先、赤みを帯びた巨木の周りに、黒海月が集まってくる。

はじめは十に満たなかった小さな群れに、一体、また一体と闇の中から幽鬼が浮かぶように他の黒海月が現れ、合流していく。瞬く間にその数が増えていく。

（……これは）

ウィステリアははっきりと眉間を険しくした。どこからともなく現れては大きくなる魔物の集団──その周りを鋭く見渡す。

だが注意深くうかがっても、黒海月以外の魔物は見当たらない。片手でサルティスを抱いたまま、ウィステリアはもう片方の手の人差し指を唇の下に触れさせた。

「……《土蟲》か？」

そのつぶやきに答える声はなく、しばらく眺めてみても、土の下からあの巨大なミミズに似た魔物が飛び出してくる気配はない。

横から視線を感じ、ウィステリアは地上から目を離さないまま口を開いた。

「──黒海月は基本、害のない魔物だ。が、彼らを捕食する敵対者に遭遇すると、群れで集まって形態を変えることがある」

視界の端で、ロイドが
怪訝
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 そうな顔をする。

ウィステリアは、唇の下に触れていた指で地上を示した。白い指の示す先を金の目が追う。

地上の魔物の群れは、見えない力によって圧縮されるかのごとく、一つに集まって繋がりはじめた。個々の輪郭や触手が消えて溶けあい、数多の雫が集まって一塊ほどの水になるかのように、何体もの群れが黒海月を再形成していく。

「形態を変える──つまり、あのように一つの巨大な生き物の姿をとる」

ウィステリアが緊張を強めた声で発すると、ロイドが目を眇めた。

「ああなると性質が変わる。肉食となり、捕食者から逃げるのではなく対峙し、自分が捕食者に回る」

「黒海月の捕食者……他の魔物が近くにいるということか」

「──だと思うが」

ウィステリアの答えで、ロイドもまた土中から飛び出してくる魔物を疑ったようだった。しかし大地からも、あるいは空からも、黒海月の他に魔物の気配はない。

一体の巨大な黒海月は、ふいに二対の長大な触手を振り上げ──大竜樹の幹に向かって叩きつけた。とたん、赤黒い樹皮にはっきりとわかるほど一筋の傷がつく。

ウィステリアは息を呑んだ。

『おいイレーネ……!!
 』

「どういうことだ、何をしてる……!?
 」

『知らん！　だが原因を考える余裕などあるか！』

腕の中のサルティスがはっきりと険しい声をあげた。

ウィステリアが戸惑う間に、異様な黒海月は再び触手を振り上げ、また打ち下ろす。あたかも動かぬ大竜樹を敵と認識しているかのようだった。

剣が鞘から抜かれるかすかな音が、ウィステリアの意識を引き戻した。隣に顔を向けると、ロイドは既に抜き身の剣を手にしていた。

「あれは、向こうへ転移する
 魔物か？」

ウィステリアは小さく目を見開く。

──魔物の中には向こうの世界へ《転移》できるものもいる。それは討伐しなければならないということを、ロイドはとうに飲み込んでいるようだった。

ウィステリアは頭を振った。

「いや、黒海月は基本、さほど力を持たないからな。だがあのまま大竜樹を傷つけさせるわけにはいかない」

わかった、とロイドは短く答える。その長身から、静かに戦意が滲み出す。

「戦闘で注意すべき点は？」

「待て。私が《天弓》で──」

「あの距離なら大竜樹をも巻き込みかねない。天弓が当たっても問題ないのか？　あるいは、黒海月のみを
屠
 ほふ

 れるか？」

ロイドの鋭い問いは、ウィステリアの反論を封じた。

そもそも、黒海月がこのように大竜樹を傷つける行動をとるなど、ウィステリアはほとんど見たことがない。この魔物相手に、大竜樹を巻き込みかねない距離で戦ったこともない。

ウィステリアは険しい表情で返した。

「黒海月を大竜樹から引き離してくれ。それだけでいい。触手を何本か切りつければ注意を引きつけられる。ただの刃ではおそらく切り落とすところまでは──」

「了解」

「あ、おい待て！　ロイド!!
 」

短い答えだけを返し、ウィステリアの制止も構わずにロイドが急降下する。銀髪がなびき、淡い軌跡だけを残して見る間に遠ざかる。

ウィステリアは喉の奥でうめきながらも、抱えていたサルティスを素早く腰に差した。

『あの小僧といいお前といい、本当に人の話を聞かんな!!
 　我をこのように扱うなど……!!
 』

ベルトに吊り下げられて不満の声を漏らす聖剣を脇目に、ウィステリアは大竜樹と黒海月の周辺を見渡せる位置で止まり、左手を突き出した。半身になり、右手を引く。

暗い空から色濃い瘴気の筋が集まって腕に絡むと同時、ウィステリア自身の魔力もまた淡い紫の光となって体から滲み、瘴気とまざりあう。融合した力は瞬く間に大きな弓の形へと変えられていく。

超常の弓矢を形成して構えながら、紫の目はロイドと黒海月を追う。

巨大な一体の生物と化した黒海月は、迫る襲撃者に気づかず一心に大竜樹に向かって触手を振り下ろしている。あるいは自分より小さな生物を脅威として認識していないのかもしれない。

碧の外套をなびかせ、ロイドが間合いに入る。浮遊で低い位置に留まると、黒海月の細い触手の一つを一閃した。

ウィステリアの目にも、浅い一撃には見えなかった。だが半透明の触手にはわずかな陥没が生じただけで、異様な弾力によってすぐに修復される。

たちまち、その細い触手は独立した別の生き物のように襲撃者に躍りかかった。

ウィステリアはすぐにその触手に狙いをつける。しかし、ロイドの剣が魔の光を帯びるほうが速かった。

（……！）

ウィステリアは声なく目を見開いた。

仄青い銀光が、襲いかかる触手を一閃する。今度は弾力を貫通し、触手は斬られた箇所から分かたれた。

剣を握る青年の手ごと、淡く青みがかった銀の光に包まれている。

──ロイドがこの地に来た直後に使っていた、武器を強化する魔法だ。

あのときより光はずっと強く、厚く剣を覆っている。

武具を強化する魔法は難度こそ高くないが、使い手が注ぐ魔力量や、効率、制御の精度などが直に反映される。

剣を握っていないほうの手に異なる魔法の発動を示す光が一瞬見えた。

それが何であるのかをウィステリアが確かめる前に、ロイドは再び宙を蹴って踏み込んだ。

──《反射》、《浮遊》、《強化》、そしてもう一つの何か
 。

《浮遊》以外はそれほど難度の高い魔法ではないとはいえ、一度に四種の魔法を使いこなしている。

強化の魔法に包まれた剣が再び触手を薙ぎ払う。

断たれた触手の鋭利な断面に、仄青い銀光が生じる。

巨大な魔物が動いた。残る細い触手が一斉に襲撃者に殺到する。

「ロイド!!
 」

ウィステリアの叫びに、しかしロイドは一瞬速く──黒海月に向かって更に踏み込んだ。

後退するどころか身を危険にさらすような攻め方に、ウィステリアは息を止める。

触手は巨大な鞭のように獲物に襲いかかる。だがそのことごとくが、不自然な軌道を描いて弾かれた。

そのとき、ウィステリアはようやくロイドが発動した四番目の魔法に気づいた。

（──《盾》か……！）

先日教えたばかりの魔法だった。自分が見せた《大盾》に比べ、淡い光の壁は前方にしか展開されていないようだ。それでも、この短期間で実戦の中で使いこなすというのは驚くべき技量だった。

ウィステリアはいったん雑念を追いやり、高度を落として魔物とロイドに近づいていく。ロイドの背後はこちらが守るべきだった。

ロイドがあれだけ黒海月との距離を詰めていると天弓に巻き込みかねず、こちらが可能な限り接近してから、慎重に狙いを定めなければならない。

限界まで接近して滞空し、腕や指先にこめる魔力を調整していく。

魔物とロイドの動きに意識を集中させていたウィステリアは、ふいに気づいた。

魔力の光に包まれた剣が、輝く軌跡を何重にも刻む中──一瞬照らされた青年の唇が、吊り上がっている。反射光のせいか、敵を射る金の双眸もまた常より強い輝きを宿している。

軽々と紙を千切っていくかのように、刃が翻るたびに触手が無造作に断ち切られて落ちていく。触手を断たれた黒海月は、そのたびに反動でわずかに怯む。

すかさずロイドはたたみかけ、再び薙ぎ払う。

──その光景は、美しく獰猛な獣が大きな獲物の喉元に食らいつこうとするかのようだった。

（うわ……）

ウィステリアは思わずたじろいだ。

──無謀を通り越して獰猛さを感じる攻め方は、どこか力任せの八つ当たりのようにも感じられた。

数多あった触手は瞬く間に切り落とされ、全長が半分ほどになった黒海月がよろめくように後退する。ロイドは柄を両手で強く握ると、これまでよりも大きく腕を後ろに引いた。

その刃が更に強い魔力の光に包まれるのをウィステリアは見た。

大きな弧を描くように、ロイドは剣を振り抜く。とたん、はっきりと光の軌跡が生じ、黒海月の傘が中央から分断された。

黒海月は身震いし、束の間、動きを止めた。やがて両断された傘がずれ、風を孕んだ大きな布のように地に落ちる。

その周りに、断たれた触手がなおも大きな蛇のようにうねっていた。──
痙攣
 けいれん

 しながら、互いに引き合おうとする動きを見せる。

ウィステリアはすぐに天弓を解いた。ロイドもまた同じものを見つめ、更に追って地に降りようとする。

「──そのまま《浮遊》を解くな！」

叫んだ声にロイドが止まり、顔を上げる。

ウィステリアは地面でうごめく魔物の亡骸を
睥睨
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 し、両手を持ち上げた。その手は、魔法の行使を示す暗い紫色の光に包まれている。

「《沈め》！」

短い叫びと同時、地面に大きな亀裂がはしった。とたん、自ら崩れるように大きく陥没し、魔物の亡骸を吸い込む。巨大なすり鉢を思わせる陥没に黒海月の残骸すべてが落ちたとき、ウィステリアは両手を叩きつけた。

「──《閉じろ》！」

直後、地が大きく波打ったかと思うと、大きな穴の両端からせり出し、自ら閉じるかのようにぶつかりあう。──黒海月の亡骸を閉じ込めたまま、大地はその穴を消していた。

後に残ったのは、そこに不自然な干渉があったことを示す、隆起の著しい土だけだった。

ウィステリアは緩やかに両手を離しながら、周りを警戒した。ひとまずは他の魔物の気配も、地中に葬った黒海月が出てくることもないようだった。

高度を下げて大竜樹のもとへ向かう。ロイドがすぐに距離を詰め、隣に並んだ。

「今のは？」

「……あれは黒海月の集合体だから、厳密には一つの生き物ではないんだ。触手と傘を切り落としても、それぞれが別の生き物のように動いて、また一つになろうとする──つまり再生能力に近いものを持っているんだ。それを止めるには、再生が難しいほどに破壊するか、ああして土の中に飲み込む」

ロイドは無言で、その答えを受け止めたようだった。戦闘の名残か、金の瞳にまだ魔力の輝きが強く、息を呑むような力がある。

銀の睫毛が一度だけ瞬いた。

「地形を変える魔法か。こういう使い方ができるとは知らなかった」

「ああ。あまり、使う機会はないが」

──先制攻撃の魔法しか使わないから、とウィステリアは胸のうちで付け加えた。

地形に干渉する魔法は基礎的な技という位置づけで、援護や補助といった性質が強い。遠距離からの先制、そのまま討伐する戦術を主とするウィステリアにとっては、戦闘ではほとんど使わない類の魔法だった。

ウィステリアは横目でロイドを見た。

──いくら《盾》を同時に使ったとはいえ、先ほどの戦い方はあまりに無謀だ。

ああいった戦い方は褒められないと諭すべきだった。だが今は、先に確かめるべきことがあった。

ウィステリアは空を降りていき、大竜樹の前に降り立つ。腰に差していたサルティスを引き抜き、両腕に抱えた。

巨木を見上げれば、赤みのある鉱石を思わせる樹皮にはいくつもの裂傷がはしっている。どす黒く長い線が何本も刻みつけられた姿は、どこか痛々しい。

ウィステリアは思わず眉をひそめ、樹冠の部分を確かめた。葉のない無数の枝が広がり、巨大な枯れ木のように静かにたたずんでいる。瘴気の放出量が変わっている様子はない。

「活性化はしていない。だが……」

確かめるようにつぶやき、ウィステリアはそっと巨木の幹に右手を伸ばした。刻まれた大きな傷痕に指を這わせる。ささくれだった樹皮の感触が返る。

「──あの黒海月はなぜ、大竜樹を傷つけた……？」

かすかな音をたててロイドは剣をおさめ、ウィステリアの隣に立った。白い指先が触れる箇所に視線を注ぐ。

「こういった異常な行動は何かの兆候であったりするのか？」

「いや……、魔物の異常な、というか突飛な行動自体はありうることだ。私も魔物の種類全てを把握しているわけではないし、その生態系すべてを熟知しているわけではないからな。私が知り得なかっただけで、実は長い周期や特定の条件で発生する、魔物なりに意味のある行動だったということも考えられる」

答えながらウィステリアは考え、腕の中のサルティスに問うた。

「どう思う、サルト」

『──異常な行動であるのは確かだが、それだけだ。下手な憶測はかえって状況を見誤らせる。これ一度きりなら、偶発的なものと見なして構わんだろうが』

「だな。だが……」

ウィステリアは言いながら、樹皮に触れていた指に力をこめた。人差し指と中指の先でこそぐように滑らせる。粘ついた液体の感触。幹から指を離し、指先に付着したものを観察した。

緑がかった、黒い液体だった。何かの液体と思われるものに、かすかな繊維がまじっている。鼻先を近づけて臭いを確かめる。魔物特有の生臭さのようなものはない。

ウィステリアは眉をひそめた。

「……黒海月のものでもないし、大竜樹のものでもないな」

「黒海月に付着して運ばれたものでは？」

「ありうるが、これは違う気がする」

ロイドの問いに答えながらウィステリアは思考する。

わずかな沈黙の後、ロイドが言った。

「大竜樹に、他の生き物や植物が棲み着くというのはあるのか」

静かな問いは、だがウィステリアに鋭く響いた。たちまち脳裏をよぎったものに、もう一度、大竜樹の表皮に目をやる。今度は緊張し、更に注意深く観察して、ロイドに説明した。

「大竜樹に近づきはしても、棲み着くものはいない。魔物は枯れた大竜樹を忌避するが、生きている大竜樹も、そこに長く留まるには瘴気が強すぎるんだ。植物も同じで、これだけの大木でも寄りつくものはいない。──ただし」

大きな傷と謎の液体に汚された樹皮に小さな異変を見つけ、ウィステリアは目を凝らした。

指を伸ばし、異変をつまみあげる。

「……それは？」

ロイドの目が、白い指先を追う。

その指がつまんでいるのは、爪の先ほどの、無残に潰れた芽の残骸だった。

「例外がこれだ。《偽蒲公英》と呼んでいる。蒲公英のように綿毛に似たものをつけて種を飛ばし、落ちた場所で芽を出す植物だ。どこにでも芽吹く
逞
 たくま

 しい種で、大竜樹に付着しても一応芽を出す。ただ、ほんの小さな芽が出ただけですぐに枯れる。ちょうど、その小さな芽が出た直後のようだが……」

「──黒海月は、これを攻撃した？」

「まさか。これは黒海月にとってまったく無害だし、黒海月たちが形態を変えるほど警戒するようなものでもない……」

ロイドの言葉を否定したあと、ウィステリアはすぐに口を閉ざした。

──この《未明の地》では、向こうの世界ではありえないことが平然と起こる。ありえない、などと決めつけて油断するなとサルティスに散々叩き込まれてきた。

ウィステリアは軽く頭を振った。

「……いや。あらゆる可能性が考えられる。しかし──考えにくい」

濃い霧の向こうに漠然と影が浮かび上がるように、存在していることはわかっても正体はわからない。

『おい。推測ばかり弄ぶのはともかく、その汚れた手をどうにかしろ!!
 　よもやその指で我に触れようなどと考えているのではなかろうな……!?
 』

「ん？　他に拭くものもないし、君のこの房飾りとか鞘とかちょうどよさそうだな……」

『!?
 　バカやめろ!!
 　いいか、たとえわずかでも触れてみろ、決して絶対に二度と断じて許さんからな!!
 　今後一切口をきいてやらん!!
 』

ウィステリアは苦笑いして息を吐くと、かがんで足元の土を指に取った。指先に付着していたものを土に吸わせ、軽く指を払う。樹皮に触れなかったほうの手だけでサルティスを抱え、立ち上がった。

「近くの大竜樹の様子も見てみよう」

ウィステリアの言葉に、ロイドは無言で同意した。





無防備にして初心なまま

半分思考に意識を取られたまま、ウィステリアは無心に空を飛び続けた。

──結局、黒海月の異常行動があった大竜樹の付近やその周辺を調べたが、同じような異変は見当たらなかった。

一回だけの異常な行動というのなら、そこまで疑う必要はない。

（……私の考えすぎか）

脅威かどうかもわからないものに足をとられると、より大きな真の脅威に気づけなくなる。それこそもっとも避けなければならないことだった。すべてが判明せずとも危険性が低いと思われるものは、そういうものがあったとして保留にすることが重要になってくる。

ウィステリアは意識して、それ以上考えるのをやめた。ロイドもまた考えているのか、帰路の最中に言葉を発することはなかった。

見慣れた巨木──長い時を経て枯れた大竜樹──にたどりつき、その内部に入り込む。

魔力に反応して天井が抜け、ウィステリアは一足先に居間に降り立った。

碧の外套の裾を翻らせながら、ロイドもまた降り立つ。

ウィステリアはテーブルにサルティスをいったん置き、浴室に入って一度手を洗った。それから居間に戻ると、外套を脱いで黒い上着姿になったロイドが、手首を確かめるように手で触れていた。

その仕草にウィステリアは小さく目を見張った。──黒海月の異常行動とは別の、真に注意しなければならないことに気づく。

「装備に、異常が現れたか？」

緊張してウィステリアが言うと、ロイドは短く否定した。

「魔法を使うときに少し違和感があっただけだ。わずかだが、発動が遅れるような感覚があった」

ウィステリアはわずかに目を眇め、ロイドの全身を視た
 。皮膚の下、日頃は見えないものが浮かび上がってくる。明るい金と銀の魔力が精悍な全身を巡っている──だがそのところどころに、黒くくすんだ靄のようなものが見える。とたん、ウィステリアは体温が下がるような冷たさに襲われ、自分の不注意を悔いた。

「瘴気が、君の魔力の流れを阻害している。装備の吸収力が落ちているんだ」

「──《反射》を併用しても？」

ロイドの問いに、ウィステリアより先にサルティスが鼻で笑うような声を発した。

『ふん、甘えと
傲
 おご

 りがすぎるぞ小僧。ここがどこだと思っている』

聖剣は尊大に言う。

ウィステリアは鈍く頭を振った。

「完全に防ぎきることはできない。ここにいる間は常に瘴気にさらされているわけだし、まして瘴気から魔法を使うということをしているわけだからな。たとえ微量でも蓄積し続ければ無視できない量になる。君の装備はそれだけ吸収して限界量に達したんだろう」

定期的に、ロイドの魔力の流れをしっかり観察するべきだったのだ。ウィステリアは自分を叱咤し、一度唇を引き結んだ。──魔力の流れが滞れば、魔法の発動に支障が出る。

もしその程度がひどく、先ほどのような戦闘の際に遅延や不発が起これば、ロイドの生死に直結する。

ウィステリアは強く気を引き締め、ロイドに歩み寄った。

「装備を一つずつ修復しよう。まずは腕輪から。──腕を出してくれ」

ロイドは探るような目をしながら、濃い灰色の長袖に包まれた右腕を出した。

ウィステリアは両手でその腕に触れた。手首も腕も、自分より一回りは大きい。

実際に自分の目で確かめることにしたのか、ロイドは静かに注視してくる。

ウィステリアは青年の袖を少しめくり、その下に隠されていた細い鈍色の腕輪を見た。わずかな隙間を残し、太い手首にはまっている。

白い両手がその鈍色の腕輪を包んだ。ウィステリアの指に、重く冷たい感触が伝わる。意識を集中させ、ウィステリアは抑えた声で唱えた。

「──《吸着》」

久しぶりに使った魔法は、これまでのものよりずっと静かに発動した。腕輪が淡い紫の光に包まれたかと思うと、瞬時に黒い煙のようなものに変わる。

その黒い煙は、そのままウィステリアの手の中に吸い込まれた。皮膚の下に、ひんやりとした冷気を思わせる感覚が生じる。

金色の目が見開かれた。

鈍色の腕輪が、やや光沢を取り戻す。

よし、と小さくつぶやいてウィステリアがもう一方の腕輪に手を伸ばしたとき、ロイドは腕を引いて遠ざけた。

「──何を、した？」

その声の硬さに、ウィステリアは意表を突かれた。はじめて見た魔法を疑っているというにしては、やけに険しい表情に見える。

「何って……腕輪に蓄積されていた瘴気を吸い出しただけだが」

「吸い出して、その瘴気をどうした？」

ウィステリアは数度瞬いた。

「私が吸収した。私の体が、瘴気に耐性があるのは知ってるだろう」

答えると、ロイドが一瞬息を詰めたようだった。金の双眸がかすかに見開かれ、たちまち火花が散るような色を帯びる。はっきり分かるほど、ロイドの気配が鋭く張り詰めた。

「装備を修復するというのは……あなたに瘴気を吸収してもらう
 ということなのか」

そう告げた青年の声に、明らかな硬さがあった。尖った響きの意味をはかりかね、ウィステリアは返事に窮する。

──この青年の気に障ることだったのだろうか。

「何かに吸収された瘴気を吸い出す
 にはこの方法しかないんだ。事前に説明しておいたほうがよかったか？」

ロイドの反応の意味がわからず、ただそう聞いた。

すぐに、青年の唇が薄く開かれる。反論の気配が滲んだ。だが声に出ることはなく、せりあがった言葉を噛み砕くように、強く唇が閉ざされた。

行き場を失ったその言葉の分だけ、銀の眉に険しさが表れる。ロイドは低い声で発した。

「……こんな形で瘴気を取り込んで、あなたの体は大丈夫なのか」

ウィステリアは小さく目を見張った。それから、困惑が少し安堵に変わった。

──ロイドの不機嫌そうな表情は、こちらの身を案じてのことだったのかもしれない。

「これぐらいなら、なんともない。この地に来て体質が変わって、より耐性が上がっているからな。二十三年もここで生きられたんだ、今さらこれぐらいの量などどうということはない」

軽く笑い飛ばそうとし、ウィステリアは少しおどけて言った。──なのに、心の隅にほのかな冷たさを覚え、微笑む頬が強ばった。

（……ああ、そうか）

不老という変異だけでなく、本来、何人もの命を奪うほどの毒を浴び続けてなお生きている。

同じ人間であるように見えて、向こうの世界の人間であるロイドと、こちらの世界で生きる自分とでは違う生き物だと言えるのかもしれない。──あるいは魔物のほうに近いとさえ。

舌が重くなり、ウィステリアはそれ以上言えなくなる。

ロイドはもう一方の手を差し出そうとはしなかった。いまだ険しさを残した双眸で師を見つめた。

「だが蓄積しているのはあなたも同じじゃないのか。……瘴気は、時として精神に思わぬ作用を及ぼすんだろう」

ウィステリアは息を呑んだ。静謐な、しかし強い光を宿した黄金の目に気圧される。

──あの夜のことを言われているのだと直感する。

柔らかい場所をふいに押されたような感覚に耐えかね、思わず顔を背けた。

「……あれが、頻繁に起こるわけではない」

動揺を隠し、そう答えるのが精一杯だった。

──この青年は、人の言葉をよく覚えている。言葉以外のことも。

「ほら、もう片方の手を出せ。……大丈夫だから」

視線を青年の首のあたりで留め、目を合わせないようにしながら、ウィステリアは手を出した。ロイドはすぐには応じない。逡巡するような間があった。

そしてようやく、ゆっくりと腕を差し出した。

ウィステリアは同じように袖をめくって手首を露わにさせ、そこにはまっていた鈍色の腕輪に手を触れた。吸着で、再び瘴気を吸い出す。そうして手を離す。

「両足の物もだ。そこに座って」

ウィステリアが食卓の椅子を示すと、ロイドは無言でそれに従い、前屈みに体を折って長靴を脱いだ。

前傾になった拍子に、開いた襟元で鈍色の細い首飾りが揺れた。

黒い脚衣の裾を浅くめくると、その足首にも細い鉛色の輪がはまっている。半円の形に割れる作りになっているらしく、ロイドは割るように取り外してウィステリアに渡した。

ウィステリアはそれもまた両手で触れ、吸着で瘴気を吸い出す。二つともそうして返し、ロイドの足首に再び装着されるのを見守った。

ロイドが体を起こしたところで、ウィステリアは自分の首を指さす。

「首にしているものも」

短く指摘すると、ロイドは自分の首の後ろに手を回した。

ウィステリアはそのまま待ったが、ロイドは同じ姿勢のまま、かすかに銀の眉をひそめる。苦戦しているらしかった。

とたん、この青年が思ったより不器用であることを思い出し、ウィステリアは小さく笑った。そもそもルイニング家の令息であることを考えれば当然ではあるが、襟元のボタンも掛け違えるというようなこともあったのだ。

ロイドが目だけを上げてウィステリアを見る。長い銀の睫毛の下、黄金の瞳が不服そうに睨んだ。

「私がやろう」

ウィステリアは笑みを残したまま踏み出し、両手を伸ばした。

金の瞳がわずかに大きくなる。だが抵抗するでも反論するでもなく、少し身をかがめて首を差し出す。黒の布で束ねられた髪が、肩から前へ流される。

ウィステリアはロイドの膝の間に立ち、銀の頭を抱えるような形で、両手を首の後ろに回した。その両肩の広さにひそかな驚きを覚えながらも、首飾りの開閉部を覗き込み、指で触れる。

ロイドの首が太いからなのか、あるいは容易には取れないようにするためか、首飾りは短く、開閉部の金具は固かった。

思ったよりも苦戦しながら、ウィステリアはようやく留め具を開け、首飾りを取った。

「ああ、確かにこれは自分では取りにく……」

そう言いかけ、ウィステリアは突然言葉を失った。

伸ばした両腕の中に銀の頭があり──すぐ側で、驚く程長い睫毛に囲まれた黄金の瞳が見上げていた。彫刻のように見事な鼻梁、思わず指でなぞりたくなるような形の唇。間近で見ればその造形は一種の迫力さえ帯びて、ウィステリアを圧倒する。

見下ろす紫と、見上げる金がしばし
膠着
 こうちゃく

 する。

「無防備だな」

「!!
 」

低い声が妙に胸に響き、ウィステリアの心臓は大きく跳ねた。危うく首飾りを落としそうになり、とっさに握りしめて後退した。にわかに頬が熱くなる。

「お、おい、この状況で不意を衝こうとする気か!?
 　他はともかく今はやめろ！　それに今の君のほうが無防備だっただろう！」

「……そういう意味じゃない」

「!?
 　な、なら何だ……!!
 」

ウィステリアは思わず身構えたが、当のロイドは浅く息を吐き出し、軽く肩をすくめただけだった。

（何なんだ一体……！）

ウィステリアは眉根を寄せ、
不遜
 ふそん

 な弟子を訝りつつうかがう。──鼓動がまだ少しうるさいのが悔しかった。

確かに、あまりに考えなしに距離を詰めすぎていたかもしれない。まるで抱きかかえるような体勢になるところだったと今さら気づく。

そこでようやく、ウィステリアは思い至った。

──首飾りを取るなら、後ろを向いてもらえばよかったのだ。

わざわざ前を向いたままこちらが手を伸ばすなどという姿勢ではなく。

手を伸ばしたとき一瞬金の瞳が大きくなったのは、それを訝しく思ったからなのではないか。

無防備、という言葉もその意味を含んでいるのかもしれない。

（な、なら拒めばいいものを……！）

ウィステリアは恨めしく弟子を見た。だが、すぐにこれも八つ当たりだと気づいて目を逸らす。そうして、手に握った銀の首飾りを見た。

腕輪のときと同じく、吸着で瘴気を吸い出す。しかし手の平に吸い込んだときの、冷たい感覚がこれまでよりずっと強い。

ウィステリアはかすかに眉をひそめ、ロイドはすぐに気づいた。

「どうした」

「……いや。この首飾り、腕輪より多く瘴気を吸い込んでるみたいだ。首につけていたものだからかな。瘴気が一番入り込みやすいのは口元だから……そのせいか」

答えながら、ウィステリアはもう一度吸着を試みる。やはり、思ったように引き出せなかった。皮膚では吸い出しきれないほどの量なのだろう。

──やむをえない、と心の中でつぶやいてわずかなためらいを振り払い、首飾りを持ち上げた。

中央部の細い板状になっている部分に、唇を当てる。

「何を……」

ロイドが目を見開く前で、ウィステリアは吐息だけで唱えた。

「《吸着》」

言葉と同時に小さな黒い煙が滲み出し、色の薄い唇の間に吸い込まれた。氷を含んだかのような冷気がウィステリアの口内を満たし、喉を下っていく。濃度のせいなのか、重いようにさえ感じられた。

粘度のある蜜をゆっくりと吸い上げるように、緩慢だが着実に吸い上げはじめたとき、ふいにウィステリアは手首をつかまれた。

そのまま強く引かれ、唇から首飾りが引き離される。見開いた紫の目に、手首をつかんだまま険しい顔をする青年が映った。

「──瘴気を飲んだ
 のか？」

ロイドの声は低く、ずっと鋭さを増して響いた。詰問し、あるいは咎めるような態度に、ウィステリアは虚を衝かれる。当惑しながら、再び答えた。

「これだけ深く蓄積してしまったものだと、経口で移してしまうのが一番いい……というか、それしかないんだ。不快かもしれないが、」

「そんなことを言ってるんじゃない」

ロイドは苛立ちを滲ませて遮り、黄金色の目を眇めた。

ウィステリアは数度瞬く。ロイドが表に出した怒りに戸惑いながら、更に説明をくわえた。

「体に取り込むという意味では、皮膚からだろうが口からだろうが変わらないさ。瘴気がもっとも入り込みやすいのは口からだと言っただろう。それを逆に利用したとでも言えばいいか？」

ロイドの唇がかすかに動いた。しかしそこから言葉が吐き出されることはなく、閉ざされる。太めの銀の眉から険しさは消えず、金の双眸も物言いたげなままだった。

ウィステリアも、それ以上どう説明すればいいのかわからなかった。

──こちらの言っていることが理解できない、というような顔ではない。

自分が身につけるものに唇をつけられたから不快に思った、というのともまた異なるらしい。

そして、普通の人間にはありえない、瘴気を飲む
 という行為を目の当たりにして驚きやおぞましさを覚えたという様子でもないようだった。

今のロイドに似た表情を、以前にも一度見ている気がした。《土蟲》を血の臭いで誘き寄せようとして手の平を切ろうとした、あのときだと思い出す。

（……心配してくれているのか）

普通の人間──瘴気に耐性がなく、この地で生きられないような人間になら、それはまったく正しい反応だった。

感傷と温かな感情がまじり、大丈夫だ、とウィステリアは繰り返した。

それでもロイドはウィステリアの手首をつかんだままだった。その目が、思案するように首飾りに注がれる。

大きな親指が、細い手首をゆっくりと撫でた。淡いくすぐったさに、ウィステリアは小さく息を詰める。

「……耐性がない場合、一定量の瘴気を浴びたらどうなる？」

ロイドの抑えた声に、ウィステリアは目を見開いた。

とたん、肩が強ばるのが自分でもわかった。無意識に眉根を寄せる。

「短時間の内に命を落とす。この地の瘴気なら、おそらく半日も持たないぞ。体中に黒い血管のようなものが浮き上がって、意識が朦朧としはじめ──そのまま意識を失えば、二度と目覚めない」

ウィステリアはロイドを見つめたまま厳しい口調で続けた。

「この地にいる限り、その装備と《反射》の併用は絶対だ」

これだけは決して譲歩しない──自分自身にも言い聞かせるように、言葉にする。

たとえロイドがこちらの身を案じて装備を使わないなどと考えているのなら、それは誤りだと暗に伝える。

無言の意味まで伝わったのか、ロイドは一拍の間のあと、

「……わかった」

短く、そう答えた。そして、端的な問いを付け加えた。

「瘴気で命を落とした者を見たことがあるのか？」

ウィステリアは目を伏せ、頭に浮かんだ光景を抑え込んだ。

「……一度、向こうの世界で事故が起こったとき、その場に居合わせた。魔法の衝突で、魔力素が瘴気に還元されてしまったんだ。その時に、私の体質も判明した」

いつかの不幸な事故が起こった夜会で、まったく無事だったのはウィステリア一人だった。

そうか、とロイドが答える。手首をつかむ力が緩んで、ウィステリアは手を引いた。

「まあ、そういうわけだ」

その一言で無理矢理に片付け、首飾りに再び唇をつけた。吸着を更に二回繰り返すと、くすんでいた首飾りが光沢を取り戻す。よし、とウィステリアは小さくつぶやいた。

「あとは洗っ……、あ!?
 」

ひょい、と大きな手に首飾りを奪われる。

かと思えばロイドは無表情のまま首の後ろに手を回し、外すときのもたつきとは別人の様に素早く首飾りをつけ直した。

ウィステリアはあ然とする。

「──礼を言う」

いつもの涼やかな表情でロイドは言った。おかしなことなど何もなかったというように。

だがウィステリアのほうが頬に熱を感じた。

「い、いや待て！　洗うと言っただろ！」

「唾液でもつけたか？」

「違う!!
 」

「ならいい」

「よっ、よくないだろ……!!
 」

「何が」

問題でもあるのかと言わんばかりの青年に、ウィステリアはますます焦った。

「な、何がって、その、いや、ええと……て、抵抗があるというか」

「抵抗？」

涎をつけたというわけでもなければ、口紅が移ったなどというのでもない。

なのに、他意があったわけではないとはいえ、自分の唇をつけたものをそのままロイドが身につけるというのは、なぜかウィステリアをひどくいたたまれなくさせた。

ロイドの目が、答えに窮するウィステリアを見る。

やがて鈍色の首飾りに長い人差し指を入れ、軽く引いた。開いた襟からのぞく鎖骨の付け根やなだらかな突起の浮いた喉──全てを首飾りごと見せつけるように。

虚を衝かれたウィステリアの前で、ロイドは唇の端だけをかすかに持ち上げた。淡い色の長い睫毛の下、金の瞳がどこか妖しい光を帯びる。

「何を想像した？」

低く誘うように、ロイドは言った。艶めかしい月の色に似た瞳、薄く笑う唇、指を入れて引かれた明るい色の首飾りと日に焼けた肌の対比が妙に鮮やかで──。

──何も。勘違いだ。

ウィステリアの理性は、そうささやいた。なのに、顔は一気に赤くなった。

（う……!!
 ）

自分の唇をつけたものを、ロイドがそのまま身に──素肌に身につけるということに、妙な恥ずかしさと狼狽を覚えたのは事実だった。だからその感情ごと、首飾りを洗浄して消してしまおうとした。

だがその前にロイド自身に見透かされたようで余計にやましく感じられ、逃げ出したいほど恥ずかしい。

ウィステリアがよろめくように後退しかけたとき、長く同居者であり魔法の師でもある剣が救いの声をあげた。

『何をごちゃごちゃ言っている！　つまり不潔!!
 　そういうことではないか!!
 』

「ふけっ……！　君に言われると腹が立つな!!
 」

ウィステリアはとっさに言い返し、つられて自分を取り戻した。眉をつりあげて聖剣を睨みつつ、怒りまじりの安堵で、サルティスに無言の感謝を送る。

そうして一つ大きく息をついて、ロイドに言った。

「まあ、衛生面で心配になってな。後で洗うなどしてくれればそれでいい」

「……衛生面、ね」

含みのある声色でロイドは答え、横目で聖剣を睨む。

『なんだ小僧!!
 　お前もたいがい不潔だな!!
 』

「悠久の時を生きたというわりにずいぶん子供だな、聖剣殿。我が師が初心なままなのもお前の教えの賜物か？」

『馬鹿め!!
 　イレーネがここで生きるために必要なあらゆるものは我が教えによるものだ!!
 　我が叡智と慈悲と高潔に震えむせび泣きひれ伏すがいい!!
 』

「へえ？　それはどうも」

たちまち弟子と聖剣に置き去りにされ、師であるはずのウィステリアはやや呆然とした。

（ど、どんなやりとりだ）

気安いやりとりに肩の力が抜けていくのを感じ、ウィステリアはやがて苦笑いを浮かべた。ようやく冷静さが戻ってきて、改めて大きな安堵を覚える。

（……これで、しばらくは大丈夫か）

ロイドの装備からひとまず瘴気を抜いた。

これでもう少し──あと一月は確実に持つだろう。それだけの時間、ロイドはここにいられるということになる。

そこまで考え、ウィステリアはいったん息を詰めた。

──それ以上考えては、何かを感じてはいけなかった。

いま目の前にいる青年はいずれ向こうへ帰り、自分のもとからいなくなる存在なのだから。











対峙

夜明けを迎えた時間でも、この《未明の地》はなお暗い。人を死にいたらしめるほどの濃い瘴気が重く天地に満ちて世界を暗くしているためだという。

その世界にあってロイドは拠点から少し離れた大地に立ち、静止していた。神経を研ぎ澄まし、感覚を広げる。周囲には荒野が広がり、近くに魔物の気配もない。ほとんど無意識に発動できるようになった《反射》を全身にまとい、両手で抜き身の剣を握っていた。高すぎず低すぎず、一切の余分の力なく正面に構えた。

この地に来て簡単な研磨を欠かさないとはいえ、名工に造られた剣は異界で酷使されてもなおそれに耐え、刃は銀色に光っている。

微動だにせず前方を見つめるロイドの耳に、剣の師の声がいつになく強く蘇った。

〝敵よりもまず自分と向き合え。自分の中に渦巻いてるどろどろしたもん、無駄な怒りとか不満とか鬱屈とか邪魔なやつな、あれをまず斬れ〟

精神のあり方は、刃にそのまま反映される。どれほど剣を研ごうとも、持ち主のありようが鈍っていればまともに斬ることなどできはしない。

ゆえにロイドは自分を鎮めようとした。

しかし周りに静けさが満ちるほど自分の内側に聞こえる声が大きくなり、静寂から遠のく。

そうしてまた、あの夜の記憶が幻影となって立ち上った。

──魔の光の中で揺らいでいた紫の瞳。サルティスに投げかけた問い。

あの時わきあがった激しい感情までもが、再び体に滲み出すようだった。





「──お前に聞きたいことがある」

薄闇の中、ロイドは木の扉に閉ざされた部屋を睨む。その向こうには聖剣があるはずだった。常に師と共にあり、眠るときにさえ側に置かれる存在が。

『ほう？　答えてやるとは限らんが、何を問う』

姿を見せぬまま、冷笑を含んだ声がロイドの脳内に響いた。扉一枚隔てても、その響きはくぐもることも声量が落ちることもない。

ロイドは一度強く手を握った。冷笑程度であっても、今は受け流すことにひどく力が要った。腹の底が燃えているようだった。

──夜気によって体の表面が冷やされても、なお皮膚の下が熱い。

頭にまでその熱がのぼり、彼女の姿が、声が反響している。

〝私が今こうして《番人》になっても生きていられるのは、サルティスがいるからだ。私には、彼が必要だ〟

直面したばかりの、揺れる紫の瞳が目に焼き付いて離れない。──まるで子供が頑なに奪われまいとするかのように。あるいは、恋人を奪われまいとでもするかのような切迫した目だった。

ロイドは聖剣があるはずの場所を睨んだまま吐き捨てた。

「お前はなぜ、師匠を真実の主に選ばない」

──沈黙。だが予想し得た反応であり、ロイドはためらわずに続けた。

「そもそもお前の選定基準は何だ。武の才、魔法の素質、そして正しい心構え
 などという
曖昧
 あいまい

 なものでもない」

聖剣はなおも無言を貫く。ロイドは更に踏み込んだ。

「──武の才、魔法の才、それらの才を備えた、あるいは健全な精神をも持ち合わせた人間がお前の前に立ったはずだ。数百年もの間、あらゆる人間がお前の主になろうとした。だが、お前はそのことごとくを拒んでいる」

突きつけ、ロイドは答えを待った。──相手が沈黙のまま逃げることも、はぐらかすことも決して許すつもりはなかった。扉の向こうに感じる気配を睨み、圧力をかける。

乾き、張り詰めた緊張感が漂う。

やがて、無機質な声がロイドの頭の中に響いた。

『──それをお前に教えてやる必要がどこにある？　イレーネとの戦いを待たず、我が真の主となるために策でも弄するつもりか？』

嘲りを隠そうともしない返答だった。ロイドは目を眇めた。

「答えられない
 のか」

煙に巻こうとする言葉ごと切り裂き、挑発する。

それが相手の苛立ちを誘ったのか、あるいは違う理由からなのか、聖剣は再び沈黙した。

怒りのうめきも、
倦
 う

 んだような溜息も聞こえてはこない。

静寂に淀んだあと、重い声が響いた。

『──武の才、魔法の才、高潔なる精神。我が主となるには、それだけでは足りない
 』

その答えを、ロイドは目を逸らさず受け止めた。引き出した答えが、腹の底に沈んでいく。

──当代一と呼ばれるほどの武人、誰もが認める英雄の素質であってもまだ足りない
 。

「何が足りない。お前が求める主の器とは何だ」

聖剣の答えは、かすかなさざめきだった。冷笑なのか、あるいはもっと違う何かなのか判然としない。

やがて、芝居がかったような朗々たる声がロイドの脳裏に響く。

『軽薄な言葉での答えに何の意味があろう。答えを知るのは、我が真の主のみだ』

ロイドは顔を歪めた。

「ふざけるな！　逃げるつもりか！」

『主でないお前の問いに答えてやるのはひとえに我が気まぐれ、我が慈悲に過ぎん。傲るのもたいがいにしろ、小僧』

聖剣の声はひときわ冷ややかさを増し、頭蓋に一撃を加えるように鋭く響いた。

ロイドは一瞬息を止め、頭の痛みを噛み殺した。──体を焼くような怒りと苛立ちのまま、なおも聖剣を問い詰めようとして止まる。

（──確かめたいことはこれではない）

喉の奥で悪態をつき、火のような息を吐いた。

無意味な口論をしている暇などない。この問いに答えが得られなかったとしても、確かめなければならないことが他にある。

「──サルティス。お前は主と認めた人間にのみ、己を委ね、強大な力を与えるらしいな」

『如何にも。我が主だけが、我が力の全てを自由に扱うことができる』

サルティスの声が、仰々しく歌劇めいた調子を帯びる。ロイドはこみあげる怒りを抑え、凍てつく目で扉の向こうを睨んだ。

「ならその力は、異界に門を開けるほどのものか
 ？」

刃の代わりに突きつけた問いが、かすかな残響を帯びて場に満ちる。薄闇の中、空気が変わるのをロイドは感じた。

問いに関する何らかの手応えだと直感する。歪な静寂。

〝私がそのことを、考えなかったとでも思うのか〟

かすれ、うめくような声が耳の奥に蘇る。もうやめよう、と乾いた笑みを浮かべていた師の姿を生々しく思い出す。

ロイドは、閉ざされた扉に向かって一歩踏み出した。

「答えろ、サルティス！」

猛る感情のままに吼えた。──この問いが、答えが、彼女に聞かれたところで構わない。

しかし返ってきたのは、隠そうともしない嘲りの声だった。

『なぜ、答えてやらねばならない？　小僧、お前は何者のつもりだ』

ロイドはうなり、反論を叩きつけようとする。だが聖剣が遮った。

『やけによく
囀
 さえず

 るではないか。まさか我を糾弾しようと言うのか？　よもや陳腐な義憤でも覚えているのか？　お前が、我に対して？』

サルティスは明確に嗤い、刺すように言葉を放った。

『あの女がここへ追いやられたのはなぜなのか、あの女をここで生かしているのは誰の力によるものなのか、お前はすっかり忘れているらしい』

一瞬、ロイドの目の前が赤く染まった。喉を圧迫されたように止まる。激しい感情のまま切り返そうとし、だがそれ以上声が出てこない。前方の敵ばかりに気を取られ、背後から深い一撃を浴びたかのようだった。

頭の中が煮えている。

「──なら、教えろ。師匠はなぜこんなところへ追いやられた。誰の代わりに、こんなところへ来た。誰への……恋のために」

吐き捨てた問いで、喉が焼けるようだった。

──思い出させないでと、彼女は言った。

誰なのかと腕を掴んで問い質しても、決して言おうとしない。そのことに、ロイドは自分でも驚く程に苛立ちを覚えた。今も踏み止まっていなければ、胸をかきむしりたくなるような衝動を抑えきれず、師を問い詰めそうになる。

誰をそれほどに想っていたのか。おそらくは想いを返されなかった。なのに、それでもなお──。

『なぜ我に聞く。何度我に答えを乞うつもりだ。イレーネがお前に言おうとしない。その意味がわからないのか？』

──甘えるな小僧。

サルティスの声が、ロイドの頭蓋に重い一撃を浴びせた。その残響のもたらす痛みを、聖剣の言葉の意味するものをロイドは奥歯を噛んで耐え、揺り返す感情を堪えた。

そしてうめきを殺し、告げた。

「……そうだ。師匠をここへ追いやったのはお前じゃない。師匠に力をつけさせ、生かしたのはお前だ」

──その事実を責める資格は自分にはない。

堪えがたい苦さとともに、ロイドはその事実を飲み込んだ。

ウィステリア・イレーネが自分に対して過去を話そうとしないことの意味も、普通の令嬢であった彼女が今日まで生き延びてこられたのは聖剣の力によるものだということも、考えなくとも理解できることだった。

冷静に考えれば、サルティスに感謝しこそすれ、その逆であることはないはずだった。サルティスはウィステリア・イレーネを導き、生かし、特異な魔法を身につけさせ、ロイドにとって稀有な師に変えた。

糾弾すべきは、サルティスではない。見えない、わからない、彼女をここへ追いやった何者かだった。だがわからないがゆえに、その苛立ちごと、目に見えて間近にいるサルティスに刃先を突きつけている。

頭のどこかではそう理解する。

（……サルティスがあるから、彼女は）

聖剣《サルティス》があるから、ウィステリア・イレーネは生きている。生きていられるという。

しかしそれは、ロイドにはまったく別の面を持っているようにも見えた。

喉を、体を焼くような衝動を何度も押し止め、ロイドは強く手を握った。

「……彼女は、お前に依存している。お前の言うことを何もかも信じて、疑わないほどに」

──サルティス以外ならなんでも差し出す。

目を合わせず、闇の中に浮かぶ白く細い肩が、身を守るものを何一つまとわない体がそう告げていた。

それはロイドに、生贄という言葉を思わせた。自分ではない何かを守るために、それを手放したくないがために、自分さえ差し出そうとする姿──。

「彼女に、こちらから門を開く手段は一つもない
 と教えたのはお前だな」

金眼が光り、闇の向こうを見透かす。

隔てられた部屋の中、闇に浮かぶ剣の幻影がロイドの目の裏に浮かんだ。

聖剣サルティスはウィステリア・イレーネを生かした──同時に、サルティスの存在がウィステリア・イレーネに元の世界に戻ることを諦めさせ、ここで生きることだけを考えさせるようになったのではなかったか。

「師匠は、向こうに帰る方法を探した。そして見つからず、諦めた。だがまだ残っている可能性が一つある」

──《門》を開くには強大な超常の力が必要だった。何十年とかけて蓄積された膨大な魔力。尋常ではない力。備えのない
異界
 こちら

 側で手を尽くして探したところで、見つからなかったということは容易に想像がつく。

しかしただ一つ、可能性として残っているものがある。伝説として語り継がれてきたほどの、かつてたった一人の男に国を救わせたというほどの、比類なき異常な力──。

『だから何だ
 ？』

温度のない、傲然とした声が響く。

『お前は甚だしい勘違いをしているようだな。お前は如何なる立場で、如何なる意図で、そのように
喧
 かまびす

 しく喚いている』

明確に問いを逸らし、拒絶するような言葉にロイドは顔を歪めた。はぐらかすな、と追及しようとした瞬間、聖剣は先んじて一撃を浴びせた。

『イレーネはお前にそれを望んだのか？　それをお前に許したのか？』

穿つような反問が、ロイドの言葉を砕いた。ロイドは唇を薄く開いたまま止まる。

激しい火のように渦巻いていたものに、ふいに冷水を浴びせられたかのようだった。

闇と、青と紅に揺らめく光の中で聞いた、ウィステリア・イレーネの叫びが鮮烈に蘇る。

何かできることはとロイドは問うた。決して軽々しい思いからではなかった。

──取り囲む魔物の光から、あの暗闇から彼女を引き離せるなら、自分に出来るあらゆることをするつもりだった。

たとえそれが、自分が帰還するための《門》を彼女に使わせることであったとしても。

理性を残したままの、紫水晶の瞳は揺れていた。

自分の声が確かに届いていると思えた。ウィステリア・イレーネは決して強情ではない。むしろ寛容さゆえに、踏み込めばそのまま許されるようにさえ感じていた。自分の言葉に答えるものと予想していた。

──しかしそうはならなかった。彼女は、もっとも知りたい部分には踏み込ませない。そこだけは無言のうちに頑なになる。

それがひどくもどかしく、耐えきれずに腕をつかんだ。

だが、細い腕は自分を突き放した。

『お前は多少頭が回ると思っていたが、我の過大評価だったようだ』

聖剣は冷ややかに告げる。ロイドは閉ざされた扉の向こうを睨みつづけた。

『イレーネにとって己がどんな存在であるか、いま一度考えてみるがいい。お前に、それを考えるだけの理性があるのならな』

ロイドは歯噛みする。反論で切り返したくとも、言葉が出てこない。

かつてない不快な感覚が、重く、深く腹に沈んでいった。





ロイドは剣を垂直に振り下ろした。記憶の中で嘲笑う聖剣の声を断ち切り、まとわりつく感情や雑念を振り払うように切り上げ、薙ぎ払い、己の中の見えない敵を斬る。

やがて自分の中からそれらが消えていくまで、無心に剣舞の形をなぞった。

雑念が薄れ、息があがりはじめると、再び基本の構えに戻って呼吸が整うのを待つ。

何度も反芻した聖剣の言葉をただの情報に分解し、考えようとする。示唆。意図。隠されたもの。

──ウィステリア・イレーネにとって自分は何なのか。

明けてゆく世界の中、ロイドは金の目で未だ残る闇を睨みながら、再び剣を振るった。

〝それで何の問題もなかった！　君が──君さえ来なければ！〟

悲鳴のように響く声。全身の発する拒絶。

踏み込んで薙ぎ払い、更に踏み込んで切り下ろす。剣を振るい続ける。刃が仄白い残像を描く。剣と自分が一体化し、行く手を塞ぐものすべてを断つ──その感覚が得られるまで全身を動かし続ける。

──ウィステリア・イレーネの望みは。彼女が自分に望むことは。

〝それ以外に、何がある？〟

ロイドは鋭い息と共に、一瞬で動きを止めた。再び元の構えに戻る。荒い息を整えながら、ゆっくりと構えを解き、剣を下ろした。

（……わかっている）

弾む呼吸の中、胸の内で声をあげた。熱を帯びた体につられるように、頭の中もまた茹だるようだった。冷静には程遠い。どれほど剣舞を続けても、無心になれるのは少しの間でしかない。

──自分は挑戦者だ。ウィステリア・イレーネにとって、決して望ましい来訪者ではない。はじめからわかっていたことだった。

彼女の甘さに隙を見出し、無理に弟子となった。これまで一度も顔を合わせたことのない、形式上の義理の伯母と甥などという関係は、ただの他人と同義でしかない。彼女のほうが、そこに多少の意味を見出していたとしても。

（──何を苛立っている）

たとえウィステリア・イレーネが自分に話さないことがあるとしても、自分に踏み込ませない部分があるとしても、問題はないはずだった。

なのに、なぜこれほど苛立つのか。これほどの、怒りに似た強い感情を抑えがたいのか。

（……師匠は、誰を、）

強い不快感を伴うその問いを、ロイドは強く歯噛みして殺した。息にまざって悪態をつく。

──何をそんなに躍起になっている、と自分を突き放す。いまだかつてこんな状態になったことはない。

荒れた息を吐き、自分を抑えて強引に意識を他へ向けた。具体的に別の風景を思い浮かべ、切り替える。

──静謐な陽光に、水面が磨き抜かれた鏡面のような輝きを放っていた世界。その水面には自分と自然の草木だけが映り、すべてのしがらみは消えた。そこで過ごせば体中の空気を入れ替え、淀んだものを一掃するような感覚を得られた。

──自分以外には誰も知らない、小さな湖に臨む静かな館。

それを、〝聖域〟と揶揄まじりに言ったのは誰だったか。

あの静けさを、凪いだ水面の風景を思い描けば、少しは冷静さを取り戻せるかと思った。

だが今それを思い出しても、これまでほどには静けさを感じることはできなかった。

（……行き詰まってるのか）

ロイドは吐き捨てるように息を吐き、剣を鞘におさめる。鍔と鞘口がかすかにぶつかる音が耳障りだった。

サルティスの答え。──《門》を開く方法。彼女を向こうへ帰す方法。

ロイドは顔を上げた。地を蹴り、走り出す。今はまず刃を曇らせるものを振り払うことが必要だった。息があがるまで全力で駆ける。集中する。

──なすべきことを明確にし、この感傷を振り払うために。





懐かしい名

──まどろみの中、ウィステリアはいつになく鮮やかに、かつての同居者のことを思い出した。

コーラルと名付けた魔物。美しい狼のような頭部は黒い毛に覆われ、胴体の毛は珊瑚色で、背に細い翼状の器官としなやかな四肢に細長い尾を持った魔物だった。

《未明の地》の荒野に生える細く脆い樹木──大竜樹よりもずっと小さく細い、葉のない枝が互いに絡み合って天蓋をなしていたそこに、コーラルはひとり佇んでいた。

群れをなす種であったのに、そんなふうに一体だけでいる個体をはじめて見た。

暗い大地の中、明るい体毛を持ったその姿はひどく目立った。

一度だけなら、ウィステリアもそれほど注意を引かれることはなかった。成体になったばかりの若い個体、あるいは老いて死期が近くなった個体が群れから離れるということは向こうの世界の動物と同じで、魔物にもよく見られる行動だったからだ。

だがウィステリアが空を飛び、その小さな木の頭上を通りがかって視線を落とすたび、孤独な魔物はそこにいた。老いたようには見えず、成体になりたてとも思えない。ならば病などで死期でも近いのかと思えば、そうではないようだった。

眠る姿や、伏せた姿勢で前足で器用に餌を押さえて噛んでいる姿などを幾度となく見かけた。小さな木の周りが、孤独な魔物の住処であるようだった。

（……私と、似てる）

そんな考えが浮かんではウィステリアは頭を振った。

あるとき、その小さな木の周りに別の魔物の群れが現れた。

──群れは木を包囲し、威嚇していた。

あの珊瑚色の体をした孤独な魔物は木にのぼり、牙を剥いて襲撃者たちを威嚇していた。味方は一体もいなかった。

空中から、ウィステリアはそのすべてを見ていた。

《未明の地》であっても、弱肉強食の理は向こうの世界と変わらなかった。群れからはぐれた生物が長く生きられないのは、群れなす捕食者に襲われる危険性も大きいからだ。

動物と同様、魔物もまた生きるために獲物を狩る。孤独な魔物が群れに狩られ、糧となるのも仕方の無いことだ。

頭ではそうわかっていた。

なのに、気づけばウィステリアの体は動いていた。

捕食者の群れの周りに魔法で爆発を引き起こし、音で追い払う。捕食者たちは一斉に逃げて距離をとり、集団で防御態勢をとった。様子をうかがい、再び獲物を狙おうとしている。

ウィステリアは天弓で矢を
番
 つが

 え、更に大きな威嚇射撃を行った。群れの前方に降り注いだ魔力の雨は地を抉って土の飛沫を起こし、捕食者の集団は今度こそ逃げていった。

集団の影が完全に見えなくなったあとでウィステリアは天弓を解き、包囲されていた木に目を戻した。

黒い頭に珊瑚色の体毛を持つ獣は、木にのぼったまま細長い鼻先を空に向け、はっきりとウィステリアを見ていた
 。

長い口吻には皺が寄り、牙を剥き出しにして威嚇する。

しかし、視線を合わせて数拍の後、孤独な獣は緩やかに口を閉じた。その目だけは静かにウィステリアを見つめている。

──礼を言われているのだろうか、とウィステリアは束の間考えた。

だが相手は魔物で、人と同じように思考するわけではない。自分も礼を期待して助けたわけでもない。

ウィステリアは小さく頭を振り、見上げてくる視線を振り払うようにその場を後にした。





以後、ウィステリアが孤独な魔物の住む木を通りがかるたび、異物が置かれているのを見るようになった。

異物は植物の実や草や枝であったり、あるいは小さな魔物の遺骸であったりした。後者は貴重な餌であるはずなのに、なぜかほとんど食べられずに放置されていた。

ウィステリアが思わず空中で止まると、木にのぼっていた魔物が降りてくる。そうして、ウィステリアを振り仰いだ。

『お前に挨拶しているようだぞ』

サルティスは皮肉まじりに言ったが、ウィステリアは笑い飛ばすことができなかった。

魔物は、異物の前に立ちながら空中の人間を見上げていた。──何かを伝えようとしている目に見えた。

そんなことが何度か続いたあと、ウィステリアは警戒しながらも地上に降りた。辛辣なサルティスでさえ、孤独な魔物の行動は何か意図があるように見えたらしく、警戒を怠るなと苦い声を発するだけに留まった。

珊瑚色の魔物は、降り立ったウィステリアを見つめたまま微動だにしない。その前には、小さな実をつけた枝があった。

ウィステリアはためらいがちに、慎重に距離を詰めた。

遠すぎず近くもない距離で止まったとき、魔物はふいに頭を下げ、鼻先で枝を押した。──舞い降りた異種族のほうへ押し出すように。

ウィステリアは驚き、目を見開いた。思わず声に出して語りかけていた。

「私に、くれるのか？」

魔物は顔を上げた。吠えるでも威嚇するでもなく、確かな意思を感じさせる目でウィステリアを見つめ返していた。

先日の礼を言われているのだ、とウィステリアは確信した。

同時にふと、ある思いが胸をよぎった。

（……寂しいのだろうか）

自分と同じように、仲間がいない、味方のいない魔物。

感傷だと一蹴することはできなかった。自分を見つめる澄んだ双眸から目を離せなくなっていた。

──それが、コーラルとの出会い。もう二度と同居者など得ないと決める前の、苦くも温かな記憶の始点だった。





ウィステリアがぼんやりと寝台横の机を見たとき、時計代わりの鉱石は早朝を示す色に染まっていた。

まどろみが残る中、懐かしいあの気配を間近に感じた。

（……もう、コーラルはいない）

一緒の寝室で眠ることまでした、あの美しい毛並みと理知的な目をした魔物はもういない。

ウィステリアは一度目を閉じて幻覚を追い払い、体を起こした。

「おはよう、サルト」

『ふん。久しぶりにまともな時間に起きたか』

「久しぶりは言い過ぎだろ」

ウィステリアは苦笑いして寝台から離れた。身支度のために寝室を出て浴室に向かい──扉を開けようとして、はっとする。

「……ロイド、中にいるか？」

慌ててそう声をかけても、返事はなかった。知らず、左隣の部屋──ロイドの寝室になったそこを見る。物音一つ聞こえない。まだ寝ているのかもしれない。

ウィステリアは音をたてぬよう浴室に入り、素早く身支度を整えた。居間に戻り、朝食の仕度をはじめる。

少し経つと、天井にかすかな物音──そして魔力の揺らぎのようなものが生じた。

ウィステリアが顔を上げると、濃い灰色の長袖に黒の脚衣という簡素な装いの青年が降りてくる。その腰に剣こそ帯びているものの、軽装には変わりない。

ロイドはすぐにウィステリアに目を向けた。

「……おはよう」

「お、おはよう……いや、そんな薄着で外に出たのか!?
 」

「体をならしていただけだ。遠くへは行かない」

その答えで、ウィステリアは何も言えなくなった。

ロイドのこめかみから引き締まった輪郭にかけて汗が伝い、襟の周りなども色濃くなっている。

一目で鍛えられているとわかる体の通りに、ロイドはただ魔法ばかり鍛錬しているのではない。この異界の地にあっても朝早くに起き出し、体を鈍らせないために外に出て運動や剣舞を行っているという。

──弟子である青年がそんな日課をこなしていると、ウィステリアは最近になって知った。

素直に感心すると同時に、魔法に頼って体づくりを疎かにしている自分が少し恥ずかしくもなった。

いくら魔法を磨いたところで、体が基本となるのは変わらない。ここに来たばかりのころはサルティスに厳しくそう諭され、体力づくりから行っていた。その
甲斐
 かい

 あって令嬢であった頃よりずいぶん体力もつき、腕力や脚力もついた。だが魔法が一通り使えるようになると、基礎的な体づくりはいつの間にか怠けるようになってしまった。

ウィステリアがなんとはなしに気後れを感じていると、ロイドは浴室に姿を消す。ウィステリアは急いで朝食作りに戻った。青年が身支度を終えて出てくる頃には簡単な朝食もできあがり、いつものようにテーブルに向かい合って座る。

朝食を終えて席を立つと、ウィステリアはロイドを見た。意識を軽く集中させ、ロイドの全身を巡る魔力の流れを視る。

「装備の調子はどうだ？　わずかでも、違和感や不調のようなものは感じないか？」

「問題ない。──確かめてみるか？」

ウィステリアはうなずいた。ロイドが差し出した右手──その手首にはめられた腕輪に触れる。光沢が戻り、瘴気が肌に触れたときの、あの特有の感覚はない。

完全に新品のような状態に戻すことは無理でも、当分支障がないほどには修復できたようだった。

ウィステリアの口から安堵の息が漏れると、とたんにからかうような声が降った。

「我が師はずいぶんと心配性らしい」

「し、仕方ないだろ。こういったことは初めてだし、うまくいっていなかったら君の安全にかかわることなんだから……」

「……へえ？　そんなに私の身を案じてくれているのか」

「当たり前だ！」

片眉を上げるロイドに、ウィステリアは勢いよく反論する。

不遜な青年は肩をすくめた。

「ありがたくて涙が出そうになるな。返礼に抱擁しようか？」

「!?
 」

ウィステリアは声を失い、思わず後じさった。愕然と青年を見る。だが当のロイドは、白々しいほど涼やかな表情のままだった。

金の瞳は動揺する師を捉えたまま、更に追撃する。

「お望みならそれ以外でも構わないが」

「いっ、いつ！　私が！　そんなものを望んだ!!
 　それ以外とは何だ!!
 」

「……説明が必要か？」

「ま、待て!!
 　いい、それ以上何も言うな！　とにかくいったん落ち着け!!
 」

ウィステリアは必死に言い募った。なぜ、何が、と頭の中で目まぐるしく動揺と疑問が飛び交う。──が、はたと気づく。腹立たしいほど怜悧な顔をした青年の口元に、ごくかすかな微笑がある。

頬の熱は冷めないまでも、ウィステリアは大いに唇の端を下げた。

（本当に、たちの悪い……！）

ロイドはなまじ人並み外れて整った顔立ちをしているだけに、そのまま戯れを口にすると、本気なのか冗談なのかかなり判別しづらい。

──この地に来るまでも、ウィステリアはこの手の戯れに巻き込まれたことがほとんどなく、余計に判断がつかなかった。

姿形がロイドに酷似しているブライトは遊び心や気さくさこそ備えていたものの、この種の冗談は口にしなかった。

──弱みを見せるな、と聖剣に厳しく叱咤されたことを思い出す。

この極めて覚えの早い弟子は、こういった戯れに師が不慣れで、弱点になりうると学んでしまったのかもしれない。敵の動揺を誘うのは戦術の基本と聞いたことがある。

ウィステリアはむすっとしたまま、威圧的に腕を組んだ。

（いくら相手が私だからと、少々迂闊じゃないのか！　王女殿下の不興でも買ったらどうする……！）

人差し指で腕を小刻みに打ちながら、抗議を喉の奥で留める。

──あるいはこの程度の戯れは、ロイドも王女もなんとも思わないほどのものでしかないのか。

だがウィステリアはそれ以上考えるのをやめた。悔しさや怒りとも違う、苦く焦げ付いたような何かがよぎり、目を背けた。

まったく、とあえて軽い声を出して切り替える。

「不調がないならいい。……にしても、その装備は作りがいいな。どこで作られたものだ？」

半分は話を変えるため、半分ほどは感心から出た問いだった。

ロイドは何事もなかったかのようにまた希薄な表情に戻り、右手で、左手首にはまった腕輪に触れた。

「魔法管理院所属の第四研究所で製作された特注品だ。所長のラブラ殿が設計した」

何気ないその名に、ウィステリアは一拍遅れて大きく目を見開いた。

「ラブラ……？　まさか、ベンジャミン＝ラブラ氏のことか!?
 」

「ああ。──ラブラ殿とあなたは知り合いだったそうだな」

ロイドはわずかに目を眇める。ウィステリアは短く肯定することしかできなかった。

予想外の懐かしい名前に、喜びとも郷愁ともつかない感情で胸が詰まる。

（ベンジャミン……研究を、続けているのか）

とうに葬り去ったはずの、かつてのウィステリア・イレーネが声をあげていた。

分厚い眼鏡の向こう、眠たげな目をした温厚な青年の姿を思い出す。いつか《未明の地》を解き明かしたいと語っていた彼は、二十三年経ってもその研究を続け──今、《未明の地》の瘴気を防ぐ装備すら開発したらしかった。ウィステリアの内に、にわかに高揚がわきあがる。

（ベンジャミンとロイドにも、繋がりがあったのか……）

十分に予測しうることだった。否。ウィステリアの知る限り、《未明の地》に赴くにあたってもっとも協力を仰ぐべきはベンジャミンやその同僚たち以外にいない。

「ベンジャミン……ラブラ氏は、元気か？」

半ば無意識にそう発してから、ウィステリアは顔を上げる。ロイドと目が合う。

とたん、青年の視線の強さに気圧された。

（えっ……？）

先ほどまでの、戯れのときとはまったく違う。唇に淡い微笑さえなく、どこか物言いたげで迫ってくるような目だった。

──まさか、ベンジャミンに何かあったのか。

ウィステリアは不安を覚えたが、ロイドは強く見つめたまま言った。

「ラブラ殿は息災だ」

「そ、うか。なら……よかった」

「──ラブラ殿とは個人的な知り合いか？」

問い返され、ウィステリアは忙しなく瞬いた。思わず、苦い笑いが浮かんだ。

「いや。親切にしてもらったが、友人と呼ぶのはおこがましいな」

かつての、研究施設に出入りしていた日々が脳裏をよぎった。真面目で純朴で親切だったベンジャミンとその同僚たち。自分のことも受け入れてくれ、真摯に学ばせてくれた。

あるいは自分が男性であったら、彼らとはもっと深い付き合いができ、友人にもなれたのかもしれないとウィステリアは思う。──純粋な理想から研究に参加したのであれば、胸を張って仲間だと言えたのかもしれない。

優しかったベンジャミンたちとの過ごした記憶はウィステリアの胸に温かさを呼び覚まし、同時に鈍い痛みをも引き起こす。

ロイドは言葉を発さなかった。ただその両眼だけが、射るような光を強くしてウィステリアを見つめていた。

やがて、その口が開いた。

「あなたはなぜ、《未明の地》の研究に携わった？」

正面から胸を突くような問い。

ウィステリアは目を見開いたまま、息を忘れた。淡い郷愁が一気に塗り潰され、ぐらりと頭の中が揺れる。

青年の金の目が、その姿形が別の人間に重なる。

──かつて、よく似た問いを、ひどくよく似た顔と声で投げかけられた。イレーネや師匠ではなく、ウィスと自分を呼ぶ人に。

『なぜ、《未明の地》の研究に参加するんだ？』

純粋に、自分を心配して気遣ってくれたがゆえの言葉だった。

それに罪悪感のようなものを覚え、ウィステリアはまともに答えることができなかった。

他ならぬブライトにだけは言えるわけがない。

──あなたの隣に並び立つためだなどとは。

あなたを手に入れるためだなどとは。

ウィステリアは目を伏せ、自嘲した。

「この体質があったからな。何かに活かせないかと思ったんだ」

「……それだけか？」

ああ、とウィステリアは答え、それきり口を閉ざした。──過去のことは、向こうの世界のことは話したくない。全身でそう発する。

一時遠ざけられていた息苦しさが──あの夜に端を発する気まずさが、また滲み出してくるのを感じた。

ロイドにこれ以上関わらせてはいけない。自分も、彼に関わってはいけない。

「……もう行くよ」

ウィステリアは強引に話題を切り上げ、サルティスを取りに寝室に戻った。ロイドの声も追っては来なかった。





挿話　錯綜

「所長。差し出がましいとはわかっていますが、少し休まれたほうがいいのではないでしょうか」

トマスはおずおずと提案した。すると、人の好い所長は疲労の隠せない顔で、それでも苦笑いして見せた。眼鏡の向こうにある眠たげな目の下に、色濃い隈が浮かんでいる。

「気になることがあるとなかなか休めない質なんだ。といっても何かできることがあるわけでもなし、まったく何をやっているんだろうね」

日頃温厚な所長は、珍しく苛立ったように頭の後ろを乱暴にかく。トマスは思わず首をすくめたが、所長はすぐに気づいて、ああ、と疲れた顔で笑った。

「心配は要らないよ。君たちは引き続き、自分の仕事に取り組んでくれ」

優しく、しかしどこか頑なさを感じる声に、トマスははいと答えて引き下がるしかなかった。

所長室を出ると、肩を落としながら、階段を下って二階の研究室に戻る。部屋の中は中央に置かれた長机に、壁を埋め尽くす棚、詰め込まれた試料という構図で、どの部屋も同じようなものだった。

トマスの同期で見知った顔の研究員たちが、長机の側の椅子に座って休憩を取っていた。

「どうだった？」

同僚に問われ、トマスは首を横に振った。同僚たちもため息まじりに、まあそうだよな、と続ける。

「ラブラさん、ほんと心配だよな。ここのとこ、高貴な方々にずっと呼び出されたり、詰められたり……」

「だいたい、他の連中は何やってんだよ。立場で言えば向こうが上なんだから、あっちが詰められるべきだろ。日頃はえらそうにしておいて、こういうときだけラブラさんに押しつけるなんて」

同僚たちがそれぞれ憤慨の声をあげる。トマスもうなずいた。

魔法管理院所属の研究施設の中でも、この第四研究所はもっとも自由で柔軟であり──裏を返せば、地位が低かった。魔法というより、《未明の地》そのものを主な研究対象にしている上、入所に身分を問わない自由さと引き換えに、権威を手放しているからだ。周りからの偏見も根強く、冷たい目で見られがちでもある。

今回の前代未聞の計画も、表向きは他の格の高い
 研究所が主導となっていた。

番人ではない人間──しかも名門貴族の嫡子──を《未明の地》に送り込み、そして帰還させるという前例なき計画だ。

それこそ、《未明の地》をずっと研究し続けてきたラブラが中心となるべきで、その所属する第四研究所こそが指揮を執るべきであるにもかかわらず、そうはならなかった。

体面とはなんと堅苦しいものかとトマスは思う。

自由と柔軟さゆえに、トマスを含め、第四研究所の研究員たちは若い男性が多かった。所長をつとめるラブラが五十近いのに対し、研究員で若い者は三十にも届いていないことがある。

だが、その研究員の多くから、所長のラブラは慕われていた。研究者としての実績以外に、温厚で高圧的なところがない人柄によるところが大きい。

トマス自身、所長であるラブラを尊敬していた。

元は田舎の農民の子供であったトマスが第四研究所の研究員という立派な肩書きを得られたのも、ラブラ率いる第四研究所の意欲第一主義があってこそだ。

トマスはラブラに大いなる恩義を感じており、長く一緒に研究を続けたいと考えている。そしてそれは、仲間の多くも同様だった。

（なんでこうなっちゃったかな……）

トマスは重いため息をつかずにはいられなかった。今回の大がかりな計画が、この研究所の、ひいてはラブラの功績となって認められればと願っているものは少なくなかった。

前例無き計画とはいえ、現実的に可能であると判断でき、かの貴公子は行ってすぐに帰ってくる──誰もがそう思っていた。それがいま、絶望的といっていい状況に追いやられている。

「そもそも、あの人はもっと評価されるべきなんだよ。第四研究所の所長じゃ役不足だろ」

誰かが言うと、同意の声があがった。

「権力や地位に固執しないのがラブラさんのすごいところだけどなあ」

「確か、ラブラさんの昔の同僚ってみんな昇進してるか、別の研究所に行ったんだろ？」

「そうだったか？　俺は、やめたとか聞いたけど」

トマスはぼんやりとその会話を聞き、そういえば、と小さな疑問が浮かんだ。

（ラブラさんには同僚がいないなあ……）

所長になる前に、同期の研究員が少なからずいたはずだが、今のラブラにはそういった存在がいない。人当たりの良いラブラの性格からすれば奇妙なことで、人が離れていくような揉め事を起こしたという話も聞かない。

「じゃあ、所長一人がずっとここに留まってるってわけか」

「でも、なんで第四研究所の所長に留まったままなんだろうな。昇格の話はあったんだろ？」

「ラブラさんがあの性格だからじゃないか？　人が好すぎるというか……」

「それでも、だ。《未明の地》の研究は確かにここが最前線だけど、もっと上の地位につければ、権限をもってもっと自由にやれるだろ。ここは自由な気風だけど、上から搾取されたり制限されることも多いじゃないか」

口を挟まずにひたすら同意を示していたトマスは、確かにそうだ、と再びつぶやいた。

ラブラは権力に固執しない清廉な人物だが、研究に関してはその分貪欲だ。研究のために労を惜しまないし、意欲ある人間は年齢、性別、出自関係なく招き入れる分、どれほど繕っても意欲がなく真摯でない人間は拒絶する面を持っている。

一方で、この第四研究所が思ったほど自由にできないということは、長く勤めていなくても気づく。人材はともかく、使える施設設備も予算も足りないのだ。

誰よりも長くここにいるラブラには身に染みてわかっているはずだ。

現状に甘んじていれば、上の地位の人間に都合良く利用され、矢面にも立たされる。今この時のように。

無欲であったとしても、結果として研究のためになるのなら昇格したほうがいい──トマスでさえそう思う。

「歯痒いよな。ラブラさんこそもっと上に行くべき人なのに」

「俺たちにはありがたいけど、もったいないよなあ……」

──とりとめのない会話。研究員たちのいつものぼやき。他愛のない雑談。

トマスの目に映る同僚たちは、みなラブラほどではないにせよ疲れた顔をしている。ラブラと共にかの計画に直接関わった者以外はいつもの研究を続けるようにとのことだったが、難しかった。ラブラの疲労や焦燥が、研究所全体に充満しているかのようだった。

トマスはうつむいた。

ここのところ、頭にずっと靄のように広がっているものがある。重い不安感。焦燥。早く取り除きたいのに、自分の力で消すことができない。

それに耐えかねて、気づけば言葉が転がり落ちていた。

「……あの方は、生きているのかな」

独り言のように小さな声だったが、他の研究員たちがぴたりと会話を止めた。その目が、一斉にトマスを向く。怒り、不安、共感──そのどれもがまじったような視線。

「おい、不謹慎なことを言うな」

「わ、悪かったよ。でもその、気になって……」

トマスは叱られた子供のように体を縮めた。

他の研究員たちもそれぞれ天井を仰ぎ、あるいはうつむき、机に肘をついて頬を預けたりする。

それ以上トマスを叱責する者も、あるいは表立って反論する者もいない。

──みながあえて口にしなかったことなのだと、トマスは遅れて気づいた。

あの貴公子が瘴気に満ちた世界へ行き、いまだに戻らないことの意味を。

トマスの脳裏に、長身で精悍な青年の姿が浮かんだ。肩を越す長さの銀髪を首の後ろで束ね、近衛騎士の略装に身を包み、腰には剣を佩いていた。名門の貴公子であるのも至極納得するような佇まいでありながら、騎士というほうがふさわしい体格の青年だった。

傷一つなく、触れることを許さない純度の黄金の双眸は、遠巻きに見ていただけのトマスさえ怖じ気づかせた。

はじめは、よほど高圧的な態度でもってラブラに接触し、不当に利用しようとしているのではないかと不安に思った。周りの研究員たちも、おそれであれ疑念であれ、同じようなことを思っていただろう。

だが当のラブラ本人はまったくそういった気配を見せなかった。実際、ルイニングの貴公子は、礼や思慮を欠いた態度は取らなかったらしい。ラブラに教えを乞う見返りに協力するという約束が交わされていたという話だった。

トマスは直接話したことはないために、自分で確かめたわけではない。それでも、この研究所内で何度か見かけた限り、あの青年が威圧的な態度で誰かに接しているところは一度も見なかった。

「あの貴公子がなあ……」

「……帰ってこなかった、なんて考えるだけでもおそろしいだろ」

研究員たちは憂鬱な顔でつぶやき、トマスも身震いした。

──将来有望で、何よりあのルイニングの後継者でもある青年が異界から帰ってこなかったなどということになれば、どれほどの騒ぎになるかトマスには想像もつかない。そしてラブラがどんな形でそれに巻き込まれるかを考えると、頭を抱えたくなった。

トマスはうつむいたまま、耐えがたい不安を吐き出すようにかすれた声でこぼした。

「……一体、《未明の地》で何が起こってるんだろう」

他の研究員からは、ただ無言の共感が返るばかりだった。





異常行動

ウィステリアはサルティスを抱えながら一人空を飛んだ。久しぶりに思い出したベンジャミンのこと、研究所の記憶、そしてロイドの問いが頭の中で氾濫していた。

──だがある光景を見たとき、一気にそれらが吹き飛んだ。

（あれは……！）

昨日とは異なる、しかし近接する大竜樹──赤みのある光沢を持つ樹木の根元に、沸騰する湯のように土が飛沫をあげ、魔物の群れが飛び上がっている。

浅い土中を泳ぐ、湾曲した鋏のような頭部を持つ魔物──《潜魚》の群れだった。

その群れが大竜樹の根元に異様に密集し、何度も飛び跳ねて巨木の幹に頭部をこすりつけている。鋭利な鋏に似た器官が、幹に浅い傷をつける。一つ一つは浅くとも、それが無数に繰り返されれば大きな傷になる。

「どういうことだ……！」

『──わからん。だがこれで楽観すべきでないことは確実になった』

サルティスの声は険しかった。

『ひとまず追い払え。降りて、大竜樹に何があるのか調べなければならん』

ウィステリアは短く肯定し、サルティスをいったん腰に差した。両手を空け、手の平を上に向ける。魔力が淡い紫の光となって滲み出し、空中から瘴気が細かく分かれた小川のように流れて集まってくる。手の平に集まったものはすぐに溢れてこぼれ、地上に細く降り注ぐ。大竜樹の周りにだけ力を撒き、ウィステリアは叫んだ。

「《沈め》！」

手の平を下へ翻す。とたん、大竜樹の周りの大地が深く陥没した。

その範囲の土中にいた潜魚たちも巻き込まれて何体かはそのまま潰れ、他は打ち上げられた魚のように宙に跳ねる。

水中の魚が陸では長く生きられないのと同じく、潜魚という魔物も地表から上に出ると大きく活動が低下する。

大竜樹の周囲は樹本体を避けながら円形に大きく陥没し、その円周の外を潜魚の群れが忙しなく泳ぐ。

ウィステリアは更に空中で半身になり、左腕を突きだした。魔力で紡いだ弓を構え、右手を引き、複数の矢を番える。同時に番えた何本もの矢は常より短かった。

「《降れ、天弓》」

ウィステリアは一斉にその短い矢を地上に放った。

超常の矢はたちまち地に降り注ぎ、陥没の外周にそって淡く紫に光る杭となって突き刺さる。大竜樹の根を守る柵のように囲い、その矢に阻まれて潜魚は近づくことができなくなる。

群れを分断したあとで、ウィステリアは杭の内側──地表に追い出されてもがく潜魚の群れに弓矢の狙いを定めた。陥没させた地面は既に硬化し、潜魚が再び土中に逃げようとするのを防いでいる。地上に引きずり出された魔物の動きは鈍く、格好の的でしかなかった。

ウィステリアは、通常の威力に戻した矢を放った。

過たず射貫き、魔物の体が爆ぜた。数度繰り返して杭の内側に動く魔物がいなくなると、ウィステリアは再度、外側にいる潜魚の群れに向けて矢を放つ。正確な狙いではなく、一矢の威力もさほどではないそれは、だが威嚇や牽制には十分だった。

潜魚は驚いたように逃げ散っていく。距離を置いてなお再接近を試みていた何体かも、やがて散り散りになっていった。

それをすべて見届けたあとで、ウィステリアは構えを解いた。両手に集っていた魔力と瘴気が、無数の光の泡となって消える。

『……ふん。小手先の技とはいえ、威力の制御はましだな』

「なんだ、いきなり。褒めても何も出ないぞ」

『不遜だぞ!!
 　お前まであの小僧の影響で謙遜を忘れたのではなかろうな!?
 　あくまで他に比べてましというだけであり──』

はいはい、とウィステリアは軽く聞き流し、サルティスを再び両腕に抱いた。徐々に高度を落としていき、大竜樹の側に降り立つ。天弓の直撃を受けた魔物の亡骸が点々と転がっている。

黒く細い眉をわずかにひそめながらも、ウィステリアは感情を締め出して魔物の残骸を眺めた。近くにあった一体のもとで屈む。体の半分を消し飛ばされ、断面には淡い紫の光が散っている。

ウィステリアはしばらく同じように何体かの側で屈み、観察した。

「……潜魚のほうに異常は見られないな」

サルティスがうなるような声をもらしながら、同意を示す。

ウィステリアは立ち上がり、大竜樹に近寄った。

そうして、幹にあったものに紫の目を大きく見開いた。

「……芽だ」

かすれた声がこぼれ、ウィステリアの体に緊張がはしった。凝視する先、数多の真新しい傷と共に、巨木の幹にいくつもの小さな芽が生えていた。細長い、四つの葉が十字に開いたような芽。白い葉であるために異様に目立つ。

「黒海月のときと同じ。《偽蒲公英》の芽だ」

『……確かか』

「これが、それ以外に見えるか」

ウィステリアの声は自然と険しくなり、幹に向かって手を伸ばした。白く小さな芽の一つを、指でちぎりとる。──とたん、かすかに切り傷のような痛みを感じて目元を歪めた。

（なんだ……？）

指を見ても、切れたような痕はない。そもそも偽蒲公英の葉はそれほど鋭くなく、毒性や刺激を与えるような効果もない。

千切った芽に目を凝らしてみたが、異常は見当たらなかった。

「まさか、潜魚の異常行動はこれのせいか？　黒海月のときも？」

ウィステリアの問いに、サルティスはすぐには答えなかった。無言の──あるいはサルティスも思案しているがための──間が生じる。

それに不安を煽られ、ウィステリアは眉根を寄せた。

「……他の大竜樹も見に行こう」

サルティスは鼻を鳴らすような声を漏らしただけだった。

ウィステリアは大竜樹を改めて眺め、残っていた小さな芽のすべてをちぎり取った。

それから再び高度を上げ、《浮遊》で空を駆ける。漠然とした不安と焦燥に急き立てられるように、速度を上げる。

別れて行動しているロイドのことが気になった。

飛ばして別の大竜樹が見えてきたとき、ウィステリアの全身は強ばった。

──長い胴体に、扇のように広がった手足をいくつも持つ魔物が、空中に浮かびながら大竜樹の幹に群がっていた。本来なら大竜樹に群がるような種ではなく、ましてこれほど群れをなす魔物でもない。

明らかに異様な興奮状態にあるようだった。

ウィステリアの表情は険しくなり、無言のまま両手に魔力を集めた。──火の臭いを嫌う魔物の周りに爆発を起こし、大竜樹から追い払うために。





守れたものも

サルティスを腕に抱えたまま、ウィステリアは言葉少なに帰路を急いだ。聖剣もまた、黙考しているように口を開かなかった。

見慣れた巨木がウィステリアの視界に現れる。その頂点に鮮やかな碧の外套が見えた。

ロイドは左手を剣の柄頭にかけて宙に静止していた。金の瞳はウィステリアを捉え、師の帰還を待っていたことを無言で告げる。

弟子である青年の無事を確認して、ウィステリアはひそかな安堵の息を吐いた。

ロイドの視線もまた、黒髪の頭頂から長靴の先までを素早く撫でる。

「怪我は？」

「！　私が？　大丈夫だ。君こそ怪我はないか」

気遣いの言葉を先に向けられたことにウィステリアは小さく驚きつつ、すぐに問い返す。

ロイドは案じられたことが不本意とばかりに銀の眉根を寄せたが、なんともない、と答えを返した。

だが、ウィステリアの感覚に引っかかるものがあった。

「何か、あったのか」

精悍な体に鋭利な気配が残っているように感じられた。戦闘のときにロイドが発する闘気の名残──目には見えない火花のようなものがまとわりついているような感覚。

金の目がかすかに眇められた。

「比較材料が少ないので断言はできないが、先日と同様に大竜樹の周りで活発に動いている魔物の群れを見た。一度、退けはしたが」

ウィステリアは息を呑んだ。こめかみを殴られたような衝撃だった。

「あなたのほうもか」

硬直する師を見ながら、ロイドは問う。

ウィステリアはぎこちなく、ああ、と低く応じて唇を引き結んだ。

『イレーネ』

腕の中で、サルティスが低く厳しい声をあげる。注意喚起や警戒を促すときの響きだった。

──決して突発的なことと片付けることも、楽観視することも許されなかったのだと思い知る。

ウィステリアは鼓動が乱れていくのを感じながら、すぐに巨木の中に戻った。ロイドもそれに続く。

居間の床に足をつけると、ウィステリアはいったん聖剣をテーブルの上に置き、寝室に向かった。

室内の角にある衣装掛けの隣──大きな収納棚の前に立つ。その棚には、何枚もの板が本のようにたてかけてあった。板の端に指を当てて引き倒し、ざっと内容を確かめる。

書物を思わせる大きさのそれをまとめて引き抜き、居間に戻った。

ロイドがすぐに視線で追い、テーブルの上に置かれる板の山を見つめた。

「それは？」

「……記録のようなものだ。大竜樹や魔物の」

金の瞳がわずかに大きくなった。その両眼が強い光を帯びて、並べられる板を見つめる。そのうちの一枚を大きな手が拾った。

木材の板に似たそれには、黒く焼きついたような文字が刻まれている。

青年の声が、その文字を読み上げた。

「〝七八九年、三月目の十日──黄色の大竜樹付近でひどく興奮した魔物の群れを発見する。別の群れや敵対者に追われている様子もなかった。原因不明〟」











その声を聞きながら、ウィステリアは顔を上げずに日付に沿って板の束を並べた。

ロイドの手が、読み上げた板をテーブルの上に戻す。

「この日付は向こうの世界と同じか」

ああ、とウィステリアは端的に肯定した。

数拍の間、ロイドが沈黙する。やがて口を開いた。

「巡回だけでなく、こうして記録もしていたんだな」

ウィステリアは少しの間、言葉に詰まった。──ロイドの声に、感嘆の響きが滲んでいるような気がしたからだ。

「ただ……手慰みの一つとしてはじめたことだ。頭で覚えているには限界があるから」

──この異界では、他にやることもない。

ウィステリアは胸の内でだけそう続けた。

大竜樹や魔物の異変の他に、遠い地にある、有用な資材や植物の生息地の採取地点なども記録にしてある。それは皮肉にも、かつて《未明の地》の研究で熱望していたことそのものだと気づいたのはあとになってからだった。

──何のためにこんなことをしているのか。

たびたびそんな考えがよぎっては自問自答した。

記録は、未来のためのものだ。時を書き留めて情報として残し、未来のどこかで参照するかもしれないことを前提としたものだ。

あるいは過去から未来へ、未来の自分や誰かへ、かつての生から次の生へ渡されるもの。

なら、自分は
異界
 ここ

 で、この先も生き続けるつもりなのか。

まだ。これからも。この先も──。

ウィステリアはいったん目を閉じ、強く手を握って堪えた。あの考えに囚われれば、息をすることも難しくなる。

ベンジャミンという懐かしい名前を聞いたせいか、やけに感傷的になっているようだった。ゆっくりと目を開ける。

（……あの記録は、どうしたのだったか）

《未明の地》の研究のために、自分の考えや気づきをまとめた記録。その内容ゆえに、研究所内に保管してあまり持ち出せなかった。

──あれらは、この地へ来るときに全部処分しただろうか。この地へ来る直前の記憶はあいまいになっている部分が多く、判然としない。

すべて、なくなっていることを願った。いま思えば情報としてさほど価値がないという以上に、ベンジャミンや他の研究員たちの目にも触れてほしくないような私的な内容が紛れ込んでいる。

それでも、もはや考えても仕方の無いことで、ウィステリアは頭を振った。

並べ終えた板に目を落とす。そして、指で触れながら文字をなぞっていった。

ロイドの目が、無言で追ってくる。

〝──四の月、十二日。土蟲が異様な興奮状態に陥り、赤の大竜樹の根を激しく傷つけていた。危機的状況になる前に、なんとか倒した。土蟲が興奮した原因はわからない〟

〝──四の月、二十二日。今度は《半蠍》が異常な行動に出ていた。また、赤の大竜樹のまわりだ。赤の区域の大竜樹に異変が起きているのだろうか？〟

文を追いながら、ウィステリアの脳裏に当時の記憶が生々しく蘇った。

〝──五の月、はじめの日。今度は《大管蟲》が凶暴化。今度は青の大竜樹付近。大竜樹の幹に、奇妙な蔓状の植物が絡んでいるのを見つけた。見たことのないもの。それとも大竜樹の一部？〟

〝──五の月、十日目。別の青の大竜樹で、《四枚鎌》が凶暴化しているのを見た。ここにも、蔓状の植物が大竜樹に生えている。前回見たものと似ている。同じもの？〟

一つの、想像もしなかった事態が思い浮かび、ウィステリアの背を冷たいものが伝った。頬が強ばる。

「……寄生植物か」

傍らで、ロイドが低い声を発する。

「魔物が突然凶暴化するということが過去にも起こったんだな。それも、大竜樹に寄生植物が発生し、それが原因と推測できる形で」

並べた記録から、鋭敏な弟子はすぐにそうと気づいたようだった。

ウィステリアは言葉少なにうなずいた。

「……見たことのない、蔓状の植物だった。植物のような見た目だが、蛇のように動きもする。《蛇蔓》と仮に名付けたが、それを見たのは十五年前の一時期だけだ」

「それは、偽蒲公英とやらに似ているのか」

ウィステリアは頭を振った。

「いや、似ても似つかない」

「発芽直後の状態も？」

続けての問いを惰性で否定しようとして、ウィステリアは声を失った。

（芽の状態……）

急に体から熱が失われていく。

「……私が見た蛇蔓は、どれもある程度成長して、蔓状の形態をとってからだった。それ以外は、凶暴化した魔物に食らわれて見えなかったのかもしれない。芽を出してすぐの姿は見ていない……気づかなかったのかもしれない」

抑えた声で吐き出しながら、ウィステリアは無意識に自分の手を見た。潜魚が興奮したように大竜樹に躍りかかったのは、巨木の幹に生えていた小さな芽のせいであるようだった。──その芽を摘み取ったとき、指に小さな痺れのようなものを感じたことを思い出す。

まるで、針を一瞬突き立てられたかのように。

「蛇蔓は……、発芽直後は偽蒲公英と酷似している……？」

『──可能性として否定はできんな』

サルティスが重い口調で返す。ウィステリアは自分の中の躊躇に気づいた。

──あの芽を見たときに、可能性の一つとして当然思い浮かぶべきことだった。なのに気づかなかった。

無意識に、それを排除していたのだ。そうであってほしくないという気持ちがあったのかもしれない。

ウィステリアは強く唇を閉ざし、テーブルに両手をついた。

「……この寄生植物が原因で、十五年前にも魔物が凶暴化したのか。その先に、何が起こった？」

ロイドは鋭く問う。警戒を帯び、当然の疑問を呈するその声は、ウィステリアには苦く響いた。

両手をついてうつむいたまま、重い口を開く。

「凶暴化というのは、強い興奮状態や異様な活性化を意味する。大竜樹が蛇蔓によって瘴気を過剰に分泌し、それを魔物が取り込んで、急激に力をつけるんだ。やがて魔物は変異し──集団の《転移》をも引き起こす」

金の目がかすかに見開かれた。

ウィステリアは木目に視線を落としたまま、低く問うた。

「──ロイド。君はベンジャミン氏と交流があると言ったな。ということは《未明の地》を対象とする研究所に出入りしただろう。そこにある、魔物に関する記録は見たか？」

青年は訝るような気配を見せたが、すぐに肯定した。

「閲覧可能なものは一通り目を通した」

その答えに、ウィステリアは一瞬、沈黙した。──自分がいなくなったあとの二十三年間。ロイドはその生きた記録の一部であり、手を伸ばせば触れられる過去そのものでもあると改めて思い知らされる。

心臓が鼓動を乱しはじめる。ずっと知らなかった──知らずに済んでいた。だが今、過去の扉は目の前にあり、あのとき何が起こったのかを知らなければならないようだった。

「……十五年前、六番目の月の終わりに──向こうの世界で何が起こったか
 、わかるか」

ロイドはすぐには答えなかった。饒舌ではないが、打てば響くような反応をする青年のその態度で、彼は知っているのだとウィステリアは直感した。──そしてこちらが言おうとしていることの意味にも、気づいたのだろう。

問うておきながら、答えを聞きたくないと思う自分が確かにいた。

だがその怯懦を見透かしたようにサルティスが厳しい声をあげた。

『言え、小僧。向こうの世界で、何が起こった』

束の間の沈黙を挟み、ロイドは感情の読めない顔で告げた。

「王都の北東にある町とその周囲、南の街道沿いの町や村、少し離れて北西にある都市などに魔物が大量に出現した。──王の軍が出動して鎮圧したとあった」

ウィステリアは息を呑む。言葉が出ずにいると、サルティスが更に問う。

『被害の規模はどれくらいだ』

冷厳な声に頬を打たれながら、ウィステリアはロイドを見た。──半ば祈るような気持ちで、被害が小さな、許される範囲であるよう願った。

それに何かを察したのか、金の瞳が探るような視線を返してくる。

サルティスが再び催促すると、ロイドは口を開いた。

「──復興に相応の時間を必要としたと記録にはあった。復興がかなわなかった地域は、住民が他へ移住したと」

抑揚の少ない口調が、簡潔に事実を述べた。

ウィステリアは強く手を握り、サルティスが更に言葉を発する前に自分から問うた。

「負傷者は出たのか。……命を落とした、人は」

聞かずともわかることを、それでも問わずにはいられなかった。一呼吸に満たないほどの間を置いて、ロイドは言った。

「──魔物の突然の出現というのはほとんど災害のようなものだ。十五年前のそれは特に前例のない規模だったという。負傷者も死者も、それに比例する部分がある」

握った手に力をこめたまま、ウィステリアは固く目を閉じた。青年の声に、配慮の響きがあった。

緩慢に目を開け、強ばった舌を無理矢理動かした。

「負傷者も、死者も、多く出たんだな」

言葉にして、その事実を認識する。目を背けていた部分を切りつけられ、胸が重く淀むようだった。

サルティスも沈黙していた。しかし饒舌な剣が十五年前のあの時
 のようには詰らないことが、ウィステリアにはよほど堪えがたく感じられた。

ロイドが薄く口を開き、何かを言おうとする。ウィステリアはおそれにも似た気持ちで、それを遮った。

「君も察していることとは思うが、蛇蔓が大竜樹に現れたとき、魔物の異様な活性化が起こった。活性化した魔物は急激に力をつけ、転移の魔法に似たものを使えるようになる。普段そういった力が使えないはずの魔物さえも」

ロイドは銀の睫毛を瞬かせる。その眼差しが鋭さを帯びてウィステリアを見つめた。

ウィステリアは小さく息を吸い、胸に澱むものを吐き出した。

「──向こうの世界への、魔物の大量転移
 。十五年前、こちらで蛇蔓が現れたことに端を発する異常な活性化が、向こうの世界に魔物を大量に出現させた」

息苦しさを感じる沈黙が場に満ちた。

思案するような気配のあと、ロイドがそれを破った。

「蛇蔓の発生や魔物の異様な活性化というのは一定の周期で起こるものなのか？」

ウィステリアは小さく頭を振った。

「……私がここに来て見た限りでは、十五年前に一度発生したきりだ。ここへ来る前、魔物に関する記録に少し目を通したことがあるが、一定の周期で大量出現が起こるといったような記述は見かけなかった」

「──私もそういった記録は知らない。不定期に発生するということか。蛇蔓とやらが引き起こすのは確かか？」

ウィステリアは板に刻んだ文字に目を戻し、ああ、と低い声で告げた。

「十五年前の件に関しては、活性化した魔物のすべてに蛇蔓との関連が見られた。蛇蔓はとりわけ瘴気を好むようで、大竜樹の活動に干渉して活性化させ、濃度の高い瘴気を吐き出させる。唯一の救いは、蛇蔓の干渉で大竜樹が本当に目覚める
 までには至らないという点だ」

「その濃い瘴気に、魔物が引き寄せられる？」

「……そうだ」

視線を感じながらも、ロイドと目を合わせないままウィステリアは答えた。──話したくない、言及されたくない。顔を背けたいと臆する気持ちがある。

抑えこんできた後悔と罪悪感がそうさせるのだとわかっていた。

「──十五年前、どうやって収束させた？」

ロイドは、当然の問いを放った。

ウィステリアは再び目を閉じ、ゆっくりと瞼を持ち上げる。その間に自分を強く突き放し、遠くから俯瞰する。そうして口を開いた。

「収束させたのではない。私は対処できず、魔物はほとんど向こうへ転移した。その規模と結果は、君が見た記録の通りだ」

金色の目がかすかに見開かれたのを、ウィステリアは視界の端に捉えた。

かつてロイドは、番人として自分を認めるような言葉を口にした。なのに、仮にも師とも仰いだ人間の大きな失態を突然聞かされ、失望したかもしれない。

──あのとき、もっと深刻に捉えていたら。サルティスの忠告をまともに受け止めていたら。

時の中で埋もれていた苦い記憶が蘇ってくる。ウィステリアが息を止めてそれを堪えたとき、ロイドの声がした。

「あなたの責任じゃない」

短く、だが固い意志の滲む言葉。

ウィステリアは目を見開き、ロイドに振り向いた。黄金の目は、真っ直ぐにウィステリアを捉えていた。そこには哀れみや揶揄の色があるでもなく、同情もなかった。

透徹とした金の目に、ウィステリアの奥深くが震えた。言葉を吐き出そうとして、小さく唇を開いたまま止まる。

震えた胸の底に淡い熱を感じ、開きかけた唇を強く閉じる。

（……私は）

──どこかで、こんな言葉を望んでいたのかもしれない。

こんな言葉をかけてくれる存在を待っていたのかもしれない。

否。この青年ならと期待していたのかもしれない。

──でも、とウィステリアは閉じた唇を震わせる。

（ロイドは、知らないから）

自分が本当は何を思っていたのかを。──ただ臆病だったのではなく、もっと弱く失望される行動をとった。

ウィステリアは一度息を止めて自分を凍らせ、口を開いた。

「……前例のないことで対処が遅れたのは事実だ。だが私の甘さのせいで、軽減できたはずの事態を軽減できなかったことも間違いない。目の前で向こうの世界に転移
 していく魔物を──見ているだけだったから」

ロイドから目を背け、テーブルの上に戻す。並べられた記録を、曖昧に眺める。

「今ほどではないにしろ、最低限戦う力はあった。全てを討つことは難しかったとしても」

──耳の奥に、サルティスの厳しい声が蘇る。動け愚か者、と叫ぶ声。それは警告を通り越し、糾弾、あるいは悲鳴にも似た叫びだった。

《浮遊》で遥か上空に留まりながら、ウィステリアは足下の異常事態をただただ眺めていた。

濃い瘴気を吐き出す巨木──その幹を覆い尽くすように蛇蔓が這い、瘴気が周りに黒い煙となって漂っていた。

その中で、魔物の群れは狂乱状態に陥っていた。巨大な蠍の尾と扁平な上半身に、どこか人間の手足を思わせる数多の足を持った魔物。土蟲、四枚鎌、飛行型の魔物。群れは蠢き、我を失ったかのように共食いさえはじめていた。

この距離の天弓では対処しきれない。もっと近づかなければ。飛び込んでいって、距離による威力の減衰がない状態で一網打尽にするか、別の魔法を──。

ああでも、あんな大きな群れを、狂乱の魔物たちを、自分一人で倒せるわけがない。

ウィステリアは、手を強く握った。

「私は動けなかった」

──竦んだから、と続けた声が、少しかすれた。

ロイドの吐息が遠くに聞こえる。言葉を返そうとしたのか、そうでなかったのかはわからない。

怖れを知らず、不敵に笑いさえして魔物に立ち向かう青年の姿を、今は見られなかった。

勇猛な弟子に対して、仮にも師としてどんな顔をしたらいいのか。

恐怖で竦んだ──あるいはそれだけならまだ、弁解にもなったかもしれない。

しかしあんなにもたやすく諦めたのは、ただ傍観して立ち尽くしていたのは、もっと別の理由のためだった。

目を合わせないまま、ウィステリアは頭を振った。

「ここで食い止めなければ向こうの世界へ転移される。突然現れた異常な数の魔物に、無力な、善良な誰かが殺されてしまうかもしれない。ここで私が止めればそれを防げるかもしれず、被害を少しでも抑えることができる。頭では、そうわかっていたはずだった」

──サルティスに、何度も何度も言われたことだった。あの大量転移が起こる前、不吉な予兆を感じたときから、聖剣は厳しく告げていた。

〝お前の見知らぬ誰かだけでなく、お前の見知った人間や家族が命を落とすかもしれんのだぞ！〟

わかっているとうなずいて、口うるさいようにさえ感じていた。

でも、とウィステリアはかすれた声で告げる。

「向こうの世界の誰かを守るために、どうして私が
異界
 ここ

 で戦わなければいけないんだろう──私はもう、向こうへ帰ることはできないのに」

──私は関係ない。そう思っていた。

ウィステリアは無意識に、サルティスに手を伸ばして腕に抱えた。聖剣が無言であることが、より息苦しく感じた。こうして強く握っていなければ、サルティスは自分を見放してどこかへ行ってしまうかもしれない。そんな気さえした。

サルティスの言葉は、その精神はあまりにも強く高潔で触れがたかった。──向こうの世界のため、無力な人々のために戦う。その無力な人々の中には、かつて自分が大切に思っていた相手もいるのかもしれないのだから。

それはまったく
瑕疵
 かし

 のない正論であり理念だった。だから、ウィステリアはすぐにはついていけなかった。

向こうの人々のために、どうして自分が戦わなくてはならないのか。

──大切に思っていた人たちさえ自分を選ばず、守ってはくれなかったのに。

「英雄の素質を持ち得ない、私のような凡人は……恐怖を克服し、諦念に抗うために、理念ではなく強い理由が必要だ。自分だけの理由。あるいは強い感情が。私は、それを持てなかった」

だから、立ち竦んだ。濃い瘴気の中、次々と姿を消し、向こう側へ転移していく魔物の群れを、ただ傍観していた。

否。傍観さえしていない。

──目を背けて耳を塞いで、逃げた。

すべてが手遅れになったあとで、何度も何度も、消えていく魔物の光景が目の裏に蘇るようになった。時が経つほどに、恐怖で麻痺していた心に考える力が戻ってきていた。

ここから消えた分だけ魔物は向こうの世界に現れ、その瞬間に見知らぬ誰かが襲われたかもしれない──あるいは見知った誰かが襲われたかもしれない。

命を落としさえしたかもしれない。

──もし、自分の知っている人間が襲われたら。養親。ロザリー。ブライト。見知った研究所の人々。数少ない友人たち。

ウィステリアの体は強ばって引きつり、内臓がよじれるような感覚で眠れない日が続いた。もはやできることはなく、確かめることすらできない。あまりにも遅すぎる実感だった。

自分が、見殺しにしたも同然ではないのか──。

ウィステリアは弟子となった青年を見られないまま、自分の足元を見ていた。暗く、歪な床の模様が目に入ってくる。

──本当は、師などとたいそうな立場にはなれない。力だけでなく、精神そのものに勇気や強靭さを欠き、師となる資格がない。

だからこそ、サルティスも自分を真の主とは認めないのだろう。

時系列に並べた記録の板が無言で糾弾してくるように感じたとき、ロイドがかすかに息を吸う音がした。

「──それの、何がいけない」

明瞭な、ためらいのない声が響いた。

ウィステリアは弾かれたように顔を上げる。一瞬、ロイドの放った言葉の意味がわからなかった。

黄金の月を思わせる瞳は、揺るぎなくこちらを見つめている。澄んだ、どこまでも強く迷いのない目。

「自分の見知った人間が襲われるかもしれないというのは可能性の話に過ぎず、見知った誰かを救うため、
無辜
 むこ

 の民のためというのは聞こえがいいだけの大義だ。そこに自分の理由
 を見出すことはできない。そうだろう」

とたん、ウィステリアは息を止めた。小さな叫びが、喉までせりあがる。

──ああそうだ、と胸の内で声をもらしていた。

少なくともこの青年は、ロイドだけは、それを理解してくれるのだ。

でも、とウィステリアはかすれた声でつぶやいて、その先に詰まった。──自分だけの理由を見つけられなくとも、ロイドは剣を振るって魔物と戦うことが出来、自分は違った。

その声にならない言葉を聞いたように、ロイドは落ち着いてよく響く声で続けた。

「動機がどうあれ、魔物を討つことを主な役割とする人間は向こうにもいる。ここで討ち漏らしたところで、そのすべてが甚大な被害を発生させるわけではない。その上、これまでこちら側で食い止めるということさえなされてこなかった。もともとあなたが戦いとは無縁な身であったことは知っている。ここへ来たのが、戦うためではなかったことも」

淡白な言葉がふいに胸を突き、ウィステリアは一度だけ瞬いて目を伏せた。

──これまで。《未明の地》の番人。《大竜樹》の活動を止めるための贄。

贄として生を終えることこそが目的で、生き延びて向こうの世界の人々を守るために戦うことを期待されていたわけではない。それが役目でもない。これまではずっとそうだった。自分も心のどこかでは思っていたことを、ロイドが言葉にしてくれたかのようだった。

しかし、サルティスはそうは思わなかったのだ。

「これまでの番人に求められていた役目を果たし、この異界で生き延び、戦う力を身につけた。──それがどれほど困難なのか、想像できないほど馬鹿じゃない」

日頃あまり饒舌ではない青年が尽くす言葉が、ウィステリアの胸を強く打った。

今度こそ、ウィステリアは声を失った。唇がわななき、細波のように揺れる息を吸う。

（……どうして）

なぜ、ロイドはこんなことを言うのか。こんな反応は予想していなかった。

黄金の瞳はかすかに逸れ、ウィステリアの腕の中を見た。サルティスを捉えたとたん、その目が鋭く眇められる。

「転移した魔物の規模からしても、一人で対処しきれるものではなかったはずだ」

ウィステリアは薄く唇を開き、そのまま止まった。とっさに何を答えようとしたのか、自分でもわからない。だがロイドの言葉は、自分ではなく腕の中の剣に向けられているようだった。

金の双眸がテーブルに戻り、その手が伸びる。板の一つを持ち上げながらロイドは言った。

「それに、すべてを見過ごしたわけじゃない」

ウィステリアは大きく目を見開いた。

「戦わずに逃げただけなら、この記録は生まれてないはずだ」

静かとさえ言える声が、ウィステリアの体を震わせた。一瞬視界が揺れ、目線がさまよいかける。なのに、何か抗いがたい力に引き寄せられるようにロイドから離れられなかった。

──すべてから逃げたわけではない。

はじめて与えられたその言葉が、ウィステリアの胸の内に何度も反響し、熱を帯びた。

腕の中で、聖剣が険しい声を発した。

『イレーネを哀れむか、小僧』

「哀れむ？　違うな。事実を言っているだけだ」

サルティスに答えるロイドの声は一転して氷のような響きを帯びる。

金の目は並べられた記録に戻る。手にしていた板を置くと、長い指がゆっくりと文字をなぞった。

「──私がこの異界に来られたのは、私の力量や目的が一致したからという理由だけではない」

ウィステリアは数度瞬いた。唐突な話題の転換に、青年の意図をはかりかねる。

「状況的に可能と判断されたためだ。あなたも知る、ラブラ殿をはじめとする《未明の地》の研究員たちがそのように判断した──」

横顔を見せていたロイドは、ゆっくりとウィステリアに顔を戻した。

「なぜそう判断したと思う」

問われ、ウィステリアはにわかに戸惑った。──なぜ、この時にロイドをここへ送り出そうとしたのか。なぜそれが可能だと判断したのか。そんなことを考えもしなかった。

ただロイドがおそろしい力量の持ち主で、それをふるうだけの目的と情熱が──アイリーン王女への情熱が──絡み合い、ここへ来るよう駆り立てたのだと理解していた。

それは、と短く言葉にしたきりウィステリアは答えに詰まり、ゆるゆると頭を振った。向こうの世界のことは、わかるはずもない。

ウィステリアの反応を静かに眺めたあとで、ロイドは言った。

「この二十三年間──あなたが番人になって以来、魔物の出現が減っているからだ。一度の大量転移を含めてもなお」

淡白なその言葉は、だがウィステリアに衝撃を与えた。喉の奥で、声にならない声があがる。

ぐらりと視界が揺れ、呆然と青年を見つめる。

ロイドは仰々しい感情をのぞかせるでもなく、ただ事実を羅列するかのように続けた。

「──瘴気の濃度も低い値で安定していた。大竜樹の活動がかつてないほど安定しているためだと考えられていた。私がこの地へ来るのに好機と判断されるほどに」

ウィステリアの唇から、それは、とか細く声がこぼれ、途切れる。

胸が圧迫されたように、言葉が出てこない。

──何のために。誰のために。

何度も考え、そのたびに目を背けてきた問いだった。ただ決まった動きを繰り返すだけの歯車のように日々を過ごした。大竜樹を、魔物を観察し、心が伴いきらぬまま、サルティスに従って魔力の弓を引き続けた。

手応えを得られることも、意味を確かめられることもなく。

黄金の月を思わせる双眸が、《未明の地》の番人を見つめていた。

「あなたを見ていてわかった。──あなたが大竜樹を守り、向こうに転移する魔物を抑制していたんだ」

瞬間、ウィステリアは息を止めた。ロイドの静謐な、力を持った言葉が胸の奥深くに響く。反響し、視界が揺れ、うろたえるままに顔を背けた。鼓動が乱れ、心臓が叫び声をあげているかのようだった。

「わ、たしは……」

早鐘のように打つ鼓動のせいで、うまく言葉が出てこない。

──高潔な意思があったわけではない。むしろ、倦んだような気持ちや、自暴自棄に似た思いを抱くことが多かった。サルティスに急き立てられなければ、決して動けなかった。けれどこの地で他にやることもなく、他のことを考える時間を自分に与えたくなかった。

だから──それでも。

「意味のある……ことだったのか」

思わずこぼれた声が揺れた。

──この異界の地に来て過ごした時間に、戦い続けた日々に。

「ああ」

ロイドの答えは短く、それゆえに一切のためらいがなかった。端的な声は強く明瞭で、そこに確かな賞賛の響きを感じてウィステリアはとっさに唇を引き結んだ。

サルティスが声を発そうとする気配に、腕の中に強く抱え込んで抑える。今だけは、ロイドの言葉をかき消されたくなかった。

（……守れたものも、あった）

自分がここで生き、戦うことで、守れたものもあった。そこに意味があったのだと、はじめて温度を伴って感じられた。

「……そうか」

ウィステリアは小さくつぶやいた。そして半ば無意識に顔を上げ、青年を見た。

銀の睫毛の下の、黄金の双眸。月のように輝き、ときとして狼のそれのように鋭くも見える目。彫刻のように高く真っ直ぐな鼻。薄く、けれど形の良い唇。長い銀色の髪は後ろで束ねられ、黒い布との対比が鮮やかだった。

苦しいほどに懐かしく、ときに痛みさえもたらす面影。どうしようもなく過去を思い出させ、けれど決して過去にはない、
現在
 いま

 に存在する青年。

気づけば、ウィステリアは淡く唇を綻ばせていた。

「なら──私が守ったかもしれないものに、君も入るのかな」

そんな言葉が、勝手にこぼれ落ちた。

金の目が見開かれる。その表情を見つめながら、ウィステリアは微笑して続けた。

「だとしたら、悪くないな」

つぶやいて、サルティスを抱いたまま自分の手の平を見た。

そこに感じたほのかな、けれどはじめての手応えを見つめようとしたとき、一息に気配が迫った。

はっと顔を上げたときには、ウィステリアの手首は大きな手につかまれていた。

見上げた先で、月の色をした瞳と合う。降ってくる眼差しの強さに、ウィステリアは一瞬息を呑んだ。

射貫くように注がれる視線は、どこか闇夜の炎をも思わせた。黄金色に輝き、火花が舞い、冷たい夜の中でも
煌々
 こうこう

 と燃え続けている──。

「ロイド……？」

熱で煽られたように感じながら、ウィステリアはかろうじてその名を呼んだ。

──先ほどの言葉が、何か気に障ったのか。

だがロイドの目にあるのは怒りでも苛立ちでも、皮肉や戯れでもない。ただその強さで、ウィステリアの心を乱そうとする。

「……どうした？」

なかば無意識に、なだめるような声で問いかける。

ロイドは答えない。揺らぐ炎のような目だけが、言葉よりももっと雄弁に見つめてくる。

あまりに真っ直ぐにそうしてくるせいで、ウィステリアは気圧されて視線をさまよわせる。すぐに、腕に抱えた剣から不機嫌そのものの声がした。

『議題が逸脱につぐ逸脱でまるで何を話しているかわからんではないか！　時間を無駄にするな！　お前たちと違って我は暇ではないのだぞ！』

頭に直接響くような明朗な声に、ウィステリアの意識は現実に戻される。同時に、触れていたロイドの手がわずかに緩む。

手首をつかまれているという状況を改めて認識し、ウィステリアは戸惑い、わずかに手を強ばらせた。触れる手からそれが伝わったのか、ロイドの手が離れていく。

奇妙な空気を払拭するように、ウィステリアはサルティスに目を向けた。

「……ふむ。私に小言を言う以外に趣味がない君がなんだって？」

『趣味!?
 　趣味だと!?
 　我の稀有貴重きわまりない知識経験をありがたくも恵んでやるのみならず、我が希少な時間体力を割いてお前の子守をしてやっているというのになんたる無礼!!
 』

「そうかー。ありがとう乳母殿。抱えられなければ移動もむずかしい乳母殿。この間、暇だから外に連れていけと言われた記憶があるんだが、気のせいか？」

『愚か者!!
 　我が手足となって働くぐらい当然であろう!!
 』

通りが良すぎる声に軽い頭痛すら覚え、ウィステリアは苦笑する。

「──子守、ね」

ロイドが短くつぶやく。そこに皮肉の響きを感じ取り、ウィステリアは顔を上げた。

金の両眼は先ほどとは別人のように温度がなく、サルティスを睨んでいる。

『何だ小僧？　我が慈悲と器が広大無辺とはいえ、貴様の子守まではしきれんぞ。愚かな期待などしないことだ。恥知らずもたいがいにするがいい』

「聖剣殿は勘違いも甚だ得意と見えるな。言語の理解について基礎から学び直したほうがいい」

『貴様のような未熟かつ無知かつ脳筋が、我に疑義を呈し、あまつさえ議論を持ちかけようなど百万年早いわ!!
 』

朗々とまくしたてる聖剣に、ロイドは睥睨する目を一層冷たいものにする。

ウィステリアは一振りと一人の様子を見つめ、半分ため息をつきつつ、もう半分はどこか安堵を覚えた。わざと大きくため息をついたあと、少しゆっくりとした口調で切り出す。

「私が話を逸らしてしまったな、悪かった。──それで、寄生植物の件についてだ」

サルティスがいったん黙り、ロイドもまたウィステリアに目を戻した。

『……ふん。はじめから無駄口など叩かなければよかったではないか。暇な奴らめ』

サルティスがそう毒づいたが、その声には落ち着きが戻っていた。

空気が微妙に変化するのを感じ、ウィステリアもまた気を引き締める。

ロイドが口を開いた。

「蛇蔓という寄生植物が再び発生した──それで、この後はどう影響する？」

「あくまで推測の話になるが……十五年前と同じなら、一定まで成長してから大竜樹に干渉すると考えられる。干渉された大竜樹はその周りに濃い瘴気を吐き出し、魔物を引きつける。引きつけられた魔物は高濃度の瘴気を取り込み、凶暴化する」

「黒海月が、発芽してさほど経っていない蛇蔓を攻撃していたのは？」

冷静な問いに、ウィステリアは唇の下に人差し指を当てて考え込んだ。

蛇蔓が大竜樹に寄生して大量の濃い瘴気を吐き出させる。濃い瘴気は魔物たちを引きつけ、興奮させる。だが、数日前に自分たちが見た蛇蔓の芽は、大竜樹に瘴気を多く吐き出させるような力を持ってはいなかった。にもかかわらず、黒海月は興奮し、攻撃するような行動を取っていた──。

「それも推測になるが……考えられるのは、蛇蔓自体がそもそも魔物の凶暴化を促すような成分を放出する、ということだ。……どう思う、サルト」

『可能性として否定はせん。が、仮説をたてるには事例が足りんな。──聞けばなんでも答えが返ってくると思うなよ
 、小僧』

サルティスが妙に尖った声でそう続け、ウィステリアは虚を衝かれた。ロイドが視線だけでサルティスを鋭く一瞥する。

それから首の横に手をあて、揶揄を滲ませて言った。

「前提となる情報がないと無駄が増えるだけだからな」

どこか含みがあるようにも聞こえる言葉に、ウィステリアは忙しなく瞬いた。腕の中の聖剣と弟子の青年を見る。この二者は性格的に口喧嘩になりやすい──だがそれだけでない何かがあるのだろうか。

しかしロイドの発した言葉で、その小さな疑念も追いやられた。

「蛇蔓はそもそもなぜ大竜樹に寄生する？　この地に、他に樹木がないからか？　それとも相応の大きさを有する樹木である必要があるのか？」

「いや、少ないが大竜樹以外にも樹木はある。もっとも大きくなるのは大竜樹だが。ただ、生きている大竜樹の周りは元から瘴気が濃く、他の魔物や植物はそこに住むことは……」

ウィステリアはそう答え、ふいに言葉を途切れさせた。自分を見る金の目に鋭利な輝きがよぎるのを見たからだった。それでようやく気づく。

「──蛇蔓自体が、成長するのに大量の瘴気を必要とする」

脳裏にひらめいた考えが言葉になってこぼれ落ちると、ロイドは無言でそれに同意を示した。そして、今度は自らの言葉で続きを口にする。

「だとすれば成長過程の蛇蔓でも、寄生した大竜樹から瘴気を吸収し、より多くの瘴気を蓄えているということにならないか。魔物にとってそれは、恰好の餌──瘴気の凝縮された果実のように見えるのでは？」

ロイドの答えに、ウィステリアは喉の奥で小さく声をあげた。

「そうか……！　いや、ああ、十分考えられる。成長しきっていない蛇蔓でも他より瘴気の豊富な餌であることは間違いない。黒海月はそれに気づいて──」

新たな気づきに純粋な高揚を覚えたのは一瞬で、その先に現れたものにウィステリアは息を呑んだ。高揚は冷め、血の気がひくような感覚と緊張に塗り潰されていく。

「……だとすれば、やはり急がないとだめだ。蛇蔓が成長して、もっと魔物を引きつけるようになる前に除去しなければならない」

ウィステリアは頬を強ばらせた。

小さな芽の状態ですら、魔物を引きつける力がある──それが成長し、更に大竜樹に濃い瘴気を吐き出させるようになれば、十五年前の再現が起こるのは時間の問題だった。

「師匠。十五年前の状況を詳しく話してくれ。可能な限り情報を掴んでおきたい」

ウィステリアは少し目を伏せ、うなずいた。

「……蛇蔓が成長して、蔓となって大竜樹全体に絡みつく状態になると、大竜樹周辺の瘴気濃度が一気に跳ね上がる。草食系、雑食の魔物が大量に引きつけられ、瘴気を取り込んで活性化、凶暴化する。そして、増殖する
 」

「増殖？」

鋭く疑念の声を投げかけたロイドに、ウィステリアはああと低くうなずいた。この青年は本当に察しがいい──心の内に、一瞬そんな感嘆がわく。

「生き物が大量の食事を必要とするのは、身籠もったときだ。魔物も例外ではない。魔物の場合は順序が少し前後して、過剰な餌や余剰の力を得たとき、繁殖行動に出やすい。力をつけた個体が変異体となって転移の力を得るか、通常とは比較にならない速度で子を産む。後者の場合は生まれた子のほうが変異体になる」

ロイドは一度瞬き、なるほどな、と短く応じた。

「……そしてすぐに、草食系の魔物たちを狙って、捕食者である肉食の魔物が寄ってくる。危険度が高いのはこちらのほうだ」

ウィステリアは数拍の間、目を閉じた。奥底に沈めていた記憶を引きずり出す。そうして目を開いた。

「大竜樹周辺でまず瘴気を取り込むのは草食系の魔物だが、そこで草食系の体内で瘴気が凝縮される。その凝縮された魔物を肉食系が捕食するから、肉食系の魔物のほうが瘴気を取り込む量が多く、変異も速い」

「凶暴化の度合いも高い？　向こうへ転移するのは肉食系のほうが多いのか」

たちまち理解して答えを返す青年に、ウィステリアは短く首肯した。──肉食系の魔物が多く転移することは、向こうの世界の人間にも大きな脅威となる。

「肉食系の魔物も増殖するのか」

「……鋭いな。無論、それもありうる。が、草食系に比べれば繁殖行動はだいぶ少ない。肉食系の魔物はもともと、草食系と比べて繁殖力が弱い傾向があるんだ。それよりは、個が力をつけて向こうへ転移するという可能性を警戒したほうがいいだろう」

ロイドは首肯する。そこで思考を止めず、すぐに次の問いを放った。

「あの《大蛇》という魔物も、転移の力を得る可能性は？」

ウィステリアは目を見張った。四眼
 の大蛇の姿が脳裏をよぎり、肩に力が入る。ありえないと即答しかけ、逡巡する。そのあとで、いや、と短く応じた。

「ありえないとは言えないが、可能性は低いと思う。大蛇は魔物の中でも特に巨体となる種で、力も強大だ。魔法への耐性も高い一方で、大蛇自身が魔法を使っているところは見たことがない。まして向こうの世界へ転移するには、魔物の力に比例して莫大な力が必要となるわけだからな。とはいえ……」

「──蛇蔓で凶暴化した獲物を大量に捕食、となると厄介か」

ウィステリアはうなずいた。

「転移の力までは得られなくとも、能力が底上げされる。そうなる前に阻止したい」

強く唇を引き結び、黄金の装飾がされた黒い鞘を握る。

「……蛇蔓は同時に複数箇所に発生した。今回もそうかもしれない。芽の状態のうちに発見できたのは唯一幸いと言える。今のうちに、一つでも多く潰すことが重要になる」

低い声でそう告げたあと、ウィステリアは一拍の間を置いた。自分の放った言葉が、自分自身に反響して浸透してくる。

蠢く魔物の群れに背を向けた記憶を思い出し、息を殺して感情を抑え込んだ。

（……今度は、逃げない）

戦う理由を、手応えを、はじめて得た。

なぜと疑い、自暴自棄になり、慟哭し続けた戦いの日々に、ロイドの存在は一つの答えをもたらした。いま目の前にいる青年は、向こうの世界そのものだ。

名も顔も声も知らぬ誰かではなく、自分の名前を呼び、その目の色を知り、手を伸ばせば触れられる──その体温を知ることができる相手。自分が守ったかもしれないものの一つだった。

（大丈夫──戦える）

手にある淡い熱をこぼさないように力をこめたとき、

「──それで、どう攻めたらいい」

平淡な、しかしやけによく通る声がそう言った。

ウィステリアははっと顔を上げる。意思を感じる問いの意味を捉えかね、困惑してロイドを見た。

問い返すために唇を開きかけたとき、金の瞳がわずかに細められた。

「前回と違って、単純に計算しても戦力は二倍ある。そうだろう」

「！　それは……だが」

「だが
 、何だ。まさか私のことを戦力として見なしていないとでも？」

「そ、そうじゃない！」

ウィステリアは慌てた。戸惑い、言葉を探して舌がもつれる。

「君のことを侮っているわけではなくて、その……、慣れていないんだ」

──共に戦う誰かが側にいるという感覚。致命的な失態をしても、敵と対峙して庇ってくれる誰かがいるという感覚はずっと知らなかった。

サルティスという無二にして厳格な師の言う通りに、自分という戦力だけで対応することが当然だった。

（……それに）

さまよいかけた視線を、ロイドにそっと戻す。

「……完全な凶暴化を防ぐとはいえ、それでも普段よりは凶暴化した魔物を相手にすることになる」

「了解、留意する」

あっさり言って終わらせようとした弟子に、ウィステリアは慌てて言い足した。

「だ、だからだな！　私は、君を侮っているわけではなくて、心配しているというか……」

「凶暴化した魔物を相手にするのはあなたも同じだろう」

素早く反論され、ウィステリアは目を丸くした。論理的に不利と悟りつつ、やや歯切れ悪く答える。

「私は……いいんだ。ある程度は慣れているし」

そう口にしたとたん、金の瞳にはっきりと尖った光が宿った。

「慣れているから、何だ。私を危険にさらすのは認められないが、あなた自身はいいと？」

その口調は、明らかに詰問するものだった。

ウィステリアは返答に窮した。ロイドの気配に圧され、思わず目を伏せる。論理的に考えれば、ロイドの反論ももっともだ。それでも、感情のほうが反発している。──自分はいい。でもロイドは違う。

しかしそう言葉にすれば、それこそロイドの力量を侮っているように聞こえるだろう。

（そうではなくて……）

──この青年を危険にさらしたくない。自分の戦いに意味があったと教えられた後で、余計にそう思うのかもしれないのだとしても。

この感情を言葉にするなら──。

ウィステリアは緩慢に目線を上げ、口を開いた。

「ただ……私が君を守りたいと思うだけだ」

軽んじているわけじゃない、とつぶやく。

とたん、ロイドの目が見開かれた。わずかに膨らんだ瞳孔が、まるで冬空に浮かぶ満月のようで──ウィステリアは一瞬、そんな場違いな思いを抱いた。

奇妙な空白が生じる。

ウィステリアは気まずく視線をさまよわせた。──何かおかしなことを言ってしまっただろうか。

少し焦って、言い訳するように続けた。

「そ、その、私は仮にも、君の師であるわけだし。師として、弟子の身を案じるのはごく普通のことだろう。それに君は私の甥でもあるわけなので何もおかしなことではないし他意もない」

ほとんど早口にまくしたてると、また奇妙な沈黙がかえった。

今度はロイドの低い声がそれを破る。

「……ならもういい。これ以上の議論は不要だ」

「！　いや、しかし……」

何か気に障ることでも言ったのかとウィステリアが訝ったとき、遮るようにロイドが返した。

「あなたのその考え方が、あなただけのものだとは思わないことだ」

その言葉が、唐突にウィステリアの胸に響いた。意味を悟るより先に、ロイドに目をやっていた。

今もまた、すぐに目が合う。静かな、磨き抜かれた刃のような目。鍛え抜かれた長身に充溢する力。

その佇まいに飲み込まれたように、ウィステリアは声が出なかった。

（私だけの考えではない……？）

──ロイドを守りたいという思い。相手を守りたい
 という考え。それが、自分だけのものではないという意味だとすれば。

胸のうちで、鼓動が一つ、大きく鳴った。思考よりも先に感情が反応する。

（ち、違う──）

体の熱が上がるようだった。勘違いだ、否、自分が師として弟子を守ろうとするのと同様に、この怜悧な青年も、弟子として師を守ろうとしているのだ。

ロイドにはそういった、不器用な優しさのようなものがある。

だから──こんなに、心が揺れるのはおかしい。

なのに、ロイドの目が逸れない。

黄金の目が真っ直ぐに見つめてくる。まるでこちらを貫こうとするかのように──奥にまで手を伸ばそうとするかのように。

ウィステリアはそれ以上どんな反応をしていいかわからなかった。

『未熟者の戯れ言は聞くに堪えんな！　おいイレーネ、無駄話もいい加減にしろ！　時間を浪費する余裕などあるのか!?
 』

ウィステリアはぴくりと肩を揺らし、抱えた聖剣に目を落とした。

「うむ……君、意外に議会進行の才があったのだな。長い付き合いなのに今はじめて発見した」

『何!?
 　我ほどの才の塊、天恵にして恩寵そのもののような存在に対して気づかなかっただと!?
 　お前の目と耳と頭はどうなっているのだ!!
 　育て方を間違えた!!
 　いや、我の育て方が悪かったのではなくお前の育ち方が』

「うむ、気のせいだった。君にあるのは常軌を逸した自信と批判の才だ」

『おいイレーネ!?
 』

ウィステリアは大きく息を吐いた。わざとなのかそうでないのか、サルティスのおかげで冷静さが戻ってくる。

とたん、ロイドが白けきった目で聖剣を見ていることに気づく。

「無駄話は終わったか？　時間を無駄にしたくないんだろう、聖剣殿」

『貴様!!
 　なぜ我に言う!!
 』

「落ち着けサルト。悪かったよ」

ウィステリアは苦笑まじりに言って、表情を引き締めた。

（……最優先すべきは蛇蔓の除去だ。今ならまだ魔物の凶暴化も対処しやすい）

ロイドを駆り出す危険性と、自分一人で対処しきれなかった場合の危険性。冷静に両方を天秤にかければ、思い悩むまでもない。──守りたいと思うなら、脅威がまだ大きくなっていないうちに、根本からなくすことを考えるべきだ。

ウィステリアは自分にそう言い聞かせ、ためらいを振り払う。

そうして、青年を見つめた。

「ロイド。私と共に戦ってくれるか？」

金の目が一度瞬く。そしてすぐに、形の良い唇の端がかすかに持ち上がった。

「喜んで」

好戦的で自信に満ちたその表情がいつになく頼もしく映り、ウィステリアはつい唇を綻ばせた。

決して油断してはならない。そう思うのに、胸の内がくすぐったく、確かな熱を帯びていた。











大蜘蛛

《蛇蔓》の出現に気づいて情報を共有してから、ウィステリアとロイドの最優先は蛇蔓の除去となった。まず記録をすべて参照し、互いに顔を突き合わせて吟味検討し、範囲を絞り込む。

ウィステリアは部屋の隅に眠っていた手描きの地図を引っ張り出し、大きな画布に似たそれをテーブルの上に広げる。白い指が、中央に描いた木の記号を示した。

「ここが今いる拠点だ。《未明の地》の全土に大竜樹は点在する。すべてを見るのは無理だ。よって、十五年前に蛇蔓が確認できた範囲を基に絞り込む」

白い指は、木の記号を中心に大きく円を示した。拠点を中心とした、円状の範囲──そこにある大竜樹に限定する。

「大竜樹に蛇蔓の発生が確認された場合は、完全に除去すること。蛇蔓は植物に近い見た目だが、蔓の状態にまで成長すると動物のように自ら動き、襲いかかる力も持つようになる。十分に注意してくれ」

「了解。蛇蔓を除去する方法は？」

「芽の状態なら、手でちぎり取れるくらい弱いようだ。ある程度育った状態になるまでは、普通の植物と同じように刃物だけでも切り落とせる。蛇蔓は全体が繋がっていて、一定以上の損傷を受けると自壊する性質を持っているんだ」

「なるほど。いちいち全て摘むというようなことをしなくていいのは助かるな」

ロイドは薄く唇の端を持ち上げた。不敵そのものといっていい表情に、ウィステリアは呆れまじりの苦笑いを浮かべる。それからすぐに笑みを消し、強い声で注意を促した。

「成長すると強固な力で大竜樹に絡みついてしまうため、力ずくでの除去は無理だ。大竜樹から引き離してから攻撃する必要があるが、引き離すには、動ける性質を利用して、魔法で外側におびきよせるのがいい。瘴気を好むからなのか、魔力や魔法にも反応する性質がある」

ウィステリアは少し考え、付け足した。

「あるいは、君の魔法に反応しなければ、その際は無理をせず引いてくれ。私の
 魔法にしか反応しない可能性もある」

ロイドが目元に疑念を滲ませた。

「なぜだ？」

「体質的に、私の魔法は魔力と瘴気が混じり合ったものだ。君の使う魔法より、瘴気の割合がだいぶ高い。蛇蔓がより反応しやすいはずだ」

銀の睫毛を瞬かせたあと、ロイドは言葉で答えるでもなく首に手を当てた。何を思ったのか、ウィステリアにはわからない。

ロイドはそのまま、ウィステリアが手描きした周辺の地図と異変の記録とを眺めていた。

互いに相談を終えたあとは、拠点を出て別行動に出る。ウィステリアは東の方角から、ロイドは西の方角から大きく円を描くように回る経路をとり、途上にある大竜樹を調査する。一日で見られるのは多くて二本で、《夜》になれば活動を終え、帰還する。

拠点に帰ってきた後は、互いに今日の結果を報告しあった。

そんな新たな習慣ができあがりはじめた頃、夕食の席でロイドの報告を聞いたウィステリアは緊張を覚えずにはいられなかった。

「……蛇蔓の同時出現はほぼ確定だな」

思わずつぶやくと、対面の青年は無感動にああ、と答えた。そのあまりの冷静さに、ことの大きさが伝わっていないのではとウィステリアは一瞬疑った。が、元から焦りや緊張を表に出さない青年だと思い直す。

ウィステリアは自分の手元の器に目を落とした。フォークを持つ手を止める。テーブルの横には、簡易な台にサルティスが立てかけてあった。

（──一人で対処するよりはずっと速い）

少なくとも十五年前のときよりは早期に発見でき、何より自分一人と想定していた状況とは比べものにならない調査速度だった。ロイドという戦力の重みを痛感する。

「他に、何か異変はあったか？　些細なことでもいい」

「ない。そちらは？」

ロイドの反問に、ウィステリアは小さく頭を振った。わずかに間を置いたあと、ロイドが再び口を開く。

「《大蜘蛛》が現れるときの兆候……そう思えるようなものはあるのか？」

ウィステリアは思わず目を上げた。怜悧な青年の顔がそこにあった。

無意識に手の中のフォークを何度も握り直す。先日話したばかりのことを再び確認するように、情報を整理する。

「……私がはじめて大蜘蛛を確認したのは、肉食系の魔物の凶暴化がはじまってすぐの段階だった。それ以前では一度も見たことはない。少なくとも、私の観測範囲では」

手の動きを止め、フォークの先端を、器の中の葉に突き刺した。

「これも推測になるが、大蜘蛛というのは変異体なのかもしれない。魔物が過剰に瘴気を取り込むと、親世代とはまったく違った性質の仔を産む確率がはねあがる。大蜘蛛はそうやって別の何かから生まれるがゆえに、通常は生まれてこない魔物なのかもしれない」

「蛇蔓が発生し、瘴気が過剰な状態でしか生まれてこないと考えれば、矛盾しないな」

ロイドの応答に、ウィステリアはうなずいた。

「大蜘蛛は出現しても、すぐに《移送》の力を使えるわけでもないようだった。大蜘蛛自身も、瘴気の吸収と捕食を繰り返して力をつける必要があるのかもしれない」

「力をつけた肉食系を更に捕食することによって、効率よく力を高めている、か？」

「十分、考えられることだ」

ウィステリアは首肯しながら、内心で青年の理解の早さに舌を巻いた。

──《大蜘蛛》と名付けた大型の魔物は、十五年前に起こった魔物の凶暴化でも特に最悪な結果を招いた。

立ち上がった上半身の先には扁平な頭部があり、無数の眼球と長い触角や湾曲した牙が二重三重に並んでいた。細長い胴体の側面には無数の足があり、それだけ見れば百足に近いが、異様に膨らんだ下半身とその側面から伸びた節くれ立った長い脚は、まるきり蜘蛛のそれだった。

そんな姿の魔物を、ウィステリアはこれまで一度も見たことがなかった。この地に来て二十三年の間でも、十五年前のあのときだけだ。

「──《移送》の力か」

青年のつぶやきに、ウィステリアは胸が重くなるような感覚がした。ロイドは考え込むように口を閉ざしている。大蜘蛛の持つ異常な力について考察しているのだろう。

ウィステリアにとっても、ある意味もっともおそろしい力だった。

──《移送》と仮に名付けたそれは、《転移》の上位ともいえる魔法だ。

活性化した大蜘蛛はその体から糸を吐き出す。それは他の魔物が吐き出すものとは違い、魔力と瘴気が混じった黒い力の糸だ。

それが小さな黒い渦を発生させ、周囲の魔物
 をことごとく吸い込んで消した。

大蜘蛛から離れた地点に飛ばされた魔物もいれば、まったく姿を消してしまうものも多かった。姿を消したものがどこへたどりついたのか、考えるだけで血の気が引いた。

──あれは《転移》だったのだ。

自分だけでなく、他の魔物をまとめて転移させるなどという能力は見たことがない。

動物が敵を威嚇して追い払うように、あるいは獲物を自らのもとまで運ぶにも使える、規格外の力でもあった。

（……瘴気は、生き物に変異を促す）

ウィステリアという人間が不老という変異を起こしたように、大蜘蛛も過剰な瘴気を取り込んで変異した魔物と捉えることができる。蛇蔓という寄生植物が現れた異常な環境下でのみ現れる、特殊な魔物であることもそれを裏付けているような気がした。

ウィステリアは指で挟んだ細い柄に静かに力をこめる。

（大蜘蛛の出現を防ぐ。最悪でも《移送》の力をつけさせないよう阻止する）

蛇蔓の出現、魔物の活性化とあって、もっとも防ぐべきはその一点だった。大量転移のもっとも大きな要因となる大蜘蛛は絶対に抑え込む。

ロイドも、そのことの重要性は素早く理解した。

『抜かるなよ、未熟者ども』

サルティスの声にウィステリアは視線だけを向け、無言でうなずいた。ロイドもまた、金の目だけを剣に送って寄越した。





握りつぶす

夕食を終え、片付けを素早く済ませれば、あとは身支度をして明日に備えて眠るべきだった。

だがウィステリアは少し考え、弟子に声をかけることにした。

「ロイド、余力はあるか？」

テーブルの席についたまま記録の板を読んでいたロイドは顔を上げた。

「もちろん。何だ？」

「今のうちに、教えておいたほうがよさそうなことがある。少し外へ出よう。剣を持って」

ロイドは銀の片眉を小さく上げ、好奇心のようなものをちらつかせた。

傍らにたてかけてあった剣を手に、すぐに立ち上がる。

ウィステリアは踵を蹴って《浮遊》で浮かび上がった。サルティスは寝室に戻してあり、取りに行くことはしなかった。

うねる木の天井を抜け、そのまま上昇して外へ出る。《未明の地》の夜は一層暗く、日中の厚い衣装でも肌寒さを感じる。深い闇に支配された世界で、《浮遊》の魔法に身を包んだ体だけがほのかな魔力の光を帯びていた。

ウィステリアが宙で振り向くと、ロイドがついてきているのが見えた。金の縁取りのされた黒い上衣と脚衣では闇に溶けてもおかしくなかったが、淡く光るような銀髪と輝く金の目が強く存在を主張する。そしてその体を包む魔法の光も、白銀だった。

ウィステリアは徐々に高度を下げて地上に降り立った。ロイドもまた、その側に立つ。

向き合うように立ちながら、ウィステリアは口を開いた。

「今も、剣による近距離戦が主体なのは変わらないな？」

「ああ」

ふむ、とウィステリアは軽く腕を組んだ。蛇蔓への対処状況を毎日報告しあっているために、ロイドがどんな魔物と戦ったのか、簡単な話は聞いている。ほとんど、魔法と剣技を組み合わせた中距離もしくは近距離での戦闘が主体なのは間違いないようだった。

蛇蔓の対処に追われ、魔法を教える時間はあまりない。しかし別行動が増え、こんな特殊な状況だからこそ、この青年に必要なものがあった。

「……これまでよりも多数の敵を相手にする可能性が高くなるだろう。防御面では《盾》を使えるようになったからいいとして……、攻撃面も強化したほうがいい。先制して一気に殲滅する。これが一番確実で危険性が少ない」

ロイドは一度だけ瞬き、ウィステリアを真っ直ぐに見つめた。その金の瞳に鋭利な輝きが強くなり、唇がかすかにつり上がった。

「あなたがそう言うなら間違いないだろうな」

好奇心の滲む声に、ウィステリアは呆れとも感心ともわからぬ息を吐いた。──あまり露骨な表情にしないからわかりにくいが、ロイドはかなり貪欲で、旺盛な好奇心の持ち主であるらしい。

そして師に対する淡い信頼のようなものも感じ、少し気恥ずかしくもなった。魔物との戦い、特に遠距離での戦いにおいてはロイドもこちらの力を認めてくれているのだろう。

「何か新しい技か？」

期待が滲む声に、ウィステリアは頭を振った。

「いや、今は既存のものを強化する」

いくらロイドの飲み込みが早いといえど、新たな技を教えていきなり実戦で使わせるというのでは、ロイドの身を護るという本来の目的にそぐわない。

「一度、魔法を使って見せてくれないか。もっとも使うものを」

「了解。少し離れてくれ」

言われたとおり、ウィステリアは数歩下がった。

ロイドが滑らかに鞘を払い、正面で剣を構える。一切ぶれず、無駄な力のない構えは、ウィステリアの目から見ても隙がなかった。絵のような調和さえ感じ、この姿こそが、ロイドという青年にとってもっともふさわしい姿であるかのように思える。

広い肩から腕にかけて、魔法の発動を示す白金の光が強くなる。薄衣を滑り落とすようにその光は手へ、握られた剣へと収束し、刃が光を纏った。

（……《強化》か）

ウィステリアは胸の内でつぶやき、小さく目を見張った。魔法によって武具を強化する──強度を上げる、威力や範囲を拡張するというのは技としては難しいものではない。ロイドのような剣士が使うには妥当とも言える。一方、使う人間の魔力に大きく左右されるため、剣技に特化した人間はむしろ扱いたがらない、うまく扱えないと聞いたことがあった。

だが今、ウィステリアの目に映る剣は、均一かつ密な光に包まれ、まったく揺らぎがない。

刃を覆う光が薄く見えるのは、魔力が乏しいからではなく、相当に圧縮されてきわめて高い密度になっているためだ。揺らぎがないことからも、制御が非常に安定していることをうかがわせる。

素直な感嘆がわく一方、少し胸がざわついた。──自分は、この短期間でここまでの制御はできなかった。

ウィステリアは小さな嫉妬心を抑え込み、振り払うように別の言葉を口にした。

「全力の状態でどれくらい先まで届くか、見せてくれ」

そう告げた後、左手を軽く上げた。淡い紫に光る魔力を集めて収束させ、ロイドの前方へ手を振る。放られた魔力が分裂して散り、等間隔で並ぶ篝火となって地に灯った。

距離をはかるための光が並んだのを見て、ロイドは不敵な笑みを浮かべた。

「光が足りないようだが？」

ウィステリアは目を丸くした。それから、片眉を上げて青年を睨む。少し意地を張って、おそらく届かないであろう地点にまで光を灯していた。──が、ロイドはもっと遠くまで届くと言いたいらしい。

「言ったな？」

ウィステリアも短く言い返し、再び左手を振った。もっとも遠くに灯っていた光の向こうに、更に点々と魔力の輝きが現れる。

そうして、腕を組んだ。

ロイドは一瞬、挑むように唇だけで微笑した。だがその微笑は瞬く間にかき消え、彫刻のように隙の無い構えになる。

──次の瞬間、剣が一気に振り下ろされた。

その動作は、ウィステリアの目にはほとんど銀の光がはしるようにしか見えなかった。

剣が大きな弧を描いて風を切ったとたん地に亀裂がはしり、前方に灯っていた光が瞬く間に消えていく。ウィステリアがはじめに設けた限界点をゆうにこえ、延長した点までも消える。

残った最後の一つが強風にあおられたように揺れ、しかしかろうじて残った。

ウィステリアはあ然とした。当のロイドは眉をひそめ、かすかに乱れた呼吸をやりすごすように息を吐き、

「残したか」

と低く呟いた。舌打ちしかねない調子の声だった。そして、ウィステリアに目を向ける。魔力の光を浴びているためだけでなく、金の目は輝いていた。

「で、及第点はもらえるか？」

軽く挑発するような薄い笑み。

ウィステリアは忙しなく瞬き、やや慌てていかめしい表情を作った。──素直に認めるのは少し悔しく、まあ悪くない、と濁そうとしてやめた。

腰に両手を当て、大きくため息をつく。

「……まったく、とんでもない弟子だな君は」

「お褒めにあずかり光栄だ」

「そして謙遜というものを知らないな！」

「自分を偽らない質だ」

「ぐっ……！　その自信、もはや羨ましい気がしてきた……！」

まったく照れも気後れも見せない青年にウィステリアは脱力し、やがて苦笑いした。ここまで堂々としていると、いっそ清々しくも感じられる。

当の弟子は、意に介した様子もなく軽く肩をすくめる。

「いい師がいるからな」

さらりと続いた言葉にウィステリアは目を丸くした。──誰のことだろうと瞬きの間考え、こちらを見つめる瞳でようやく思い至った。

この異才の弟子は、どうやら真顔のまま褒めてくれているらしかった。

たちまちウィステリアは照れくさくなり、身じろいだ。

「そ、そうか。それはまあ、何よりだ」

なんとかそう返し、咳払いをしてごまかす。サルティスがこの場にいればたちまち横槍を入れただろうが、いなければいないで、こういったときに少し間が持たないように感じてしまう。

だがウィステリアは緩んだ気を引き締め、頭を振った。再び左手を軽く振って魔力の光をいくつか放つ。小さな火に似たそれは宙に浮かんで照明の役割を果たし、ロイドの剣が刻んだ痕跡──地面の亀裂を鮮やかに浮かび上がらせた。

その痕跡の到達点と、亀裂の深さに紫の目を凝らす。遠い距離のものほど亀裂が浅くなっている。

「魔法の威力は、目標までの距離が遠いほど減衰していく。それはいいな？」

確認のためにウィステリアが問うと、無論、と短い答えが返った。

「《強化》をまとった剣ならなおさら敵に肉迫することで威力が上がる。が、多数を相手にする場合も考えると、接近戦ばかり想定するのは危険だ。よって、有効距離を延ばす──《強化》の効果をもう一段階引き上げる
 ことにする」

金の目が小さく見開かれた。それから、やや訝るように眉がひそめられた。

「私にまだ、魔力の浪費があるのか？」

「いや。君の制御が精密で、出力も十分なのはわかる。現時点では、ほぼ最適だろう」

現時点でのロイドが、意識して制御できる魔力の最大値を出していることは、ウィステリアにもすぐに察することができた。

ロイドの魔法は、ここにきた当初よりずいぶん制御の精度が上がり、効率が良くなっている。

──今後、時間をかけて鍛錬し続ければその最大出力は更に伸びていくだろうこともわかる。

「最適
 。最大ではない──そういうことか」

ロイドはすぐにその答えに至り、眉間のあたりに漂っていた疑念を霧散させた。ウィステリアは首肯し、続けた。

「魔法の技というのは、一定の形の器のようなものだ。技ごとに器の大きさや形状が違うとでも言えばいいか。ただ多くの魔力を使えばいいというものではない。技の……器ごとの形や深さにふさわしいだけの魔力を注ぐのがもっとも効率がよく、効果を最大化することになる──」

しかし、とウィステリアは少し間を置いて続けた。

「中に注ぐ魔力で、無理矢理に器の形を変えてしまったり、大きくしてしまうことができる。拡張する、というのに近いか」

ロイドが銀の睫毛を上下させる。黄金の瞳が、強い好奇心にきらめいた。

「そんなことが可能なのか。どうやればいい」

これまでとは逆のことを教えられても、青年はすぐに理解したようだった。

その飲み込みの早さにひそかな感嘆の息を吐きつつ、ウィステリアは自分の手を軽く持ち上げ、右手首をロイドに見せるようにした。

右の人差し指を空に向かって立て、指先に魔力を集める。薄紫の光が周囲の闇と混ざり合って溶け、ろうそくの火に似た光となって指先に灯った。

「《関門》のことは覚えているな？　手首、足首のあたりにある、魔力の流れに特によく関わる部位だ。もっと言えば、魔力の放出量も抑制する部分なんだが……」

右手首を、左手でつかむ。触れた右手首に、薄い皮膚と、その下の血肉──そして淡い熱をもって川のように流れている魔力を感じた。手首の関門にさしかかるとそれがほんのわずかに減速して大きく波打ち、また流れていく。

一呼吸の間、意識をそこへ集中させる。

──輝く腕輪のようにも見える関門を、一瞬無理に開く。

とたん、指先に灯っていた光が音をたてて爆ぜた。燃え上がるようにウィステリアの指から肩までを包む。指先だけに灯っていた頼りない火が、一気に燃え盛る炎に変わったかのようだった。

金の目が見開かれ、ロイドが息を止める気配がした。

「……こんなふうに、《関門》を力尽くで開けると、魔力の出力が一時的にはねあがる。使っている技──器は変わらないが、多量の魔力がそこから溢れて押し包み、肥大化させるような形になる。技ごとに効果は異なるが、ほとんどはこのように威力がはね上がる効果になる」

そう言い終えたあと、ウィステリアは右手首をつかんでいた手を放した。半身を包む勢いだった光が急速に弱まり、一気に指先まで後退する。今にも消えそうな小さな火となって一度だけ揺らぎ、消えた。

「注意点としては、消耗が非常に大きく、早いということだ。一気に魔力を使うので当然ではあるが」

ロイドは既にウィステリアを見ていなかった。剣を鞘におさめ、《関門》を確かめるように、左手で右手首に触れている。

気が逸り、待ちきれない少年の姿を見た気がして、ウィステリアは笑いを堪えつつロイドに近寄った。

「教えるから、両手で剣を持て」

ロイドは目を上げてウィステリアを見ると、すぐにその言葉に従った。再び剣を抜くと柄を両手で持ち、刃を地に向ける。

白い両手が伸び、青年の太い両手首に触れた。

ウィステリアは一瞬、指先に触れた肌の熱さに驚いた。顔を上げる。

見下ろす金の目と合う。女性としては長身であるウィステリアからしてもなお、ロイドの目線は高く、見上げるほどだった。金の瞳がやや大きく広がり、驚きを表しているように見える。

「──目を閉じて」

ウィステリアが告げると、蝶がゆっくりと翅を動かす様に似て、ロイドが瞬く。そして、瞼が閉じられた。縁からは銀色の睫毛が密に伸び、その一本一本も長い。

細部まで作りのいい顔にウィステリアは頭の片隅で感心し、すぐに思考から締め出した。

「私が触れている部分に意識を集中して。ここが《関門》であること──閉じられていることを感じ取れるようにするんだ」

集中の妨げとならないよう、抑揚を抑えて語りかける。親指をロイドの手首の内側に触れさせ、残る指で囲うように手首をつかんだ。力は入れず、ロイドが少しでも振り解こうとすればすぐに離れられるようにする。

閉じた瞼がかすかに歪み、銀の眉がひそめられた。瞼の裏で、何かを探しているような顔をする。少し無言の間が落ちたあと、低い声がそれを破った。

「……これか。手首のあたりで、魔力の流れがわずかに変わる」

束の間、ウィステリアの返答は遅れた。──ロイドなら、この曖昧で感覚的な言葉でも理解するだろうとは思ったが、これほど早いとは予想していなかった。

それでも、今となっては大きく驚くほどではないかもしれないと思い直す。

ああ、とウィステリアは短く答え、そっと自分の左手を放す。右手だけをロイドの左手首に触れさせたまま、更に促した。

「ここ。私が触れている部分の《関門》を少しだけ開いてみよう。ここで流れがわずかに変わる──今はほとんど閉じられていることはわかるか」

ロイドは目を閉じたまま、少しうつむき加減で聞いていた。やや遅れて、ああ、と短い答えが返った。

「閉じられていることを感じられたら、そこに更に意識を近づけるんだ。目を近づける感覚でもいい。ゆっくりと、慎重に。《関門》に触れて手を入れ、開けるようにする。決して力尽くで速く開けようとはするな」

今度は無言をもってロイドは応じた。こちらの言葉はかろうじて聞いているが、その他のすべてを《関門》に集中させているのだとウィステリアにはわかった。

静寂──《未明の地》の闇だけが満ちる。

やがてウィステリアの指の下で、熱をもった肌が胎動したように感じられた。──皮膚の下、白銀であり白金の色をした魔力が、大きく脈打つ。小川のように流れていたものが、急速に勢いを増して巡り始めるのを感じる。

まどろみから覚めるようにロイドの瞼が持ち上がる。

「……その感覚のまま、《強化》を使って」

月に似た目に向かってウィステリアは言い、ゆっくりとロイドの手首から指を離した。数歩下がり、様子を見守る。

ロイドは一度素早く瞬く。

──それで、ウィステリアには空気が変わったように見えた。

次の瞬間、ロイドの左手から滲んだ光が閃き、上半身にまで及んだかと思うと、剣を握った腕へと収束する。肩から手、その手が握る剣をも魔力の光が包み込む。

ロイドが剣を握り直し、構える。その両眼は魔力の高まりを受けて煌々と輝いていた。

「下がってくれ」

強く抑えたような声でロイドが言う。ウィステリアは更に後退し、ロイドの攻撃線上から大きく逸れた。

銀影が動いた。ウィステリアの目に、青年の右半身がわずかに後ろに引かれたのが見え──両手に握られた剣が、一度下がる。とたん、刃の切っ先が地を擦り、大きな弧を描いて跳ね上がった。

白銀の残像が、荒れ狂う波に似て闇の中を走る。地は音を立てて裂け、巨大な亀裂が伸びた。先ほどのものとは比べものにならぬほど深く太く、遠くまで伸びてゆく。

亀裂の縁には、ロイドの魔力を示す白金の淡い光がまとわりついていた。

巨大な斬撃を生み出した刃は、高密度の魔力に包まれてほとんど光そのもののように輝いている。

ウィステリアは息を呑んだ。驚きを隠しながら、ロイドに振り向く。

才ある弟子は何事もないかのような表情をしていたが、その息は少し弾んでいた。輝く剣を手にしたまま、それに劣らぬくらいに金の目を光らせ、自分の手首に視線を落とす。

「──これは面白い。今は左手の《関門》だけだったが、右もいけるんだろう？　なら足のほうも同じ原理で開けられるのか？」

「待て！　それはまだ駄目だ」

ウィステリアは焦って止め、小走りに駆け寄った。ロイドが顔を上げる。なぜ、と無言で問いかけてくるような表情に、ウィステリアは距離を詰めて厳しく説いた。

「いいか、これまで《関門》を開けることを教えなかったのは、これが危険性の高いものだからだ。《関門》を開けることで、魔力の放出量が上がると同時に非常に消耗する。開けるのは一箇所。どんなに必要でも二箇所までだ。不慣れのうちに二箇所も開けると、敵を殲滅できてもすぐに意識を失って無防備な姿をさらすことになる。数日寝込むことになるからな。意味がない」

ロイドが小さく目を見張った。驚きと疑問がまじったような顔をする。すぐには了承せず、真偽を検討しているようにも、考え込んでいるようにも見えた。

怖れを知らぬ金の目を見つめ、ウィステリアはいかめしい表情のまま言った。

「──異様な消耗の仕方をしてるのは自分でもわかるだろう」

涼しげな顔を装っていても、ロイドのこめかみには汗が滲み、雫となって頬を伝っていた。呼吸の乱れも、意識して抑えこんでいるのだろう。

それでも金色の目は静かな好奇心を宿してウィステリアを見た。

「すべて開けたら、どうなる？」

好戦的な、どこか少年のような純粋さを帯びた声だった。

ウィステリアは眉をひそめた。やや怒りを滲ませ、意欲に溢れすぎる弟子を睨む。

「──魔法を二度と使えなくなるか、命を落とす」

だからいけない──その思いを込め、ウィステリアは厳しい態度を保った。かつてサルティスが厳しく戒めたそれを、今度は自分が伝える番だった。どんなにこの弟子が才に溢れていても、この危険を許すつもりはなかった。

ロイドもまた、少し驚きを示したものの、安易には退かないというように見つめ返してくる。紫と金は無言で視線を突き合わせ、少しして、青年のため息が響いた。

「了解。二箇所だな」

「どうしてもの場合だけだ！　基本的には一箇所だけだ」

今度は、ロイドは軽く肩をすくめるだけだった。ウィステリアはじとりと弟子を睨み、腕を組む。

（……とはいえ、三箇所以上開けるというのはたやすくできるものではないし）

四箇所というのは実質不可能だ、という言葉は心の中でつぶやいた。

口に出そうものなら、この負けず嫌いの青年は逆に対抗心を燃やしてしまいそうな気がした。

「……出力を一時的に上げて敵を圧倒できたとしても、自力で生還できなくなるようなことになっては意味がない。これは、君を護るための力だ。君が、自分自身を護るための」

なるべく冷静な口調を意識し、ウィステリアは諭した。ロイドは人の言葉を丸呑みするような質ではないが、聡い分、理があるとわかれば聞き入れることができる青年だとも思う。

爛々と輝いていた金の目が落ち着き、今度は小さな光を宿してウィステリアを見つめ返した。

「あなたは、私に戦うなとも、魔法や剣を使うなとも言わないんだな」

ウィステリアは虚を衝かれた。突然話題が変わったことの意味について不思議に思いながらも、黒い睫毛を瞬かせて答える。

「当たり前だろ。君はときどき人の言うことを聞かないから、心配するときはある……が、君が真摯に力を求めていることは知っている」

──濫用するような真似をしないだろうとも信じている、とも釘を刺す。

ロイドは反論しなかった。ただ耳を傾け、その目はウィステリアに向いたまま逸れなかった。静かなのに、あまりにも真っ直ぐに見つめてくるせいでウィステリアは気圧されそうになる。

（何だ……？）

ロイドは時折、こういう目をする。並外れて整った容貌と乏しい表情のせいで何か威圧的な、強い意味があるような印象を与える。だが、今の目にはそれとも異なる力があった。意思の熱のようなもの──しかし、何を思っているのかまではわからない。

だから、こんなに落ち着かなくなる。

それをごまかすように、ウィステリアは腕を組んだ。

「……君は私の弟子で、私は君の師だからな」

それが理由のすべてで、十分であると言うように。──初めは半ば無理矢理の弟子入りであったとしても、今は。

ウィステリアはそれ以上の言葉を探しあぐねた。気まずさとも異なる、奇妙な空気に戸惑う。

黄金の瞳が、青と赤のあわいにある瞳を捉えた。

「あなたは本当に得難い師だな」

端的な、通りの良い声がウィステリアの耳を打った。目を見開いて固まる。

ロイドらしい飾り気のない、珍しいほど真っ直ぐな感嘆の言葉だった。

その意味が胸に深く反響したとき、ウィステリアは思わず目を伏せた。かろうじて言葉を絞り出す。

「そ、それは光栄だな」

声がわずかに揺れていることは隠しきれなかった。鼓動が弾み、頬が熱くなる。

世辞や
追従
 ついしょう

 からはほど遠い青年の言葉は、ことさらくすぐったかった。

ロイドの剣から魔法の輝きが薄らいでゆき、もとの鈍色の刃に戻っていく。黒い鞘におさめられようとしたとき、鍔の下、剣身の付け根の部分に小さくきらめくものがウィステリアの目を射た。

「それは？」

ウィステリアが問うと、ロイドは寸前で手を止めた。ウィステリアは目を凝らし、小さなきらめきの正体が刻印だと悟った。それをウィステリアに見せたまま、ロイドは諳んじるようにつぶやく。

「〝決して折れることなく、勝利と栄光の道を切り開く剣であれ〟」

ゆっくりと刃が落ちて、鍔と鞘口が澄んだ音をたてて触れあう。

ウィステリアは率直に感心した。

「いい剣だな」

魔物を討ち、魔力をこめられてもなおそれに耐える剣は、そうそうあるものではない。ルイニングの嫡子たるロイドが振るうということからも、かなりの名品だろう。

刻まれた言葉からは、剣にこめられた思いが見えた気がした。

ロイドがこの剣を毎日
検
 あらた

 め、よく手入れして大切にしていることをウィステリアは知っていた。そこまでするのは、自分の命を左右する武器であるからという理由だけではないのかもしれない。

ああ、とロイドは短く肯定した。

「アイリーン殿下から賜ったものだ」

ウィステリアは目を見開いた。小さく、だが鋭い棘が胸に刺さったように感じて、とっさに息が詰まった。目を逸らす。

その痛みのせいか、鼓動が乱れた。先ほどとは違う、鈍く軋むような乱れ方だった。

──アイリーン殿下。自分の知らない、若く高貴な王女。ロイドが異界にまで来て、どんな魔物相手でもおそれず、剣を振るい続ける理由。サルティスを求める理由。

「……ああ、だからか」

ウィステリアは無理に言葉を絞り出し、強ばった頬を持ち上げた。無意識に手を握り、波打つ胸を堪えた。

（……何を勘違いしてるんだ、私は）

──だから、ロイドはこれほど丁寧にこの剣を扱っているのだ。ただの貴重な武具というだけではないがゆえに。

祈るような言葉を刻み、才ある使用者にふさわしい刃を与えた王女。──その王女から与えられた剣を丁寧に扱い、祈りのこめられた刃をもって望むものを得ようとしている貴公子。絵物語のような現実。

（何の不思議なことも、驚くようなこともない）

ウィステリアは心の内で何度もそう繰り返す。これは驚くべきことではない。ただ、自分の想像力が及んでいなかっただけだ。意表を突かれただけで、他に意味はない。感情を排した、納得のいく説明。

（……馬鹿なことは考えていない）

自分に強く言い聞かせた。

ロイドがこちらを見ている。その唇が薄く開き──イレーネ、と呼ぶ気配がする。

ウィステリアは意識して明るい声をつくり、被せた。

「なら、王女殿下のためにもなおさら無理はできないな。結果がどうあれ、君は無事に帰らないといけないのだから」

うむ、と大きくうなずいてみせる。──得難いと言われた師らしく、あるいは伯母らしく見えるように。

弟子であり義理の甥である青年の唇は、薄く開いたまま止まっていた。何か言葉を紡ごうとして、しかし形になることはなく閉ざされる。

空気がどこかぎこちなくなったとき、ふいに、ウィステリアの視界に小さな光が揺らめいた。左に顔を向けると、自ら光を放つ蝶が──青紫の輝きをまとった魔物が、羽ばたいている。

どこからともなく現れたそれは、ウィステリアの頬に向かって音もなく飛ぶ。

だが伸びてきた大きな手が、頬に触れる前にその光を掴んだ。

ウィステリアは目を瞬かせた。

右手で蝶をつかんだまま、ロイドは凍える目でそれを睥睨する。

鋭敏な弟子の警戒を感じ、ウィステリアは握られた大きな手に目を向けた。

「これは、比較的無害な魔物だ。心配ない」

「……なぜあなたに群がる？」

「私が魔法を使ったから引き寄せられてきたんだろう。この魔物は夜に活発になる性質だからな。もともと、私の魔力と瘴気が混じったものを好む魔物は多いんだ」

言いながら、少し喉が詰まるような感覚があった。瞬く蝶の群れに包まれ、さまよった夜のことが脳裏をよぎる。

──自分の体に流れるものに吸い寄せられるこの蝶のように、弱い心が目の前の青年に引き寄せられてしまいそうになった。ひどい醜態をさらした。

その記憶ごと振り払うように、ウィステリアは意識して大仰なため息をつき、苦笑した。

「とにかく、これは脅威ではない。光っていて綺麗だしな。ほんの少し力を与えれば懐いてくる、というように考えれば可愛いものだ」

だから離していい、とロイドの手を指さす。

握られた手は動かなかった。長い指の隙間から、捕らわれた蝶の光がこぼれ、もがくように揺れている。

「……ほんの少し、ね」

ロイドはつぶやき、半眼になって手の中のものを見つめる。











──そして、捕らえた光を一気に握りつぶした。

「……！」

ウィステリアは息を呑んだ。

蝶の魔物だったものは、骨ばった手の中で砕かれて輝きを失う。指の隙間からこぼれ落ち、割れた宝石のように小さな光の破片をまいて地面に落ちた。

ゆっくりと開かれた手に、色と光を失った黒い破片が残っている。その手をウィステリアから離し、残骸を落としながら、金の目は紫の目と合わせた。

「あなたの力を吸うなら完全に無害じゃない。油断は禁物。そうだろう？」

低く、冷ややかな怒りや苛立ちのようなものさえ滲ませてロイドは言った。

ウィステリアはにわかに戸惑い、返答に窮した。ロイドの言葉は確かに理にかなっている。──この地において油断は禁物と言ったのは自分で、何に対しても警戒しすぎるということはない。ならこの弟子は、師の油断を責めているのだろうか。

だが凍てつく眼差しも尖った声も、自分に向けられたものではないように思える。それなら、何がロイドの神経をそこまで逆撫でしたのか。

再び小さな光が瞬き、更に二つ三つと増え始めたところで、ウィステリアはいったん考えることをやめた。蝶の魔物が増えるのを目にして、ロイドの気配がますます硬化していく。

「確かに……油断はよくないな。戻ろう」

そう促し、踵を蹴って大地から離れる。ロイドも同様に浮かび上がり、距離を空けずについてくる。

闇夜の冷えた空気がウィステリアの頬に触れた。

蝶の形をした光が一つまた一つと増えて、後を追ってくる。それを振り払うように、ウィステリアは速度を上げた。追ってくるのは、ロイドただ一人だった。





挿話　剣を捧ぐのは誰のため

それは、十三歳のロイドがはじめて味わった敗北だった。

手に力が入らない。木剣の先端が落ち、地面を擦る音が無様なほど十三歳の少年の耳を貫いた。肩が落ち、両腕すらまともに持ち上がらない。それでも、握った剣を放すことだけはしなかった。

ほう、と男が感心したような声をもらした。

「なるほど、お前さんはどうやら剣を握る素質があるらしい。いや、」

──剣によって立つしかない馬鹿のほうか、と男は苦笑いまじりに続けた。

ロイドは顔をしかめたが、後に剣の師と仰ぐことになる男は明るく飄々とした調子で続けた。

「まあ、いいだろう。むしろ放っておく方が道を間違えるかもしれん。剣を握るなら、その刃に足る男になる必要がある」

男は思案げな顔をし、握った木剣で自分の肩を叩いた。

「まさか名門貴族のお坊ちゃんがな。なんとも運命の皮肉だねえ」

そう言って男が仰いだ天は、乾いてくすんだ青色をしていた。





「改めて、先日の試合は見事だったわ、ロイド・アレン」

美しい翠の目をした王女は微笑し、簡潔な褒詞をロイドに与えた。

歯切れの良い声と無駄な飾りのない言葉はロイドにとって好ましく響き、唇の端を無理なく持ち上げて応じることができた。

「光栄です、殿下」

先日の馬上槍試合で優勝したことで何人もの人間から賞賛を浴び、技巧的な表現を尽くした言葉を捧げられもしたが、どれもこの王女の言葉ほどには響かなかった。

マーシアル王宮内にある《薔薇の温室》。白薔薇の異名をとる王女が設計したというそこに、ロイドははじめて入室を許されていた。公で下賜された賞品とは別に、ここへの入室を許されたことが、アイリーン個人からの褒賞なのだとロイドは感じた。

屋根のガラスを通して陽光が差し込み、王女の亜麻色の髪を照らしている。左右に並ぶ花壇と、中央を貫くように延びる通路。そこに立つ〝白薔薇〟は、この温室内にあるどの花よりも大輪で、今まさに咲き誇るかのようだった。

侍女は距離を置いたところで影のように立ち、向き合って立つ王女と貴公子を見守っている。

「話には聞いていたけれど、思っていた以上だった。嗜みの剣技ではなく、本当に剣士のようでした」

ロイドはそれには答えず、ただ王女の言葉に耳を傾けた。

ふいに、ロイドを見上げる翡翠の瞳に含みのある光がよぎる。

「……こんな話をする者もいるようね。ルイニングの後継ともあろう者が、なぜわざわざ騎士の真似ごとをするのか、と」

ロイドは一度瞬く。王女の探るような視線を受け止める。

──この種のものには慣れている。

王女への最低限の礼儀として、わずかに唇の端を持ち上げる。

「殿下にとっても好ましく思われませんか」

軽く試すような気持ちでロイドは言い、翡翠の目を強く見つめ返した。

──これまでに同様の言葉を投げかけてきた相手は、およそ同じ反応を示した。

〝どうして剣を握る必要があるの？〟

〝お願い、私を想うなら剣を握ることなどしないで──〟

特別な関係になった異性は口々にそう言った。悪感情からの言葉ではないと理解はしたが、どのような対話や言葉を尽くしても、相手の意図ははじめから一つだけで、結論は決まっていた。

──お願い、私を愛してくれているなら剣を捨てて。

ロイドはそれに応えなかった。それが原因で関係が終わったとしても構わなかった。

アイリーンは長い睫毛をゆったりと瞬かせる。

「それが他人より優れた点であるなら、埋没させる必要などないわ。いいえ、埋没させてはいけないものよ」

艶やかな薄紅の唇が、少し悪戯めいた笑みを象った。

「その様子では、馬鹿馬鹿しい言葉や態度を向けられもしたのでしょうね」

共感が滲んだ言葉に、ロイドは無言の同意を示す淡い微笑を返した。

──やはりこの王女は好ましいと思える。

おそらくこの誇り高く美しい王女も、少なからず周りからの悪感情や反発を受けてきたのだろう。

大層な娯楽、ルイニングの後継にあってなお名声を求めようとする強欲さ──ロイドをそうせせら笑う声は少なくはなかった。同じ武の道を行こうとする人間にすらその傾向は強い。

「言動だけならば微笑ましいものです。実際に手合わせすれば、誤解
 が解けることも少なくありません」

ロイドが答えると、翡翠の目が丸くなる。そして、アイリーンの艶やかな唇の笑みが深まった。

ロイドにとって、回りくどく言葉を交わすより剣を交えたほうがよほど早く確かだと感じることは何度もあった。

剣を交える前までは反発していた相手も、交えた後は曇りのない賞賛の目で見つめてくる。

一方、愛想良く話しかけてきた相手が、剣を交えた際に、言葉で覆い隠していた狡猾と悪意がはっきりと透けたこともある。刃を交わすことは、虚実のまじった会話よりもよほど正確にその性根を見ることができた。

──研いだ刃はあらゆる敵を屠る。魔物であろうとも、目に見えぬ偽りであろうとも。鋭い刃は、立ちふさがるものすべてを斬り、その先を拓くことができる。

ロイドにとって、それは信ずるに値する確かなものだった。

アイリーンが、かすかな声を漏らして笑った。

「優れた素質を持っている人間は嫌いではないわ」

意図して装ったような、他人行儀な態度で王女は言った。──少し距離をとり、ロイドを探る様子を見せる。

〝白薔薇〟は優雅な動きでロイドに背を向け、花壇を貫く道をゆっくりと歩き出す。細い手が伸びて右の花壇に植えられていた背の高い花に触れ、歩きながら次々と指先を戯れさせていく。

追うことを無言で求められているように感じ、ロイドは急ぐことなく後を追った。

「振るうか、振るわないか……そうではなく、剣であるなら、誰のためのものなのか、誰に捧げられるべきものなのかが重要ではなくて？」

振り向かぬまま、アイリーンは問う。傷一つなく、爪の形まで丁寧に整えられた指が、白の大花に戯れては揺らす。

ロイドは返答を控えた。

──誰のための剣か。

考えとしてはある意味で理があり、否定しようとまでは思わない。だが──。

（ずれて
 いる）

名声や欲のためでないのと同様に、他人のために振るっているのではない。

師が何度も唱えていた〝真〟という概念を、この王女に伝えるべきか少し迷った。

アイリーンは他とは違う。剣を振るうなと感情的に反発することの無意味さを知っている。表層の言葉だけでなく、本心からそう考えているように感じられた。

ロイドはアイリーンの言葉の先を待った。

「あなたがわたくしの騎士となるなら、誰が何を言おうと、わたくしがあなたの剣を許します」

白薔薇の王女は優美な背を見せたまま告げ、ロイドは小さく目を見張った。

たおやかな指が白い花を折り、振り向く。翠の目が、金の目を捉える。

唇の下に手折ったばかりの瑞々しい花を当て、王女は傲然と微笑した。

「好きに剣を振るえばいいわ、ロイド・アレン。──わたくしがその刃を折るよう告げる、その時まで」

ロイドは否定も肯定もしなかった。代わりに、王女の翠の目を見つめた。その真意を探ろうとした。

──アイリーンのように語る人間ははじめてだった。

齟齬があるとは言っても、すぐに剣を手放せと迫らないだけ理解があるように思えた。

自分のために振るえというのも、王女であれば無理のない考えであるのかもしれない。

邪魔をしないのであれば、アイリーンのために振るうことがあっても構いはしない。

細い指に手折られ、美しい
顔
 かんばせ

 を彩る白い花を見る。

──自分が許す限り、と王女は言った。その先に、いつかこの王女のために剣を折ることをするだろうか。

ロイドは離れたところから己を俯瞰する。

だが考えるまでもなく、答えは決まっていた。それでこの先衝突する可能性が高いとしても、あるいはこの王女なら違う反応を見せるかもしれない。

アイリーンが顔から花を離し、指先でもてあそぶ。何かを思案するように、翡翠の目は手折った花を見つめていた。

「……それとも、あなたが考える、剣を手放すべきときというのはあるの？」

ロイドもまた少し考え、言葉にした。

「私が剣を手放すのは、斬るべきものが存在しなくなったときか、私が剣を握れぬ体になったときです」

嘘偽り無くそう答えながらも、そんな事態には当分ならないだろうともロイドは感じた。

アイリーンの目が、ロイドに戻った。口元に花を近づけながら、白い花に劣らぬほど美しい唇が笑った。

「そう。それほど、あなたにとっては価値のあるものなのね」

──許すわ、とアイリーンが内なる声で語っているように聞こえた。





『──目を閉じて』

澄んだ声が響く。誘うように柔らかく、頭の奥深くにまで浸透する声。

手首に触れる指の細さと少し冷たい指先に、ロイドはひそかな驚きを覚えた。

剣を握ったままの手に、その内側に、白い親指は触れた。

──その指に意識を集中すれば、その声を聞けば、自分の中にある知らなかったものに気づかされる。

脈動するかすかな熱。光。眠っていた力。

『これは君を護るための力だ』

赤と青のあわいにある瞳がこちらを捉えてそう告げたとき、ロイドの肌は粟立った。目の眩むような感覚。火を点されたように体が内から熱くなる。

ウィステリア・イレーネだけが、それを引き起こす。

想像さえ及ばなかった、夢のごとき得難い師。ウィステリア・イレーネの声が、彼女の声だけが──。





《未明の地》の暗い空の中、ロイドは一度だけ瞬いた。機を待っているうち、意識の一部がまとまりのない記憶に引きずられていたようだった。

《浮遊》の力で空高く浮いて静止したまま、金の瞳は足下にある大地を見つめる。

左半身に羽織った碧の外套がはためく。

岩石と背の短い草が時折見える以外、地は色がまだらで生命の気配が希薄だった。だがただの荒野とは異なり、師が大竜樹と名付けた巨木が異様に目立つ。

この異界に点在するという大竜樹の一つが今、ロイドの眼下にあった。この地に来たときにはじめて見た、青黒い鉱石を思わせる表皮ではなく、うっすらと黄みがかった鈍色の樹皮を持っている。

葉や花を持たぬその樹は、針のような枝を無数に天に伸ばし、根元はうずくまる獣のように歪なふくらみ方をしている。

枝からは黒い煙状のものが滲み出し、暗い空に拡散していく。否、この吐き出された《瘴気》こそがこの地に満ち、空を暗くしているのだという。

ロイドは右手に握っていた小石をいくつか放り投げては掴み、腕を組んだ。見えない壁にもたれるように片足を一歩後ろに引いて、地上の様子を観察する。──蛇蔓の存在を知り、師とともにその排除に乗り出してから、次第に感覚が掴めるようになった。

（ここもあるな）

目を凝らせば、この距離からでも、黄みがかった樹皮の中に黒い染みのようなものが点々と現れているのが見えた。

──先日他の場所で見たものよりも成長している。

近くに魔物がいれば、間もなく嗅ぎつけて寄ってくる。

師がこの場にいたら、魔物が近寄ってくる前に蛇蔓の芽を排除しただろう。

だが、ロイドはそうしなかった。警戒を怠っているわけでも、侮っているわけでもない。

感覚を研ぎ澄ましたまま待機する。

やがて推測通りに、歪な鳥を思わせる魔物の群れが現れた。地表近くを飛んでいる。胴体の先から錐のように細長い頭部が飛び出し、左右に二対の翼を広げている。翼は半ばほどから直角に折れ曲がっていて、先端は鎌のように鋭い。翼というよりは
蟷螂
 かまきり

 の鎌というほうが近い形状だった。その体表は、赤みのある黒だ。

──《四枚鎌》と名付けられた魔物だろう。

翼とも鎌ともつかぬ四肢で、植物も小型の魔物も刈り取る雑食型。体長はロイドの半分ほどしかない。こちらが刺激を与えない限りは、自分より大きな生物を積極的に襲う魔物ではないという話だった。

樹液に群がる虫のように、四枚鎌は大竜樹に次々と張り付いた。先に付着した仲間を押し潰すのも構わず別の個体が重なっていく。大竜樹の幹は瞬く間に蠢く魔物たちで覆われる。やがて甲高い羽音が響き、耳障りな騒音を轟かせはじめた。四枚鎌が興奮し、鳴き声とも羽音ともつかぬ音をあげている。

その光景を観察しながら、ロイドは宙で身を起こし、慎重に高度を下げていった。

大竜樹を覆い尽くす魔物の姿が徐々に大きくなる。興奮した四枚鎌たちは、周りの仲間を押し退けて潰してでも幹に取りつこうとしている。互いに威嚇音を出し、錐を思わせる頭を突きつけ合い、四肢を振り回して争い──共食いさえはじまった。

（……もう少しか）

魔物が興奮に駆られ、争い、力をつけていく様子を、金の瞳は冷徹に観察する。

──小型の魔物ほど、変異を起こす閾値が低い。この大竜樹に寄生する蛇蔓が他より育っていることも余計にそれを加速させるだろう。

過剰な吸収が、凶暴化の先──《転移》の力を発現させるまで、あまり時間はかからない。

樹皮が見えないほど密集していた魔物の中、間欠泉のように所々が噴き上がった。折り重なっていた魔物が散らされ、その下から別の個体が飛び出す。

──それは、形態こそ四枚鎌を保っていたものの、明らかに変異した個体だった。

翼とも鎌ともつかぬ四肢は輪郭が鋸のように毛羽立ち、体表の黒い色合いは薄れ、異様なまでに鮮やかな赤に変化している。

そして、その赤の上を黒い蜘蛛の巣のような模様が覆っていた。

瘴気に侵された人間に表れるという症状──師に聞いたばかりのそれがロイドの脳裏をよぎる。

赤黒く変異した四枚鎌は、群れから離れて浮上する。その体から、黒い砂状のものが溢れた。魔物の体内に取り込まれ、混ざり合ってなお過剰な瘴気が魔法に似た力に変わろうとしている。

ロイドは目を眇め、右手を開いた。手の中の小石を垂直に放り、すぐに掴む。それらに一瞬だけ目を向ける。

小石は、青みがかった半透明状の鉱物に似ていた。その中を、泳ぐように蠢いている小さな魔物の姿がある。琥珀の中に生き物が閉じ込められる様に似ているが、こちらの魔物は生きていた。

ロイドは目を上げた。変異した四枚鎌の背後に黒い穴が現れるのを見る。少し遅れて、二体目の変異体、三体目の近くにも、同様の穴が現れた。

異世界へと繋ぐその穴に変異体が吸い込まれる直前、ロイドは握っていた石を投擲した。狙い通り、変異体ごと黒い穴に吸い込まれる。

二投目、三投目も外さず、他の変異体の穴に投げ入れる。超常の虚は魔物と小石を飲み込んで閉じた。

その一部始終を、ロイドは神経を研ぎ澄まして観察していた。

手の中の石はすべて消えた。

あとは、結果を待つだけだった。

ロイドは軽く右手を振り、腰の剣に手をかけた。抜き放ち、いまだ大竜樹に群がる魔物たちを見る。同じような変異体は次々と生まれるだろう。

異常な興奮に駆られた魔物たちは、近くにいる人間の存在に気づきもしない。──否、脅威と認識していないのかもしれない。

ロイドは一度だけ息を吐く。そうしてかすかな苛立ちごと吐き出す。魔物に対するものではない──求める答えが見つからないことへのそれを、今は捨てる。

魔力の巡りを意識する。

──師の声を脳内で反芻する。

逸る自分を抑え、右手首の《関門》を開く。魔力の流れが勢いを増す。腕から肩へ、指先、剣の先まで魔力の膜で覆う。

（……二箇所はまだ無理か）

集中しながら、意識の隅で思考する。

師の忠告を無視するつもりはなかったが、現状で満足するつもりもまったくなかった。時間と猶予さえあればできるという確信もあった。

だが一箇所開いただけでも、それを制御し、魔法に変換するというのがかなりの労力を要することは確かだった。うまく制御しなければ、水を入れた革袋に穴が開いたように一気に魔力が
漏洩
 ろうえい

 していく。

それをもう一箇所となると、単純に言っても二倍ということになる。

だからこそ挑みたいという欲を抑え込み、意識の全てを一つの《関門》に集中する。

そしてロイドは地を蹴った。





息を荒げながら、ロイドは剣を下ろした。その動きを追うように、魔力の白い残光が細く弧を描いて消える。

大竜樹を傷つけすぎないようにしながら、樹皮に張り付いていた四枚鎌の層だけを削ぐようにして、魔法で強化した剣を何度も振るった。

蛇蔓に夢中になっていたらしい四枚鎌たちはほとんど抵抗しなかった。ロイドはそのことに物足りなさを感じたが、《関門》の制御を学ぶ上では有意義だったと思い直す。周辺の地面には、両断された魔物の亡骸が枯れ葉のように転がっている。幹の表面に生えていた蛇蔓もまた、四枚鎌とロイドの剣との両方に攻撃され、ほとんど跡形もなく消えていた。

動くものがなく、他の魔物の気配もないことを確かめ、ロイドは剣をおさめた。

──そうして、転移した変異体のいた地点へ足を向けた。

変異した魔物の姿は既にない。その側には小石だけが落ちていた。ロイドはそれを拾い上げ、確かめる。

青みがかった半透明の石。その中で、小さな虫に似た魔物が蠢いている。

少し前、変異体の生成した黒い穴に投げ入れたはずのものだった。確かに吸い込まれたはずだった。

ロイドはそれを手にしたまま、同じように投げ入れたはずの他の小石を捜す。すぐに、見つかった。やはり投げ入れたはずの場所の近くに落ちていた。

すべてを拾い、検める。

暗い青色の中で動く魔物は、この異界とも違う世界で生きているようにも見える。

金の目は無感動にそれを眺めた。

そしてある思案のために、しばらくそこに立ち尽くしていた。











緋色狼

ウィステリアはロイドとの朝食を終えたあとで、居間の食卓の上に地図を広げた。

画布代わりの大きな布に染料を使って描いたそれは、この拠点を中心として、ウィステリアが行動して確かめてきた範囲が文字とともに描きこまれている。

地図の全貌を見渡すように、ウィステリアはテーブルの側に立って見下ろした。

椅子にはサルティスを横たえてあった。

「──そちらの進捗は？」

向かい側に立つロイドの問いに、ウィステリアは地図の東側を指さした。

「日中で往復できるところはおよそ確認した、といったところだ。君は？」

「ほぼ同じだ」

ウィステリアは首肯した。ロイドの力量からして、大きく遅れることはないだろうと思っていた。

（……とすると……）

腕を組む。細い黒の眉を寄せたウィステリアを、金色の目が見つめた。

「日中で往復できるところは
 、ということは、それ以上の距離があるところへも行く必要があるな」

「……ああ、そうなんだが……」

「なら《転移》を教えてくれ」

ロイドは率直に言った。だが、ウィステリアはすぐには返答できなかった。

この転移は、ある地点から他の地点へ瞬時に飛ぶ、高度な魔法のことを意味する。魔物が使うものと異なるのは、異界から向こうの世界へ飛ぶほどの力はないということだろう。

通常なら移動はほとんど《浮遊》で事足りるが、更なる長距離となると転移で飛ぶほうが早く、確実になる。今回は、あまり頻繁には行けないような遠い大竜樹のもとへも赴く必要があり、ロイドの言葉はもっともだった。

ウィステリアは慎重に言葉を選び、口を開いた。

「……転移はまた魔法の中でも別格なんだ。転移先の固定に失敗すると未知の場所に飛ばされるし、それならまだいいが……転移そのものに失敗すると、出てこられなくなる
 らしい」

「出てこられなくなる？」

銀の眉根が寄せられる。ウィステリアはやや気まずく、助けを求めるように椅子の上のサルティスを見やった。

「この異界であろうと、向こうの世界であろうと戻って来られなくなる。どこでもないどこか
 に迷い込んで戻ってこられなくなる──そういうことなんだろう、サルト？」

『なんだ！　得意げに語ったかと思えば愚にもつかん説明をしおって!!
 』

「ほとんど君からの受け売りだぞ!!
 　君に教えられた通りのことを言ってるじゃないか！」

『我がそんな半端で何の知性も感じられぬ表現をしたというのか!?
 』

ウィステリアが言い返そうとしたところで、ロイドが硬く冷ややかな声で介入する。

「それで？」

「……つ、つまりだな。失敗したときの危険度も他とは段違いなので……できるだけ、他の魔法を一通り修めた後のほうがいいと、思っていてだな」

「あなたはどうやって転移を習得した？　一度で習得できるものか？」

すかさず要点をつく質問に、ウィステリアは短くうめいた。

「……私の場合は、かなり後の方になってから習得した。それにだいぶ慎重にやった。サルティスを抱えたまま、逐一指導を受けながら練習したんだ。ほんの少しの距離から徐々に延ばした」

どことなく言い訳がましい師の答えに、しかしロイドはなるほどな、と淡泊に応じた。

ウィステリアは知らず、目を伏せた。

──ロイドに答えた内容は、決して嘘ではない。

転移は格段に難易度が高く、危うい魔法であることは事実だった。だから、できるだけ修練を積んだ後でなければならないというのはこれより前から漠然と考えていたことだ。

けれど今は、そこにひどく感情的な理由が紛れ込んでいる。

（転移を習得したら、ロイドの力は跳ね上がる）

ロイドは、武器と魔法を組み合わせながらも、基本的に近距離での戦いを主体としている。だが転移を使えるようになれば、相手との間合いを瞬時に詰めることができるようになる。

転移は他の技より魔力の消耗が大きく、たやすく連発できるような技ではない。それでもロイドの魔力量は相当なもので、ルイニングの中でも屈指とされるほどの魔法の才なら、遠からず使いこなすようになるだろう。

そこまで使いこなせずとも、転移を使って近接戦に持ち込み、自分の間合いで一気に相手を制圧するという戦術が取れさえすれば十分なのだ。

不意を衝かれることがあっても自分が優位を保てるのは、距離という絶対的な有利があるからだとウィステリアは知っていた。ロイドの間合いの外から制圧できるだけでなく、間合いを詰められても転移で瞬時に引き離せる。たとえ今、ロイドと正面から戦うことになったとしても、負けることはないと思える。

──しかし転移の習得はそれを一気に覆す。

（……私が負けたら、）

サルティスは、ロイドの手に渡る。《黒雷》の習得という条件があったとしても、それ以前にまともに力で負けては意味がない。

──サルティスを得ること以外での証立てについて、ロイドは考えると言った。

その場限りの嘘を口にするような青年ではない。おそらく本当に検討してくれてはいるのだろう。

だが、そもそも他の証立てが見つかる保証はない。

そして敗北の先にあるのは決別だけだ。

──サルティスと、ロイドとの。

ウィステリアは腕に触れる手に力をこめた。竦む自分に、奥歯を噛む。

（……私はわざと……ロイドに転移を教えるのを先延ばしにしているのか？）

──自分の有利を少しでも維持しようとして。

ロイドが自分からサルティスを奪うかもしれないことをおそれながら、ロイドが向こうへ帰る日を少しでも遅らせようとして。

危険だからというもっともらしい理由の下に、そんな本心があったのだろうか。

サルティスが知れば、愚かなと吐き捨てるだろう怯懦と卑怯。

「黒雷はその後か？」

ロイドの声に、ウィステリアは目を見張った。思わず顔を上げて青年を見る。怜悧な目は、静かにウィステリアを見つめ返していた。

──思考を見透かされたかのような間に、ウィステリアの体は強ばる。

「黒雷は大技だと言ったな。なら、転移を習得した後でないと無理か？　転移ほどの危険性がないなら、そちらを先に学ぶことはできないか」

「それは……」

言い淀むウィステリアに、ロイドは軽く首を傾けて解すような仕草をした。

「戦力は多いほうがいい」

弟子の言葉に、ウィステリアは曖昧な返事をするしかなかった。ロイドは戦力の増強を気にしているのかもしれない。凶暴化した魔物の迅速な処理を可能にし、ひいては魔物の大量転移を確実に防ぐためだとすれば無理もないことだった。

（そうか……）

冷たい気づきと同時に、ウィステリアの鼓動は不快に乱れはじめた。

──黒雷は大技だが、転移とはまた違った難易度になってくる。技として考えるだけなら、力量さえ伴えば転移より先に教えることも決して不可能ではなかった。

自分が思っているよりずっと、この青年がこの地で過ごす残り時間は少ないのかもしれない。

──それは、喜ぶべきはずのことなのに。

ウィステリアはこみあげた薄暗い感情を押し止め、強く手を握って拳をつくった。

「……わかった。蛇蔓の排除を完全に終えたら、転移を教えよう」

金の瞳は一度瞬き、やがて形の良い唇の端が薄く持ち上がる。

「待ち遠しいな」

自信家の青年らしい不敵な微笑が、なぜかウィステリアの胸に鈍い痛みをもたらした。





サルティスを抱えたまま、ウィステリアは早朝の空を飛んだ。《浮遊》で向かえる限界の距離にある大竜樹までは時間がかかる。

拠点を出るときに二手に分かれ、ロイドは反対の方角から西回りの大竜樹へと向かっている。

『おい、腑抜けるな。道中の大竜樹にも注意を向けろ』

「……わかってるよ」

腕の中から厳しい声が飛び、ウィステリアは顔をしかめつつもその言葉に従った。昨日までに蛇蔓を排除してきた地点とはいえ、再び発生していないとは限らない。

とはいえ、今のところは一度排除した場所に再び発生するようなことは起こっていない。それだけは唯一、救いと言えた。

確認に時間をかけすぎても、目的の大竜樹にたどりつくまでに時間を浪費することになる。

一定まで速度を上げて長く飛び続けるうち、ようやく目的地が見えてくる。この地域の空は、黒に青いヴェールをかけたような色合いをしていた。瘴気で暗くなった空でも、薄い部分が青い光を放っており、かと思えば赤みが強くなって紫にも変化する。

少し目を下に転じれば、無数のひび割れが生じた灰色の岩が地を覆っていた。

そこに一本だけ立つ黒緑の巨木は、一際異質な存在感を放っている。うねる根は岩の亀裂に入り込み、あるいは飛び出し、緑がかった光沢を持つ黒の幹はとほうもなく太い。葉も花もない無数の枝を天に伸ばし、煙状の瘴気を吐き出し続けている。

ウィステリアは一定の高度を保って空中で止まり、しばらく大竜樹の様子を観察した。

「……ここはまだ、蛇蔓が発生していないのか？」

『ここからではそう見えるな。明日以降に発生するかもしれんが、発芽直後の可能性もある。降りてみろ』

抱えた聖剣の発した答えに、ウィステリアは憂鬱の息を吐いた。これまで見た大竜樹には、ほぼ確実に蛇蔓が発生していた。例外は、活動の鈍くなった老木や、まだ瘴気の生成が十分でない若木という特殊な状態だった。蛇蔓が瘴気を大量に吐き出させることから考えて、元の生成量が少ない老木や若木には寄生しないのかもしれない。

いま眼下にあるものはその例外のどれとも異なる。──今日発生していなかったとしても、サルティスの言う通り、明日以降に発生するかもしれない。

いったいどういった条件で蛇蔓が発生するのかは、まだまったくわかっていない。

ウィステリアの気は重くなった。

ため息をついて自分を鼓舞し、地上で確認するべく高度を落としていく。

だがふいに、かすかな気配を感じて動きを止めた。考えるより先に空を駆け戻る。警戒し、地上に目を凝らすと、灰色の岩の巨大な亀裂から動くものが姿を現した。

「……！」

紫の目を見張り、ウィステリアは危うく声をあげかけた。灰色の亀裂から現れたのは、獣の黒い爪と前脚──しかし黒いのは先端の部分だけで、飛び上がるようにして地上に現れたしなやかな体は、目の覚めるような珊瑚色
 をしていた。

明るい体毛に覆われた四肢と体、細長い尾は獣のそれで、背には細長い葉の形にも似た一対の器官を生やしている。ウィステリアには、それが翼のようにも見えた。

長い口吻と細い顔、ほとんど垂直に立った耳などは狼の顔立ちに似ており、体に反して頭部の毛は黒かった。

その特徴的な色合いと四肢を持った魔物を、ウィステリアは呆然と見つめた。

かつてその首元の黒と明るい毛の境目に手を潜り込ませたことがあった。長い鼻先に指を滑らせたことがあった。

──コーラル、とほとんど無意識にその名を呼んでいた。

先端は黒く、胴体に明るい赤系の色を持つ魔物は、地上の亀裂から次々と這い上がる。大きさや形だけでなく、体毛の色合いもすべて個体ごとに微妙に異なる赤系で、小規模な群れをなしている。

少し観察すれば、記憶の中の魔物とは完全には一致しないことがわかる。

（コーラルじゃない……コーラルであるはずがない）

乱された鼓動を抑え込み、ウィステリアは自分にそう言い聞かせた。正常な思考が少し戻ってくる。

『こんなことでいちいち動じるな、愚か者』

腕の中から叱咤の声がする。ウィステリアは一度唇を引き結んだあと、何もなかったかのように装った。

「……《緋色狼》は珍しい」

言い訳のようにつぶやく。先端だけが黒く、胴体や手足の大部分が赤系の体毛に覆われたこの四足の獣は、《緋色狼》と呼んでいた。特徴的な外見をしている上に群れをなすため、空からでもすぐにわかる。しかし警戒心が強く俊敏で、空からでなければあまり見つけられない魔物でもあった。

ウィステリアは少し高度を上げ、サルティスを抱えながら腕を組んで、緋色狼の群れを見守った。暗い赤から茶色に近い赤まで、個々の体毛の色はそれぞれ違う。群れを率いる二頭が周囲を警戒しながら、大竜樹まで後続を先導する。樹の膨らんだ根元にたどりつくと、前脚で掘り、あるいは噛みついたりという行動をしはじめる。

後続の中には、明らかに体の小さな個体もいた。おそらく子供だろう。すぐ後ろに別の成体がついて、急かすように、あるいは促すように鼻先で小突いている。どことなく微笑ましく思え、ウィステリアの口元は淡く緩んだ。

緋色狼の群れに異変はない。消化のためなのか、あるいは瘴気を得るためなのか、四足の魔物はしばしば大竜樹の根元を薄く
囓
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 っては飲み下す。魔物によく見かける行動で、その行動に害はない。

ウィステリアは漫然と群れを眺めた。自分と同居していた緋色狼は特殊な個体で、群れに属しておらず、孤独だった。性質からしてもまったく違う──頭ではそう考える。

なのに、ふと思い出す。

魔物を飼う、同居するなどというのは前代未聞だった。だがそれでも良好な関係を築けたのは、コーラルが賢く特殊で、こちらの意図をよく理解したからだ。

『イレーネ。こんなところで遊んでいる暇などあるのか』

「……わかってるって。もう、行くよ」

感傷ごと、サルティスを強く抱え込んでやり過ごす。ウィステリアが地上から目を引き剥がして身を翻しかけたとき、大竜樹の根元を食んでいた緋色狼たちが動きを止めた。天を衝くように耳を立て、周囲を素早く見回す。成体と思しき体の大きなものが、体の小さな子供を背後に追いやりながら外に向かって牙を剥く。そして威嚇の唸り声をあげる。

ウィステリアもまた動きを止め、群れの周囲を見回す。

（何だ？）

緋色狼の鋭敏な感覚が、何かが迫ってくることを感知したらしかった。緋色狼にとっての敵。捕食者か、餌や縄張りを争う敵対者か、あるいは何か脅威となる自然現象のいずれかだ。

周囲は灰色の岩石が鎧のように地面を覆っているものの、障害物は少なく見通しは悪くない。遠くから何かが迫るならすぐに発見できる上、土を掘り進む魔物が素早く飛び出すということも難しい。

緋色狼たちの唸りや威嚇以外に聞こえるものはなく、奇妙な静けさが生じる。

ふいに、ウィステリアはかすかに空気が振動するのを感じた。地に生じた浅い水溜まりが、震えるかのような。

──次の瞬間、爆発の轟音が天地を揺るがした。

ウィステリアはとっさに均衡を崩しかけ、腕で顔を庇って空中に留まる。

地を覆っていた灰色とその下の土が紙くずのように宙を舞い──





突き上げてきた巨大な口が、緋色狼たちの群れを襲った。





紫の目を大きく見開いたまま、ウィステリアは息を止める。

開いた巨大な口腔に並ぶ無数の牙、その中にあるもう一つの口──左右二対
 の赤い目。本来は三対あるはずのそれ。

（ディグラ……!!
 ）

頭部から背にかけて、ひれのようなものが小山のごとく連なった体。手足はなく、どの魔物よりも太く長い胴体で地中を進み、岩をも砕くその力は《大蛇》の中でも突出していた。

俊敏なはずの緋色狼たちの群れが、木の葉のように宙を舞う。獣の悲鳴。不自然にねじれ、欠ける影。破れた袋から水がこぼれるように体液が弧を描いて噴き出す。

ざあっとウィステリアから血の気が引き、凍り付く。

砕かれた岩と魔物の亡骸が地に叩きつけられた。



大蛇
 ディグラ

 は頭部から再び地に潜った。大地を覆う岩石など存在しないかのように容易く砕き、亀裂を生む。

襲撃を避け、かろうじて着地した緋色狼たちは即座に地を蹴って逃げていく。その後を、振動と亀裂が追う。

──目の裏に、あの日、ディグラに殺された大切なものがよぎる。

ウィステリアの視界が真っ赤に染まった。

「──っ!!
 」

『よせ、イレーネ！』

考えるより先に片手でサルティスを抱え、もう片方の手を突き出す。乱雑に魔力の矢を放った。

不完全な形で放たれた矢は紫の光の尾を
曳
 ひ

 いて飛ぶ。ウィステリアはその後を追うように《浮遊》で加速した。

逃げようとする緋色狼に亀裂が追いつき、再び地中から爆発が起こって破砕された岩と土が噴き上がる。その向こうに大蛇の頭部が現れたとき──ウィステリアの放った矢が、直撃した。

だが紫の光は一瞬で消滅する。

不完全な力でも、通常の魔物なら無視できぬ傷を負わせるはずの矢は、しかしディグラの表皮には小さな傷一つつけられない。

そうして、背中側にある三番目の赤い目がウィステリアを見た。

とたん、ウィステリアの全身は呪縛される。巨大な魔物の目はわずかに下側の縁が盛り上がり、まるで嗤っているように見え──

動きを止めたウィステリアの前で、逃げ惑う緋色狼たちに襲いかかった。

「──っやめろ!!
 」

ウィステリアが再び左手を振り上げたときには、ディグラの巨大な口腔が緋色狼を飲み込んでいた。

緋色狼の悲鳴、血しぶきが舞い、大蛇が頭から岩を砕いて潜る轟音にかき消されていく。

ウィステリアが放った二撃目は潜っていく大蛇の腹に当たり、だが風が吹き付けたほどの効果しか与えられずに、ディグラは地中に姿を消した。

──あとには、息を乱すウィステリアと、大穴を穿たれた地と緋色狼たちの無残な痕跡だけがあった。

灰色の岩石に散る破片と土、黒い血痕と鮮やかな体毛。動くものは一体もいない。

自分の忙しない呼吸の音だけが、ウィステリアの耳に響く。

（また……）

目の前が暗くなる。指先がひどく冷たくなっていく。コーラルを失ったときと同じ──

『イレーネ!!
 』

足下に揺れを感じるのと、サルティスの叫びが全身を打つのは同時だった。

ウィステリアの真下から轟音が響いた。大地が弾け、土砂のように噴き上げる。

煽られて姿勢を崩しかけ、真下から迫る巨大な二重の口腔が見えた。ウィステリアは一瞬で魔力をかき集めた。長い黒髪が翻る。

伸び上がった巨大な大蛇が、一気にその口を閉じた。

しかしそのときには、ウィステリアは大蛇から離れた空中に浮かんでいた。

とっさに過剰に放出した魔力が、淡い紫の光となってウィステリアの体にまとわりつく。

心臓が爆ぜるような音をたてて全身を緊張させる一方、毛先まで凍るような感覚が体中を覆った。

──あと少し転移が遅れていたら、サルティスが警告してくれなければ。

四眼の大蛇は再び地中に潜り、姿を消す。だが灰色の亀裂が増えることで、地中にいまだ潜行していることをうかがわせた。──その亀裂は、ウィステリアのほうへ迫ってくる。

『馬鹿者!!
 　早くここから離れろ!!
 』

再びサルティスの鋭い警告が響き、ウィステリアは強く唇を引き結ぶと踵を蹴った。

硬く、確かな存在の聖剣を両手で強く握りしめ、自分の体に押しつける。──そうしなければ、両手の震えを抑えられなかった。

速度を上げて飛びながら何度も振り向き、ディグラが追跡してこないかを確かめる。大蛇は地表に姿を現すことはなく、ただその存在を示す亀裂が伸び、地下からかすかな掘削音を響かせる。

その痕跡はしばらくウィステリアを追いかけ、消えるまでに時間を要した。





夜が訪れる間際の色濃い闇の世界で、拠点となる巨木の輪郭がうっすらと浮かび上がる。

無心に飛び続けたウィステリアは、再び振り向いて追跡者のいないことを確かめ、ようやく体の強ばりが解けていくのを感じた。──ディグラはもう追ってきてはいない。

長く息を吐き、サルティスを抱える手からも力を緩める。

『……息苦しいわ、馬鹿者』

「ごめん」

今まで息ができなかったと言わんばかりの苦々しい声に、ウィステリアは力なく笑う。

そうして自分の手の平に目を向けたとき、血の気を感じられないほど白く、かすかに震えていることに気づいた。──サルティスを強く握り続けたからだけではなかった。

そこから目を逸らす。樹の周りを見ても、あの輝くような銀髪と金の目をした青年の姿はない。

一呼吸置いて更に自分を落ち着かせてから、巨木の頂上部へ向かった。

枝がほとんど落ちている樹冠の部分から入り、巨大な幹の内部を降りていく。魔力に応じて内部が透過し、ふわりと居間の天井に抜ける。水色の衣の裾が揺らぎ、長靴に包まれた爪先がゆっくりと床を踏んだ。

「──戻ったか」

ウィステリアは顔を上げ、声のほうを見た。金の刺繍のある黒の上衣と下衣という姿になったロイドが、食卓の席に腰掛けていた。だがテーブルの上にあるのは料理や食器ではなく、黒い鞘だった。その手に抜き身の剣がある。先に戻り、剣を磨いていたらしかった。

硬質な金の瞳を見た時、ウィステリアは自然と安堵の息をついた。肩から力が抜けたことで、そこがひどく強ばっていたことに気づく。

ロイドの目が眇められた。

「……何があった」

「！　な、なんでもな──」

ウィステリアの言葉は明らかにもつれ、説得力を失った。ロイドの揺るぎない直視に、ますますごまかしがきかなくなる。腕に抱えたサルティスからは、呆れたようなうなり声が聞こえた。

ロイドは黙ったまま、ただ視線を注いでじっとこちらをうかがっている。ウィステリアが気まずさに言い淀んでいても、引く気配はなかった。

（……そんなにわかりやすいのか、私は）

一呼吸置いて落ち着いたつもりでも、そうではなかったらしい。せめて深刻に聞こえないよう、わざと軽いため息をつき、声を明るくして言った。

「大蛇、まあディグラを見かけてな。少し頭に血がのぼって喧嘩を売ってしまった」

ロイドの眉間がかすかに歪み、はっきりと疑念を滲ませた。

「交戦したのか。怪我は？」

「ない。大丈夫だ。遠くから一方的に突いただけだ。小競り合いとすら言えない」

『お前は何年我が教えを受けたからそのような軽挙妄動に出るというのだ！　そのせいで本来の目的が果たせなかったではないか!!
 』

正論そのもののサルティスの言葉に、ウィステリアはう、と短くうめいて眉尻を下げた。悪かったよ、と後ろめたくつぶやく。

「──原因は？」

ロイドが静かに問いを投げてくる。短い言葉でありながら、妙にウィステリアの胸に響いた。──この鋭敏な弟子はごまかされてはくれない。正面から踏みこんでくる。そのことに、ウィステリアは緊張感とためらいを覚える。そして、それ以外の何かを。

ん、とウィステリアは曖昧に答え、目を伏せる。少し考え、口を開いた。

「何かあったわけじゃない。ただ……因縁のある敵だからな」

「それでも、あなたは理由もなく自分から戦いを仕掛けに行くような質ではないだろう」

ロイドの言葉に温度を感じて、ウィステリアは微苦笑した。

「私だって頭に血がのぼるときはある。とにかく、大したことではないんだ。夕食にしよう」

少し強引にそう切り上げたが、ロイドは一度瞬いて見つめ、それ以上言及してくることはなかった。





それ以上は背負わずに

──待ってて、コーラル。

何も考えずそう告げたウィステリアを、聡明な魔物は小さく輝く目で見上げた。それが肯定の返事だった。言葉を返すことがなくとも、人間の意図をよほど正確に理解できる魔物だった。

腰を落として後ろ足を地面につける座り方は、狼というより大きな犬に似ていて、ウィステリアはしばしば微笑を堪えきれずに手を伸ばして頭を撫でた。

ウィステリアがいったんその場から離れ、何度か振り向いても、コーラルは座ったまま動かなかった。──その姿勢でずっとウィステリアを見つめ、帰りを待っていた。











「……」

ぼんやりと開いた紫の目に、寝室の闇が色濃く映り込む。浅いまどろみと覚醒を繰り返し、ウィステリアは歪な天井を見つめたままため息をついた。

ゆっくりと上半身を起こす。解けた長い黒髪が肩からなだれ落ちた。重く息を吐き出し、目に手の平を押し当てた。

──これまで思い出さずに済んでいたのに、コーラルとの記憶がやけに浮かんでくる。

（神経が昂ぶってる）

今日、目にした光景のせいなのか。助けられなかった緋色狼の姿がよぎっては眠りを妨げてくる。

四つの赤い目──こちらを見て嗤った、ディグラの目。

ウィステリアは目を覆う手に力をこめた。

（……なぜ、あんなことを）

ディグラ──大蛇が餌とするのは、もっと大型の魔物や大きな群れであるはずだ。餓えに対して長く耐えることができる性質を持っていることもあり、ディグラ以外の大蛇が、緋色狼程度の大きさの魔物を襲うところなど見たことがない。

ディグラもまた、大規模でもない緋色狼の群れを襲うほど餓えていたようにも見えなかった。

なぜ、と疑問と憤りが何度も反響する。

──コーラルと同じ形をした魔物の、無惨な姿。血痕。こちらを見る蛇の赤い目。

喉を突き上げてくるものを堪えるために、ウィステリアは強く奥歯を噛んだ。

それ以上考えれば暗澹たる気持ちが深まるだけだとわかっていた。

頭を振り、いったん思考を逸らす。手を退かせ、目を動かす。壁に設けた棚が視界に入った。記録板や、ふだんあまり使わない小物が収納してある。

（……記録でも読み返すか）

今日は、大竜樹の調査を終えられなかった。少しでも挽回するために行動すべきかもしれない。だが眠れないにもかかわらず頭の働きは鈍く、文字を読む気にもならなかった。

本のように並べられた板の束の隣、木彫りの小さな置物が視界に入る。ぼんやりとそれを眺めたあと、ウィステリアはゆっくりと寝台から立ち上がった。足元の台にたてかけてあった聖剣を手に取る。

『何だ』

「……ちょっと付き合ってくれ」

ウィステリアは声を抑えて言い、サルティスを抱えたまま棚に近づいた。置物のあった段で、横たえていた短剣を取る。外に出るときに携帯する常用のものとはまた違う短剣だった。

一振りの剣と短剣を手に寝室を出て、明かりのない居間に出る。慣れた配置は、薄く見えるだけでもどこに何があるのかわかる。

ウィステリアはサルティスをテーブルの上にそっと横たえ、食器などを収納してある棚の前で屈んだ。手に淡く魔力の膜を張って手燭代わりにし、下段のほうに無造作に置いてあった小さな木材の塊を見つけて手に取る。

燭台代わりの小皿も出して発光する小石を載せ、テーブルの上に置いて人差し指を軽く振る。白い指の軌跡をなぞるように紫の光が尾を引き、小石に落ちた。小石はたちまち輝き、光を閉じ込めた発光体となってウィステリアの周りを控えめに照らす。

椅子に腰を下ろし、小さな明かりを頼りに、編んで作った鞘から短剣を抜いた。

右手に短剣を持ち、左の手で、棚から取り出した木の塊を取った。何ものでもない、ふぞろいで歪な三角形をした塊を眺める。

そうして、白い手はおもむろに短剣の刃を木塊に当てた。滑らせて表面を削り、また戻して滑らせる。それを繰り返していく。

動かす手にためらいはなく、紫の目が緊張することもなかった。久しぶりとはいえ、ウィステリアにとって慣れた感覚だった。

削れていく音は自分の耳だけに聞こえ、一定の規則で続く。

──その単調な音と動きがウィステリアをゆるやかに没頭させていった。

伏せられた黒い睫毛の下、紫の瞳は木塊だけを見つめ、無心に手を動かす。削るたびに落ちる木粉をたまにかき集めて横に避けながら、埋もれている何かを削り出そうとするように刃を動かす。

しばらく、その刃の奏でる小さな音だけが響いていた。

ウィステリアの頭の中も、波立つ心の表面も、刃を動かすごとに一緒に削りとられていく。──手にあった震えすらも。

自分の内側がなだらかになるのを感じた頃、ウィステリアはようやく口を開いた。

「……ディグラは、より巨大になっているな」

ほとんどささやきに近い状態にまで声を落とし、サルティスに語りかける。

聖剣は否定しなかった。普段は何倍もの言葉を返す聖剣が沈黙することの意味を、ウィステリアは重く受け止めた。

低く、陰鬱なため息が剣から滲む。

『あれからまた脱皮を繰り返しているのであろう。あのとき仕留めきれなかったのが痛恨事だ。過ぎたことを語っても無意味だがな』

詰る口調ではなかった。それでも淡々と語る声色こそが、ウィステリアを静かに抉った。

──コーラルを殺され、逆上してディグラと真正面から戦ったとき。確かに追い詰め、あと一撃というところまで迫った。だがあと一撃が届かなかった。

そして、あの後。

──すぐ側を通り過ぎる、獣の足音。頬に感じた、魔物の
腥
 なまぐさ

 い呼気。

息を殺し、赤子のようにうずくまってひたすら気配を殺した。強く目を閉じ、震える両手で耳を塞ぎ、早く早くとそれだけを願った。

早く、魔力が回復するように──。

ウィステリアは息を止め、強く頭を振った。手に震えが蘇りかけたのを感じ、強く短剣を握る。

（……あんなことはもう、二度と起こらない）

自分をなだめるようにその言葉を繰り返した。

実際、今日にいたるまでディグラとまともに衝突していない。遭遇すること自体がそう多くはなく、ウィステリア自身も衝突を避けていた。

（……ディグラとまともにやりあえば周りにも被害や影響が出る──）

ディグラとてこの地の生態系の一つである《大蛇》であり、必ずしも排除しなければならないものではない。何度も理性で唱え、血を吐く思いを通りすぎ、冷ややかにその事実を受け止められるようになった。

四眼の大蛇が壊滅的な悪影響を及ぼすことがないかぎり、衝突は避けるべき──そう考えてきた。サルティスもそれに同意した。

だが、ふいにウィステリアの中で冷えた声がした。

短剣を、握りしめる。

「……今の私が戦ったら、勝てると思うか？」

そう問うた声は、硬く強ばって響いた。

ディグラが強くなっているのと同様に、自分もまた力をつけているはずだった。時間が経つほど実戦経験は積み重なり、怯えることも竦むこともなくなった。泣いていた令嬢はもうどこにもいない。

──何より、以前戦ったときに追い詰めたのは自分のほうだった。

誰よりも付き合いの長い聖剣は、ふざけることも何をと問うこともしなかった。

サルティスは、手に震えがあったことをウィステリア自身以外に知る唯一の存在だった。

『……お前が勝てると思うのならば』

聖剣にしては珍しい、感情の読みにくい声だった。

ウィステリアは強く唇を閉ざし、呼吸ごと言葉を閉じ込めた。短剣の刃をぐっと木塊に押し当て、力をこめる。深く食い込ませ、抉る。

コン、と小さな音がして、ウィステリアは弾かれたように顔を上げた。

音のほうを見れば、いつの間にかロイドが自室の扉枠によりかかるように立っており、軽く握った手を壁に触れさせている。先ほどのは、拳で軽く叩いた音らしかった。──そうされるまで気づかなかったことに、ウィステリアはにわかに驚いた。

寝衣のために襟が緩く、太く引き締まった首と鎖骨が闇の中でもうっすらと浮かび上がっている。緩く束ねられた銀髪は広い肩から前になだれ、金の目は自ら淡く光るようで、その光をウィステリアに投げかけている。

「熱心に何を？」

「あ、いや……ただの、気晴らしだ。起こしたなら……」

ロイドは、元から起きていた、とだけ返した。

ウィステリアは所在なく視線をさまよわせた。──サルティスとの会話を聞かれただろうか。

ロイドは身を起こし、そのまま近づいてくる。ウィステリアがためらいと少しの緊張を覚えたとき、大きな手が伸びて、ウィステリアから木塊を取り上げた。

「何かを彫ってるのか」

取り上げたものを確かめるように眺めながら、ロイドが言う。

持ち上げられた木塊をつい目で追いながら、ウィステリアは気恥ずかしさにしばし言い淀んだ。

「彫るというほどのものでは……、形を整えている程度のものだ。手を動かすと、余計なことを考えずに済むだろう。それに刃物の使い方の練習にもなるし」

言い訳のように口にして、手にした短剣をくるりと回した。

──本当は、もっと早くにこの気晴らしをするべきだったのかもしれない。半ば夢現で、外にさまよい出るような醜態をさらしてしまう前に。

ロイドは木塊をウィステリアに返すと、いったん部屋に戻った。すぐに数枚の板を手に居間に戻り、ウィステリアの向かいに腰掛ける。

ウィステリアは小さく声をあげた。ロイドの手にある板は、寝室から引っ張り出したあと居間の棚に積んであった、〝異変の記録〟だ。

──ロイドは、これを読んでいたから眠らずにいたのだろうか。

「……何か気になることでもあったのか？」

不安を覚えて問うと、ロイドは目を上げてウィステリアを見た。

「これは貴重な記録そのものだ。魔法や《未明の地》の価値を知っている人間なら、何を擲ってでも欲しがる」

抑えた、だが力のある声で言われ、ウィステリアは虚を衝かれた。それほどでは、と言いかけ、脳裏にベンジャミン＝ラブラやかつての見知った研究員たちの姿が浮かんで言葉を飲み込んだ。──確かに、向こうの世界の人間にとっては、この記録自体が意味のある情報だ。

かつてのウィステリア・イレーネ＝ラファティであったら、きっと同じように思ったはずだ。

（……この地に、慣れすぎたか）

苦い自嘲が喉の奥に響く。

目の前の青年は、この情報を貴重なものとして持ち帰ることができる。──この青年だけが。

胸が重くよどむような感覚がして、ウィステリアは目を伏せた。

（考えるな）

手に握った短剣と木塊を見つめる。

対面のロイドはそのまま読み始める様子を見せたので、ウィステリアは上に向かって軽く手を振った。少しの魔力を放つと、天井近くの壁に埋まっていた発光石が眠りからさめたように淡い光を帯びた。夜の紗を一枚かけたような控えめな光が居間に満ちる。

ウィステリアは少しためらいながら、声をかけた。

「……何か飲むか？」

「ああ。何でもいい」

記録から顔を上げぬまま、ロイドは答える。ウィステリアは腰を上げ、居間に隣接する調理場に立った。カップを二つ取り出し、竈代わりの台の上に置く。二人分の飲み物を温め、一つに甘味料を加え、もう一つにも加えようとしたところで止まった。

（……甘いものは、あまり得意ではないのだったか）

以前ロイドはいつもの食事とは異なる甘味を作ってくれたことがあったが、自分が食べるときには少し渋い顔をしていた。そのときのことを思い出し、ウィステリアの口元はかすかに綻んだ。あれは、純粋に師のために作ってくれたものだったのだ。

ほどよい温度になったところでカップを二つとも取り上げ、甘くないほうをロイドの手元に置き、もう一つを自分の元に置く。

それから自分の椅子に腰を下ろし、器を両手で包んだ。熱で手の平を温めながら、唇をつけて傾ける。控えめな甘さと熱が舌の上に広がり、体が弛緩していくようだった。

「──気に入ったのか、それ」

ふいにそんな言葉が飛んできて、ウィステリアはぴたりと動きを止めた。

目を向けると、板を手にしながらもこちらに向いている金の瞳と合う。

ウィステリアはたちまち恥ずかしくなり、少しの間言葉に詰まった。──あまり意識しなかったが、指摘されるとまさにその通りだった。あの夜、ロイドに振る舞われてからというもの、自分でも幾度となく作るようになっている。

「その、普通においしいからな」

「へえ？」

「わ、笑うな。自分では作らなかったから新鮮な味というか」

『味覚が幼稚!!
 　哀れだなイレーネ!!
 』

「君はそういう時だけいちいち反応するな！」

青年の口の端が小さく持ち上がったように見えるも、すかさず毒づいてきた聖剣に一瞬意識をとられた。サルティスを睨んでからウィステリアが顔を戻すと、ロイドはもういつもの平淡な表情に戻っていた。金の瞳は冷ややかにサルティスを一瞥し、手にした記録板に目を戻す。

本来なら眠りについている時間のためか、それ以上の会話はなく、静けさが満ちる。

それでも、ウィステリアはいつの間にか自分が落ち着きを取り戻していることに気づいた。眠気だけはまだやってこず、再び木塊と短剣を手にし、刃を当ててゆっくりと表面に滑らせる。木片が薄く剥がれてゆくかすかな音だけが響く。

「──〝ディグラ〟」

静寂を破るその声に、ウィステリアは動きを止めた。目を見開いて反射的に顔を上げ、手元の記録に視線を落としたままの青年を見る。

少し遅れ、ロイドも顔を上げてウィステリアを見つめ返す。

「過去に、あの四眼の大蛇とどんなふうに戦った？」

そう告げた双眸には、静かだが強い輝きがあった。夜を照らす、孤高の月に似た目。

ウィステリアは喉につかえるような感覚を飲み込んだ。

「……聞いてどうする」

「今後の参考にする。あんな魔物とまともに戦い、追い込んだ人間は他にいない」

ロイドの声には、賞賛とも思えるものが滲んでいた。

しかしウィステリアはそれを受け止めかね、束の間、沈黙した。──やはり、サルティスとの会話を聞かれていたのだろうか。

知らず、助けを求めるように聖剣に目を向けたが、サルティスもまた答えずにいた。

紫の目は惑う。

才に溢れ、騎士の気質を持った青年ならば興味を持つのも無理はないことなのかもしれないと思う。それは純粋な好奇心ゆえだろう。

ウィステリアの唇は乾いた自嘲の形に歪んだ。

「……参考か。確かにこれも貴重な情報
 だからな」

銀の睫毛が瞬き、おそれを知らぬ金の瞳が真っ直ぐに見つめてくる。歪みのない眼差しが、ウィステリアに後悔を呼び起こした。

（……大人げない）

目を伏せ、皮肉をぶつけた自分を恥じる。青年が興味を持つのも無理はないことだと、頭ではわかっているはずなのに。

ロイドが答えを返す前に、自分から口を開いた。

「戦術も何もあったものではなかった。そのまま力をぶつけた、という感じだったな」

「──大蛇は魔法が効きにくいんだろう」

ああ、とウィステリアは短く答え、木片に刃を当て、滑らせた。

「……その時に、《黒雷》を使った？」

弟子である青年の問いに、ウィステリアは淡く苦笑いした。──この青年は、本当に察しがいい。

「鋭いな君は。そうだ」

「どんな技なんだ、黒雷というのは」

隙なく問いが飛んできて、ん、とウィステリアは少し言葉を探しあぐねた。

「技という意味では、転移より難しくはない。ただ力の制御という意味できわめて特殊だ。一時的に、自分という器に過剰な力を集めるんだ。自分の中の魔力を使うだけでなく、周囲の魔力素──ここでは瘴気だが、それを集めて束ね、ぶつける。単純に、魔力も瘴気も集めれば集めるほど威力が上がる」

ロイドは一旦黙り、語られたことの意味を考えるように間を置いた。

「……そのとき、《関門》を開く力が必要なのか」

ウィステリアはうなずいた。金の瞳に小さな好奇の光がきらめくのを見て、はっとする。

──この貪欲な青年は、早速挑んでしまうかもしれない。

思わず眉をひそめ、強い口調で制した。

「だめだ。あれは、自分の限界を正確に見極めないとできない。自分という器の限界と、どれくらいまで魔力素を集められるのか、集めたものをどれくらい保っておけるのかを見極められないと命を落とすだけになる。過剰に集めた力は非常に不安定で脆い。わずかでも量を見誤ると、魔法を使った本人を巻き込んで崩壊する──そうだな、サルト？」

説明し、テーブルに横たわる剣を見やる。黄金の柄に翠と紅の宝石を嵌めこまれた剣は、うなるような声をもらした。

『もっと機知に富んだ表現はできんのか、イレーネ。あまりにも陳腐、退屈すぎて寝るかと思ったわ！　つまらん!!
 　いくら未熟な小僧相手の説明とはいえ、最低限の修辞すら使わんとは嘆かわしいにもほどがある!!
 』

「今の話のどこに機知と修辞が必要だった？　君はいちいち批判を加えなければ喋れない呪いにでもかかっているのか？　それとも単にもう眠いのか？　寝るか？」

『身勝手に我が眠りを妨げておいて何を言う!!
 』

「わかったおやすみ」

『馬鹿者!!
 　こんなところで我を寝かせる気か!!
 』

ウィステリアは気の抜けた息を吐いた。サルティスを起こしたのは確かに自分自身であるだけに、強くは言えない。

ふいに、ロイドが目を眇めてサルティスを睨んでいることに気づく。銀の眉のあたりに険しさが漂い、話が逸れて不愉快に思っているようだった。

ウィステリアはサルティスを取り、腰を上げた。そのまま寝室に向かう。

『おいイレーネ!!
 　身勝手な理由で我が眠りを妨げ、また身勝手な理由で我を追いやろうというのか!?
 』

「起こしたのは悪かった。私ももう少ししたら寝るから先に寝ててくれ」

『馬鹿者、お前のことなど待っておらんわ!!
 』

はいはい、と受け流し、寝台の足元にある台に立てかける。不満を並べ立てる聖剣の声を背中に聞きながら、寝室を出て扉を閉めた。とたん、火が消えたように静かになる。ウィステリアは小さく息を吐いた。

テーブルの席に戻り、腰を下ろす。先ほどの注意について弟子に念押ししようとしたとき、ロイドが先んじた。

「眠れなくて話し相手が欲しいのなら、言ってくれ」

ウィステリアは紫の瞳を見開く。

「
聖剣
 あれ

 よりはまともに相手になる」

続いたその言葉に、ウィステリアは頬に熱を覚え、気恥ずかしさに視線をさまよわせた。

ロイドの声は真摯だった。さまよった夜にも聞いた言葉が耳に蘇って重なる。

眠れないときに扉をたたけば、彼は本当に起きて付き合ってくれる──そう思える。

ウィステリアの胸は抗いようもなく弾み、淡い温もりに満たされていく。

だが、それは。

（たぶん、よくないことだ）

あの夜のときのように──ロイドからすれば純粋な優しさゆえに、かつて小さな妹にそうしたように、自分にも付き合ってくれようとしているのだろう。だがウィステリアはロイドの小さな妹ではなかった。

──それに。

（君は、ここからいなくなる）

サルティスのように、ずっと側にいてくれる相手ではない。サルティスのように、しがらみのない相手ではない。

ロイドは遠くない未来に向こうの世界へ帰還する。そうすることができる人間で、帰りを待つ人がいて、彼の求婚を待っている女性さえいる。

これ以上親しくなるようなことは避けなければならなかった。友人や家族、それに近しいものになるようなことは。

喉にせりあがったものを、ウィステリアは曖昧な微笑で押し隠した。

「ありがとう。気持ちだけ、もらっておく」

長い銀の睫毛が瞬き、ほのかに光る目がウィステリアを見た。静かな眼差しが取り繕った微笑を貫いてくるように感じ、ウィステリアは目を逸らす。

逃れるように、テーブルの上の木塊を再び手に取った。何の形もないまま漠然と削れていく塊に再び刃を当てる。

──魔物の遠吠えが聞こえたのは、そのときだった。

ウィステリアは息を呑む。向かいのロイドが顔を上げ、音の方角を探って険しい表情をした。

「遠吠えが聞こえる距離に魔物が来ているのか」

ロイドの低い声が聞こえても、ウィステリアは硬直したまま答えなかった。

この拠点は、死んだ大竜樹の中にある。枯れた大竜樹は魔物の嫌うもので、周りに魔物は近寄らない。少し距離があるとはいえ、こんなふうに魔物の声が聞こえることなどこれまでなかった。

しかしウィステリアを硬直させたのはその理由ではなかった。

──聞き覚えのある、狼の遠吠えを思わせる高い声。いくつも重なり、まるで呼応して唱和するかのようだった。

細く黒い眉根を寄せ、ウィステリアは手にした塊をじっと見つめた。

「……緋色狼だ」

ロイドが、こちらに目を向ける。

「緋色狼？」

「──狼に似た魔物だ。頭部や手足の先は黒い体毛に覆われているが、胴体を覆う体毛は赤い」

ウィステリアは短剣を握り直し、削れた表面に刃を当て直す。単調に削るその作業に強く意識を向ける。

「日中……緋色狼の群れが、ディグラに襲われていた」

感情を排して、説明する。それでも脳裏に蘇る光景の生々しさだけは堪えられなかった。

柄を握る手に力を込める。押しつけて、かすかな震えを殺した。

「別の所に仲間がいたのかもしれない。死んでしまった仲間を呼んでいるのか、あるいは悼んでいるのか。あの遠吠えはおそらく、その類のものだと思う」

「……行動も狼に似ているのか。大蛇が襲ったのは蛇蔓に関連してか？」

いや、とウィステリアは短く否定した。手が白くなるほど短剣の柄を握り、そのまま、木片の表面に剣身を強く押し込んだ。

「ディグラはただ襲った。……殺すためだけに」

空腹のためにあの大蛇が緋色狼を襲ったとは思えなかった。赤い目は、確かにこちらを見て嗤っていた。

ウィステリアは一度息を止めた。

「──あなたがかつて飼っていたというのは、その緋色狼という魔物か」

青年の淡々とした声に、ウィステリアは短く肯定した。

ロイドの顔を見ないままに手を動かす。

「ディグラや他の大蛇にとって、緋色狼はとりわけ獲物になるものでも天敵になるものでもない。それに緋色狼のほうから避けるし、俊敏で小型の獲物は大蛇にとっては効率の悪い餌だ。……それでもディグラが今日、あのときに群れを襲ったのは」

柄を握る手に強く力を込め、木に深く食い込ませた刃で押し切る。

「──私への、見せしめにするためかもしれない」

ロイドが、一度大きく瞬く。それからかすかに眉根を寄せた。怪訝そうな顔だった。

「魔物が複雑な敵意を抱くというのはあまり聞いたことがないが」

「……普通はそうだ。だが、ディグラは別だ」

ロイドはそれ以上反論しようとはしなかった。そのまま、ウィステリアも黙って手を動かし続ける。しばらく、木片を削る音だけが場を満たした。

「何があった？」

青年の問いが、温い闇の中で鮮やかに響く。

ウィステリアは一時手を止め、顔を上げずにしばらく無言を通した。それでも、暗く深い水底からゆっくりと浮かび上がってくるような何かを抑えきれなかった。

やがて小さな気泡が水面に弾けるように、言葉がこぼれ落ちる。

「大蛇はあまり数が多くないから、よく知っているわけじゃない。それでもディグラは他の大蛇と明らかに違っていた。通常、大蛇は地中を進み、地上の獲物を急襲する。気づかれず、逃げられないようにするんだ。ただ生きるために必要な狩りだから、当然だろう」

──だが、とウィステリアは目を上げないまま言葉を続けた。

「ディグラは、わざと獲物に自分の存在を気づかせていた。そして逃げる獲物を追い立てた。おかしいだろう。狩りとしては非常に効率が悪く、成功率も下がるはずなのに。むしろ無駄に動いて体力を浪費する可能性のほうが高い」

「──誘い込んだり、仲間と連携して囲うため……というのではないのか」

「ああ」

頭上から投げかけられていた控えめな光が、微風に揺らぐようにわずかにちらつく。

「ディグラは、執拗に追い回す。速さも持久力も突出してるんだ。飛行能力のない魔物は、狙われたらまず絶望的な状況になる」

──それを、自分はわかっていた。なのに。

胸を衝き上げるものを抑えるために、ウィステリアは固く唇を引き結んだ。息を均し、意識して無感情な声を作る。

「昔、資材を探していつもとは違う場所に入り込んだ。……そこはディグラの縄張りだった。あのときはまだ、黒雷以外の魔法でも退けられるくらいにはディグラも幼かった。おそらく、脱皮直前で力が落ちていたときだったんだろう。私は襲われて、とっさに退けた」

──ディグラを討つとしたら、おそらくそのときが最も好機だった、とウィステリアは胸の内でだけつぶやく。

仮定は無意味だとわかっていても、もしあのとき仕留められていればという思いは今も消えない。

「……その場所には近づかなくなったが、そこから離れたところでもディグラと遭遇するということが何度かあった。ディグラの縄張り外であるにもかかわらずだ。相当執念深く追いかけてきていたらしい。何度か戦ったが、止めを刺しきれなかった。それから、しばらくはディグラと遭遇せずに済む期間が続いた」

いったん言葉を切り、ウィステリアは自分のカップに手を伸ばした。しかし中にはほとんど残っておらず、器は冷たくなっていた。

わずかに液体が残り、透ける底を漠然と見つめながら、再び口を開く。

「コーラル──私が飼っていた魔物の名だ。彼
 と出会い、家に連れ帰ったのはその後のことだ」

久しぶりに声にしたその名は、どこかぎこちなく、ざらつく響きを帯びた。

空のカップを脇にやり、ウィステリアは再度木片を手に取る。

細長くなり、荒く削られただけの木片は、ぼんやりと眺めても何かの形を見出すことはできなかった。

「その魔物は、どうやって手懐けた？」

青年の、通りの良い声が響く。

ウィステリアは緩く頭を振った。

「気まぐれで、コーラルを助けたことがあった。コーラルもまた、群れからはぐれて生きる変わった緋色狼で……気が合う、という関係だったのかもしれないな」

白い親指が、歪な木片の表面をなぞっては軽く押す。そうしながら、ウィステリアは自分の爪の形を見た。色は薄く、邪魔にならないようにと擦ってあり、短さを保っている。

「……群れからはぐれてひとりで生きていけるくらいには警戒心が強くて賢い子だった。一緒に外に連れて行くようになって、私は少し低いところを飛んで、彼は地を走って。とても足が速く、機敏な子だった。よく、私を助けてくれたよ」

明敏な青年は黙って聞きながら、白い月光を思わせる睫毛を数度瞬かせる。

──普通の人間は、そんな魔物がいることも、その魔物と同居するような関係もにわかには実感しがたいのだろうとウィステリアは思う。

ウィステリアにとって、コーラルは人間より感覚が鋭い緋色狼であるという以上に、特別賢い個体に思えた。

地上に降りたウィステリアが他の魔物の接近に気づかなかったとき、コーラルはいち早く察知し、威嚇と警戒の声をあげて知らせた。小さな魔物なら自ら仕留めに行き、口にくわえて持ってきたことさえあった。

ウィステリアが言葉にしなくとも、まるで挟撃するような動きを見せたこともあった。戦闘後に驚きの声をかければ、コーラルはどこか得意げに、細長い尾を振って応えることさえした。

「あの日……少し遠出をした。いつも同じようなところしか出かけないから、たまには新しいところへ行こうだなんて愚かなことを考えたんだ。そうすれば、コーラルが喜ぶだろうと思って」

木塊に再び短剣を当て、強く力をこめる。刃を食い込ませる。

コーラルを喜ばせようと思ったのは事実で、けれどそれがすべてではなかった。

──外へ出るとき、もう一人では行動したくないという気持ちが、確かにあった。

コーラルと暮らす前は、そんな思いを知りもしなかった。否。忘れていられた。ここは《未明の地》で、そこで行動することの意味や危険性は十分わかっていた──そのはずだった。

「小さな山の手前で、止まった。山の頂に珍しい木が生えていて、コーラルが好きな果実がなっていた。地面は毒性のある草で覆われていて、コーラルを歩かせることはできなかった。私のように《浮遊》は使えなかったから」

瞼の裏に、薄紅の体毛と黒い頭部を持つ魔物の姿がよぎる。腰を落として座り込み、長い尾が土の上にうねっていた。じっとこちらを見る両目。ウィステリアの言葉を受けて、コーラルは待機の姿勢を取った。

ウィステリアは震える息を吸い、強く止めた。込み上げるものを抑え、低くかすれた声でこぼす。

「──私は、待っててと言った。どこにも行かず……ここで、待っていてと」

ロイドの金の目が瞬く。物静かで、射るようにこちらを見つめる強い目は、どこか理知的な獣をも思わせる。若く大きく、美しい狼の目。

それがかつて失った魔物の面影に重なるようで、ウィステリアは顔を上げていられなかった。声が震えないように、かろうじて自分を制した。

「私が離れている間に──ディグラが、コーラルを襲った」

赤く丸い果実を両手に抱え、少し浮かれたような気持ちで山頂から戻った。腰に差したサルティスに呆れられながら、危機感などまったくなかった。──それがどれほど愚かで、致命的な過ちであるかも気づかずに。

「……私が戻ったときには、コーラルは元の形を保っていなかった」

そこにいたのは、一体の大蛇だった。大地に大穴を開け、脱皮を繰り返して成長した巨体を地上に現していた。その頭に、大蛇のものではない血が点々と痕をつけていた。

薄紅の美しい毛は微塵に引き裂かれた糸くずのように大地に散り、かつてコーラルを構成していたものはばらばらになって転がっていた。

頭上の人間に気づき、巨大な魔物は頭を持ち上げる。

そうして、ウィステリアに向けて嗤った
 。下瞼をわずかに、だが意図的な持ち上げ方をした。

巨大な口腔、牙の隙間に、ウィステリアがかつて何度も撫でた魔物の頭があった。

あのとき両腕に抱えていたものが滑り落ち、奇妙なほど腕が軽くなる感覚さえ生々しく覚えている。

──目の前が赤く染まり、喉が破れるほど叫んだことも。

ウィステリアは強く唇を閉ざした。吸う息が揺れ、呼吸を止める。木片にあてた剣身が小刻みに揺れていた。

ずっと遠く、小さく、緋色狼の遠吠えが聞こえる。やがて消えていきそうな残響が、それでも糾弾の声のように耳を穿つ。

「警戒心が強く、足が速い子だった。勇敢で、それ以上に賢くて、ディグラ相手に抵抗するのは死を招くことにしかならないとわかっていたはずだ。逃げられたはずなんだ。私が……待っていて
 なんて、言わなければ」

こちらを見つめる澄んだ目。言葉で会話することはできなくても、コーラルはウィステリアの言葉をよく理解していた。どうしようもなく心が乱れる夜、ウィステリアが抱きしめるのを、ただじっと許してくれる存在だった。

──だからあのときも。

ウィステリアは息を吸った。せり上がるものを抑えつけてもその息は震え、喉が締め付けられたように苦しくなる。

「……ディグラの頭や体に、小さな傷があった。コーラルの爪と牙の痕だ。ディグラはコーラルをすぐには殺さず、コーラルは抵抗していた」

目の奥に覚えた痛みをやり過ごすように、何度も瞬く。

歪に削れた木の塊を、手の中に握る。無造作に刃を当てた塊はいくつもの歪な角を持ち、触れる手に反発しているようだった。

「外に出ることの危険は、わかっていたはずだった。ましていつもと違う場所だ。ディグラに付け狙われている可能性も、当然考慮すべきだった。なのに、どこにも行かないでと、待っていてと私は言った」

──聡いコーラルは、きっとその言葉を守った。死ぬ危険性をわかっていてなお、自分を待ち、抗った。

ウィステリアは強く、手の中のものを握りしめた。その手が抑えきれずに震えていた。

あれから何度喉が嗄れるほど叫び、何度胸をかきむしって意識を手放してしまいたいと思ったかしれない。

ディグラを討ち漏らしていまだ生存させていることに、憎悪を通り越して絶望すら覚える。考えることすら耐えがたい。足場を失い、どこまでも暗く深いところへ落ちていくような錯覚。だからそれを抱えていられず、無意味な衝突を避けるなどというもっともらしい理由をつけて目を背け、記憶の底に沈めることさえした。

──だが、一番愚かだったのは。

「私が、あのとき離れなければ、連れ出したりしなければ──」

「イレーネ」

強い声が、はっきりとウィステリアを遮った。頭の中にまで響くような呼び声に力ずくで引き戻され、ウィステリアは鈍く顔を上げる。

──弱い照明の中ですら、貫くような輝きを帯びた目に捕らわれる。

「そのコーラルが死んだのは、あなたのせいではない」

鮮烈な力を持った声が、言った。ウィステリアは肩を震わせる。

ロイドの声が、目が、あまりに力を持っているせいでこんなにも揺さぶられる。視界が滲み出すように感じ、目を伏せて頭を振った。

──あんなところに連れていかなければ。もっと早くに、ディグラの接近に気づいていれば。

抱えきれない後悔が、破れて流れ出していくかのようだった。流れて溢れ、目の前の相手に向かって行こうとする。共有し、受け止めてくれる相手を求めている。

「ディグラという大蛇が殺した。その結果だけが責めるべき事実だ」

ロイドは、ためらいなく言い切る。

臆することのないその強さが、ウィステリアには眩しかった。

──ロイドは、知らない。ただ自分が語ったことを聞いて、慰めにも似た言葉をかけてくれているのだろう。

そんなふうに反発する心は確かにあった。けれどそれはほんの小さな棘で、もっと大きな熱をもったものに押し流される。

哀れみなのか、あるいは師への配慮なのか──ロイドが滲ませる優しさに、傾いてしまいそうになる。

軽く受け取って何事もなく消化するべきだ。頭ではそうわかっていても、あるべき余裕が今の自分にはない。

ウィステリアは、わななく唇を強く閉じて堪えた。すがるものを求めて、歪な木片を握りしめた。何度も息を止めては飲み込み、呼吸を整える。

そうして少し鼻にかかった声で、自嘲した。

「無為に長い話をしてすまない。君は、サルトと違ってあまり余計な口を挟まないから」

出来うる限りの軽い声を装い、強ばる頬を持ち上げて微笑を作る。

「こんな話では参考にはならないな。情報として整理するなら、」

「これ
 は違う」

再び強い声がして、紛らわそうとする言葉を砕く。ウィステリアは唇を開いたまま止まった。

「情報が欲しくて聞いたんじゃない」

ロイドはそう言って、続けた。

「あなたのことだから聞いた」

金の視線から逃れるように木片を見ていたウィステリアは、紫の瞳を見開いた。

ロイドの声が、頭の中にまで反響する。

〝あなた自身のことが知りたい、イレーネ〟

少し前、そんな言葉を確かに聞いた。

こちらの弱点を探ろうとしている──サルティスはそう言った。自分に勝つために。アイリーン王女のもとへサルティスを持ち帰るために。それ以外に、きっと意味はない。

なのに、ウィステリアは抗いがたい力に吸い寄せられるように目を上げていた。

そのまま、ロイドの両眼に搦め捕られる。淡く光を刷いた銀の睫毛の下、月を思わせる瞳が見つめていた。

「あなたは、背負うものが多すぎる。あなたがどれほど稀有な番人であろうと、優れた魔法の使い手であろうと、すべてを守るのは無理だ。あなた以外の誰であっても」

冷徹ささえ感じる躊躇のない言葉が、ウィステリアの胸を打つ。

一瞬、視界が揺れた。言葉は厳しく聞こえるのに、それが示す意味は真逆に聞こえ、目の奥が勝手に熱くなる。自分の中から突然噴き上げたものに、ひどく狼狽する。

揺れて、傾いてしまう。

──でも、と抗うように口にしていた。

金の瞳から、目を逸らせない。

脆い反論の先を砕くように、ロイドは口を開いた。

「何かを掴めば、それ以外のものは取りこぼす」

ウィステリアは大きく目を見開いた。青年の静謐な声が、ふいに奥深くを穿った。

臆することなくこちらを見つめる黄金の目が、あの日の目と重なる。

忘れたいあの声を呼び覚ます。

〝私は、ロザリーを失いたくない。ロザリーを《未明の地》の番人になどさせない〟

低く、血を吐くようにブライトは言った。輝きを失った姿。握りしめられていた手の白さが目についた。それで、ブライトは決断したのだと知った。

〝ロザリーの代わりに──《未明の地》に、行ってくれ〟

敢然と顔を上げて自分を見つめた金の目。決意に満ちた、ブライトそのものの──けれどかつて一度も見たことのない、厳しく強い目。

吸う息が揺れる。唇が震える。溺れて、喉まで詰まる。

（……だから、あなたは）

──ロザリーを掴み、それ以外
 の〝ウィステリア〟を。

あの日のブライトと同じ姿形の、同じ声を持つ存在に向かって問いかけそうになる。

声にするだけの力を失っていたために、言葉にはならなかった。

ただ、輝く銀の髪に金の瞳をした青年を見つめていた。

「──イレーネ」

その呼び名が耳を打ち、ウィステリアは現実に引き戻された。

うかがうようにロイドが見ている。動揺を隠しきれず、目を逸らす。

「……すまない。その、驚いて」

ウィステリアの鼓動は乱れた。言い繕わなければならないのに、うまく言葉が出てこない。

──なぜ、ブライトのことをこんなにも思い出してしまうのだろう。

ロイドの意図はブライトとは違う。なのに、この目が、ためらいのない強さがこんなにも苦しい。

言葉を探しあぐねる姿を、月を思わせる瞳が見ている。やがて、静かでよく通る声が言った。

「あなたはもう十分すぎるほど背負ってる。──これ以上、何も負うな」

ウィステリアの指先は小さく震えた。紫の目が揺れ、再び青年を映し出す。

──柔らかく、だが強い力に胸を押されたようだった。震えるような熱が広がっていく。

思い出したくないのに、ブライトと同じ目が苦しいのに、その苦しさと同じくらい温かく確かなもので触れられている。

ぐらりと足元が揺れる。

ウィステリアは手の中の歪な木塊に目を落とし、両手で強く握った。言葉にならない何かをかき集め、ようやく声にする。

「……ありがとう」

くぐもり、どうしようもなく声が揺れた。一度強く唇を閉じて自分を抑える。

──これ以上はよくない。これ以上傾くようなことは。

自分の中の何かが、警鐘を鳴らしていた。無理矢理息を整え、意識して明るい声をつくる。

「長話で夜更かししてしまったな。そろそろ寝よう、お互いに」

木片の削り滓を集めて捨て、空になったカップを流し台に片付けた。小さく歪になった木片と短剣を手に、ロイドの顔を見ないまま寝室に戻ろうとする。

「イレーネ」

その声に、ウィステリアの体は勝手に反応した。ゆっくりと振り向く。腰掛けたまま、ロイドがこちらを見ていた。

「──おやすみ」

抑えた、ささやきにも似た声が言った。

ロイドは一歩も動いていない。立ち上がることさえしていない。なのに、離れようとしたはずの距離を一息に詰められたように錯覚し、ウィステリアはわずかにたじろぐ。一呼吸置いて、ぎこちなく微笑した。

「おやすみ」

そう返して、寝室に引き上げた。扉を閉じ、手にしていたものを棚に戻して寝台に横たわる。サルティスからも背を向け、体を丸めた。

目を閉じても、瞼の裏で金色が揺れている。

〝ロザリーの代わりに──《未明の地》に、行ってくれ〟

強く息を止め、両手で耳を塞ぐ。

〝あなたはもう十分すぎるほど背負ってる。──これ以上、何も負うな〟

耳を塞いでも目を閉じても、あの声が鳴り響く。あの目が焼き付いている。

──もう心を乱されたくない。傾けたくない。誰かを特別に親しく思うことも、感情を寄せてしまうこともしたくない。

（友人も家族も、もう要らない）

息苦しさの合間に、何度も唱える。

（コーラルを失ったときに、決めたはずだ）

もう誰も、何とも親しくならない。近づかない。自分の中に入れない。そうしなければ、失う痛みをまた味わう。

──ましてロイドは、コーラルとは違う。必ず、自分の側からいなくなる。

自分を選ばなかった人の子供。──ブライトと同じ顔、同じ声をした。

他に愛する人を得ているところまで同じだった。

ウィステリアは何度も息を止め、揺り返そうとするものをやり過ごす。

（馬鹿なことなんて、考えてない）

──イレーネ、と呼ぶ声が頭の中に反響する。何度も何度も。

闇の中、ウィステリアは体を丸めて、ただその声と金の目が過ぎ去るのを待った。





閉ざされた寝室の扉を、金色の瞳はしばらく見つめていた。

やがてその目の主は椅子の上で少し姿勢を崩し、右肘を背もたれにかけて頬杖をつく。左手はテーブルの上で記録板を持ち、視線は記録の文字を追うようでいて、行っては戻り、漂う。かすかに伏せられた銀の睫毛と金の瞳が、薄闇の中でも鋭利な輝きを宿している。

異界の夜の静寂だけが、青年に寄り添った。





挿話　失うことでしか

「ロイド、話がしたい」

馬の毛を梳いていたロイドは、手を止めて振り向いた。

そこには、この厩舎にはやや場違いにも思える優雅な男が立っていた。四十を過ぎても均整の取れた長身を、膝丈の下衣に長靴、シャツにベストという装いに包んでいる。身軽な乗馬服だが、流行の装いであるかのように洗練されて見える。

「──何でしょうか、父上」

父──現ルイニング公ブライトに向き直り、ロイドは抑えた声で応じた。

髪の長さ以外は自分とよく似た、短い銀色の髪と金の目。色濃い銀の睫毛の下にあるのは太陽にもたとえられる目だ。

やや太めで長い眉や、真っ直ぐで高い鼻筋、薄い唇の形さえも、ただ部品として見れば自分のそれと酷似していることはロイド自身にも否定しきれないことだった。

十七歳を迎えたロイドは、二十年あまりが経過すれば、今のブライトの姿になるだろうと何度も言われていた。ロイドもまた青年期を迎えて著しく背が伸び、体格でも父に並びつつあるのがその説をより補強していた。そしてはからずも、ロイド自身がいま着ているのもやはり簡素なシャツと膝丈の下衣に長靴であり、ブライトと似通っている。

第三者が見れば、ルイニングの父と後継者の息子が向かい合って立つ光景は、未来と現在の鏡合わせのように錯覚するかもしれない。

「せっかくだ、少し遠出をしよう」

ブライトは穏やかに言った。その面には落ち着いた微笑があり、決して強制しているわけではない。それでいながら、どこか有無を言わせぬ力がある。ロイドは反論を飲み込んで息ごと吐き出した。この状況で無為に反発するのは無駄でしかなく、子供じみている。

ロイドは馬の手綱を引いて厩舎から出ると、自分の馬の背に飛び乗った。ブライトも同様に自分の馬に跨った。

四十を過ぎた今も、ブライトの若々しさは外見だけではなかった。身体能力に優れている点もまた、父子に共通したものだった。

慣れた様子で手綱を繰り、馬を駆る父の後を、ロイドは一定の距離を保って追った。首の後ろで束ねた銀髪が、房飾りのように揺れる。

ルイニングの広大な別荘から出ると、周りには秋の夕陽に染まった黄金の田園が広がっている。遮るものも騒音をたてるものもない。涼やかな風が、ロイドの頬を撫でる。ルイニング公爵領の一部であり、わずらわしい社交や
喧噪
 けんそう

 から逃れられるこの地がロイドは嫌いではなかった。

しかしそれでも、すべてから逃れられるわけではない。

小高い丘の上まで来ると、ブライトが馬を止める。ロイドもその隣に馬を進め、止まった。陽の黄金とそれに染められた大地を見下ろす。

「──ロザリーが心配している」

通りが良く、人に好感を抱かせる声そのもので、父は端的に言った。

ロイドは黙った。──自分が剣を握り、それを実際に抜いて振るうことを、母ロザリーが明らかに嫌がっていることはよく知っていた。

ゆっくりと息を吐く。だがその吐息に隠した倦怠を、父はすぐに見抜いたようだった。

よく似た色の瞳がロイドを見る。

「何の不満がある？」

静謐な声だった。そこに秘められた確かな力をロイドは感じた。

露骨な詰問でなくとも、明瞭な声は逃れることを許さず、強い陽の光を思わせる両眼がロイドを捉えている。

「何か、母上や父上に要求があるわけではありません。他の人間に対しても」

「なら、何をそんなに焦っている？」

「──焦り？」

ロイドは思わず聞き返した。そこにわずかに棘がまじるのを、自分でも抑えることはできなかった。

だがブライトは不快感を滲ませることもなく、落ち着いたまま肯定した。

「お前は聡明だ。自分の立場を理解しているし、反抗心から無謀なことをする人間ではない。だからこそ疑問に思えるし、ロザリーは心配している。パトリシアやルイスや、私もだ。なぜ、剣を振るう？」

なぜそれほど頑なになるのか──父の無言の問いが、ロイドには聞こえるようだった。

息子の身を案じる思いが嘘ではないことは考えなくともわかる。それでもロイドは頷けなかった。

真っ直ぐに据えられた父の目は、同じ金でもまったく違う。熱を持ち、広く照らし、冷えることのない陽の目だ。

春の陽射しに喩えられる目は、ときに夏の灼熱の光をも帯びる。

──ブライトはもう、〝真〟を得ている。ロイドにそう確信させるほどの揺るぎないものが、そこにはあった。

おそらくは母の存在だろう。あるいは別の何かだとしたら、どうやってそれを得たのか。ロイドは一度、聞いてみたくなったときがある。しかし実行はしなかった。

（この人は、俺とはまったく違う）

魔法の力を持たない〝異端〟の父と、突出した魔法の才を持った〝傑作〟の息子──そのような単純な構図だけではない。

外見が酷似しているために、ロイドは当然のように同じ性質、似た気質の人間として扱われつづけ、物心ついたときから名状しがたい違和感を覚えてきた。後にそれは確信になった。

ロイドは、父のように微笑むことはできなかった。その微笑みと心地良い声を武器に、人の好意を集めることはできなかった。繊細な機微と知性に彩られた会話で相手を瞬く間に掌握する力も、魔法の代替とばかりに先代以上の人脈と影響力を持つこともできなかった。

当たり前のように妻を愛し、子供を愛し、信の置ける友人や志の高い仲間と交流し、弱者を助け、政敵にも慈悲深く、だが必要であれば毅然と排除する──高貴な人間の理想とされるブライト・リュクス。そんなブライト・リュクスにはなれない。

年を重ねればいずれ、と周囲は勝手に同情し、慰めの言葉をロイドにかけた。

しかしロイドは、どれほど年を重ねても父と同じものになることは決してないと直感した。

それは経験や知識や魔法の有無などとは違う、もっと深い部分に根差したものだ。

──自分と父に関しては、この外見で判断を誤るものがあまりに多すぎる。

強い輝きを帯びた目を、ロイドは凍える月の目で見返す。

「……理解していただこうとは思いません。支援が必要なわけでもないのです。あなたたちに迷惑をかけることもしない」

稚拙な反発に聞こえぬよう自制しながら、淡々と返した。唯一望むとしたら、それは自分の邪魔をしないでほしいということのみだった。

──たとえ自分の考えを言葉にしたところで、聡明で愛情深い父親であるこの人にも受け入れられるものではないだろう。母も、弟妹にも。それ以外の知人も、同志も、一時師事している相手であっても。彼らは、疑問さえ持たない。それでもよかった。家族や知人たちに求めているものではない。

ロイド自身、どこを探せばいいのか、探しているものの正体が何であるのかさえわからない。ただ、違うというだけだ。他の人間と同じものに幸福や充実を感じられない。

このままでは何かが足りない。

ブライトは、太い銀の眉をひそめた。

「……お前には力がある。そもそも剣など必要ないほどに。その魔法の力だけでは、足りないのか？」

ロイドは束の間、息を止める。対峙する同じ金の瞳が、また異なる色合いに揺らぐのを見た。刺すような光──目を灼くような烈しい輝き。弟妹や母には、決して向けられることのない目。

その目と対になるように、自分の熱が急速に下がっていくのをロイドは感じた。

（あなたにはわからない）

──魔法を持たず、それ以外のすべてを持ち、何の迷いも疑いも持たずに済んでいられるブライト・リュクスには。

あるいは自分の中にあるこの強い苛立ちだけが、目の前の相手と共通しているものなのか。

同じ色をしながら対極の輝きを宿す目がしばらく対峙する。先にゆっくりと逸らしたのは、ブライトのほうだった。口論となるのを避けるかのようだった。

横顔をさらして、現ルイニング公は言った。

「何か求めるものがあるのなら……剣や魔法の力でもってしても手に入れられないこともある」

その声が奇妙な響きを帯びて聞こえ、ロイドの神経に障った。──剣からも魔法からも遠い人間が何をと逆撫でされたのは一瞬のことで、すぐに疑念がわく。

父の彫刻じみた輪郭を、秋の光が彩っている。火に似た夕陽に染められた銀の睫毛の下、金の瞳は遠くを見つめていた。広大な田園、その向こうの山──あるいはもっと遠くの何かを。

「──失うことでしか、手に入れられないものもある」

凪いだ水面に一滴の雫が落ちるように、その声は奇妙に広がって響く。

ロイドはかすかに銀の眉根を寄せた。疑問と苛立ちが弾みをつける。

「代償を払わなければ得られないものもあるということは理解できますが」

とっさにそう反論して、違う、とロイドは自らの心中でつぶやいた。父が言おうとしていることは、単純な売買や契約のことではない。

──なら、この人は何を言おうとしているのか。

佇む横顔に向かい、ロイドは更に問いを向けた。

「父上は何を失い、何を手に入れたのですか」

魔法の素質以外には、地位も名誉も財も、愛する家族や同志や友と呼べる存在も王家からの信さえも得ているブライト・リュクスは、何を失ったというのか。

そうまでして、何を得ようとしたというのか。

一滴の水滴が水面を乱すように、ロイドの問いは、ブライトの端整な横顔をわずかに強ばらせた。細波をやり過ごそうとするようにブライトが目を閉じる。

わずかな沈黙。だが日頃の快活な姿からは想像もつかない重い無言だった。

時間にしてほんの数秒の、同時に奇妙に長く感じられる瞑目のあと、銀の睫毛がゆっくりと持ち上がった。

ロイドの目に、ほとんど皺の目立たない口元が動いたように見えた。だが、明確な言葉がもたらされることはなかった。















後日、ロイドはあの日の父の横顔の意味について考えた。

失うことでしか手に入れられないもの。その言葉の真意。

──あるいは、ブライト・リュクスという人は、今日の地位や名誉を手に入れるために表立って言えないようなことをしてきたのか。

権勢を振るう家の中には、強引な手腕でもって上り詰めた者もそれなりにいるという。特に豊かな経済力を背景にして新しく貴族となった家門にはその傾向が強い。

しかしブライト・リュクス＝ルイニングにはそれはあてはまらない。

由緒あるルイニング公爵家の内情が盤石であることは、ロイド自身がよく知っていた。先代からブライトへと爵位が継承されたときから、経済的にも高い水準で安定している。それは現在も変わらない。

ロイドが見る限り、父は聖人でも無欲でもないが、必要以上に欲がある質でもなかった。自分が手に入れられるもの、手に入れるべきものと、そうでないものの境界線がはっきりとわかっている。

己の身に不相応な何かを欲し、過ぎた代償を払ってまで何かを手に入れようとする人間ではない。

（……考えすぎか）

あるいは単に感情的な意味の強い言葉であったのか。

──魔法の素質があっても欲しいものは手に入れられないのだと、父自身に言い聞かせるため。そして、それを持つ息子に対する嫉妬や反発、否定の感情ゆえの言葉だったのか。

だがロイドはそれ以上考えることをやめた。父自身の口から答えが返ってこなかった以上、話すつもりはないということだろう。そして考えても答えのわからないものなら、抱えていても意味がない。

わかったのは、父の中でそれが大きな意味を持っているらしいということだ。遠くを見つめる目、静謐な横顔。あまり見ない表情であったから、記憶に残った。あれは哀しみだったのか、悔恨だったのか。

（得たことよりも、むしろ……）

忘れられないということのようにも思えた。





得るために、失った何かのことを。











きっと近すぎる距離

──あのときの自分は、気づかなかった自分は、ただただ舞い上がるばかりだった。

後になればどれだけ愚かで滑稽だったのかわかる。記憶の底、固く閉じたはずの蓋が緩んで、過去が滲み出していく。





「ウィス。どうしたの？」

ブライトはそう言って、優しくウィステリアに問いかけた。

常に明るく快活なルイニングの貴公子は、いつものようにヴァテュエ伯爵邸へやってきて当主夫妻に贈り物を届けたあと、ウィステリアに向けて、少し話そう、と言って中庭に連れ出したのだった。

ウィステリアはうつむきがちにうなずき、ブライトに促されるままついて行った。

初夏の陽射しが、十八歳を迎えたブライトの短い銀髪を照らしている。背が伸びて一段と逞しくなったように感じられた。澄んだ金色の目を向けられ、ウィステリアは余計に顔を上げられなくなった。

「ロザリーが、お姉様に嫌われたと言って落ち込んでるみたいなんだ。でも君は、理由もなく妹を嫌ったりするような人じゃない。何かあった？」

耳に心地いい声に、ウィステリアは小さく肩を揺らした。ますます言葉が出てこなくなり、手入れされた土を見つめる。

──やっぱりだ、と思った。

この人も、やっぱりロザリーのほうを選ぶのだ。養父や養母のように。周りの人間のように。

足元ばかりを見つめるウィステリアの視界の端に、影が映った。淡い芳香が鼻腔をくすぐる。それから、

「ウィス。──ウィステリア」

よく響く声が間近で聞こえ、大きな手が顎に触れた。

ウィステリアが驚きに紫の目を見開くのと、ブライトの手が優しく顎を持ち上げるのは同時だった。出会ったときよりずっと高くなった目線から、金色の瞳が見下ろしてくる。

陽の光を閉じ込めたような両眼に見つめられ、ウィステリアの心臓は大きく跳ねた。

「どうしたの？　君だって、こんなに落ち込んでる」

柔らかく温かな声が耳から浸透する。それが体中に広がってゆき、ウィステリアは喉に苦しさを覚えた。鼻の奥がつんとして、目の奥にこみあげてくるものがある。

堪えきれず、ウィステリアは重くわだかまっていたものを吐き出した。

──あの養子は、将来ヴァテュエ伯の使用人にでもなるのか。いや、それでも釣り合わない。ヴァテュエ伯もずいぶん人の好い……。

周りからそんな言葉が聞こえたのは、少し前のことだった。

ウィステリアは、腰下でドレスをぎゅっと握った。

「私……本当の子供ではないから」

──大好きな父母とも、可愛い妹とも血が繋がっていない。貴族の世界において、血の繋がりというのは極めて重要であるということの意味が、ようやくわかるようになった。

自分が引き取られてこれほどよくしてもらえるのはまったく異例らしかった。

これまではただその幸せを享受するだけでよく、優しく温かな世界にいられた。なのに、それだけではいけないと気づいてしまった。

「私、余分な手間をかけているんでしょう？　これだけよくしていただいたら、恩を返さないといけないの。でも、半端なものではだめで、それなら何ができるの？　私……何も持ってない。高貴な方と結婚できればいい？　でも、そんなのできるわけない」

「……ウィス」

「わからない……わからないの。ご夫妻に聞いても、そんなこと考えなくていいのよって。わ、私、知らなかった。優しくしていただいて、でも、それってすごく配慮を──」

「ウィステリア」



堰
 せき

 を切ったようにまくしたてたとき、凜とした呼び声に止められた。ウィステリアは怯えるように身を震わせ、口を閉ざす。

だが、ブライトは落ち着いた声で続けた。

「──そんなふうに考えてしまったから、落ち込んだのかい？」

労りの滲む温かな声だった。それが、擦れた部分に柔らかく染みるようで、ウィステリアの視界はぼやける。強く唇を引き結びながら、うなずいた。

ブライトはそれを見守りながら、一つ一つ解きほぐすように尋ねた。

「ロザリーを避けてしまったのはどうして？」

ウィステリアは何度も震える息を飲み込み、締め付けられたような喉から言葉を絞り出した。

「……ロザリーが、羨ましかったの。お父様とお母様の、本当の子供だから」

銀の睫毛が忙しなく瞬き、金の瞳が驚きに大きくなる。ウィステリアはドレスを握る手に力をこめた。一度吐き出したことで枷が外れたように、胸につかえていたものが溢れた。

──優しい父母と血の繋がった妹が、急に自分とは違う存在に思えた。少し小さめの鼻や、きらきら輝く大きな目は母によく似ていて、丸みのある可愛らしい輪郭も、父の柔らかな面差しを受け継いでいる。どれも、ウィステリアにはないものだった。

自分と違い、養子だからと言われずに済むことも、恩を返さなければと考えなくていいことも羨ましかった。何の屈託もなく笑えることも羨ましくて、妬ましくて──自分では決して手に入れられない、両親の子であるという事実に嫉妬して、まともにロザリーの顔を見られなくなってしまった。

義姉の変化にロザリーが困惑した表情を浮かべれば、更にどうしたらいいかわからなくなり、避けるしかなくなってしまった。

「……だめなことだって、わかっています。こんな態度を取れば、余計に……」

──余計に、自分のほうが嫌われてしまう。

目の奥に熱がこみあげて思わず息を止めたとき、肩に大きな手が触れた。

「ウィステリア。そんなに思い詰めないで」

うつむいたまま、ウィステリアは何度も瞬いて涙を堪えた。肩に触れる大きな手は、熱をもって包み込むかのように、硬くなった体に染みる。

ブライトはなおも柔らかい声を降らせた。

「ご夫妻がどう思っているかなんて二人にしかわからないことだし、周りがどう言おうと関係ないんだ。君は君だよ。ウィステリアは、ご夫妻のことが嫌い？」

「！　そんなことありません!!
 」

思わず顔をはね上げて声を大きくしたウィステリアに、ブライトは目元を和ませた。

「なら、それでいいんだ。ご夫妻は君を引き取って、ロザリーと同じように大事にしてる。君に、何か見返りを求めているわけじゃないってご夫妻は言ってたんだろう？　そして君もご夫妻のことが好きだ。それだけが事実だし、それでいいんじゃないかな？　ううん、それが一番大事なことだよ」

穏やかな熱を帯びた声と言葉が、ウィステリアの胸を突いた。擦りむいた傷を優しく覆うような答えに、心に澱んでいた暗く重いものが解けていく。

それでも、浴びせられた言葉がしつこく頭の隅に引っかかり、でも、とウィステリアに反発を吐き出させた。

ブライトは穏やかに微笑んだ。

「君はとても優しくて、思慮深い子なんだね。だからこそ、思い詰めすぎないようにしないと」

ウィステリアはぱちぱちと目を瞬かせた。ブライトの言葉が胸に染みていったとたん、反発は嘘のように消え、名状しがたい恥ずかしさのような、嬉しさのようなもので熱が灯る。

「ウィス。一応聞くけど、ロザリーのことも好き？」

「好きです」

ウィステリアは少し意地になって答えた。ブライトの言葉で重いわだかまりが和らぎ、抑圧されていたものの下から出て来たのは、これまでと変わらない、養親と妹への好意だった。それを疑われるような言葉には、反射的な怒りさえわいてくる。

ブライトは、陽光そのもののような笑みを浮かべた。やっぱり、と嬉しそうに答えた。

その明るい笑顔を見たとたん、ウィステリアは急に恥ずかしさを覚えた。

──この親切で明るい青年に、とてもいやな姿を見せてしまった。

心を覆っていた靄のようなものはすっかり消えて、今度はそんなことが気になってくる。

だがそんな不安とは対照に、ブライトは黄金の目でウィステリアを見つめた。

「もしまた君が思い悩むようなことがあったら、どうか僕に言ってくれ。僕は部外者かもしれないけど、君を傷つけようとする人間がいたら抗議するし、君が悩んでいるなら話を聞くことだってできる。一人で抱え込んじゃだめだ、ウィス」

──君は、僕の大事な友人だから。

豊かな声が真っ直ぐな思いを伝えてくる。ウィステリアは世界が一段と明るくなったように感じ、弾むような気持ちで満たされた。そのために、うなずくだけで精一杯だった。

──この太陽に似た青年が自分を見てくれているというのは、心が浮き立つような感覚だった。

話を聞いてくれる。気に掛けてくれている。

大好きな養親、妹だけでなく、この青年までもが自分の味方でいてくれるなら、誰に何を言われても怖くないとさえ思えた。

──けれど。だから。その思いが強くなるほど周りが見えなくなっていく。

目が合うたびに優しく微笑んでくれるのは、ときに悪戯っぽく片目を瞑って笑ってくれるのは、自分に対してだけだと思っていた。自分が特別親しいからだと思っていた。

目が合うのは自分がずっと追っていたからにすぎず、ブライトが目で追うのは自分ではなかったというのに。

──遠くで、ブライトと小さなロザリーが手を繋いでいる。

まるで本当の兄妹のように親しげで、明るい空気に満ちている。二人は向き合い、ロザリーがブライトを見上げて夢中で何かを語っている。ブライトはそれを優しく見つめ、ときに軽やかな声をあげて笑う。

やがて二人とも背が伸び、体付きが変わっていく。無邪気に繋いでいた手は離れる。二人の間にほんのわずかな距離が生まれる。けれどお互いを見つめる目は変わらない。

くるくると変わる表情豊かな目を見開き、ときに顔を赤くして怒ったようにブライトを見上げるロザリー。

おどけたようにそれを受けながら、弾けるような笑顔を向けて変わらない優しい眼差しを注ぐブライト。

──違う。和む目にはいつしかほのかな熱を帯びるようになっていた。

ウィステリアはそれに気づかぬ振りをした。自分がロザリーを愛するように、ブライトもロザリーに対して妹のように親しみを向けているのだと言い訳して。

ブライトにとって、自分よりもロザリーのほうが特別だということを考えないようにして。

追いかけても追いかけても、二人は遠ざかっていく。

（振り向いて）

喉が締め付けられて、胸が潰れそうで、叫びたいのに声が出ない。

（お願い、ブライト）

こんなにもあなたが──





『いい加減、目を覚ませ』

強く頭に響くその声が、ウィステリアの意識を貫いた。急激に眠りから覚め、重い瞼を持ち上げる。

『惰眠を貪る余裕があるのか!?
 』

「……うる、さいな」

『無礼な!!
 　目が覚めているなら早く起きろ!!
 　なんという度し難い怠惰か!!
 』

ウィステリアは苦い息を吐き、君の声で目が覚めたところだ、と胸中でつぶやいて、少しむせた。乾燥のためだけでなく、こみあげる感情を堪えたときの、あの独特の喉の苦しさが少し残っていた。

大きなため息をついて体を起こすと、額に手を当て、軽く頭を振る。──昨晩、遅くまで起きていたせいでいつもより体が重い。あれから寝台に入り直し、眠れないと思っていたのに、いつの間にか意識が落ちていたらしい。そんな寝方をしたせいだろうか。

（……いやな夢だ）

見て見ぬ振りをし続けた、愚かで滑稽な自分を突きつけられる夢だった。

サルティスが起こしてくれたのは幸いだったかもしれない。ウィステリアは気分を切り替えるように何度か深呼吸すると、足元の台のほうへ顔を向けた。

「おはよう、サルト」

『もう遅いわ!!
 』

「元気だなあ。よく眠れたのか？」

『これが!!
 　よく眠れたように!!
 　見えるのか!?
 　誰が我を夜中に起こしたのか、まさか忘れたのではあるまいな!?
 』

「すまない」

『なっ！　なんだその反省の欠片も感じられない謝罪は!?
 』

頭に響くサルティスの大声にやや顔をしかめながら、ウィステリアは力なく苦笑する。緩慢な動きで、何気なく横の机の上を見る。時計代わりに使う、時間で色が変わる石は、いつもより明るかった。それで一気にウィステリアの目は覚めた。

「うわ……っ!?
 」

石は、かなり寝過ごしたことを示していた。──今日の朝食は、自分が用意する番であったはずだ。

慌てて起き上がり、服を手に取る。寝室から飛び出たとたん、空腹を刺激する香りが鼻腔をくすぐった。

そして目に飛び込んできたのは、テーブルの席につき、長い足を組んで記録板を読むロイドの姿だった。文字から目を離さないまま、右手で持ったカップを口元に運んでいる。

まるで絵画のように様になる光景に、ウィステリアは一瞬目を奪われる。

上着こそなく灰色の上衣だが、黒の脚衣に長靴を履き、銀髪は首の後ろで束ね、身支度は終えられていた。

その手元に食器の類は既になく、記録板が束となって積まれている。

向かいの席──ウィステリアが座るはずのそこにだけ、朝食が用意されていた。

ロイドは師に顔を向けた。

金の瞳が夢の名残に重なり、ウィステリアの体はかすかに強ばる。だが息を止めてなんとかやり過ごした。

すっかり整っている弟子を前に、師たる自分が起き出したばかりという格好は、いかにもばつが悪い。しかもどうやらロイドは自分の食事を終えていて、師の分まで作っておいてくれたらしかった。

ウィステリアは肩を落とした。

「すまない、寝過ごした……」

「別に構わない」

ロイドは常と変わらない調子で応じた。

ウィステリアがゆるゆると目を上げると、ロイドの手元に積まれた他の板が目につく。

「君、ちゃんと寝たのか？　まさか夜通し読んで……」

「いや、寝た。あなたのほうこそ眠れたのか」

「う……、うむ」

何気ない言葉に、ウィステリアはどきりとした。見たくもない夢を見たせいだ。

それに、ブライトのことを思い出したせいか──ロイドの態度が、いつもとは違うように感じてしまう。気遣いのようなものを感じる。

ウィステリアは頭を振って妙な思い込みを追い払った。急いで浴室に入り、洗顔や着替えを済ませる。髪を少し取って手早く三つ編みを作り、後ろで留め、残りをひとまとめにした。

それからすぐに居間に戻り、サルティスを寝室から運び出してともに食卓についた。恥ずかしさと居たたまれなさを覚えつつ、ロイドに礼を述べて食べ始める。その間、ロイドは淡々と記録を読んでいた。

ウィステリアはいつもより早く朝食を胃におさめた。ロイドと取るようになってから少し長くなったが、一人であればさほど時間はかからない。器を片付けたあと、一呼吸置き、サルティスを抱えて外へ出ようとする。ロイドが碧の外套を翻らせる音が耳をついた。思わず振り向くと、長身の青年は左半身に外套を羽織り、腰にいつもの剣を佩いている。

──王女アイリーンから贈られたという、強く確かな剣。

ウィステリアは半ば反射的に、そこから目を離した。

「昨日の大竜樹だな？」

突然、ロイドがそう問うた。

ウィステリアははっと青年に目を戻し、にわかに困惑する。

「これから行くところか？　そうだが」

「了解」

ロイドは短く応じた。それで、ウィステリアも気づいた。

──この弟子は、同行するつもりでいるらしい。

「君の調査地域は……」

「《浮遊》で行ける範囲はほぼ終わってる」

怜悧な弟子は端的に答え、ごく軽く肩をすくめた。

ウィステリアは反応に詰まる。ロイドの言葉も当然だった。──本当は自分も同様に終えるはずだったのだ。だが昨日の突発的な出来事で、それが叶わなくなった。

そこまで考え、ようやく思い至る。

（……私を待っていたのか）

本来なら、既に外へ出て活動しているはずの時間だ。寝過ごした師のために朝食を用意しておくということはあっても、わざわざ待機する必要はなかった。

ロイドは任された区域の調査を終えたから、師が残している部分を手伝おうとしてくれているのだ。

そう思い至ると、ウィステリアは自分の力不足を恥じるより、奇妙に浮足立った。

ロイドが共に来てくれると思ったとたん、胸が軽くなり、温かな湯水のようなものが広がったことに自分自身が驚く。

どこか懐かしい感覚。コーラルがいたときに感じていた、あるいはあのときよりももっと大きな安心感。

──もしもう一度ディグラと対峙することになっても、ロイドがいてくれれば。

胸にわいたそれを自覚したとき、ウィステリアはサルティスを強く抱き込んだ。

今朝見た過去の断片を、意識して引きずり出す。

〝一人で抱え込んじゃだめだ、ウィス〟

──あの安心感。緊張が解けていく感覚。寄りかかっていいのだと思い込んで、傾いて、戻れなくなった。

紫の目は、青年の帯びた剣に吸い寄せられる。彼の、将来の伴侶から授かったという武器。

そのことの意味を考える。そうして目を引き剥がす。

（だめだ、これは）

気の緩みを引きずりながら、ウィステリアは自分を厳しく叱咤する。

サルティスに言われるまでもなく、度し難いほどの油断であり、気の緩みだ。これまで一人でやってこられたはずで、コーラルを失って以来、誰かを思う余地などなくて済んだというのに。

ウィステリアは一度息を止めて自分を戒め、硬い声で告げた。

「いや、私一人で行く。君は、待っていてくれ。あるいは、近隣の《大竜樹》をもう一度確認しに行ってほしい」

「何故だ？　二人で行った方が──」

眉根を寄せるロイドに、ウィステリアは頭を振った。自分を抑え、突き放すつもりで強固な態度を意識する。

ロイドは怪訝そうな顔をしたが、やがてその目をかすかに眇めた。

「──私に同行されては困る理由でもあるのか」

冷静な声に、尖った響きがまじる。微妙な変化だったが、今のウィステリアには感じ取ることができた。

頬が強ばる。そうじゃない、とウィステリアが口を開きかけたとき、腕の中からサルティスが先んじて声をあげた。

『自惚れが過ぎるぞ小僧。いくらこのイレーネが鈍感だからとて、お前のような厄介者を、しかもいずれ自分に挑んでくるであろう招かざる弟子を信用するとでも思うてか』

鋭く刺すような口調だった。

ウィステリアは一瞬息を呑んだが、眉をつりあげてサルティス、と厳しい声で呼んだ。黒い鞘を強く握り、抗議する。

──だがその一方で、サルティスの放った言葉は小さな棘のようにウィステリアに刺さった。

この目の前の青年が何者で、何を目的としているのかを改めて思い知らされる。

その思いを抱えながらもサルティスの言葉を否定しようとしたとき、ロイドが冷ややかに口角を上げた。金の瞳が挑発的な輝きを帯びる。

「へえ？　背中を見せたら斬りかかるとでも？」

「そ、そうじゃない！」

『何を寝ぼけている、イレーネ。その程度の警戒も忘れ──』

「サルト」

ウィステリアは声を強めて遮った。サルティスが鼻を鳴らすような声をもらし、黙る。気まずくなった空気の中、ウィステリアは訂正の言葉を探した。まともにロイドの顔を見ることが難しかった。

考えあぐねた末、ウィステリアの口からは思わぬ答えがこぼれ落ちた。

「私と君は少し……近すぎる」

ロイドが目を見開く。その反応で、ウィステリアは自分のこぼした言葉の意味に気づく。だがそのときには遅かった。──口にするつもりなどなかったのに。

「その、自分の失態は自分で拭う。当然のことだろう。私は師だ、それくらいの格好はつけさせてくれ」

焦って言い募り、逃げるように踵を蹴った。体が浮かび上がり、束ねた黒髪の先が揺れ、水色の衣装の裾が花開くように広がる。

「イレーネ──師匠」

浮遊したまま、ウィステリアは振り向く。見上げるロイドは、一歩踏み出している。追いかけられそうな気がして、ウィステリアは金の双眸に向かって告げた。

「行ってくる」

そうして、背を向けた。少し速度を上げて天井を抜け、巨木の頂点へ上り、外へ出る。

朝の時間を過ぎ、いつもより少し明るい異界の空を飛ぶ。ロイドは追っては来なかった。

（……大丈夫だ）

ウィステリアはサルティスを強く抱え込み、自分に言い聞かせる。

（私は、強い）

かつて向こうの世界にいたときよりもずっと強くなった。ここに来て泣いてばかりいた頃よりもずっと。戦う力も、一人で生き抜く力も身につけた。それができるだけの精神力も培った。

──ディグラともかつて一人で戦って、勝った。怯えることなどない。

（サルティスが側にいてくれるだけで、十分だ）

完全な一人というわけでもなく、これまでそれでやってこられた。

だから──ロイドに頼りすぎるというのはよくないことだった。雑用を手伝ってもらったり、代わってもらうこととは別に、それ以上のことを求めたり、委ねたりするのは間違っている。

──ロイドの優しさを必要以上に感じることも、それに何か特別な意味を見出そうとするのもよくないことだ。きっと、愚かなことだ。

青年から差し伸べられたものについて、ゆっくりと、鈍くウィステリアは考え始める。

（ロイドは……異性を惹きつけるのだろうな）

ブライトのように誰に対しても気さくで、はじめからわかりやすい優しさを見せるわけではない。しかしわかりにくいだけで、ロイドは確かに優しさと呼べるものを持っている。容姿や地位だけでなく、その部分に惹かれる異性も少なくはないだろう。

（アイリーン王女と出会う前まで……付き合う女性がそれなりにいたようなことを言ってたか）

漠然と思い返したとたん、じわりと胸に泥が広がるような感覚がした。ウィステリアは意識してため息をつき、軽く追い払う。この不快感は、ただの悪ふざけにしても、少々思わせぶりな態度に対する怒り──そういったものだ、と結論する。

だが自分のほうが不慣れで、向こうとしてはただ他愛のない冗談のつもりだと考えれば、怒りは続かなかった。

おそらく他の相手よりは親しみを感じて、ロイドなりに元気づけようとしてくれているだけだ。かつてブライトがそうであったように。そこには、特別な想いなど何もない。

ブライトのときのような愚かで滑稽な思い込みはもう繰り返さない。

ウィステリアは強く自分にそう言い聞かせ、速度を上げる。自分の怯えや油断ごと振り払う。風が後ろに流れていき、黒髪をさらい、白い横顔を冷やす。

（……きっと、少し距離を置いたほうがいい）

──今は、近くなりすぎたのだ。

近すぎて、見えるべきものが見えなくなるほどに。それだけのことだった。





《浮遊》で行ける最後の大竜樹に、異変はなかった。

ウィステリアはより広範囲を警戒しながら昨日と同じ大竜樹に近づいたが、昨日と違うのは、大地に屍肉をあさる小さな魔物の姿が見られるという点だった。──ディグラに襲われ、巨大な顎に飲まれずに残った亡骸は、他の魔物の糧となりつつあることがうかがえる。

ウィステリアは警戒したままそれらの様子を眺め、しばらく周囲を観察した。それでもディグラの気配は見られなかった。

地上近くまで降り、蛇蔓の発生がないことをはっきりと確認すると、帰路についた。





夜に染まった世界で帰路を急ぐ。やがて拠点のある巨木がうっすらと見えてくると、ウィステリアは減速した。

ほとんど漂うだけの速度で進む。腕の中から、サルティスが不審の声をあげた。

『こんなところで何を遊んでいるのだ、お前は』

「……いや、まあ色々と」

ウィステリアは答えを濁した。

出ていくときのやりとりを思い返すと、この後、ロイドにどう接すればいいのかわからない。適切な距離を保つ必要があったが、それをどういった態度や行動で示すべきなのか。うろたえるあまり、振り切るように出て来てしまったことを悔やむ。

──あるいはロイドは気分を害したかもしれないと思うと、なおさら気まずかった。

だが距離を置くからといって、寝起きする場所を物理的に離せるわけでもない。

（……格好がつかないな）

ため息がウィステリアの口をついて出た。仕方ない、と諦めの言葉を胸の中でつぶやいて、巨木に向かう。中に入り込み、天井をすり抜けて居間に降り立つ。既に照明が灯されているべきなのに、そこは暗いままだった。

「……ロイド？」

ウィステリアは思わずそう呼びかけながら、軽く右手を振る。放った魔力が天井近くの壁にかけた石を発光させ、明かりを灯す。

照らされた空間に、長身の青年の姿はなかった。寝室の扉に向かい、軽く叩いてみても反応はない。

外は既に暗く、遠出できるような状態ではない。

──冷たいものがウィステリアの背を伝った。

（どこへ……？）

わきあがった焦燥のまま再び外へ出ようと踵を返したとき、天井がふいにうねり、波紋が広がった。魔力を受けて一時的に実体を失い、揺らぐ水面のような状態になったそこから、長靴に包まれた爪先が突き出る。その先に長い足が続く。やがて剣を帯び、黒い上衣に碧の外套を翻らせた青年の姿が現れ、束ねた銀色の髪を揺らして居間に降り立った。

無意識に、ウィステリアは安堵の息を吐く。

すぐに金の目と合い、ロイドが先に口を開いた。

「戻ったのか」

「今、戻った。君はどこへ？」

「肩慣らしに」

ロイドは首に手を当てながら簡潔に答え、逆に問い返してくる。

「そちらは？」

「……今回は、蛇蔓は発生していなかった」

ウィステリアはややためらいがちに答えた。同行を断ったせいで微妙な空気にしてしまったことが急に迫ってくる。ロイドはどこへ行っていたのか、何をしていたのか、などとは聞きにくい。

しかしふと見れば、ロイドのこめかみから精悍な顎にかけて雫が滴っていた。意識して観察すると、息も少しあがっているように見える。

ロイドは羽織った外套を引き剥がすように脱ぎ、いったん自室に戻って剣を置いた。黒の上衣でもなお大きく見える背が浴室の向こうへ消えるのを、ウィステリアはただ見つめるしかなかった。

（怪我はしていない、ようだが……）

戦闘でもあったのだろうか、と思う。しかしロイドの様子からすると、《関門》を開く練習をしていたのかもしれない。

──それでも、ロイドが戻って来た瞬間に安堵を覚えてしまった自分に気づく。

ウィステリアは頭を振ってサルティスをテーブルの上に置いた。それ以上の思考から逃げるように、夕食の準備をすべく調理台の前に立った。





気まずさを引きずったように、その夜のウィステリアの眠りは浅かった。

前日寝過ごしたこととは対照に、常より早く起きる。身支度を整えたあと、挽回すべく朝食を二人分用意した。

ロイドは少し後に起きてきて、師が先に起きていたことにやや驚いたような顔をしたが、習慣であるらしい剣舞を行うために出て行き、しばらくして戻った。

互いに身支度を終え、特に会話らしい会話もなく朝食を終える。

「──で、今日は？」

一段落したあと、ロイドが言った。ウィステリアは微妙に難しい顔になり、うむ、とだけ答えて腕を組んだ。

「《浮遊》で行ける範囲はすべて調査を終えた。この範囲は、十五年前、私が見た限り蛇蔓が発生していた範囲でもあるが……、《転移》を使って、もう少し広い範囲を見ておきたい。大きく四箇所ある」

左肩に外套をかけ、剣を手にした弟子は口元にかすかな皮肉を浮かべた。

「……転移で行ける範囲。なるほどな、それで？」

昨日と同じように待機か、と暗に言われているようで、ウィステリアは思わず言葉に詰まる。

だが頭を振って否定した。

「広い範囲を見たい。だから君も同行してくれ」

『ふん。未熟な小僧でもいないよりはましだ。今は一人でも多く戦力が欲しい』

すかさず口を挟むサルティスに、こら、とウィステリアは短く戒める。

一人では不可能だったが、ロイドという戦力を得た今、調査範囲を拡大するべきであるという点でサルティスとウィステリアの見解は一致していた。

金の目は冷ややかに聖剣を一瞥したあと、師に目を戻した。

「了解。だが転移はどうする」

ロイドのもっともな問いに答える前に、ウィステリアは指で天井を示した。

「まず外に出よう」

そう告げ、床から浮かび上がった。天井を抜け、巨木の幹から先端へと上り、外へ出る。

明度を上げはじめた異界の空の中、二人は静止する。ウィステリアは振り向き、空中に佇むロイドを見た。

「《転移》は、使用者本人以外にも、使用者が広く接触しているものにも同時に効果が及ぶんだが……」

「──ああ」

ロイドはすぐに理解を示した。その早さにウィステリアが目を瞬かせると、ロイドは軽く肩をすくめた。

「体験済み
 だ」

ややおどけたような口調に、ウィステリアは意表を突かれた。何が、と言いかけ、はっと思い至る。──ロイドが《浮遊》を習得する前、無理に高度を上げて落ちたときのことだ。

とっさに抱きとめて転移を使ったことは、ウィステリアもよく覚えている。

改めて思い出すと羞恥を感じ、ごまかすように頬をかく。

「そ、それでだな……つまり、私の転移で、君も運ぶことができるというわけだ」

「なるほど。接触すれば、か」

うむ、とウィステリアは首を縦に振る。つまり、とロイドはつぶやき、怜悧な表情のまま言った。

「私があなたを抱けばいいのか」

その言葉に、ウィステリアはぴたりと動きを止めた。紫の目を大きく見開いたまま固まる。

──一瞬、何かまったく場違いな言葉を聞いた気がした。

停止した思考とは裏腹に、じわじわと茹でられるように顔が熱くなっていく。

（ち、ちが……い、言い方が!!
 ）

とんでもない語弊が生じる表現ではないか。──否、自分がおかしいのか。動揺し、とっさに言葉が出てこない。ますます焦る。恥ずかしさに居たたまれなくなる。

ロイドの金の双眸がこちらを見ている。その瞳に小さな光がきらめいた。

「……へえ？」

いかにも含みのある、からかいの響きを隠そうともしない声だった。

──見抜かれていると直感し、ウィステリアの熱はますます上がった。

「ち、違う……っ!!
 」

「何が」

「だ、だから、これはその……!!
 」

君の言い方がおかしい、と言いかけて詰まった。そう口にすれば、どうおかしいのかを説明しなくてはならなくなる。

白い頬に赤みがさし、目の下まで赤く染まる。

ウィステリアが口ごもっていると、ふいにロイドが左半身に羽織った外套を腕で避け、そのまま両手を広げた。

こちらに向かって腕を広げるような仕草の意味をつかみかね、ウィステリアは忙しなく瞬く。すると、少しも笑いのない声が応じた。

「広く接触
 するんだろ？」

「!!
 　い、いや、それはそうだが……!!
 」

「それとも抱き上げるほうをご所望か？」

「なっ!?
 」

ウィステリアは思わず後じさり、耳を疑った。

──腕の中に来いという意味であったのか。

改めてそんな態度をとられると、狼狽を抑えきれなかった。ましてロイドは真顔で、まったく冗談には聞こえない。なぜ真顔のままこんな悪ふざけができるのか──そこまで考え、ウィステリアの頭の隅で理性がささやいた。

（い、いや……他意はない、からか）

ただの戯れか、羞恥や邪心がないからこそ真顔も保てるのだろう。子供が、大人相手にする悪ふざけのように。あるいはその逆と同様に。

『おい、いつまでぐずぐずと無駄話をしている。時間を無駄にするな』

「！　す、すまない」

腕に抱えた聖剣から不機嫌な声があがり、ウィステリアははっとする。冷静さを呼び戻してくれたサルティスに内心で礼を言いながら、長く息を吐き、ぎゅっと聖剣を握った。

そして、わずかに熱のひいた顔をロイドに向けた。

「私は両手でサルティスを抱えていなければならないからな。……なので、私の背にくっついてくれ」

ロイドの銀の眉がひそめられる。怪訝そうな表情にも見えた。

広げていた両手が下ろされる。

ウィステリアは青年に背を向けた。そして少しの緊張をごまかすように、軽い調子で口にした。

「君がもう少し小柄であったら、もっと楽に背負え……」

背に淡く熱を帯びた気配を感じると、左肩の後ろから太い腕が伸びた。紫の目を見開いたとたん、鎖骨の辺りを横切って右肩に大きな手が触れ、ぐっと後ろに引き寄せられる。

ウィステリアの体はもたれるように傾き、頭に、背に、厚い胸と大きな体が触れた。

両手でサルティスを抱え込んだまま、ウィステリアは再び固まる。

──熱い。

衣越しにはロイドの体温を感じるはずもないのに、そんな錯覚を抱くほどだった。

顔を見ずにいられれば、背負うような形であれば、恥ずかしさも感じない──そんな考えはもうどこにもなかった。あるのはただ、うるさい鼓動の音だけだった。

「なあ、師匠」

低くささやくような声が耳のすぐ側で響き、ウィステリアはぴくりと肩を揺らした。背が粟立つ。

ロイドの声はもともと通りやすいのに、こんなに近くで聞こえるせいで妙に力を帯びているように感じられてしまう。

「な、なんだ」

なんとか言葉を絞り出すと、再び耳元で声がした。

「これは近すぎる
 んじゃないか？」











かすかな吐息まじりに告げられ、ウィステリアは耳まで熱がのぼりそうになり、息を止めてなんとか堪える。──遅れて、正気がロイドの言葉に同意する。

「それは、そう、なんだが」

今は必要なもので、転移する間だけで──と目まぐるしく思考し、もつれる舌で弁明しようとしたとき、ロイドの吐息に一瞬からかいの気配を感じた。

ウィステリアは虚を衝かれ、ようやく気づいた。

──昨日、近すぎると口に出してしまい、同行を断ったことを揶揄されているらしかった。

近すぎるといった翌日に当人がこの姿勢を誘導するのでは、確かに滑稽に思えるのかもしれない。

『行く気がないのか未熟者ども!?
 　それほど時間を浪費するのが好きなのか!?
 　その悪趣味に我を巻き込むな!!
 』

サルティスの叫びが鋭く頭に響き、ウィステリアは片目を歪めた。しかし聖剣の言葉ももっともだと思い、わかったよ、とため息まじりに応じる。そして前方を、瘴気の濃度で色の変化が生まれる空を見た。

（……慣れているんだな）

鼓動はまだ少し速かったが、ウィステリアは黒い眉根を寄せた。

後ろから引き寄せる腕にはぎこちなさも躊躇もなく、乱暴さもない。ただ慣れているのだと感じさせる。

──ロイドは、他の異性にもこうした態度や言動をとっているということだろう。

ウィステリアはぐっと息を詰め、自分を叱咤した。自分ばかりがいちいち反応するのは愚かなことだ。サルティスを強く抱きながら、振り向かないままに言った。

「行くぞ。落としはしないが、しっかり掴まっていろ」

「……了解」

短く答えた声には、もう揶揄も笑みも残っていなかった。ロイドの腕が、十分な力で自分を抱えていることも確かめ、ウィステリアは一度目を閉じた。

集中を素早く確実なものにするため、魔法の名を口にする。

「《転移》」

魔力が淡い紫の光となって弾け、白に近い強い輝きに変化し二人を包む。ほんのわずかな間の後、繭のようなそれが瞬時に解かれる。同時に、虚空に浮かんでいた二人の姿は消えていた。





崩落

一瞬、上下に大きく揺れるような感覚。水色の衣の裾が、碧の外套の裾が、翻る。

ウィステリアはゆっくりと目を開けた。自分の体から滲み出た魔力の光で、視界が少しの間明るかった。周囲を見渡すまでもなく、空の色が異なる。目を閉じる前より暗い。思い描いた場所に飛べたようだった。

鎖骨を横切るように回っていた手がゆっくりと解ける。

「……ここか」

ロイドがつぶやく。ほとんど真後ろから聞こえる声の近さに、ウィステリアの胸はまだ小さく騒ぐ。だがそれを無視して、ああ、とだけ答えた。

《浮遊》を使って空に並び立ったまま、眼下を見る。

そこに大竜樹の姿を見たとき、ウィステリアは息を止めた。

瘴気を吐き出す特異な巨木は、黒ずんだ緑色に染まっていた。煤けたかのように黒色に覆われ、その一部から暗い緑がのぞいている。

巨大な幹の先には鋭利な棘が縦横無尽に伸びたような枝があり──葉のないはずの巨木に、黒い葉
 が茂っている。

否。そう見紛うほどに濃い瘴気の靄が、枝から放出されて広がっている。

しかし異様なのはそれだけではなかった。巨木の周りにいくつもの土柱のようなものが立っている。先端は大きく膨らみ、匙を立てたような奇妙な形に見える。

本来なら、瘴気を吐き出す大竜樹の間近には植物も生えなければ、魔物も棲まない。

ロイドが金の目を眇めた。その体の発する気配が更に硬度を増し、鋭利な刃を思わせるものに変わっていく。

「ここにも蛇蔓か。周りの構造物は何だ？」

言いながら、ロイドは剣の柄に手を伸ばした。

ウィステリアもまたサルティスを腰のベルトに差し込み、両手を空ける。ロイドと同じく地上を睨んだ。

「おそらく巣だ。魔物の。……いやな予感がする。もう少し接近して確かめてみよう」

腕に薄く魔力の膜を張り、いつでも魔法を撃てるようにしながら、ウィステリアはゆっくりと降りていった。ロイドもその後に続く。

異様な大竜樹の姿が徐々に大きくなってゆき、幹の状態がよりはっきりと見えてくる。

ウィステリアは息を呑んだ。背を、冷たいものが伝う。

遠目から、煤けたように黒くなっていると見えたものは、黒い蔓状のものに大竜樹全体が覆われているからだった。蔓は広大な幹の上を奔放に広がり、複雑な網目模様をなしている。

ロイドが剣を抜く。ウィステリアは急いで制止した。

「待て。蛇蔓は、擬態能力を獲得していることがある」

「擬態？」

銀色の眉根が寄せられる。怪訝そうな顔に向かい、ウィステリアは再び高度を上げるよう促した。

大竜樹を斜め下に見る位置で止まる。

白い両手に魔力による紫の微光がまとわりつき、肩にまで這い上がる。同時に、空気中に漂う瘴気が黒い筋となって集まり、絡んだ。

ウィステリアは超常の力で織られた弓を片手に形成し、もう一方の手で短い矢を番えた。

「蛇蔓は瘴気を求め、魔法にも反応すると話したな。特に瘴気と魔力が混ざっている私の魔法
 には──」

傍らのロイドにそう語ったあと、ウィステリアは引き絞った魔力の矢から手を離した。紫の輝きを帯びた黒い矢はたちまち分裂し、大竜樹の外周に降り注ぐ。

──とたん、黒い網目模様に覆われていた巨木が揺れた
 。

そう錯覚するほど、植物のように静止していた蔓が蠢いた。

脈打つように震えたかと思うと、無数の細い蔓が幹から跳ね上がり、黒の矢の欠片に向かった。まるで蛇の群れが一斉に獲物に躍りかかるように、あるいは巨木が触手を伸ばしたかのようにも見えた。

矢の破片のいくつかが、蔓と衝突して消える。

ウィステリアの隣でロイドが目元に驚きを表し、それ以上に険しい目で地上を睨む。

その視線の先──今度は地面が波打った。

地を割って土埃をあげ、地中に潜んでいた巨大な根が隆起する。ほとんど大地と同化していたそれは、蔓と同様に魔物のような動きを見せ、落ちてくる矢の破片に襲いかかった。

幹から躍りかかる蔓、地面から立ち上がった根に捕らわれ、魔力の矢はすべて消える。

それでもまだ獲物を求め、黒い蔓と巨大な根は蛇のごとく鎌首をもたげて蠢く。巨木の周りは、たちまち動く蛇蔓に包囲されていた。

ウィステリアは険しい顔のまま、一連の動きを睥睨する。

「地にも広がって擬態していたようだな」

「あの根のようなものか」

「ああ。成長した蛇蔓は擬態して潜み、魔物を襲うこともある。自衛のためか、捕食のためかはわからないが」

「なら、その周りの土柱は別の魔物の巣か何かか。……だからそれだけ避けて撃った
 のか」

ロイドは何かを察したように、声にわずかに驚きを滲ませた。

──師が、巣と思しき構造物を意図的に避けて撃ったことの意味を察したようだった。

異なる種の魔物がいた場合、もう一方を刺激しないで済めば、各個撃破に持ち込める。しかし今、避けたとはいえ近くで蛇蔓や魔法の動きがあったというのに、巣と思しき構造物や周辺には何の変化も起こらなかった。

（少なくとも今は、あの構造物にかかわった魔物は近くにいない）

ウィステリアは胸中でつぶやく。声に出さなくとも、察しの良い弟子はそこまで理解しているだろう。

「──この距離からでも矢を細かく制御できるのか」

ロイドはそんな言葉を口にした。そこに賞賛の響きを感じながらも、ウィステリアは振り向かずに、ああ、と短く言った。

近距離での戦闘を避けるためにはこうするしかないからだ──心の中でそう付け加える。

ウィステリアは再び両手に魔力を集めて矢を生成する。常よりこめる魔力を抑え、威力を低くした。

「今のうちにまとめて片付ける。君はまだ降りるな」

ロイドは片眉をかすかに上げ、物言いたげな視線をよこした。

第二矢を引き絞り、地上を鋭く睨みながらウィステリアは続けた。

「あれくらい成長した蛇蔓だと、おそらく相応の瘴気をため込んでいるはずだ。それを討てば、ためこまれていた瘴気が出てくる──」

「……他の魔物が、それに誘き寄せられるか」

「そうだ。それだけではなく、一時的とは言え濃い瘴気が周りに漂う。《反射》でも装備との併用でも防ぎきれない。君が降りるのは、その瘴気が周囲に霧散して濃度が元に戻ってからだ」

視界の端で、ロイドが目を瞬かせるのが見えた。

──先に殲滅し、安全を確保する。

ウィステリアは胸の内でだけそうつぶやき、静かに呼吸を整える。自分の体ごと引き絞るように感覚を研ぎ澄まし──矢から手を離した。

第二の矢はすぐさま飛び、紫の輝きを帯びた数多の流星のように地上に降り注ぐ。

先の矢より外側に降る魔力の矢に、蛇蔓たちが反応した。

首を伸ばすように幹から離れ、あるいは眠りから覚めたように起き上がった根たちが矢の破片に殺到する。

──その様子を捉えると同時に、ウィステリアは第三の矢を番え、放っていた。

第一、第二よりもずっと濃く深い、黒紫の矢の群れが地上に降り注ぐ。

第二の矢を追いかけて体を伸ばしていた蛇蔓は、頭上から見れば格好の的でしかなかった。

威力の増した第三矢は、大竜樹だけを避けて周囲を穿つ雷雨と化した。無防備に伸びる蔓のことごとくを射貫き、周りに立っていた土柱をも打ち砕く。

土柱が砕け散り、先端の大きく膨らんだ部分も破砕されたとき、液体が噴き出て地を濡らした。細い糸を引く、粘性の強いものだった。

ウィステリアは構えたまま、険しい目でそれを見た。

（あれは──卵？　いや、蛹？）

──何らかの魔物が、卵を産み付けたのか。あるいは繭のような何かか。蛇蔓と、それが吐き出させる濃い瘴気。その濃い瘴気が促す、魔物の産卵。変異。

太く黒い蔓と起き上がった根の群れは、紫の輝きを放つ矢に無数に穿たれ、千切れ飛んだ。

矢は地表をも穿ち、地の浅いところに潜んでいた蛇蔓の根までも貫通する。

ウィステリアは更に第四矢を放った。大竜樹の幹から剥がれた蔓のほとんどは、矢の雨を浴びて消し飛び、あるいはばらばらになる。蔓の大部分を損なって、幹に張り付いていたものも一気に萎れて干からび、枯れ葉のように剥がれ落ちていく。

大竜樹の様相が変わっていく。蛇蔓が剥がれて黒ずみが薄らぎ、元の暗緑色の樹皮を取り戻していく。

同時に、蛇蔓がためこんでいた瘴気が霧散した。局所的な黒い霧となって大竜樹の周りに漂う。

唐突にかすかな──それでいて確かな異音が、ウィステリアの耳に聞こえた。

耳障りな、低い弦が異常な速度で震えるのに似た音だった。瞬く間に合奏のように大きくなっていく。

ウィステリアは次の矢を番えた。

巨木の周りに漂う黒い霧の向こう、蜻蛉に似た六枚の翅を振動させる影が見える。近づく異音と共に、魔物の群れが瘴気の霧を突き破った。

六枚の翅を振動させて飛ぶその魔物は、翅に対して細長い胴と尾を持ち、全体として蜻蛉に似ていた。だがその大きさは比較にならず、おそらく長身のロイドの半分以上もある。胴の側面からは三対の脚が出て、脚の先端には鉤爪が連なっていた。

尾の先には不均衡なほど巨大な針を持つ一方、その反対側の先端は不自然に断ち切られていた。まるで、頭部を落とされたようにも見える。

（──卵の正体は、あれか）

ウィステリアは目元を歪めた。

異変に気づいて、群れが帰ってきたようだった。隣でロイドの気配が鋭くなる。

ウィステリアは番えていた矢を放った。魔力の矢が、巨大な蜻蛉に似た魔物の集団に降り注ぐ。

六枚の翅で飛ぶ魔物は、蛇蔓よりずっと機敏だった。少なくない数が急転回で避け、翅や体を穿たれたものだけが地に落ちる。

回避に成功した魔物は、頭部はないように見えながら、矢を番える敵を発見したようだった。垂直に飛び、高度を上げる。

ロイドが臨戦態勢に入るのを感じながら、ウィステリアは低く言った。

「あれはこの高さまでは来られない」

そうして、更に矢を放った。上昇し、しかし届かないうちに限界に達した魔物の群れを、更に高いところから黒い矢の雨が襲った。魔物は先ほどのような回避能力を発揮できず、雨に打たれるようにして射貫かれ、砕け、落下していく。

間を置かず、ウィステリアは追撃の矢を放った。蛇蔓の再現のように、魔物の群れは次々と射られ、無数の亡骸となって地上に叩きつけられた。蛇蔓と魔物の亡骸で、大地が色濃く歪な色に染まる。

ウィステリアは新たな矢を番えて引き絞りながら、周囲を警戒した。蛇蔓が散らした瘴気は拡散しきって薄らぎはじめ、新たに動く影もない。

わずかに息を吐いて緊張を緩めかけたとき、地上に痙攣する何かがあった。

ウィステリアは瞬時に弛緩を振り払い、天弓を構えて地上に向ける。並び立つロイドもまた全身に戦意を漲らせたまま、抜き身の剣を手に地を見つめていた。

ウィステリアの目に映ったのは、まばらな魔物の亡骸──それが、いまにも起き出そうとするように痙攣している光景だった。

未知の現象に驚愕と反射的な吐き気を覚え、ウィステリアは声をあげていた。

「なんだ……!?
 」

『動じるな！　よく観察して狙え！』

腰元からサルティスが鋭く
叱咤
 しった

 する。その声に頬をはたかれ、ウィステリアは強く奥歯を噛んで堪えた。──隣には、ロイドもいる。

指先まで集中を行き渡らせ、再び矢を番える。地上を見る。

ロイドは、冷徹に地上を観察していた。

「寄生──いや、孵ったのか
 」

低い声がそうつぶやき、ウィステリアは愕然とした。青年に振り向きたい衝動に駆られ、しかしできなかった。

亡骸の中──土柱であったものの残骸からも、蠢く影がある。矢の直撃を免れ、半分ほど形を残した先端の膨らんだ部分から粘液が溢れ出している。その中で、小さな魔物が動いていた。

そしてその側では、砕かれた魔物の亡骸からも別の生き物が飛び出す。

魔法の弓を構えるウィステリアの手が一瞬揺れる。

（あれは……！）

亡骸から飛び出したのは、四枚
 の翅を持った魔物だった。細長い胴や、側面から伸びた脚など、六枚の翅を持っていた魔物と形は似ている。

だが新たに生まれたその魔物は、六枚翅の魔物より一回り以上小さかった。胴体も細く短く、それに比して二対の翅はずっと大きい。

そして、頭部があった。強靭な顎と突き出た巨大な牙、上へと飛び出した触角は、蟻か百足を思わせる。

骸から現れたものと砕けた土柱から現れたものは、同じように四枚翅の形をした魔物だった。

みな六枚翅より小さく、それゆえに少なくない数が矢の直撃を逃れたらしかった。

「変異体が生まれたのか……！」

ウィステリアの口からとっさにうめきがもれた。

──頭上の人間のわずかな逡巡を衝くように、新たに生まれ出た魔物は一斉に飛び上がった。

「！」

ウィステリアはすぐに矢から手を離す。

新たな魔物は群れを成して急上昇する。黒い矢はその群れに降り注いだ。

黒い雨と、上昇する群れが衝突する──しかし、群れは風に散らされるように広がり、矢を躱した。

そして再びまとまり、上昇を続ける。

（速い……!?
 ）

ウィステリアは驚愕し、それを振り払うように新たな矢を生成して撃った。だが同じ動きで避けられ、更に群れは上昇する。六枚翅の魔物より速く、止まらない。近づいてくる。反射的にまた矢を生成した後、サルティスの声が飛んだ。

『あの機動力と大きさでは、今の攻撃は当たらん！　変えろ！』

ウィステリアは目元を歪めた。

──届くはずのない高度。親の魔物とは比較にならない機動力。なぜという迷いが手元を一瞬揺らす。

「来る」

青年の低い声が、魔物の羽音を貫いてウィステリアの耳に届いた。視界の端に閃いた光は、抜き放たれた剣が魔法を帯びた
徴
 しるし

 だった。

それを合図に、ウィステリアはいったん思考を止めて魔法の弓矢を消した。

ロイドに向かって軽く手を突き出す。長身の周りを、淡く紫に光る半透明の壁が囲う。

束の間、振り向いた金の目と合った。

同時にウィステリアも自分の体の周りに半透明の盾を素早く展開し、ロイドから距離をとった。

──そのわずか後に、魔物の群れが人間二人と衝突した。

一個の生物となったような魔物の群れに飲み込まれる。

轟音じみた羽音──そして四枚翅の魔物が何度も《大盾》に衝突する音が、ウィステリアの耳を聾した。体の周りに張り巡らせた不可視の壁が、絶え間なく襲い来る敵を弾く。そのたびに生じる衝撃が、壁の内側に押し寄せた。荒波にもまれるように押し流される。

襲い来る敵の向こう、ウィステリアは《大盾》の維持に力を割きながら、ロイドの姿を捉えた。

ロイドの周りに発動した大盾は、青年に殺到する四枚翅の魔物をことごとく弾いていた。

ロイドが輝く剣で大きく薙ぎ払った。眼前にいた二体が上下に断ち切られ、四つの塊となって落ちていく。剣を包む白金の光が白い軌跡を描き、輝く刃は更に奔る。

地に足場を得ているのと変わらずに、青年の足は虚空を踏みしめ、全身を躍動させて剣を振るう。その度に魔物が断ち切られて落ちていく。

ウィステリアは歯噛みする。

（この距離では天弓は使えない……！）

ロイドと近すぎるだけでなく、どれほど速く番えて撃っても、この新たな魔物には遅すぎる。くわえて六枚翅の魔物より小さいため、的として更に狙いにくい。

『馬鹿者！　小僧の心配をしている場合か!!
 』

「──っわかってるよ！」

羽音、衝突音に混じってサルティスが厳しい声をあげる。焦りと苛立ちまじりにウィステリアも声を荒らげて返し、絶え間なく自分の大盾に衝突してくる群れを睨んだ。まるで空中の鳥の群れに放り込まれたかのようだ。

二人分の大盾の維持に神経を割いたまま、ウィステリアは意識して一呼吸する。

両手に魔力の光を滲ませると、手で空を薙ぎ払う。放り投げられた魔力は圧縮されていくつもの小さな黒紫の球体と化し、大盾の外に浮かぶ。

球体が魔物と接触したとたん──周囲の個体を巻き込んで爆発を起こした。接触した一体のみならず、近くにいたもう一体を巻き込んで落ちていく。

接触したものに反応して即爆発を起こす罠に似た魔法は、ある程度は有効なようだった。

同じ反応が、二度、三度と起こり、数体を再び屠る。

だがウィステリアは一層顔を険しくし、奥歯を噛んだ。

（数が多い……！）

一体ずつ、あるいは二、三体ずつでは時間がかかりすぎる。戦闘に時間をかけてはならないのは大原則だった。少数の戦力では不要な消耗を招き、時が経つほど泥沼に沈むように不利になる。

この近距離では、ウィステリアの得意な攻撃はほとんど使えない。本来なら転移で距離を取って体勢を立て直し、遠距離から攻撃すべき状況だった。距離をとった戦術に集中していたため、肉迫されてからの攻撃手段は乏しかった。

ウィステリアは罠の球体を再び放ち、数をばらまいて魔物の衝突を誘う。

『無駄撃ちするな、馬鹿者！　数を撃ったところでこの多数相手ではこちらの消耗のほうが早い！　別のやり方を考えろ！』

ウィステリアは顔を歪め、唇を引き結んだ。

「ならどうしたらいい！」

思わず叫んだ。頭ではわかっている。

自分一人だけならまだよかった。最悪、この場から逃げればいい。

しかし今は、ロイドがいる。逃げることも、かといって助けることもできない。防戦一方でしかないことが焦りと苛立ちをかきたてる。

ウィステリアが更に魔力の球体を放つべく両手に力を集めたとき、魔物の騒音をロイドの声が貫いた。

「──《盾》だけ維持して待ってろ！」

力をもって響くその言葉に、ウィステリアは目を見張る。

魔力の球体と四枚の翅を振動させる魔物の群れの向こう、青年の姿を捜した。

とたん、一際強い光が閃いた。まばゆい白銀──ロイドの魔力を示す光が大きく弾けたあと、細長く結集する。

魔力の光に包まれて何倍にも長大になった剣が、輝く軌跡を描いて切り上げた。

その瞬間、軌跡は暴風のように魔物を巻き込んで何体も消し飛ばす。斬撃の余波がウィステリアの位置まで押し寄せ、揺らした。

ウィステリアは息を呑んだ。

ロイドが剣にまとわせたのは、先日の夜に見た強化の魔法だ。だが《関門》を開けて魔力の放出量をはね上げ、更に威力と間合いを強化している。

こちらに加勢するために、強引に自分の周りの敵を一掃しようとしたらしかった。

そう察したとたん、ウィステリアに湧き上がったのは場違いなほどの熱だった。

このまま防いでいれば、ロイドが──。

しかしそう自覚したとき、ウィステリアは愕然とした。かっと自分を恥じる気持ちがわきあがり、顔を歪める。

（何をしている!!
 ）

自分のほうが師で、ロイドを守らなければいけないはずだ。そうでなくとも守られる
 などということがあっていいはずがない。

──ロイドはまだ《関門》の扱いに慣れていない。一刻も早く決着をつけなければ、消耗させるだけになる。

大盾で弾かれ続ける魔物の向こう、光が幾度も奔り、ロイドの剣が翻るたびに魔物を確実に巻き込む。機動力に長けた魔物は何体かが躱すも、その数を見る間に減らしていく。

大幅に強化された剣は、ほとんど面で攻撃しているに等しく、まるで光を帯びた風が荒れ狂っているようにも見えた。

（風──）

銀光が、ウィステリアの脳裏に閃きを呼んだ。

──攻撃という意味でロイドに加勢することはできない。それなら。

紫の双眸が、襲い来る四枚翅の群れを睨んだ。白い両手──その手首に、強い光が滲む。瞳の色を薄くのばしたような魔力光が、開かれた《関門》から溢れ出す。

『何をしている!?
 』

サルティスの驚愕にウィステリアは答えず、魔力を外へ撒く
 ことに集中した。

体内の魔力の流れが激しくなり、外へと急速に流れ出す。サルティスには、それがただ魔力を漏洩させているようにしか見えないのだろう。

ウィステリアは焦燥を抑えて集中し──頬に風を感じた。自分の周りの空気中に魔力が拡散する。範囲が広がっていく。

自分を中心として円を描くように拡散した魔力が、魔物の群れをも包むほどになったとき──ウィステリアは、光に包まれた腕を下から上へと振り上げた。

「《吸い込め》!!
 」

とたん、拡散した魔力が一気に魔法へと変わった。紫の輝きを帯びた、黒い巨大な竜巻が現れる。中心へと渦を巻いて立ち上る暴風は、魔物のことごとくを吸い込み、巻き上げた。

ウィステリアは振り上げた腕で手を強く握る。それに応じて、竜巻が細く引き絞られる。捕らわれた魔物が上下に引き伸ばされて並ぶ。

紫の双眸が、黒い竜巻の向こう、輝く長大な剣を持った青年を見る。

「ロイド！」

ウィステリアが叫んだのと、ロイドが柄を両手で握り直して振り上げるのとは同時だった。

風を裂く音と共に、白い焔をまとったような剣が振り下ろされる。その軌跡が、暗い空に月を描くように巨大な弧を作った。

黒い竜巻が上から両断され、まとめて巻き込まれた魔物たちが一瞬にして粉砕された。刃のまとう魔力が、白い焔となって亡骸を焼く。そうして、ばらばらになった魔物が小さな花火となって落ちていった。

ウィステリアの息があがる。それでも前を睨み、竜巻の中に魔物の姿がないことを確かめる。

数度呼吸を繰り返した後、ようやく右手を大きく払った。とたん、竜巻が消失する。

あとにはわずかな塵と、魔法の残滓である小さな光が漂うのみだった。

敵の消滅を確認し、ウィステリアは顔を動かす。こめかみから滲んだ汗が、輪郭を伝って顎まで滑った。

ロイドもまたゆっくりと姿勢を戻し、その剣を覆う光が薄らいでいく。荒い息を抑えながら、ウィステリアに近づく。

「怪我は？」

「ないよ。むしろ、私の台詞だ」

ウィステリアもまた少し呼吸を乱しながら微苦笑し、安堵の息を吐いた。

ロイドの金の目は、魔力の高まりを受けて輝きを強くしている。

「二人分の大盾を維持しながら、先ほどのは……風を起こした
 のか。あれほど広範囲に干渉できるのか」

「なんとかな。捕らえるだけで手一杯だったが」

ウィステリアは何気ない顔を装いながら答えた。体が少し重くなったように感じるのを、顔に出さないようにする。《関門》を開いた影響は、普通に魔法を使ったときとは比べ物にならない。それはロイドも同じはずだったが、消耗しているようには見えなかった。

ウィステリアは胸の内でつぶやいた。

（……君がいたからこそ可能だった技だ）

自然に干渉し、広範囲に風を起こす──その風によって魔物をまとめて捕らえることはできるとしても、それが限界だった。《浮遊》を使い、大盾を維持し、風に干渉し、更に相応の威力を持った攻撃を放つには魔力が足りない。

ロイドという、攻撃を担う人間がいることを前提にした拘束の技だ。

──とっさの思いつきだった。自分以外の人間に攻撃を任せるということを、したことがなかった。うまく行っても、それに慣れてはいけないということだけはわかる。

ウィステリアはそれ以上考えることをやめた。頭を振り、目を地上に向ける。蛇蔓から放出された瘴気もすでに拡散しきって黒い霧は晴れ、他に動くものも、異常と見られるものもない。

「降りて調べよう。手短に済ませてここを離れる」

ロイドは短く肯定し、剣を収めた。

二人並びながら高度を下げてゆき、途中で一度留まり、改めて地上を観察して魔物がいないことを確かめる。そして地上に降り立った。

ウィステリアは大竜樹を背にして立ち、ロイドには少し離れたところで六枚翅や四枚翅の亡骸を検めるよう頼んだ。

──目視で確かめる限りでは蛇蔓は見当たらず、撒かれた瘴気も霧散したとはいえ、ロイドをこの大竜樹の周りに近づけるのはためらわれた。

大竜樹の周りは、枯れて黒ずんだ蛇蔓の残骸と、土柱や六枚翅の魔物の亡骸、そして墜落した四枚翅の一部でまだらに地が染まっている。

ウィステリアは眉根を寄せた。──これだけ様々な魔物の亡骸が入り乱れる光景は、久しく見ない。

（……なんだ？）

かすかな違和感。小さな、しかし決して無視できない胸騒ぎのようなものを覚え、その正体を探る。そうして思い当たる。

（魔物の骸が……少ない？）

枯れた蛇蔓、先制して殲滅した六枚翅、墜落した四枚翅、それらの骸が、もっと周りに落ちているものと思っていた。

──あるいは大半が消し飛ぶか、遠くに飛び散ってもいるのだろうか。

だが優先すべきことが他にあるために、ウィステリアは一時その考えを脇に置いた。

大竜樹を見上げる。蛇蔓から解放された巨木は、鈍い光沢のある暗緑色の樹皮を見せていた。天蓋のごとく伸びる枝やその全体は、影絵のようにも見える。

（……他の区域の大竜樹と違うのか？）

ウィステリアの顔は自然と険しさを増した。《浮遊》で一つ一つ回っていた大竜樹では、蛇蔓はここまで育っていなかった。

「──この大竜樹に寄生していた蛇蔓は、明らかに他より成長していたな。何が原因だ？」

師の思考を代弁するかのように、離れたところからロイドがそう問うた。

ウィステリアは少し考え、頭の中の考えをなぞる。

「一概に大竜樹といっても、個体ごとに差がある。より大きなもの、そうでないもの、瘴気を多く吐き出すもの、そうでないもの……」

「──ここのものは、瘴気の放出量が多かった？」

「ああ。十分考えられることだ」

油断していたかもしれない、とウィステリアは苦く吐き出す。大竜樹の個体差を考えず、これまでの範囲と同じだと思い込んでいた部分がある。

頭を振り、自分を戒める。

「無理は禁物だが、もう一つ先を見ておきたい。行けるか──」

ロイド、と呼ぼうとしたとき、金の瞳が突然収縮した。同時に、その手が剣を抜いていた。

『イレーネ!!
 』

サルティスの叫びが、ウィステリアを貫く。

反射的に、ウィステリアはその場から飛び退こうとした。だが一瞬遅く、土の中から何かが一斉に飛び出し、衝撃と共に足を捕らえられていた。

「な、……っ!?
 」

枷のように足を縛りつけるそれは、異様な白さの根
 だった。いくつもウィステリアの足に絡みつき、発芽直後を思わせる外見とは裏腹に、岩に挟まれたかのような力を持っている。

──発芽直後。根。地中。地に落ちた、数が少ないように思えた魔物の亡骸。

（まさか魔物の亡骸を養分に……!?
 ）

しかし視界の端に閃く光で、ウィステリアの意識は引き戻された。

同じく飛び出した根に足をとられていたロイドが、魔力をまとった剣で切り払う。そうして、ウィステリアに向かって駆けてくる。

『蛇蔓の残存物だ、一掃しろ！』

サルティスの叱声と同時、ウィステリアは両手に魔力を集め、小さな風の刃を作り出した。腕で払うと、圧縮された風が白い根を切り裂く。

大きく裂かれ、細い繊維だけで繋がりながら、根はなおも獲物を離そうとしなかった。ウィステリアがそれを蹴り払おうとしたとき──ふいに、背に寒気を感じた。

本能の警告音ともいうべき何か。

「師匠！」

ロイドが叫ぶ。

ウィステリアは背に振り向くと同時、魔法をまとった腕で薙ぎ払う。根を切り裂いたときよりも大きな風の刃を放つ。

──それは、確かに直撃した。

「ぐ、……っ!?
 」

重い衝撃がウィステリアを襲った。腹部が押し潰されるような感覚に息が止まる。腰に差したサルティスが力ずくでもぎとられ、小さな稲妻に似た反発の力を起こしながら地に転がった。

視線を落としたウィステリアの目に、腹部に巻き付く暗緑色の蔓が映る。魔物の触手のように強く締め上げてくる。

蔓にとっさに爪をたてながら、ウィステリアは顔を上げ、襲撃者の正体を見た。

白い根などとは比べものにならないほど巨大な──大竜樹の樹皮とほとんど同化した暗緑色の太く巨大な蔓が、体の半分を幹に巻きつけ、蛇のごとく先端をもたげてウィステリアを見下ろしていた。蔓の半ばに、風の刃に切り裂かれた傷がある。

蔓には目も鼻も口もなく、だが先端は分かれて広がり、五指を開いて今にもつかみかかろうとする巨大な手のようだった。

『幹に擬態していたか……!!
 　抜け出せ、イレーネ!!
 』

弾き飛ばされたサルティスが叫ぶ。

首をもたげた巨大な蛇蔓の後ろに、幹から立ち上がる何本もの細い蔓がうねっているのが見えた。

押し潰されるような圧迫感。ウィステリアは手を突き出して風の刃を放った。薄く鋭利な風は、巨大な蔓の一部とウィステリアに伸びた細い触手の何本かを切り裂く。

その傷口から、どっと血しぶきをあげるように黒い霧が噴き出した。

肌を針で刺されるような感覚──濃い瘴気
 。とたん、ウィステリアの全身は総毛立った。

顔だけで振り向く。輝く剣を手に、駆けてくる青年が目に映る。

「来るなロイド!!
 」

金色の瞳が一瞬見開かれる。

「この蛇蔓に近づくな！　瘴気を──」

──高濃度の瘴気をため込んでいる。近づいてはいけない。

叫ぼうとした声が途切れた。ウィステリアの喉から、悲鳴ともうめきともつかぬものがこぼれた。

四方から潰されるような感覚。圧迫感と痛みに歪んだ視界に、巨大な蔓が体に巻き付いている光景が映る。腕ごと巻き込まれ、動けない。

動かない手にそれでもなんとか魔力を集めようとしたとき、押し潰そうとする力が増した。

「ぅ、あ……っ」

体が軋んで爪先が浮き、無造作に持ち上げられる。ウィステリアを締め上げたまま、巨大な蔓は幹に向かって巻き戻る。

背中から大竜樹の幹に叩きつけられ、ウィステリアの息が止まった。視界が歪み、頭の中が揺れ、内臓まで押し潰されるような圧迫感に口が勝手に開く。せき込む。

『抗え、イレーネ!!
 』

サルティスの声が、かろうじて意識を繋ぎ止める。

巨大な蔓は、捕らえた人間ごと何重も幹の周りを回って巻き付いていた。

その蔓の先端──醜悪な花弁にも、開いた手のようにも見えるものが、ウィステリアの頭上で止まる。粘ついた分泌液が唾液のごとく滴り、顔の側を通って落ちる。

内臓を圧迫される吐き気だけでなく、怖気がウィステリアの全身を襲った。

──ここで抜け出せなければ、戦わなければ死ぬ。

手首から先、かろうじて自由に動かせる指を持ち上げた。その指先が震える。

呼吸が浅い。吐き気がする。うまく意識を向けられない。恐怖だけではなく、想定外の戦闘の後で消耗していることを今になって思い知る。

（集中、し──）

震える唇の奥で強く奥歯を噛んだとき、かすかな風を感じた。その風が銀の光を帯びているように感じ、はっと顔を上げる。

目に映ったのは、翻る鮮やかな碧と黒──そして白銀の輝きと、射るような黄金だった。

銀の刃が、ロイドの周りで地に飛び出した蛇蔓の根を切り裂く。まだ残っていたのか、成長した根だった。切られた根が痙攣する。

──その断面から、黒い瘴気が噴き出す。

濃い霧のようなそれが、青年に押し寄せた。

「ロイド!!
 」

ウィステリアは叫んだ。全身が凍りつく。頭の中が真っ白になる。

ロイドはかすかに頬を引きつらせたように見えた。それでも表情を変えぬまま、更に踏み込んでウィステリアを囲む蔓に向かう。

幹の周りで太い蔓に追従していた細い触手が、一斉にロイドに襲いかかった。

「離、れ……！」

ウィステリアは悲鳴のように声を絞り出した。

だがロイドは退かなかった。

──激しく燃え盛る金の両眼が、残光を曳く。

踏み込み、躍りかかる触手を薙ぎ払う。

白刃が翻るたび、細い触手の切り口からも黒い飛沫が噴き出す。輝く刃が、ウィステリアを捕らえる太い蔓の首を落とした。とたん、黒い霧が広がる。

長身を覆う《反射》の膜が淡く光って抗い、急にその光が明滅して暗くなり、浸蝕される。瘴気が体の内側に入り込む──その様が、ウィステリアの目に焼き付く。

「だめだ、早く……!!
 」

──逃げろ。

声が震え、かすれる。目に見えるものが、耳に聞こえるものが信じられない。

ウィステリアは脆く頭を振った。肌が粟立つ。息が浅く速くなる。今見ているもの、聞こえているもの、感じているものの意味を認められない。

「──っ！」

声にならない声で叫び、もがいた。魔力を集め、自分の周りに小爆発を起こす。その熱と余波がわずかに周りの黒い霧を揺らし、ウィステリア自身にもはね返った。

蔓がまだらに焼ける。

巨大な蛇蔓は首を落とされ、巻き付く一部を斬られ、小爆発の火を浴びてなお、ウィステリアを放さなかった。

ロイドの剣が、残る細い蛇蔓をも切り払い、黄金の双眸が太い蔓の残骸を睥睨する。

「だめだロイド!!
 」

ウィステリアは力をかき集めて叫んだ。

──ロイドは、広がる黒い瘴気の中を更に踏み込んだ。

白銀の光が、上から下へと奔る。ウィステリアの両側で、蛇蔓のすべてが断ち切られた。拘束していたものが緩み、落ち──その断面からも、黒の瘴気が噴き出した。

逃げる暇はなかった。

巨木を中心に黒い霧が濃くなり、二人を飲み込む。

ウィステリアはよろめきながら自分の足で地を踏む。薄くはない衣装を貫き、全身の肌に冷たく、小さな針で刺されるような感覚が襲ってくる。──濃い瘴気を浴びたときの感覚。

おぼつかない足取りで一歩踏み出したとき、ザン、と土に突き刺さる音が耳を打った。

銀の刃のかすかなきらめきが、ウィステリアの目を射る。

抜き身の剣を握って地に突き刺したまま、ロイドは片膝を折っていた。垂れた銀の頭。碧の外套の裾が地に広がっている。

ウィステリアの全身から血の気が引いた。

「ロ、イド……っ!!
 」

もつれる舌で叫び、駆け寄ろうとしたとき、

『馬鹿者!!
 　後ろだ!!
 』

サルティスの怒声と同時、突然ウィステリアの呼吸が止まった。

「ぁ、ぐっ……!!
 」

首に食い込むものにとっさに爪をたてる。手に小さな風を起こし、切り裂く。弾け、幾重もの繊維が露出する。しかし切れない。──息ができない。意識が乱れる。

まだ動ける細い蛇蔓は、無防備に背を向けた獲物の首を捕らえ、そのまま引きずった。

もがく足が土を擦り、ウィステリアの背は再び幹にぶつかった。その衝撃で更に息ができなくなり、意識が大きく揺らぐ。両手で蔓に爪を立て、引き剥がそうとかきむしる。

だがその手に力が入らない。

（だ、めだ──）

自分がここで意識を失えば、ロイドが──。

かすむ視界に、よろめきながら立ち上がる銀影が見えた。うつむき、両腕はひどく重そうに下がり、それでも剣を握っている。

遠い過去に見た事故の光景が、歪む瞼の裏で重なった。

──瘴気に侵蝕された人間は、次々と倒れた。手足の自由を失い、体を支えることが難しくなるからだった。

重い体を引きずるように、ロイドは足を進める。常に力が漲り、全身に溢れるものを持て余しているようなところさえあった青年のそんな姿を、ウィステリアは見たことがなかった。

荒い呼吸の音が近づいてくる。

ロイドが顔を上げる。蝕まれる体とは対照に、金の両眼は黄金の炎のように燃えていた。

──開いた襟から覗く肌には、黒い血管が浮かび上がっていた。

ウィステリアは凍りつく。息ができなくなり、世界が一瞬止まった。

抜き身の剣と自由を失いつつある体を引きずりながら、ロイドはウィステリアの前に至った。

そうして、制御を失った両腕を置き去りに大きく踏み出す。上体だけを前へ押し出す。

乱れた呼気が、ウィステリアの首筋に触れる。

──暗緑色の繊維にロイドが歯を立てた。そのまま噛みつき、大きく上体ごと引いて力ずくで噛み千切る。黒い飛沫が、青年の顔を汚す。











「……!!
 」

ウィステリアは声にならない声をあげた。

引き裂かれた蔓が緩み、喉が一気に自由になる。とっさに喉に手をやり、残るわずかな繊維をはぎ取る。空気がなだれ込み、激しく咳き込んだ。吸い込んだ空気はひどく冷たく、小さな棘を孕んで胸を刺すようだった。

瘴気の濃度を体で感じながら、ウィステリアは呼吸を荒げ、滲む目を上げた。

ロイドが数歩、よろめいて後退する。金の両眼だけは爛々と輝き、ウィステリアに向き──次の瞬間、その目元が歪んだ。自らの体の重さに堪えかねたように片膝を折る。

「ロ、イド……!!
 」

かすれた声で呼びながら、ウィステリアは駆け寄っていた。伸ばした両手が触れる瞬間、ロイドの体が崩れ落ちる。

ウィステリアは一瞬止まった。目の前が真っ白になる。わずかに遅れ、
頽
 くずお

 れるようにロイドの側で膝を折った。手を伸ばし、その体に触れる。

「──っロイド！　しっかりしろ、ロイド!!
 」

手を触れても、揺り動かすことはできなかった。声が震え、指先が震える。暗く重い恐怖に取り付かれ、思考を打ち砕かれそうになり──。

『愚か者！　魔物どもが来る！　一刻も早くここから退却しろ！』

サルティスの冷厳な声が一閃し、ウィステリアは顔を上げた。

──退却。ここから。戻る。早く。

蒼白のまま、転ぶようにサルティスの元へ駆け寄る。掴む。慣れ親しんだはずの剣の重みが、今はひどく重く、崩れそうになる。それでも、自分を唯一繋ぎ止める重みでもあった。

サルティスを抱えたまま転ぶようにロイドの元に戻り、銀の頭を抱く。

あるだけの力を振り絞り、ウィステリアは叫んだ。

「《転移》──!!
 」

刹那、かき集めた魔力が淡い光となり、周囲に漂う瘴気を巻き込んで魔法を発動させた。





大きく上下に揺れるような浮遊感のあと、重く鈍い音をたてて落ちる。

頭の中を攪拌されるような衝撃がウィステリアを襲った。体を起こしていられないほどの感覚。──無視しきれない疲労が押し寄せ、倒れそうになる。

ウィステリアは無理やり目をこじ開けた。暗い飴色の床や壁、床に敷かれた敷物は、ロイドにあてがった部屋のものだった。

手で抱えたものを見る。

銀の頭──ロイドは目を開けなかった。苦痛に強く顔を歪め──その首に、顎に、頬に、黒い蔓のような模様が浮かび上がっている。

ウィステリアの腕からサルティスが滑り落ちた。あの日の、抱えていた果実が滑り落ちる感覚に似た。

──ひゅ、と喉の奥で悲鳴のような息が詰まり、全身から血の気がひいた。

瘴気に侵されたことを示す頬に手を伸ばす。震えが止まらない。指が触れると、その肌は熱を失っていた。

恐怖が洪水となって押し寄せ、ウィステリアを押し流そうとする。意識が遠のきそうになる。

（瘴気──瘴気が、）

抜かなければならない。すぐに。その一心が、寸前で恐慌状態に陥ることを防いだ。

ウィステリアはロイドの頭を絨毯の上に横たえ、震える手で灰色の袖をめくって両手首を露わにした。そこにはめられた腕輪はひどく黒ずみ、濁っている。

──その下の腕には、黒い蔓が這い回るような症状が表れていた。

痙攣する白い両手が、腕輪ごと青年の両手首に触れた。

「──《吸着》」

触れた手の平から、冷たく重い粘性を帯びたものが流れ込む。ウィステリアは一度強く目を閉じ、吸着に強く意識を向けた。一刻も早く、多く、ロイドの体から瘴気を抜き取らなければならなかった。

紫の目が開く。両手を触れさせたまま、ウィステリアは横たわる青年の体をまたいだ。ロイドの足──そこにもはめられた輪に自分の足を触れさせ、瘴気を吸い上げる経路を増やす。

どろりとしたものが、ウィステリアの両手に、両足に流れ込む。泥を吸い上げているような感覚だった。耐性の高い身にも、重く感じられるほどの濃度──。

集中する。ただロイドの中から瘴気を吸い上げることだけに意識を割く。焦燥で神経が苛まれるほどに、遅い動きで流れ込んでくる。

やがてその動きが更に遅くなり、ほとんど止まる。

眩暈を覚えながら、ウィステリアは目を上げた。

苦しげに呼吸するロイドが視界に映る。太い首の左から黒い血管が浮かびあがり、左目の下まで侵していた。

絶望が、ウィステリアの目の前を一瞬暗く閉ざした。込み上げ、自分を押し流そうとするそれを強く口を閉ざして耐え、ロイドの手に目をやった。腕を這い上がっていた黒い筋は、確かに薄くなっているように見えた。

瘴気を吸い上げることはできている。自分を必死に鼓舞する。だが、深いところに入り込んだものが出てきてない。

紫の目が、再び青年の顔を見た。

──黒い飛沫がその顔にかかっていたことを思い出す。

ウィステリアは血の気を失って白くなった両手を持ち上げる。指先が揺れる。

どくどくと心臓が鳴っている。

ウィステリアは、ロイドの顔を両手で包み込むように触れた。自分の顔を近づける。

定まらない息を吐き出す自分の唇に、青年の苦しげな呼吸を感じた。

「……すまない、ロイド」

ほとんど声に出せずにささやき、ウィステリアは最後の距離を詰めた。

柔らかく繊細なものが重なる。

目を閉じ、ただ一念に集中する。

（──《吸着》）











重なった唇の間から、瘴気が流れ込んでくる。

だが呼吸のために開かれたわずかな隙間からでは、流れ込むのが遅かった。

ウィステリアは青年の顎に手をかけ、ぎこちなく押し下げた。

ロイドの唇を開け、そっと舌を滑り込ませて繋ぐ。

感じたことのない、濡れた柔らかなものが触れあう。ウィステリアの体は小さく震え、ひたすら青年の体を侵す瘴気を吸い上げることに集中した。

呼吸とは異なる、熱のない重いものが流れ込んでくる。

やがて息が続かなくなり、ウィステリアは顔を上げた。

急いで何度も呼吸し、再び顔を屈める。唇を開かせ、重ねる。

頭が重く、かすんでいく。吸い込んだ瘴気が自分の体の中に沈んでいく。

『──イレーネ、やめろ』

低く咎めるサルティスの声がぼやけて響く。

それでもウィステリアは顔を上げなかった。空気が足りずに眩暈に襲われ、気を失う寸前で顔を離す。

息が乱れ、視界が歪み、滲んだ。

青年の首から目の下にかけての黒い網目は薄らいでいるように見える。そうでなければいけなかった。なのに、ロイドの顔は苦痛に歪んだまま目を覚まさない。

──遠い過去にあった夜会。突然の阿鼻叫喚。苦しみ倒れ、そのまま起き上がらなかった人々の姿を思い出す。

──冷たく、二度と動かなくなったコーラル。あの目が開くことも、声を聞くことも、体温を感じることもできないまま。

（いやだ……、いやだ!!
 ）

喉が締め上げられ、胸が潰れたようにうまく呼吸ができない。震えが止まらない。

──こんなことは、悪い夢だ。現実であっていいはずがなかった。

頬を侵す黒い蔓の上を、何度も指でなぞる。

「死ぬな、ロイド……!!
 」

痙攣する喉で声を絞り出し、滲む視界を強く閉じて唇を重ねた。

すがるものを求め、両手が黒の上衣の胸元を握る。

やがて押し殺した嗚咽が漏れ、横たわる青年の胸に黒髪が頽れた。











ふいに、金の目がウィステリアから逸れた。その両眼が鋭く
眇
 すが

 められるのを見て、ウィステリアもすぐに青年の視線の先を追う。

瘴気に満ちた暗い空の中、東の方角に、一部分だけ色が剥がれたように白くなっていた。その白い影は小刻みに上下している。ウィステリアは紫の目を凝らし、やがて白い影の正体に思い当たって、黒く細い眉をわずかにひそめた。

向き合う形で浮かんでいたロイドが短く問う。

「あれは？」

「……《白影》かな、おそらく」

「白影？　危険な魔物か？」

いや、とウィステリアは短く答えた。

「珍しい魔物だが、害はない」

まだ距離がある白い鳥影を見つめながら、ウィステリアは独語する。

（……なぜまたこんなときに）

知らず、腕に抱えたサルティスに力をこめる。あまり見かけない魔物であるだけに、遭遇すると記憶に残る。そして一番記憶に残っているのは、楽しくもない内容だった。

あの時は一人で《浮遊》を練習し空に浮かんでいて、今はロイドに《浮遊》を教えている最中で、二人で滞空している。ウィステリアは皮肉めいたものを感じずにはいられなかった。

「どんな性質の魔物なんだ？」

表情が乏しいわりに好奇心旺盛な弟子は、当然のようにそう問うた。向こうの世界で魔物の討伐経験を重ねている青年であっても、この《未明の地》では知らない魔物のほうが多い。魔物の名前もウィステリアが独自に名付けたものであるため、なおさら未知なのだろう。

ウィステリアはサルティスを抱えたまま腕組みをし、説明のために言葉を選んだ。

「姿は大きな鳥型……と言っていいのかな。虫にも少し似ているんだ。一対の大きな翼があり、その下に一回り小さな翼があって、体も尾も細長い。頭がとても小さくて、遠くからは見えないくらいだ。地上に降りているところをまだ一度も見たことがないから、ほとんどを空中で過ごす生き物なんだろう。おそらくは空気中の瘴気を取り込んでいるのだと思う。ということは、他の種を捕食する必要がないから、積極的に襲ってくる魔物でないことは確かだ」

『ふん、そんな安易に言い切っていいのか？　行動がよくわかっていないということは、時期や状態によって捕食者に変わる種かもしれぬではないか！』

間髪を容れず、腕の中からサルティスが声をあげる。ウィステリアはやや眉をひそめ、手厳しい師でもある聖剣を睨んだ。

「なら君の意見はどうなんだ」

『安易な推測は控える！』

「……ふうん？　逃げたな？」

『何を言う!!
 　我が正確無比にして厳格なる思考から仮説を導き出すには必要十分な情報を、』

「無駄話はそれくらいにしてくれ」

『おい小僧!!
 　何が無駄話だと!?
 』

ウィステリアは大きく息をついた。サルティスに付き合っているとすぐ話が逸れてしまう。とはいえ、サルティスには言えないが、自分にとっては悪くないものだった。が、率直な物言いと簡潔なやりとりを好むロイドからすれば、無駄でしかないのだろう。

ウィステリアは紫の目をもう一度白い群れへ向けた。

「大丈夫だとは思うが、一応、《浮遊》中はあれに注意してくれ。結構な速さで飛んでくるから、巻き込まれないように」

了解、とロイドは軽く肩をすくめた。

「巻き込まれたことがあったのか？」

「……前に少しな」

やや舌が重くなるように感じながら、ウィステリアは軽い声で答えた。白い影を少し長く眺めたあと、ロイドに目を戻す。

「高度を上げて維持するのは大丈夫そうだな。なら、次からは《浮遊》での移動について重点的にやろう」

今日はここまで、とウィステリアが素早く付け加えると、青年は一瞬不満げな顔をした。が、息ごと吐き出し、首に手を当てながら、わかった、と答えた。





寝台に横たわったまま、ウィステリアはぼんやりと天井を眺めた。眠気が膜のように体を覆っているのに、なぜか深い眠りへと落ちていくことができなかった。──これまでとは危険度の異なる《浮遊》をロイドに教えて、気が張り詰めているからだろうか。

薄闇の中に、かすかに波打っているような、あるいは小さな山を逆さに連ねたような木肌の天井が浮かんでいる。少し目を逸らすと、小さな植木鉢がつるされ、白い花が咲いているのが見えた。細長く四方に垂れるような形の花弁で、大きな鳥が翼を広げたような形にも見える。

その姿が、日中に目にした白い魔物を思い起こさせた。あの白い魔物には、感傷的な記憶が付随している。

──思い出すのは、サルティスを抱えて一人で《浮遊》の練習をしていたときのことだ。

ここで生きるためには移動の手段を確保する必要があり、地上よりも空のほうが安全で速かった。いざというとき魔物から逃れる手段という意味でも、《浮遊》の習得は最優先課題だった。

支えてくれるものもなく、掴めるものといえばサルティスくらいで、はじめはただ浮かぶだけでも苦労した。足場のない空中で立つ姿勢を維持するというだけでも、自分にとっては決して容易なことではなかった。

臆病なほど慎重に練習し、ようやくまともに空中に浮かんでいられるようになった頃、あの白影の群れに遭遇した。

──瞬く間に迫る白い魔物の群れ。

まだ今のように《浮遊》に習熟していなかった身では、すぐに回避することなどできなかった。

群れは即座に追いつき、ウィステリアと接触した。白い嵐の中に放り込まれたかのようだった。鳥よりも大きな魔物に全身を叩かれ、風に煽られて体勢が崩れる。

イレーネ、と呼ぶサルティスの声。

〝気を確かに持て馬鹿者！　そのまま落ちて死ぬ気か!!
 〟

ウィステリアは動揺して《浮遊》の制御を失い、落下していった。聖剣の厳しい声だけが何度も響いていた。

──助けて。誰か。

混乱の中で叫び声をあげていた。だがどれほど叫んでも、懇願しても、その声を聞く者などいない。いるわけがない。理解していたはずだったのに、とっさに出たのはそんな言葉だったのだ。

サルティスの叱咤で、ウィステリアはかろうじて体勢を立て直し、墜落を免れた。

──両膝を折って地についたとき、しばらく体の震えが止まらなかったこともよく覚えている。

（使えるのは自分だけだ。自分を助けるのも殺すのも、自分しかいない）

胸の内で、そうつぶやく。サルティスに叩き込まれ、今は血肉となった教訓。

あのとき、白影がほとんど無害な魔物であっただけ、幸運と言えたのだろう。鋭い嘴や爪を持っていれば、墜落する前に引き裂かれていたはずだ。

苦い記憶として残っているのは、誰か、ととっさに叫んでしまった自分を思い知らされたからだった。助けなどどこにもない。頭ではそうわかっていたはずなのに。

ウィステリアは長く息を吐き、瞼を閉じた。

──少なくとも、ロイドの《浮遊》の訓練の時は自分が師として側にいる。

かつて自分が陥ったような、墜落の危険にさらすようなことはしない。改めて、そう思い直した。





翌朝、ささやかな、だがウィステリアの意識の上では無視しにくい問題が発生した。いつものように寝台から起きあがり、部屋の隅にたてた衣装掛けから衣類を取ろうとして、しばらく眉根を寄せていた。が、そうしたところで問題が解決するはずもなく、また冷静に考えれば自分の意識上の問題だけにすぎないと思い直し、ウィステリアはその衣類とサルティスを手にして寝室を出た。

浴室で身支度を終え、居間へ出ると、自分の席にサルティスを横たえる。調理場に立ち、二人分の朝食を作り始める。それが終わる頃、ふいに天井に波紋が広がった。ウィステリアが顔を上げると、魔力に反応して水面のように揺らぐそこから、長身の青年が舞い降りてくる。

暗緑色の靴先を床につけ、束ねた銀の髪を揺らしてロイドは居間に降り立った。早起きして鍛錬をこなしてきたらしく、灰色の長袖一枚に黒い下衣という薄着だった。金の眸がウィステリアを捉え、一度、物言いたげに瞬く。その視線が、ウィステリアの全身をさっと撫でていった。

「……珍しいな」

短いその言葉に、ウィステリアはにわかに羞恥や居たたまれなさを刺激された。何が、と言われるまでもなくわかる。──やはり、この衣装は奇異に映るのだろう。

「その、いつもの服はまだ洗い終えてなくてな」

気づけば、言い訳がましくそんなことを口にしていた。半ば無意識に、下衣の裾を手で払う。

ウィステリアが今まとっているのは、紫を基調に金の装飾が入った衣装だった。華やかな蔓草を思わせる模様が胸や腹部のあたりに描かれており、袖こそ手首まであるものの薄く透けている。袖の先に、細い腕輪のように金色が入っているのも珍しい。腰につけられた細い剣帯は黒く、小さな金の留め具でつるされている。足を覆う脚衣の上に側面が開いた下衣を重ね、開いた側面には編み込みのような黒い紐が通っている。

腰の後ろの部分には、同じように透ける紫の衣が長い尾のように延びていた。

好んでよく着る水色の衣装や、赤の衣装に比べると、透けるような生地の部分が多い。くわえて装飾が多く、華やかとさえ言えるのも珍しかった。

「《働き羽》の織る衣は予測がつきにくいというか……たまに、こういうのが出来上がるんだ」

──つい弁明じみた口調でウィステリアはそう告げた。

この怜悧な弟子に、浮かれているなどと思われるのはひどく恥ずかしかった。

小さな魔物に織られたこの衣装をはじめて目にしたとき、ウィステリアの心は確かに弾むような感覚を抱いた。美しいと思った。《未明の地》に来てからは、ひどく珍しい感覚だった。

サルティス以外に見せる相手はいなかったが、それでもはじめて袖を通したときには、場違いなほど浮ついた気持ちを抱いたのだ。

──それを、こんな形で、しかもこの青年相手に見せることになるとは思わなかった。

ロイドが微塵も目を背けず、皮肉げに笑う気配さえないのが余計にいたたまれない。ウィステリアは助けを求めるように椅子の上に横たえたサルティスに目をやったが、こういうときに限って聖剣は口を挟んではくれなかった。

ウィステリアが小さく身じろぎすると、怜悧な弟子は軽く肩をすくめた。

「いいんじゃないか」

ウィステリアは目を丸くした。忙しなく瞬き、思わずロイドを見る。

端整な青年はかすかに頭を傾け、角度を変えて観察するようにウィステリアを眺めた。

「瞳の色と同系色だ。似合ってる」

微笑一つ浮かべるでもなく、ロイドは言った。

同系色と言われた紫の瞳を大きく見開き、ウィステリアは一瞬言葉を失った。遅れて意味を理解すると、先ほどまでの比ではない恥ずかしさで顔に熱がのぼった。

（い、いや、違……待て！）

返事に困って焦り、ますます気恥ずかしくなったとき、ようやく高らかな聖剣の声が響いた。

『圧倒的に陳腐な表現!!
 　論評とも言えぬ論評、つまるところ心底哀れな審美眼だな小僧!!
 』

「……言葉はともかく、目はそれなりに肥えている。かびくさい倉庫に放置されていた骨董品では目も頭も錆び付いて理解できないか。同情する」

『骨董品!?
 　おい小僧、それはもしかして我のことを言っているのではあるまいな!?
 』

サルティスがまくしたて、たちまちロイドが冷ややかな目で応じる。

その傍らで、ウィステリアは視線をさまよわせながら必死に平常心を呼び戻そうとした。

（ま、まったく……！）

手で扇いで顔の熱を冷まそうとする。まったく油断ならない弟子だった。

とは言え、ロイドに他意はないのだ。心を騒がせる自分のほうがおかしいに違いなかった。





ウィステリアの視界の端で、瞳に似た色の布が細長い尾のように揺らめいた。《浮遊》で宙に浮かんでいると、側面の開いた下衣や腰の後ろから垂れる装飾布がいっそうなびく。半ば透けている布は、瘴気に満ちた空にあっては色濃くなる。

ウィステリアはつい、サルティスを抱えていないほうの手で、下衣の裾を押さえた。

──普段よりひらひらした衣装に、なんとなく落ち着かない気持ちになる。

『おい、何をしている。腑抜けるな馬鹿者』

「わ、わかってるよ」

浮ついた気持ちを見透かされたような気がして、ウィステリアは小さく首をすくめた。

頭を振って気を引き締め、自分が飛んできた道を振り返る。拠点から離れた空で、ロイドの姿は見えない。

《浮遊》の練習で、高度を保ったまま、ある程度の距離まで飛ぶという課題のためにいったん別れた。ロイドは、自分が浮かぶこの地点まで拠点から飛んでくることになっている。

サルティスを抱えながら、ウィステリアは弟子の姿が視界に入るのを待った。

──だが気を抜けば、朝言われたことを思い出しそうになってしまう。

ロイドにとっては何気ない一言だったはずなのに、こんなにも心が騒いでいる。

そんなふうに言葉をかけてくれる相手は久しくいなかったからだと考えると、自嘲とも苦笑ともつかぬものがこぼれる。前回、そういった言葉をかけられたのはいつだったか──何気なくそう考え、しかし思い浮かぶのは一つしかなかった。

ロイドと同じ、けれどもっと明るく人懐こい声が耳に蘇る。

〝ああ、月の女神が私のもとに降りてきてくれたようだ〟

輝くような笑顔をしていた人。惜しみない、真っ直ぐな賞賛を送ってくれる人だった。彼の目にどう映るかという不安を抱き、賞賛されたときには舞い上がって、何度も翻弄された。そのときの淡い残り火のような感情がウィステリアの胸に一度だけ揺らめき、消えた。

（……馬鹿だな）

冷えて苦くなったものを抱え、ウィステリアは自嘲した。──ブライトの賞賛に、きっと嘘はなかったと今も思う。同時に、そこにありもしない特別な意味を見出そうとしていたのは、自分が一方的な恋に溺れていた愚か者だったからだ。

浅く息を吐いて感傷を追い払い、サルティスを強く抱え込んでロイドが来るはずの方角を見る。そうしながら、周囲にも目を配った。

ひとまず、魔物らしき気配はない。

サルティスが黙し、自分もまた口を閉ざすと、時折風の音や地のたてるかすかな音以外に、聞こえるものはなかった。

静寂。

瘴気ばかりが満ちる空は、慣れた目でもやはり薄暗い。不安定に揺らぎながらどこまでも続き、先が見えない。そして、果てもない。

──その暗さが、静けさが、ふいにウィステリアの肌を貫いて体の芯にまで浸透した。

とたん足元に深い穴がのぞいた気がして、ウィステリアは息を詰める。一瞬体勢を崩しかけ、慌てて足に意識を集中した。

『おい気を抜くな、愚か者』

サルティスが苦く叱るような声を発する。ウィステリアは答えなかった。自分でも、突如わいたその感情に戸惑っていた。

──この世界の静けさが、暗さが普通になったのだ。とうに慣れきったはずだった。意識にものぼらなかったほどに。

なのに今、どうしてそれが揺り返すのだろう。まるで、この世界にやってきて間もない頃のように。誰も側にいないことを耐えがたく感じていたときのように──。

ウィステリアは強く頭を振り、奇妙な感情を追い払おうとする。

──そんなふうに気を取られていたせいか、周囲への警戒が遅れた。

『イレーネ、下だ!!
 』

サルティスの鋭い声に、弾かれたように足元を見た。

ウィステリアは大きく目を見張った。

反応が遅れた隙を突くように、《白影》の群れが突風のごとく噴き上がった。

羽ばたく魔物の集団はウィステリアを飲み込み、白い翼が、尾が体をかすめていく。

風や翼に煽られ、ウィステリアは体勢を崩しかけた。

──いつかの記憶が蘇り、体が強ばってうまく動けない。

空に向かって手を伸ばし、現れるはずのない助けを求めた記憶。

（しっかりしろ！）

揺らぎ、飲み込まれそうになる自分を叱咤する。踏み止まる。

駆け上がろうとする無数の白い翼の隙間、ふいに、銀色と黒が閃いた。

ウィステリアは紫の目を見開いた。

向かってくる魔物は、花弁が開くように直前で左右に避けていく。

そして白い翼の向こう、黒衣に包まれた大きな対の腕がウィステリアに向かって伸びた。

見開かれた紫の瞳の中で白い鳥影が慌ただしく散ってゆき、代わりに銀の輝きと小さな対の黄金が瞬く間に大きくなる。

腕を、強い手につかまれる。薄い袖越しにその感触を、熱を鮮やかに感じた。

ウィステリアを通り過ぎ、白影たちは更なる上空へと散ってゆく。一瞬で遠く、小さな瞬く白い光点となって遠ざかる。











そうして、二人だけが残された。こぼれんばかりに目を見開くウィステリアの前で、ロイドは不敵な笑みを浮かべて滞空していた。肘上に触れていた手が離れていくと、ウィステリアはロイドに向き合う形で留まっていた。

金の瞳にいつもより強い輝きを見たとき、ウィステリアはようやく正気に戻った。

「なっ、何を──いや、それより無事か!?
 　いったい何が……!!
 」

「問題ない。あなたが見た通りだ」

焦る師に対し、怜悧な弟子は涼やかな表情で肩をすくめた。本人の言の通り、その身にはかすり傷一つない。

それでも自分がいない間に襲われたのかと一瞬青ざめたウィステリアに、ロイドはいつもの口調で付け加えた。

「単に《浮遊》で移動するだけというのもな。待っているあなたも退屈だろう。ちょうどいいところに群れがいた」

だから交ざった──と言わんばかりの軽い調子に、ウィステリアは絶句した。

──自ら白影の群れに交じってこちらに向かってきたのか。

「む、無茶苦茶じゃないか……!!
 」

予想さえしなかった行動に混乱する。同時に、弟子の行動の危うさを思い至る。半端に眉をつりあげた師を見て、明敏な青年は先んじた。

「あの魔物には害はないんだろう。実際、そうだった」

「だ、だからといって、危険性が無いわけではないだろう！　魔物自体に攻撃されなかったとしても、《浮遊》の制御を乱すようなことになれば──」

「対処できる範囲だ。実際、乱さなかった。鍛錬の上でも想定外のことはあったほうがいい」

ロイドは淡々と反論を抑えこみ、なおも言い募ろうとするウィステリアを正面から見つめ、それに、と続けた。

「たとえ落ちそうになったとしても、ちゃんと掴んでくれる
 んだろ？」

おどけたような声色に、ウィステリアは目を丸くした。──つい最近自分が口にした言葉だと遅れて気づいたとたん、頬に熱を感じた。

（た、確かに言ったが……！）

そういう意味ではない、とまごつく口の中で転がす。

『無謀で考えなしの弟子に、気の緩みも甚だしい師……まったく目も当てられん』

ウィステリアの腕の中で、サルティスがいかにも呆れと不服まじりに言った。

ロイドは冷ややかに聖剣を一瞥しつつ、ウィステリアに目を戻した。

「少しは退屈しのぎになったんじゃないか？」

淡く不敵な微笑を浮かべながらロイドは言った。

ウィステリアは忙しなく瞬く。それから、唐突に気づいた。

──あの果てのない静けさも暗さも、もう感じなかった。足元に底のない穴が開くような感覚さえも、どこにも残っていない。

ロイドは、あの感情を見透かしていたのかと一瞬疑う。だがそんなはずはない。

触れられた腕に、ほのかな熱が蘇るようだった。

落ちそうになって掴まれたのは、むしろ──。

こちらを見つめる黄金の目にまぶしささえ感じ、ウィステリアの中の反論はかき消えていく。

浮つく鼓動と気恥ずかしさを隠すように、長くため息をつく。だがその息にさえ、呆れを通り越して笑いが混じった。

「本当に君は……、とんでもない弟子だな」

そうつぶやいた声が、自分でもわかるほどに明るかった。

ロイドは軽く肩をすくめただけで、否定も肯定もしない。清々しいまでに自信と余裕に満ちた青年にウィステリアはもう一度苦笑いした。青年の態度につられたように、ふいに悪戯めいた気持ちがわく。

「退屈しのぎというなら、帰りは趣向を変えようか。少し飛ばすが、ついて来られるか？」

ウィステリアが軽く挑発するように笑うと、ロイドが一度瞬く。そうして、青年の唇が鋭くつり上がった。

「──望むところだ」

簡潔にして意欲の漲る返答に、よし、とウィステリアはうなずき、身を翻す。そうして、空中で蹴るようにして加速した。長い黒髪が、紫の衣がなびく。

振り向かずとも、すぐに強い存在感を持った気配が追従してくるのを感じた。

目に映る空は瘴気で暗く、足場もなく、一瞬でも気を抜けば墜落の危険性を孕んでいる。

──瘴気の空を駆けるとき、自分についてくるのは魔物か風でしかなかった。だが、今は違う。

背に、遅れずについてくる弟子がいる。自分を追ってくる青年がいる。

だから、彼のために師として無様な姿はさらせないと思った。もう落ちる気もしない。

──ロイドが落ちそうになったとき、その手を掴むべきは自分のほうなのだから。






あとがき





読んでくださったみなさま、ありがとうございます。永野水貴です。

応援してくださったみなさまのおかげで、なんとか「恋した人は、妹の代わりに死んでくれと言った。」三巻をお届けすることができました。





色々盛り盛りしている作品のせいか厳しい現実に直面したりもして、そもそも多く求められる物語とは、多く読まれる作品とは何かというのをぐるぐる考えていました。

一巻のあとがきにも書いたように、この話は自分の信じたいもの、好きなものがたくさん詰まっています。

厳しい現実に直面した分だけ、心が折れそうなときが何度かありました。それでも踏み止まって書けたのは、熱く応援してくださるみなさまのおかげです。





予約してくださる方や、投票企画やレビュー、周りの方へのおすすめ等がとてもありがたく、また今の時代にはいっそう貴重なお手紙などもいただきまして本当に感謝しております。

この物語は、好きだと言ってくださる方のためのものにもなったのだなと改めて気づかされました。

とても力になりますので、ひきつづき応援していただければ幸いです。





また今回は紙の本にも専用の特典ＳＳを収録していただくことになりました。少しでも楽しんでいただければ嬉しく思います。





そして今回もとよた瑣織先生に素敵なイラストで彩っていただきました。ありがとうございます。ぜひ素敵なイラストと一緒に楽しんでいただけたらと思います。





家守まき先生によるとても素敵なコミカライズもはじまっておりますので、そちらもぜひご覧ください。





ぐるぐる考えたものの、最後にはこの物語を書き始めた理由に従って書きました。

あとは一人でも多くの方に届きますようにと祈るばかりです。

わくわくどきどきするような時間になれますように。





二〇二二年四月　永野水貴







電子版特典SS


ルイニングの二番目と不相応な謁見





「はじめまして、デイヴィッドさま」

にこりと微笑まれてそう告げられたとき、デイヴィッドの心臓はかつてないほど大きく跳ねた。目に映る人は美しく、長い赤毛はひときわ鮮やかで、大輪の赤い花が開いたかのようだった。あまりの華やかさに思わずよろめきかけ、かろうじて留まる。

笑み一つで、まばゆいほどの輝きを投げかけてくる令嬢──パトリシア・ロレイン＝ルイニングを前に、デイヴィッドはまったくどのように対応したらいいかわからずにいた。





──ことの発端は、〝ルイニングの三番目〟の何気ない一言だった。

「パティが……ああ、僕の姉が、君に会ってみたいと言い出したんだ。デイヴさえよければ、一度会ってみてくれないか？」

形の良い銀色の眉を下げて〝ルイニングの三番目〟ことルイス・ジョシュア＝ルイニングがそう切り出してきたとき、デイヴィッド＝ラブラは危うく口に含んだ茶でむせるところだった。

王都内にある小さなラブラ邸の応接間、テーブルを挟んでルイニングの三番目とラブラ家の嫡子が座る光景も、そろそろ見慣れたものになりつつある時期のことだ。

デイヴィッドはかろうじて
嚥下
 えんか

 し、カップを置いたあと、少々行儀が悪いということも忘れて指で自分を示した。

「お姉様がおれに、ですか？」

「そうなんだ。姉は気まぐれなところがあって……君に興味を持ったみたいなんだ。あ、変な意味ではないから安心して」

デイヴィッドは一瞬目を丸くする。

「えーとそれは、おれみたいな人間がルイス様に近づくのを快く思わないとかそういう……」

「そんなことはないよ！　姉は少し思い込みが激しいところがあるけど、そこまで愚かじゃない」

今度はルイスが驚いたように言うので、デイヴィッドは先走った自分に
羞恥
 しゅうち

 を覚え、しどろもどろに謝った。

──ルイスの姉。ルイニングの〝二番目〟ことパトリシア・ロレイン＝ルイニング。

外見は母親譲りでルイスとはまた異なる色彩を持った女性と聞いていたが、それでも美貌のご令嬢という噂だった。ルイスは、父である現ルイニング公に似て、明るく快活な──際立った
 という強調がほぼ確実につく──美青年である。そのルイスの姉ともなれば、どれほどの美女か、顔を見ずとも容易に想像できる。

しかもルイニングのご令嬢からすれば、家格が遥かに劣るデイヴィッド＝ラブラなどという人物は、弟の友人としてふさわしくないなどと考えてもおかしくはない。が、どうやらそうではないという。

──あるいはここで、自分がもう少し美男子であったり、家柄がよかったりすれば、もしやと甘い予感を抱くこともあったのかもしれないとデイヴィッドは思う。

が、平凡を絵に描いたような自分の身の丈を、デイヴィッドはよく知っていた。そもそもルイスとこうして気安く話せること自体も、
稀有
 けう

 な偶然の産物であり、奇跡なのだ。

（……確か、ご婚約されたとかなんとか言ってたか）

社交界の華の一つであるパトリシアは、最近になって婚約したという話だった。となればなおさら、もしやなどという幻想を抱く余地もない。

困り顔のルイスに向かい、デイヴィッドは特にそれ以上考えるでもなく、喜んで、などと答えたのだった。

──そのようなやりとりを経た末に、デイヴィッドはルイスと共にルイニング邸を訪れ、パトリシアへの謁見がかなった。

ルイスが同席し、大きな邸にある庭で、三人での小さな茶会のようなものになる。

パトリシアの向かいにルイスが座り、そのルイスの隣にデイヴィッドは座った。明らかに場違いな自分に冷や汗が出る思いがし、調子よくうなずいた自分に頭を抱えたくなった。

──ルイニングのご令嬢、パトリシア・ロレイン＝ルイニングはにこにこと笑っている。

「よかったわ、真面目そうなご友人で」

「……失礼だよ、パトリシア」

「あら、本音よ。褒めているの。デイヴィッドさまのような誠実なご友人は何より重要ですもの」

おずおずと、だが控えめに抗議する弟を
歯牙
 しが

 にもかけず、パトリシアは言った。

日頃、快活で人懐こいルイスがこのように首根っこを押さえつけられたような様子でいるのを、デイヴィッドははじめて見る。

パトリシアは硬くなるデイヴィッドを見つめ、小さな頭を傾げた。

「そんなに緊張しなくてもよろしいのに。わたくし、そんなに威圧感があります？」

「！　い、いえ、そんなことは……！　お、おれにはあまりにも眩しいといいますか……」

──あまりに華やかで、とデイヴィッドは口ごもった。

ルイス同様、パトリシアもその場にいるだけで周りを明るくする華々しさがある。ルイスと並ぶと少し小柄に見え、母親譲りの長い赤毛や輝く大きな瞳が印象的だが、形が良く高い鼻や、やや薄めで人形のような唇などはルイスと共通している。
妖艶
 ようえん

 な美しさではないが、瑞々しく品があり、愛らしさと美しさを両立させたような絶妙な造形だった。弟に劣らず目を引く
容貌
 ようぼう

 だ。

そんな姉弟がそろって側にいれば、凡人を自覚するデイヴィッドには緊張するなというほうが無理だった。──もし、最もルイニング公に似ていると言われるルイニングの一番目
 までもがここに居合わせたら、自分は気の弱いご令嬢のように失神していたに違いない。

「ふふ。素直な方ね。確かにわたくしをまぶしく感じる方は少なくないようです」

「……さすがパティ、自信が有り余ってだだ漏れ……」

「あらルイス、何か言った？」

「いいや、何も言ってないよ！」

ルイスがたちまち満面の笑みを作って言う。パトリシアは形の良い眉を持ち上げて弟を睨んだ。

そんな姉弟の傍らで、デイヴィッドはただ呆けたように二人を眺めていた。

（仲良いんだなあ……）

先日は、ルイスに連れられて長兄ロイドと会った。そのときにルイスとロイドの兄弟仲が良好であると教えられたが、どうやらパトリシアとルイスもまた仲が良いようだった。

美しい風景を眺めるような気持ちでいたデイヴィッドに、パトリシアが目を向ける。

そうして、にこりと笑った。

「ルイスと仲良くしてあげてくださいね」

「は、はい……！　でも仲良くしてもらっているのはおれのほうというか、ええと……！」

デイヴィッドの頬は熱くなり、焦って声を上擦らせた。

パトリシアが高く軽やかな声で笑う。デイヴィッドはどきりと胸が弾むのを感じながら、それ以上に顔の熱さを堪えきれなかった。隣でルイスが、姉に呆れたような息を吐いているのが聞こえた。





「……おいデイヴィッド。デイヴィッド！」

ぼんやりと記憶にひたっていたデイヴィッドは、友人の声ではっと我に返った。

いつの間にか、数名の友人たちがテーブルを囲み、こちらに身を乗り出している。よく通う茶店で友人と集まり、勉強なのか雑談なのかよくわからない会を開いていたところだった。

デイヴィッドを囲む一人が、手元で本を開いたまま、周囲をはばかるようにしてささやいてきた。

「で、どうだった？」

「え、何が？」

「だから、例のご令嬢のことだよ！　この前、〝ルイニングの妖精〟に直にお会いしたんだろ？」

そう切り出した一人の両傍らで、他の友人も興味津々と言った様子で視線を向けてくる。

デイヴィッドは言葉に
窮
 きゅう

 した。ルイニングの妖精──パトリシアを称える異名の一つ──のことをまさにいま、無意識に思い出していたところで、動悸がしてくる。

本来なら自分の身分で会えるような相手ではない。家柄の似たこの友人達も同じだった。数奇な縁により、デイヴィッドだけが抜け駆けするような形になったのだ。友人達が露骨に食いついてくるのも、無理もないことかもしれなかった。

デイヴィッドは内心の動揺を悟られまいと必死に平常心を装い、言葉を探した。

「それはまぁ……品のある、美しい女性だった。さすがはあのルイス殿の姉、という感じで……」

「噂通りの美貌か？　顔以外は？」

透かさず食いついてくる友人たちに、デイヴィッドはやや慌てた。さすがに言葉が直接的すぎる、と声をひそめてたしなめようとすると、他の友人が先に肘でつついて発言者を
牽制
 けんせい

 する。

「……そんなによく見たわけではないから」

デイヴィッドは言葉を濁して続けた。──はじめて会った先日以来、妖精と称されるあの明るく華やかな姿が頭から離れないのだとは、言えるはずもなかった。

ラブラ家は男爵位を
賜
 たまわ

 っていると言っても、貴族の中ではだいぶ平民に近いほうだ。古い家門ならまた特別な地位にもなれるが、ラブラ家はそうではない。そして男爵位と公爵位ではそもそも覆しようのない差がある。

なぜか自分に言い聞かせるようにして、デイヴィッドは胸の内でそうまくしたてていた。

「あーあ。いいよなあ、デイヴィッドは。一目会えただけでもさ」

「まあ、中途半端に会わないほうがかえって野心も抱かずに済むかもしれないぜ」

黙り込むデイヴィッドの側で、友人達は好き勝手に言い始める。

「婚約が決まったのもわりと最近だろ。あわよくば、なんて思っていたんだが」

「お前、そんなことを考えてたのか？」

「善人ぶるなよ。男なら誰だってそうだろ。俺たちの祖父みたいな年の男だって狙ってたって話だ。でもやっぱりルイニングのご令嬢ともなると、婚約が多少遅くたって問題ないんだろうな」

しばらく、友人達は年頃の──成り上がりを夢見る──青年らしい会話をしていたが、ふいに矛先をデイヴィッドに向けた。

「それでだ。ルイニングの妖精の好みは？」

「……え？」

「だから、高貴なご令嬢の好みだよ。聞いておけば、今後他のお相手への応用
 に活かせるかもしれないだろ」

デイヴィッドは軽くむせた。

「知るわけないだろ、そんなの……！」

「でも俺たちの中じゃ、お前が唯一の接触者なんだよ。情報という貴重な財産はみんなで共有すべきだ。なあ？」

「そうそう。俺たちは親しき友、兄弟も同然だ。兄弟に隠し事はなしだぞ」

友人たちがすり寄ってきたかと思うと、家族にするように大仰に肩を抱こうとしてくる。デイヴィッドはのけぞるようにそれを避け、反論した。

「パトリシア嬢には婚約者がいるだろ。それなら、その婚約者が好みだってことになるじゃないか……！」

「……青い。青いぞ、友よ。婚約者は確かに条件の良い男だろうが、悪い評判も良い評判も聞かない。パトリシア嬢が今になって婚約する相手としては、少々平凡──というか物足りない相手という噂もある。それに結婚するのに恋愛なんて要らない。むしろ結婚した後からだ」

いかにも世慣れた人物のようにしたり顔で説く友人に、デイヴィッドは困惑した。

貴族の結婚が、ほとんどが家のためであることは、デイヴィッドですら理解している。高い爵位を持つ家であればあるほど、その傾向は強くなるという。はっきりと表沙汰になるわけではないが、高貴な人間は義務として結婚しながら、秘密の愛人や恋人を持つことも少なくないらしい。

デイヴィッドの両親は、男爵家夫婦というのもあって、そういった外での恋愛
 はないようだった。あまり貴族らしくないというところが良い方に作用したらしく、気の合う友人のように仲が良い。

そのせいか、その二人の子供であるところのデイヴィッドも、義務の結婚とそれ以外での恋愛というものが頭では理解できても実感はできなかった。

脳裏に、明るい笑い声と華やかな赤毛の、美しい少女の姿がよぎる。

弟と屈託無くやりとりしていた、あの輝くようなパトリシアが、義務の結婚と恋愛とを別にする──というのはあまり想像できなかった。

複雑な顔で黙り込むデイヴィッドを見、友人たちはいかにも親身な顔をしてうなずいた。

「まあ一度会ったきりだからな、情報不足も無理はない。だが諦めてはいけないぞ、友よ。なんせ君には、我々にはない素晴らしい助っ人──ルイス殿がおり、次の好機も望める立場なのだから！」

「な、何で……!?
 」

「それに俺たちも協力するぞ！　みなで更なる高みへ、輝かしい未来のために努力しようではないか！」

仰々しい演説をする友人にデイヴィッドは目を剥き、慌てて抗議する。だが陽気な友人たちはまるで聞く耳を持たなかった。





昼下がりの公園は、やや格好を付けて読書を決め込むには、あまりに眠気を誘う陽気に満ちていた。

デイヴィッドは長椅子に座り、学ぶべき本を開いたまま、一ページも進められずにいた。ただ目を開けることに労力のほとんどを費やし、植えられた木々が瑞々しい葉をつけ、柔らかく揺れているのを見る。心和む天気──であるはずが、デイヴィッドの口からは重いため息がこぼれた。

（無理に決まってるって……）

友人たちの主張する〝輝かしい未来のための努力〟を思い、デイヴィッドは本を閉じてうなだれた。──パトリシアに謁見したことを根掘り葉掘り聞かれたあの日、必死に抗うもよくわからない賭けに巻き込まれ、デイヴィッドは負けた。

その末、

『それでは親愛なる友、我が勇ましき同胞よ、我々のためにもう一働きしてきてくれたまえ』

などと背を叩かれ、ルイニングの妖精の好みを聞いてくるなどと無理難題を押しつけられる羽目になった。友人たちも半分ほどは──あるいはもう少々は──悪ふざけなのだろうが、とにかく何らかの成果がなければ、この先延々とせっつかれるのはわかりきっていた。同じような家柄で、同年代の気の良い友人たちであり、その輪から自分一人が弾き出されてしまうのも困る。

この場合、もっとも無難かつ手堅いのは、ルイスに聞いてしまうことだ。──が、礼節という面で問題があり、ルイスとの交友関係を利用するようで気がすすまない。姉の異性の趣味など、聞かれたルイスも困るだろう。それに大いに誤解を招くおそれもある。

デイヴィッドはうめき、本の表紙にぐりぐりと頭を押しつけた。

「……あら？　もしかしてデイヴィッドさま？」

天啓のごとき澄んだ声がして、デイヴィッドはがばっと顔を上げた。本にすりつけていた頭からはらりと髪が落ちる。

白い傘のつくる影の中、きらめく大きな瞳がこちらを見つめていた。

デイヴィッドは寸前で声をあげるところだった。帽子の下で赤毛を結い上げ、淡い赤のドレスをまとった人物は、まさに思い描いていた美少女そのもの──パトリシアだった。その少し後ろに、付き添いの侍女がいる。二人は、長椅子に座るデイヴィッドから少し離れた道を歩き、通り過ぎようとしていたようだった。

「奇遇ですね。デイヴィッド様もお散歩に？」

「は、はい！　そ、外で、読書でもしようかと……」

デイヴィッドの声はかすれた。──友人から急かされて思い悩んだ末、パトリシアのようなご令嬢が来そうな公園はどこかと妹に聞き、足を運んだのだとはとても言えなかった。

明らかに目が泳ぐデイヴィッドを見ても、パトリシアは不審な顔をするでもなく、にこりと笑った。

「いいお天気ですものね」

いやみでも、過度な気遣いでもない、ごく自然な感じのよい声だった。

それでデイヴィッドは安心と羞恥のいりまじった気持ちを味わった。自分の落ち着きのなさを恥じると同時、パトリシアのいやみのなさに救われる。

だが少し遅れて、その意味に気づいて喉の奥で小さく声をあげた。

（……そうか。パトリシア様は……慣れてるんだ）

ルイニングの妖精を前に、舞い上がるあまりうまく格好をつけられなくなる男というのを山ほど目にしたに違いなかった。

見も知らぬその男性達にデイヴィッドは同情と親しみを覚えた。そして耳の奥に、なぜか友人たちの〝行け、友よ〟と白々しいほど勇ましく無責任な声が蘇った。

──ああもう、とデイヴィッドは半ば勢いだけで口を開いた。

「その、実は、パトリシア様にお聞きしたいことがありまして……」

「わたくしに？　なんでしょう？」

ぱちぱち、と丸い宝石のような目が瞬く。そのすぐ後ろで、侍女がかすかに目元を歪めてデイヴィッドを睨む。

「ど、どのような人物を好ましいと思われるのか……」

勢いが持ったのはそこまでで、デイヴィッドはたちまちしおれた。

パトリシアが意表を突かれたような顔をする。それでもう、デイヴィッドは逃げ出したい気持ちになった。侍女が向けてくる眼差しも一層冷たい。

──それに耐えきれず、デイヴィッドは寸前で回避を試みた。

「ル……ルイス様のなんですが!!
 」

裏返った声でそう叫んだとたん、空気がにわかに変わった。一瞬、気まずい沈黙が落ちる。かと思えば、侍女の視線から険しさが消え、奇妙に生温かい眼差しに変わった。

デイヴィッドは顔が熱くなり、同時に冷や汗をかくというかつてない感覚を味わった。

パトリシアの、長く上向きの睫毛が素早く上下する。

「ルイスの好み……ですか？」

「そ……そう、です！」

「まあ。そんなにルイスのことを……？」

「えっ……、いやっ、あの……！」

ルイスに似た色の瞳に見つめられ、デイヴィッドはますます
狼狽
 ろうばい

 した。──何か、とんでもない誤解を招いている気がする。が、なんと弁明すればいいのかわからない。

あたふたと落ち着きをなくし、必死に言葉を探しているうち、パトリシアの軽やかな笑い声が響いた。

「ふふ。面白い方！　ルイスはまだ子供なところがありますの。興味があることといえば魔法のことばかり！　よく兄に教えを乞うていますわ。むしろわたくしよりよほど兄離れできていないのではないかしら」

くるり、と傘を回してパトリシアは言う。可憐な少女を思わせる仕草に、デイヴィッドは無意識に目を奪われた。同時に、思い出す光景があった。冬と春を思わせるような、ルイニングの長兄と末弟。わずかたりとも笑わない長兄に、それでもルイスは嬉しそうに駆け寄り、誰かが兄を侮辱するようなことがあれば冷笑を露わにして
毅然
 きぜん

 と立ち向かった。

パトリシアがまたくるりと傘を回し、小さく首を傾げてデイヴィッドを見る。

「好み、とは違うのですけれど、ルイニングには一途な者が多いのだそうです。一度愛する相手を得ると、生涯その相手だけを愛することが多いのだとか」

「そ、そうなのですか。それは……素敵ですね」

「ええ。わたくしの両親も、とても仲が良くて。羨ましくなってしまうくらいですわ。お父様に愛されたお母様はとても幸せな方です」

デイヴィッドは気の利いた返答をしようと必死に思考を巡らせたが、うまく見つけられなかった。

とにかくなんとか会話を続けるべく、精一杯言葉を
接
 つ

 ぐ。

「た、ただの興味なのですが……、ジェニス子爵は、どんな女性を好まれるのでしょうか」

対話を繋げるためだけの問いだったが、パトリシアの動きが一瞬止まった。デイヴィッドは、え、と喉の奥で小さく声をあげる。

パトリシアはすぐに自然な微笑だけを見せ、手袋に包まれた細い人差し指を、白い頬に当てた。

「お兄様と一時親しくなった女性に、これといって共通点はありませんわ。みな、お兄様に熱を上げていたという意味では同じですけれど」

デイヴィッドは一瞬呆気にとられた。自分には想像もつかない世界だったが、次期公爵ともなれば不思議ではないのだろう。ジェニス子爵ことロイド・アレンは氷の彫像のように整った容貌の持ち主で、人間の色恋沙汰には興味がないのではと思えるほどだったが、決して異性との交遊がないというわけではないらしい。

デイヴィッドが言葉を失っていると、くす、とパトリシアが吐息だけで笑った。

「あのロイド・アレンにふさわしい女性など、そういるはずがありません」

告げられた言葉に、デイヴィッドは静かに目を見張った。パトリシアの赤い唇に、傘のつくる影で色濃く見える瞳に──どこか勝者の浮かべる表情にも似た、あるいは妖艶な何かが滲んだように見えた。デイヴィッドの心臓はまたも跳ねる。緊張、好奇心、それでいてそのどれとも違う名状しがたいもの。

落ち着きを失いながら、デイヴィッドは言葉を絞り出す。──今なら。むしろ今しかない。

「それで、その……これも興味なのですが、パトリシア様は、どういった方を好まれる……のでしょうか」

「わたくし？」

パトリシアは目を丸くし、音を立てそうなほど長い睫毛を上下させた。先ほどまでの表情は消え、また明るく可憐な表情に戻る。デイヴィッドはまたも目を奪われそうになり、慌てて言い足した。

「も、もちろん、パトリシア様の婚約者が素晴らしい方であるという話は聞いていますが……」

石像のように控えている侍女が再び冷ややかな視線を向けてきて、デイヴィッドは一瞬怯んだ。──これは決してやましい意図からの質問ではない、やむをえない事情があって、と心の中で叫んだ。

くる、とパトリシアが手にした傘をまた回す。ルイスに似た明るい色の目はデイヴィッドから逸れ、ここまで歩いてきた道に向けられる。

デイヴィッドもつられてその道に目を向けたが、人がまばらで程よい静けさであるという以外に、注意を引くものはなかった。

「……わたくしは誰よりも理想が高いですわ。理想そのものを間近で見て育ったのですから」

しん、と降るような声が言った。デイヴィッドは振り向く。──何か、胸を衝かれるような響きだった。

だが振り向いてパトリシアと目が合ったときには、もはや隙のない微笑しかなかった。

「読書のお邪魔をしてしまってごめんなさい。またいつでもルイスのもとに遊びにきてくださいね」

それではごきげんよう、と流れるように別れの挨拶を口にして、パトリシアは侍女と共に散歩を再開した。ゆっくりと去っていく後ろ姿に、しかしデイヴィッドは一言も声をかけられなかった。優美な背は、これ以上話すことはないと雄弁に語るかのようだった。

小さくなっていく後ろ姿を呆然と見つめたあと、デイヴィッドは自分の足元に目を落とす。

パトリシアの、一瞬の形容しがたい表情と声がなぜか気になった。

婚約者について、彼女は一言も口にしなかった。

──誰よりも高い理想。理想そのものを間近で見て育った。

（それは……）

父であるルイニング公爵のことだろうか。だがデイヴィッドの中ですぐに違和感が生じた。

パトリシアが滲ませた、奇妙な妖艶さ。勝者の優越感を思わせる表情。──あの意味は。

〝あのロイド・アレンにふさわしい女性など、そういるはずがありません〟

兄を侮辱されたときにルイスが見せた、凍てつく微笑に似ていた。しかし同じものではない。パトリシアは無礼に怒ったのでも、相手に謝罪を求めていたのでもない。

なのに、それが勝者の笑みだったとしたら──。

（……誰に対しての……？）

そんなことを考えたとたん、デイヴィッドは無意識に息を呑んでいた。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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